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序章 東京帝大新人会と戦後日本 
 
 
第一節 本研究の目的 
 
本研究の目的は、東京帝大新人会に参加した人びとがとりくんだ諸活動を歴史的に検討
することで、同会に参加した青年たちの精神構造、すなわちエートスを明らかにすること
である。従来、新人会は「戦後日本の知識人の原型」と理解されてきた。本研究の考察か
らは、そうした理解にとどまらない、新人会員たちの諸活動に内在する理論と実践の融合
過程および諸実践を通じて、大衆に対する自己韜晦的な態度を戦後日本の知識人がはぐく
んだことが明らかになる。 
1920 年代後半の日本において、高等教育の享受者たちが左傾化したことはよく知られて
いる。彼らは、大学で出会う学問を否定して新たな知識を求め、得られた知識をもとに既
存体制を批判するさまざまな活動を行った。しかしその後、高等教育機関を経験した人び
とは、戦時下体制が進む日本社会で、かつて批判していた国家体制に寄与していった。戦
後にはじまった近代日本の知識人に関する研究は、このような戦前の学生たちの変遷に着
目し、その出自と近代学校制度に由来するエリート意識が複雑に絡み合った結果、学生た
ちの左傾化が起きたと指摘する(1)。 
だが、高等教育享受者たちが行った諸活動を、出自とエリート意識に基づいた左傾化の
結果としてのみ、捉えきれるのであろうか。左傾化の結果としてのみ捉えきれないことを
二つのことから指摘したい。 
まず、当時の高等教育享受者たちの置かれた時代的背景の検討が十分に行われていると
は言い難い点である。学生たちが左傾化したといわれた時代は、「大正デモクラシー」と呼
ばれた人びとの権利意識が高まる時期にあたった。学生たちは、多くの知識を吸収する青
年期を、まさにこの時期に過ごした。そして、この時期に、左傾化した学生たちは、その
社会的属性を越えて、ときには彼らに向けられる反発に向き合いながら諸活動に参加して
いった。彼らの諸活動とエートスを明らかにするには、これまでの左傾化の一言に還元さ
れてきたものを、こうした時代背景を踏まえて再検討する必要がある。 
いまひとつは、活動を長期的な視野で検討する必要性に関連する。戦前の高等教育を受
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け左傾化した学生の多くは、戦後もさまざまな分野で活躍し、その道の大家となるものも
あった。その際彼らは、戦後日本社会での彼らへの批判と、占領軍による「民主化」と高
度成長のなかで、自身のこれまでの経験と戦後の変化に向き合うことを余儀なくされなが
らも、それぞれの活動を展開していった。会員たちの戦前と戦後の活動の継続性に焦点を
合わせるならば、先行研究を踏まえながらも、歴史的衝撃のなかに置かれた人びとが、そ
のなかでいかなる論理をもって活動を行ったのか、その思想的変容はいかなるものと捉え
られるのか、さらに検証してゆく必要があるだろう。 
その検証の対象として、本研究では、戦前期に東京帝国大学の学生で組織された学生団
体である東京帝大新人会〔1919-1929。以下、新人会〕を取り上げる。新人会員は東京帝国
大学の学生でありながら、1910 年代末から 1920 年代にかけて、読書や医療などの活動を
行い、労働者などの会員たちとは社会的属性のことなる人びとと積極的にかかわった。そ
こでは、問題を抱える現状を改善しようとする、いわば社会運動としての諸活動が行われ
た。やがて、大学を卒業した会員たちは政界、実業界、学術界など多分野で要人となる。
そうした職業選択と、そこでの営為は、一見すると新人会時代との連続性が見えない。だ
が、ひとつひとつの活動を検討していくとき、そこには激動する時代状況のもと、高等学
校から大学までの近代学校制度のなかでつちかわれた男性同士の紐帯と、新人会の活動に
通底する、自己と他者に働きかける実践が浮かび上がる。 
本研究ではそうした諸実践を駆動させた論理を考察する。そして、戦争をはさんで日本
社会が大きく変化するなかで、それらがいかに帰結したのかを検討する。 
 
 
第二節 先行研究の検討――新人会研究の系譜 
 
新人会は、会員たちの多彩な活動ゆえに社会学、政治学、思想史などさまざまな分野で
論じられてきた。それらは大別して社会思想、社会運動、学生の三つの研究分野の組み合
わせからなる。以下ではそれらの研究の知見を概観する。そこからは、新人会を通じて戦
後日本の知識人を考える際に踏まえなければならない文脈を捉えたうえで、本研究がなす
べき課題が明らかになる。 
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2-1 戦後日本の知識人の原型――思想の歴史社会学的研究からの評価 
 新人会が最初に研究の遡上にあがったのは、昭和期の、政治あるいは社会に関する思想
の歴史社会学的研究である。そこでは新人会は、戦後日本の知識人の原型として捉えられ
た。 
新人会の先駆的な研究としては、戦後、政治家や思想家たち知識人の戦争への参加の在
り方を検討した、転向研究会の一連の研究の、『共同研究 転向』がある（思想の科学研究
会編 [1959] 2012a, [1959] 2012b, [1960] 2012c，[1960] 2012d，[1962] 2013a，[1962] 
2013b）。上中下巻の三冊、約千八百ページにわたるその著書において、分析の冒頭を飾っ
たのが新人会であり、さらに主題的に論じられた人物の全体の約二十パーセントが新人会
員で占められている(2)。 
思想の科学研究会の共同研究グループのひとつである転向研究会は、戦後の共産党員へ
の評価の高まりと内部対立への失望、また戦争によって自身の将来の可能性が奪われたと
いう執筆者たちの絶望感と不満に原動力を得て始まった。そのなかで、執筆の中心であり、
新人会を今日までしばしば論じてきたのが哲学者の鶴見俊輔である。鶴見は新人会の特徴
を次のようにのべる。 
 
新人会の特徴は、つねに指導者としての地位を保っていることであり、しかも、自分
たちは日本全国から選抜試験をうけて帝国大学法学部に入学した日本国民の頭脳的エリ
ートなのだから、どんな時勢がこようと、どの思想流派に所属をかえようと、じぶんた
ちが出て指導しなければ、日本は駄目なんだという考え方、感じ方があることである。
この過剰な責任意識が、結果的には（指導者は決して責任をとらなくていいという）無
責任意識につながっており、日本の政治のそこをつらぬく海底山脈となっている。（鶴見 
[1959]2012a: 216） 
 
さらに、鶴見は新人会の特徴を以下の四点に簡潔にまとめている。それは、第一に潜在
的国家主義、第二に秀才主義、第三に短期の目標設定、第四に権力愛と政治第一主義であ
る（鶴見 [1959] 2012:a 211-222）。それぞれは次のように定義される。潜在的国家主義と
は、国家の特例の保護を受けて育ってきたために、潜在意識的に国家に寄りかかる傾向が
強いことをさす。秀才主義とは、明治の国家制度の保証したかぎりでの公平な競争試験制
度による選抜にたえてきた秀才グループであるために、能力の序列で大衆から区別された
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指導者グループとしての思考・行動形態をもつことをさす。三点目の短期の目標設定とは、
指導者としての資格を十分にそなえている自分たちが善き意図をもって大衆に呼びかけれ
ば、早期かつ直線的に社会改革が実現するという楽天的な見とおしをもっていたこと、そ
して、四点目の権力愛と政治第一主義とは、権力に対する単純な愛着を持つとともに、政
治を理想化して権力が正義であると認識し、ある時点に政治が「倫理の地上天国」を実現
できると捉える発想である。 
すなわち、鶴見は、教育システムに由来する指導者意識が新人会の意識を形作っており、
その意識こそが戦後の政治システムに参加する人びとの典型であることを指摘した。端的
にいえば、新人会は戦後日本の典型的な知識人として捉えられたのである。この認識およ
び評価は、以後、鶴見の著作の中で繰り返される。数回にわたる『共同研究 転向』の刊
行や、鶴見の著作集への収録によって、その評価は広く認知されることになった。 
『共同研究 転向』の意義は、次の二点に整理できる。 
ひとつは、転向を「権力によって強制されたためにおこる思想の変化」と定義すること
で、社会科学の概念として鍛え直したことである。とくに、昭和初期に思想転換を図った
人びとは、転向を自己の責任として内面化することを余儀なくされていたが、『共同研究 
転向』はそうした思考性に問いを投げかけるものであった。 
またいまひとつは、政治と経済がことなるベクトルへと向かい、戦争への認識が拡散し
ていきそうな時期に、戦時下の政治家や思想家たちの営為を分析することで、戦後社会の
起源が戦前期にあることを明らかにした点である。転向研究会が研究を始めた 1950 年代半
ばは、1956 年の『経済白書』が「もはや戦後ではない」と記したように、戦後の復興が一
段落し、戦時期やその残滓である占領期を過去のものとして見ることが可能になった時期
にあたる。だが同時に、1950 年にはじまった朝鮮半島でのイデオロギーと政治体制をめぐ
る対立が生んだ戦争によって、日本国内の再軍備のきざしが見えつつある時代であった。
そうした戦前と戦後の連続性を見出す発想は、1950 年代を再検討するとともに、その後、
戦時下体制の起源を戦前期に求める政治学や社会学の研究に継承されていった（山之内 
1993; 筒井［1996］2006）。 
たしかに同研究は、戦前と戦後の連続性を示唆し、戦後日本社会で影響力を持つ思想家
や政治家の戦時下体制への関与を明らかにして、現状認識を再検討する契機を作り出した
点で、知識人論や歴史学、政治学に多大に貢献した。だがその一方で、新人会員たちの思
想的変遷を、戦時下体制の建設に集約して論じるがゆえの問題も抱えている。それは、第
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一に、新人会員の本質を、近代学校制度に由来するエリート性、指導者性に求め、それを
過度に強調していることである。第二に、思想と実践を区別せずに検討していること、す
なわち、思想を通じて会員たちの実践総体を推論していることである。そこではさらに、
政治的思想と政治的実践の一致を前提としている。この結果、思想が必ずしも投影されな
い実践は排除されている。そして、第三に、戦前、戦中の考察から明らかになる、以上の
二点に基づいた新人会に対する理解を、そのまま戦後の新人会員の思想にあてはめたこと
である。 
もちろん鶴見は、ジャーナリストの大宅壮一を例に、マス・コミュニケーションを活動
の場にすることで翼賛運動から距離を取り、全体主義への転向を回避した会員がいたこと
を指摘している。だが、ここで大宅は「非典型的な新人会員」として、例外的に扱われて
いるにすぎない。言及された多くの新人会員たちは、市井の人びとからは遠い存在ともい
える「日本国民の指導者」として描かれたのである。 
 その理解は容易に否定できるものではないが、事実としても説明としても妥当とはい言
い難い。具体的な例をあげれば、読書や医療活動をつうじ、会員たちは都市下層民や労働
者たちと同じ地域に居住し、机を並べながら活動を展開していった。新人会の諸活動は、
なによりも大正デモクラシー期の学術動向や社会思潮に強く規定されていたのであり、鶴
見の新人会研究ではこうした1920年代の思潮と実践の連結に対して十分な目配りがされて
いない。新人会員たちがこの時代に多くの知識を吸収する青年期を送っていたことは看過
してはならないだろう。 
 新人会を現代日本の知識人の原型と捉える研究は社会学の分野でも蓄積された。社会学
者筒井清忠の一連の研究がそれにあたる（筒井 1999, [1995] 2009，[1996] 2006）。とく
に筒井は、明治以降における日本の知識人の変遷を主題とする論考のなかで、鶴見が指摘
した新人会の特徴を継承しながら、新人会を現代日本の知識人の原型と位置づけている（筒
井 1999: 87）。そのうえで、外国語文献の無批判な翻訳と日本社会の応用こそが、明治維新
以前から続く日本の知識人の伝統であったとまとめる（筒井 1999:87）。このように、筒井
もまた、鶴見と同じく会員たちの思想受容の変遷のみに着目し、会員たちの活動が、いか
に会員たちの得た思想と関係したかについて、具体的な検討を行なわなかった。 
 しかしながら、筒井の論考で興味深いのは、鶴見を除いて自分以前に知識人史の研究が
行なわれてこなかったと指摘している点にある（筒井 1999: 85-87）。鶴見以前に知識人を
系統的に論じた研究がないという筒井の指摘を踏まえるならば、1950 年代以降、日本社会
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に流布した日本の知識人概念は、鶴見によって作り上げられたものであることを意味する。
さらにまた、筒井に見られるように、新人会の理解が鶴見以後、今日まで変わらないこと
からは、鶴見によって作り上げられた知識人理解が以後、十分に検討されないまま応用さ
れているといえるのではないか。 
 こうした概念の固定化に対し、しばしば知識人との関係を類推される〈文化人〉に焦点
をあてて検討した南後由和の論考は、知識人概念を捉える際に重要な視点を提供する（南
後 2010）。南後は、次のようにいう。 
 
これまで知識人論は数多く書かれてきた。知識人論ばかりであったと言っても過言で
はない。〈文化人〉というキーワードを選択したのは、まずその雑多性と包摂範囲の広さ
にある。そういう意味では、〈文化人〉を活字メディアとの親和性が高い知識人とむすび
つけてイメージしてしまうこと自体が、ある時代的想像力の産物だと言えなくもない。
また、知識人論ではしばしば、知識人とは「～であるべき」という自意識に基づく「べ
き論」が展開される。それに対して、〈文化人〉については、〈文化人〉としての「べき
論」は語られることは少ないにもかかわらず、〈文化人〉なるものを作り出す集団的営み
は維持されてきた。（南後 2010: 3-4） 
 
つまり、集団カテゴリーを「ある時代的創造力の産物」と捉える南後の発想を念頭にお
くならば、鶴見が提唱した知識人概念もまた、戦後という時代の要請によって作られたと
理解することができる。そして、時代の要請に答えるなかでひとつのカテゴリーが成立す
るのであれば、そのカテゴリーの誕生過程では、ある特質が抽出されるのみならず、同時
に何かが捨象されるという事態もまた生じていることが指摘できる。すなわち、一つのカ
テゴリーの検討に当たっては、不断にその成立過程が検証されなくてはならないというこ
とが示唆されるのである。本研究にたちもどれば、筒井や鶴見が知識人の特質を析出する
ことによって捨象されたものこそ、再検討する必要があるということである。そして、そ
の再検討の要点が、先に指摘した思想の歴史社会学的研究が積み残した三点の課題に対応
する。確認すればそれは、第一に新人会員への過度な指導者性の着目、第二に思想と実践
との往還関係への認識の欠落、第三に戦前と戦後の連続性の検討不足である。 
まとめれば、これまで主に思想を考察対象としてきた従来の思想の歴史社会学的研究で
は、新人会の指導者性が新人会の本質にかかわる命題として理解されてきた。それゆえに、
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新人会の、他者とともに、問題をかかえる現状を改善しようとする社会運動ともいうべき
活動実践が主題的に検討されにくいという傾向が生じてきた。そのため、新人会員たちが
置かれた歴史的・社会的状況を把握し、そのうえで新人会員たちの思想と活動の連関を明
らかにする作業こそが、本研究がなすべき課題のひとつとなる。 
 
2-2 行為に着目した活動の実証研究 
思想の受容変遷から導かれる戦後日本の知識人の原型という理解に対して次に現れたの
が、会員たちの行為に着目する実証研究である。そこでは、戦前期の活動のもっていた意
味に着目することで、新人会を大正デモクラシーに起源をもつ学生運動の源流とみなす研
究と、読書行為に着目して、これを学生たちの卓越化実践として捉える研究がある。以下
ではそれぞれを確認する。 
 
2-2-1 大正デモクラシーに起源をもつ学生運動の源流として 
 まず、実証研究として始まったのが、大正昭和期の社会運動および思想運動における一
団体として新人会を捉え、その活動内容を検討する研究である。 
 アメリカ人日本研究者の H．スミスは、新人会を「大正期における新しい知識人グルー
プ」（Smith 1972=1978: xii）と位置づけ、新人会の活動全体を明らかにすることを試みた。
そのためにスミスは、会員たちの著作物を読み解くことと、会員たちへのインタビューを
行った。以上の手法を用いたスミスの研究の要点はつぎの三点にまとめられる。第一に、
作業を通じて、参加者の氏名やその数、実際に行われた活動の推移を明らかにし、新人会
の歴史を細部にわたって再現したことである(3)。第二に、若干の会員たちを取り上げ、活動
における戦前と戦後の連続性を検討したことである。そして第三に、戦後の学生運動と新
人会の動機、イデオロギー、組織、活動領域、および闘争の形態を比較して類似性を指摘
し、新人会を日本の学生運動の源流と位置付づけたことである。（Smith 1970，1972=1978）。 
 インタビューによる歴史の再構築と、著作物の検討を通して、実践活動と思想を連結さ
せて捉えようとするスミスの発想を引き継いだものとしては、ほかに政治学者の中村勝範
が行った一連の研究がある（中村勝範編 1997; 慶應義塾大学法学部政治学科中村勝範研究
会編 1979-1993）。とくに、中村の研究グループは、「新人会は、わが国学生運動の源流で
あり、そこでの出身者はわが国の社会運動、政治、学問、文学、ジャーリズム他様々な分
野において大きな足跡を残した」（慶應義塾大学法学部政治学科中村勝範研究会編 1979: 1）
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と述べ、新人会を学生運動の源流に位置付けたうえで、参加した個々人の活動を明らかに
することを試みた。そうした作業を通じて、会員たちが機関誌などで主張した政治思想と、
会員たちが行ってきた活動の関連を明らかにした。さらに、検討の射程を、会員たちが大
学を卒業して新人会を離れるときにまで拡張し、新人会時代の活動と後年の活動との連続
性についても言及した。 
 これらの研究は、新人会員たちの実践を、会員たちのもつ思想に収斂させずに、むしろ
思想と実践を往還関係のなかで捉えようとした点に大きな意義がある。さらに、そうした
発想を延長させて戦後の活動を詳細に分析しようとした点で、思想の歴史社会学的研究と
はことなっている。そこでは、『共同研究 転向』が残した二つの課題、すなわち、思想と
実践の関係性および戦前と戦後の連続性という課題の乗り越えが図られている。だが、新
人会をラデイカルな政治性をもった戦後の学生運動の源流として捉えようとするあまりに、
あくまでも政治家および政治思想に直接関係する人びとが検討の対象となっており、「文
学」や「ジャーナリズム」といった領域で活動した人びとは検討の対象となっていない。 
 確かに、新人会からは昭和研究会に参加した政治学者の蠟山
ろうやま
政道や、戦時経済政策にか
かわった経済学者の風早八十二
や そ じ
らをはじめとした社会科学者たちが輩出されている。だが、
新人会員たちの大半が無名の社会運動家として、あるいは一見すると社会運動とは無縁の
生涯を送ったことを見落としている。 
 さらに、戦後の会員たちの動向に対する考察が含まれてはいるものの、戦後の営為の基
礎に、新人会での経験がいかに重要であったかという視角からの検討は行われていない。
会員たちの戦後の多様なあり方を包括的に検証するには、戦後の営為を駆動する論理のな
かに、新人会での経験からの継承点を確認することも重要な作業であるはずだ。 
 
2-2-2 教養をめぐる卓越化実践――教育社会学の知見 
 さらにまた、新人会は近代学校制度を論ずる教育社会学の領域でも論じられてきた。 
1980 年代以降は社会史の手法を活かしながら、大学制度や試験制度を論ずる研究がはじ
まり（天野 1983; 潮木 [1984] 1997; 1984）、そのなかから、制度が作り出した心性に関心
を持つ研究が蓄積されてきた。なかでも、学生の読書行為に関する研究は、大学の社会的
機能と地位を問いかけ、大きな衝撃を持って受け入れられた（竹内 2003; 永嶺 2008）。そ
こでは、戦前期学生の読書行為から心性を明らかにする際に、新人会が分析対象として選
ばれている。 
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たとえば、近代学校制度における学生研究の先駆者である教育社会学者の竹内洋は、こ
の時期の学生たちは人文学を中心にした書物を読むことで人格の完成を目指したと論ずる。
そのなかで学生たちが信奉したマルクス主義は、近代以降の高等教育機関が西洋の学術知
を遵法する風潮があったがゆえ普及したのであり、学生たちの読書行為は一貫してみずか
らを近代学校制度の内部において学生たらしめる手段であったという（竹内 2003: 40，50）。 
また、読書史研究者の永嶺重敏は、戦前の帝大生の読書実践が、進級や就職への準備に
傾倒していたこと、また大学図書館や古本で求めた教授たちの著作や講義録の暗記が、盲
目的に行われたことを明らかにしている(4)（永嶺 2008）。 
学生の読書行為に関するこれらの研究は、戦前から今日までの長期にわたる近代学校制
度の平均的な読者像を提示したのであり、さらに学生たちの読書が、テクストの暗記と人
格の完成を通じて近代学校制度の内部に彼ら自身を位置づけていく行為であることを明ら
かにした。そこでは、この時期に学生たちが熱心にマルクス主義の文献を読んだことも、
そうした教養主義的利益の達成手段のひとつとされた。そこで行われている読書とは、け
っしてテクストに書かれた内容を生活する現実の状況にあてはめて捉えていこうとするも
のではなかったということが指摘されているのである（竹内 2003; 永嶺 2001）。 
読書行為に関するこれらの研究は、『共同研究 転向』に見出された新人会のエリート性
を注視する問題関心を受け継ぎつつ、教育の体験をメディアである書物の享受というメデ
ィア経験に接続して論じることに成功した。その際、教養主義という概念を用いることに
よって学生たちの変遷を追うことを可能にした。 
このように、教育社会学における読書に着目した行為の分析では、高等教育に由来する
卓越化とその閉鎖性に焦点が当てられてきたとまとめられる。だが、読書行為を学生間、
あるいは高等教育内部での解釈に押しとどめようとするために、そのモデルから逸脱する
部分は捨象されていった。より具体的に言えば、大正デモクラシーや戦時下体制という社
会情勢が会員たちの活動の背景にあり、そうした社会変動に対応するなかで読書行為を継
続して行ったことを見逃しているといえる。 
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第三節 研究方法――社会的出来事と人生の統合 
 
3-1 知識人のライフコース研究 
 本研究は、新人会員たちの諸活動と思考法の結節を検討するにあたって、従来の知識人
論を継承しつつも、これにライフコース研究という視座を導入することを提起する。それ
こそが、先行研究が残した三つの課題、すなわち、第一に新人会員の指導性、第二に思想
と実践の往還関係、第三に戦前と戦後の連続性を検討するにあたって有効だと考えるから
である。 
戦間期の日本では、社会的属性や社会的出来事によって人びとの人生が大きく左右され
た。新人会員においては、大正期デモクラシー期から戦時下体制へと日本社会が大きく転
換するなかで高等教育をうけたのであり、そして、その時期に自らが選択し、没入的に取
り組んだ活動がその後の人生を大きく規定した。 
 ライフコース研究は、こうした社会的出来事と個人の人生の連関に焦点を当ててきた。 
ライフフコース研究の嚆矢である G．H．エルダーによれば、ライフコースとは「年齢に
よって区分された生涯を通じてのいくつかの軌跡、すなわち人生上のことがらのタイミン
グ調節、持続期間、感覚および順序に見られる社会的な型」をさす(5)（Elder 1974＝1986）。
この社会的な型とは、当該時代における人生の標準型を意味する。時代ごとの標準型は一
体いかなる形を描き、標準型の成立にはいかなる要件があったのか、そして、標準型の成
立する背景にある歴史的出来事が、その後の人生に、より具体的にいえば意識や価値観、
職業選択にどのような影響をあたえたのかをライフコース研究は明らかにする。 
前述のエルダーは、1929 年の世界大恐慌を少年期に経験した人びとを対象に、大恐慌期
の経験がその後の人びとの人生にどのような影響を及ぼしているのかを実証的に明らかに
した。その際、大恐慌を経験した人びとのおかれていた状況とタイミングに着目し、個々
人の選択と行為、家族のサポート、そして地域社会の社会構造とが人びとのコーホートの
集合体として特有のライフコースを創出したことを指摘した。この場合、コーホート効果
とは、同一時期に同一経験をした人たちにその後もたらされる類似の効果を指すものであ
る。つまり、エルダーは、生涯にわたる個人の発達と家族の相互作用にくわえて、歴史的
出来事と個人や家族の相互作用を捉えることを、彼の社会学の課題として提示した。こう
した、コーホートという概念を設定するエルダーの発想は、コーホート間に発生した標準
型のずれを明らかにすることに成功した。 
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エルダーに示唆をうけ、日本における社会的出来事として太平洋戦争に着目し、人びと
の軌跡を明らかにしたものとして、森岡清美の研究がある（森岡 1995）。森岡は、太平洋
戦争末期の若者たち、とくに 1920 年から 1923 年生まれのコーホートを「決死の世代」と
名付け、この世代の戦没者たちの遺書の分析を行った。そして、この世代が、道半ばで中
断させられる人生をどのように意味づけているのかを明らかにした。 
森岡の研究は、エルダーの対象と違い追跡調査が不可能なため、ある社会的出来事がそ
の後の人生に与えた影響を観察するには適さない。しかしながら、遺書の分析を通じて、
生命の危機的な状況にある人びとが、当該期に支配的な既成の物語を素材にしながら人生
を物語る営為があることを明らかにした。 
また、人生を物語るという行為に着目したライフコース研究として D．プラースの研究
があげられる（Plath 1980=1985）。プラースは、生活史データをもとに重要な他者との相
互作用を通した人びとの成熟過程に焦点をあてた。そこでは 1960 年から 70 年を、関西地
方で過ごす中年期の男女四名のインタビューを例示して分析し、人びとが自己の人生を意
味づける過程に、自己と他者とのあいだの長期にわたる、不断のコミュニケーションがあ
ることを指摘した。 
ライフコース研究の着眼点は多様であるが、歴史的出来事と個人の人生の連関を見るこ
とでは共通している。そして、そのことによって、歴史的出来事の影響を色濃くうけた経
験を人びとがどのように意味づけているのかを明らかにすることできる。いわば、人の一
生を区切ることなく包括的に検討できるのがライフコース研究なのである。なかでも、森
岡やプラースの研究は、物語る行為に着目することで、歴史的出来事を経験した人びとの、
歴史的出来事と人生の統合の過程を、個人単位で明らかにすることができる。とくに、森
岡やプラースの視点を援用するならば、新人会での経験が、新人会解散後の個別化してい
く戦後の活動のなかに統合されていく過程を見ることができる。言い換えれば、元新人会
員たちの人生の軌跡から、新人会員としてのエートスを照射できるようになる。本研究で
は、このライフコース研究の方法を応用する。 
 
3-2 新人会員のライフコース 
もちろん、新人会員の実践を検討するにあたっては、戦間期日本における歴史的出来事
やそのタイミング、また新人会員への評価を視野に入れることが必要である。そのために、
まずライフコースの観点から会員たちの特徴を析出してみたい。新人会員たちの加齢と時
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代・コーホートと人生の関連を表したものが、つぎの図 0-1 である。なお、会員たちの出生
年を五年毎をひとつの集団ととらえ、三つに分類した。新人会の十年にわたる活動期間中
は、活動を取り巻く状況が変化し、出生年に由来して活動経験に差が生じることもあった
ためである。それぞれ 1896 年から 1900 年の間に生まれた会員を前期新人会、1901 年から
1905 年に生まれた会員を後期新人会、1906 年から 1910 年の間に生まれた会員を最終期新
人会と設定した。 
 
  
 
 
 
新人会員たちのライフコースを検討するにあたって重要な指標は二つある。ひとつは、
政治、経済史であり、いまひとつは都市化に伴う社会変動史である。まず、第一点目から
見ていく。 
会員たちの出生コーホート（参照 資料編資料 1、および図 0-1）を見ると、彼らの多く
は 1890 年代後半から 1900 年代後半に生まれ、1970 年代から 1980 年代に没している(6)。
東京帝国大学への入学は、1915 年から 1925 年の十年間に集中し、十代後半から二十代前
図 0-1 新人会の加齢・時代・コーホート・人生の関連図 
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半の時期を新人会員として過ごした。会員たちが新人会に参加した期間には、1920 年以降
の大正デモクラシーによる社会運動の高揚と、1923 年に起きた関東大震災による都市機能
の麻痺とその復興、そして 1925 年の治安維持法施行以後の思想取締りがあった。 
また、大学卒業後の生業を得て働きはじめる時期には、1938 年の国家総動員法公布と、
これ以降すすむ戦時下体制、そして終戦を経験している。会員たちは働き盛りの三十代か
ら四十代にかけて、このような大きな政治変動を、その渦中に身を置いて経験することに
なった。さらに、占領軍による「民主化」と、1950 年代後半から 70 年代初頭にかけての
高度経済を、人生の円熟期にあたる五十代として過ごすことになった。このように新人会
員たちは、日本社会が大きな社会の変動を経験するなかで、その生を全うすることになっ
た世代にあたるのである。 
 
3-3 1920 年代に東京帝国大学の学生であること 
さらに新人会員たちの特徴は、1920 年代において数少ない高等教育享受者であったこと
にもある。新人会員たちは第二章で検討する合宿という空間や、第三章、第五章、第六章
で言及するメディア利用など、会員たちに固有の装置を作り上げたが、そこには高等教育
享受者であるがゆえに身につけることができた、既存の学生文化の継承がうかがえる。そ
して、その固有性は、高等教育享受者一般の特質と、東京帝国大学の学生であることとに
分けてとらえることができる。 
第一に、高等教育享受者一般の特質とは、高等教育享受者固有の文化活動、あるいは文
化消費の側面から捉えられる。 
明治維新から五十年経った1920年代は、度重なる戦争で戦勝国になる幸運もあいまって、
資本主義経済が発達し、都市部ではモボやモガ、銀ブラといった現象が現れた、いわば消
費を楽しむ中産階層が誕生した時代でもあった。それは、衣食住が充足され最低限の生活
を越えた楽しみが多くの人びとに生じたことを表わしており、都市部では映画などの新し
い文化が現れた。都市の新しい文化消費は学生たちも無縁ではなく、高等教育機関が都市
部に置かれたことから、学生たちにとっても、カフェめぐりや映画鑑賞が新たな趣味とし
て見出された（南博編 1965; 今 1971, [1929]2001a, [1929]2001b）。 
さらにまた、進学によって就業に猶予期間をもった学生たちは、就職前の一時期を有意
義に過ごすためにスポーツや演説の学校対抗試合や、学内同人誌の発行、学内自治組織の
創設に熱中した。この時期、こうした学生固有の文化が育まれつつあったのである。 
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なかでもとくに興味深いのは、雑誌の発行と演説会である。雑誌発行は読むことと書く
ことによって構成される。演説者向けの専門雑誌『雄弁』が長期にわたって学生たちに読
まれたことにうかがわれるように、学生と演説、雑誌は切り離せないものであった。そう
した文化のなかで発行された学内雑誌には、小説や詩が掲載されることが多かったものの、
そこでは作品の文学的評価よりも、むしろ読むことと書くことを通して学生としての理想
像を模索し、表現することが求められた。また、演説会は、ときに時事評論もあったが、
多くは人前で発話し、その際の技法が洗練されているほど学生らしいとして評価された。
つまり、演説の内容よりも、演説を通して自らを形作ることが重要だったのである。こう
して、戦間期の高等教育享受者たちは読むことや書くこと、演説をとおして自己を形成し、
表現することを身につけることになった（後藤 2007）。 
そして、これらの活動が可能になった背景に、この時期のメディアの発達があったこと
は忘れてはならない。1920 年代までに新聞、雑誌の点数と発行数が目覚ましく増え、1925
年にはラジオ放送が始まった。学生たちはこうした新しいメディアの積極的な消費者であ
った。新人会においても、全活動期間において演説会がかかさず開催され、機関誌の発行
や大学新聞の編集、文学作品や論考の投稿が行われていた。 
 第二に、東京帝国大学の学生としての特性である。 
新人会員たちは東京帝国大学の学生であるため、官僚の予備軍として、あるいは、産業
界や学界の牽引者として自己を律することが求められた。戦後、教育制度が改訂されるま
での東京帝国大学の役割は、1918 年公布の大学令に端的に表されている。大学令では大学
を「国家ノ須要ニ応スル学術技藝ヲ教授シ及其蘊奥ヲ攻究スルヲ以テ目的トス」（文部科学
省内教育史編纂会 1928）と記した。つまり、東京帝国大学は、近代化を目指す国家の担い
手である官僚を養成し、国家運営のための学術研究が行われる場であった。こうした大学
の機能からみると、帝大生でもある新人会員たちは、国家の意向が強く反映された「学知」
と「国家」が重なる機関のなかで、将来の官僚として、あるいは国家をささえる産業界や
学術界のリーダーとなることが期待されていた。上述したスポーツや演説などの諸活動は、
学生たちが理想にむかって自己を修練する手段であった。 
ただしその一方で、会員たちが学生時代を送った 1920 年代から 1930 年代にかけては、
会員たちには新たな生き方のモデルが提示されはじめていた点にも目を向けておく必要が
ある。とりわけ、この時期は、大正デモクラシーの風潮のもと、政治の平等や参政権をめ
ぐって人びとの権利意識が高まり、法整備の進展と社会運動が同時並行して起こっていた。
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そしてその際、理論的な面においても、また運動の面においてもそれらの担い手となった
のが東京帝国大学関係者たちであったのである。たとえば、民本主義を唱え大正デモクラ
シーを理論的に進めた吉野作造は当時、東京帝国大学法学部の教授であった。1918 年に右
翼団体の黒龍会と吉野の立会演説会での吉野の主張と、演説をもって論破する吉野の姿勢
に共鳴して設立された新人会は、吉野をひとつのモデルとしていた。また、1912 年に労働
者の修養と相互扶助を目的にした友愛会が東京帝国大学出身の鈴木文治によって組織され
たことが画期をなしているように、それ以前は宗教者が主だった社会運動に帝大出身者が
参与しつつあった。新人会機関誌には友愛会の動向がしばしば紹介されており、会員たち
の関心が推察できる。今日からみれば限定的なものにせよ、社会的連帯の原理が生まれつ
つある時代のなかで、職業形態や社会的地位は何であれ、社会的連帯の先駆者であるとい
う自己像が、会員たちのあいだで結実しつつあった。 
こうした進路の選択は、大正デモクラシーから戦時下体制へと社会思潮が変化し、大学
の自治と運営、その位置づけをめぐって諸問題が生ずる時代において、学生たちを困難な
道へと導くことになる。その後、大学と大学生は「大学の自治」をめぐる学術研究と思想
の相克(7)、大学の大衆化(8)、「大学は出たけれど」にあらわされる就職難(9)といった問題に直
面する。そのなかで、新人会員たちは活動継続が困難な状況においても、1920 年代初頭に
示された新たなモデルを選択した。その点で、新人会員たちは、従来の知識人のライフコ
ースパターンの標準型から逸脱していくのである。 
すなわち、新人会員たちは、メディアの発達に裏付けされた文化活動を身体化しつつ、
東京帝国大学の学生として、大学で学ぶことと、現実社会での問題をいかにすり合わせ、
解決していくかという重要な課題に取り組んだのである。そして、本研究に見るように、
会員たちは、この時期に彼らが身につけた志向性を終生、貫いた。その内実を詳しくみて
いくことは、知識人論を中心にした既存の知識人研究では必ずしも検討されてきたとは言
い難い、生涯にわたる思想と実践の融合過程や、そのなかで訪れた知識人性をめぐる自己
認識の変化という、重要な論点がうかびあがるのである。 
まとめれば、社会的出来事と個人の人生の相関を見るというライフコース研究の発想は、
新人会員たちの生涯にわたる活動を検討する際に有効な視点を提供すると考えられる。集
団を単位に人びとの人生の推移を考察するエルダーの視点は、時代の影響を勘案しながら、
集団の特性を析出して分析するのに適している。そして、個別のライフコースを検討する
際には、個人の生活史に着目するプラースや、物語る行為に着目する森岡の発想が示唆的
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である。それは、新人会解散後も、会員たちが不断に自らの経験を物語っていることの重
要性に目をむけさせる。 
本研究では、歴史的出来事を背景にしながら、戦前と戦後に行われた新人会員たちの行
為の集積と、それがもたらす個人の人生を総合的に検討する。そうした作業を行うことで、
従来の研究で指摘されてきた、国家や大学に由来するエリート意識やその反動としての社
会運動という発想では捉えきれない会員たちの活動の論理と、彼らがさまざまな人びとと
取り結ぼうとしてきた、コミュニケーションの在り方を明らかにしていく。 
 
3-4 三つの論点 
本研究では、従来の知識人のライフコースパターンの標準型から逸脱した新人会のライ
フコースを検討の対象とする。新人会員たちの諸活動を検討していくにあたって、知識人
の標準型から逸脱した人物である、西條八十を検討した社会学者の筒井清忠による西條八
十論は非常に示唆に富む視点を提示してくれる（筒井 [2005] 2008）。筒井の西條論は、西
條の営為を個人と社会との対話と捉え、戦前から戦後の長期にわたって検討している点で、
本研究が提起する知識人のライフコース研究に重なる。以下では、知識人のライフコース
研究として筒井の西條論を位置づけて整理することを通じて、本論を展開する際の主要な
論点を明らかにする。 
西條八十〔1892-1970〕は、大正期から高度成長期にかけて活躍したロマン主義詩人であ
るとともに大衆歌謡の作詞家であり、さらにまた大学でフランス文学を論じた研究者であ
る。早稲田中学を卒業したのち、1911 年に早稲田大学英文科予科に入学し、同時に東京帝
国大学文科大学選科生となった西條は、高等教育享受者として新人会員たちを先行する存
在である。筒井は、こうした経歴を持つ西條の文学的な詩作と大衆歌謡の作詞、そして学
術研究のことなる領域に残された業績を、執筆された内容と執筆時の情勢を勘案しながら
検討し、「大衆派知識人」（筒井 [2005] 2008: 512）西條八十の誕生を実証的に明らかにし
た。 
筒井の研究の要点は、次の二点にまとめられる。 
第一に、西條の作詞が幅広く受け入れられた背景を分析し、日本近代思想史との関連で
議論を展開したことである。筒井は、アカデミズムで得た詩への素養と自身の文学的関心
を結合させたところにある西條の歌が、都市化や工業化、消費社会化といった社会変動、
具体的には大正デモクラシーや軍国化、戦後復興と高度成長とともに登場した大衆の、抒
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情的な心性を救いあげるものであったからこそ長期にわたって愛されたことを指摘した。 
第二に、知識人と大衆との断絶ともいえる、知識人論がながく問うてきた「大衆社会と
知識人の問題＝大衆文化とエリート文化の関係の問題」（筒井 [2005] 2008: 510）という課
題に対して、エリート文化に属しながらも二つの文化を越境することになった人物の営為
とその帰結を検討したことである。作詞家としての西條の人気が高まる一方で、詩壇やア
カデミズムは、彼を非難し、無視した。筒井はその理由を、大正期に進行した都市化と産
業化による大衆社会の出現や、マス・メディアによる大衆文化の台頭といった事態に対し、
既成のエリート知識人たちが危機を感じたことの帰結だと説明する。なぜなら、大衆文化
の台頭は、大衆という享受者の拡大を背景に「有名人」を作り出し、その有名人に多くの
収入を約束する。それは翻って〈エリート文化〉に属す人びとを、芸術的には優れていて
も無名のまま至らしめるという、価値の転倒を引き起こすものであった。 
歌謡曲の作詞に際して西條の知性が発揮されることは、歌謡曲というメディアを通して
あらたな文化が作られることを意味していた。その新たな文化創出の過程にフランス文学
研究者でもあった西條が参加することで、享受者と製作者として大衆と知識人が接し、か
つ大学と社会が出会うことになったのである。 
筒井は、自身が長らく取り組んできた近代日本社会思想や社会意識への関心（筒井 
[1995] 2009, [1996] 2006）と、近年あらたに関心を持つにいたった大衆化した社会にお
ける知識人の役割という二つの関心を接合できたからこそ、西條を検討できたと述べる（筒
井 [2005] 2008: 524）。それはいわば、戦前期の知識人の経歴とは、都市化や工業化、消
費社会化による大衆社会が成立した大正期の歴史的状況に強く規定されるのであり、この
時期に成立した高等教育の意味や地位、それに由来する知識人と大衆との関係、マス・メ
ディアの影響力という諸点を考慮して検討することが必要不可欠だという指摘である。 
このように、知識人のライフコース研究の観点から整理すると、筒井の西條論からは、
知識人の共有してきたライフコースの標準型とその逸脱を検討する際に欠かすことのでき
ない重要な論点が析出される。確認すれば、それは第一に、近代日本における学問と社会
の関係、第二に、近代日本における大衆と知識人の関係、第三に、メディアと文化創出で
ある。 
そしてまた、以上の三つの論点は、それを取り巻く歴史的状況、とくに変動の様相に目
配りして論じられる必要があるということも、筒井の西條論は示唆している。新人会の活
動期についていえば、この時期はちょうど上述の三つの論点に重要な影響を与える変動期
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であったことがわかる。新人会に見られる知識人の新たなライフコースの出現は、会員た
ちがそのような転換期に置かれていたことに大きく影響されたということが推察される。 
なお、筒井はこれまで知識人研究で論じられてきた知識人の戦争責任や悔恨についての
検討を十分に行っているとは言い難い。この点で、筒井の西條論を知識人研究として位置
づけることに異論を差し挟む余地はあるだろう。筒井はむしろ、西條が傾倒したロマン主
義が戦時下に果たした機能を、カール・シュミットに依拠しながら、全世界的な動向とし
てロマン主義と全体主義の親和性が高く、日本においても例外でなかったと指摘している
のである。 
だが、筒井は次のようにも指摘する。戦時下の日本において対極的な位置にあるはずの
リベラリストやマルキストもまた全体主義の随伴者となったという事実があり、ロマン主
義者のみにあてはまるものではない。そして、アイザニア・バーリンのロマン主義者理解
に依拠し、ロマン主義には全体主義の対極にある思想があり、西條の営みも同型であると
指摘する（筒井 [2005] 2008: 517）。すなわち、結果として、現在からみた歴史の帰結が
記述されるものがいかなるものであっても、大衆社会化した 1920 年代日本という状況のも
とで、知識人がいかなるものとして社会思想や社会意識を捉え、向き合ったのかという点
こそが重要であることを筒井の研究は示しているのである。つまり、筒井の研究から継承
すべき点は、上述の三つの論点、すなわち、第一に、近代日本における学問と社会の関係、
第二に、近代における大衆と知識人の関係、第三に、メディアと文化創出に着目しながら
歴史的出来事と人生の統合を論ずることであり、このことこそが知識人論にあらたな見解
をもたらしうるということである。 
そこで以下では、各論点について、新人会の議論に援用するための整理をしておく。 
 
3-4-1 近代日本における学問と社会 
 分析の第一の柱をなしているのは、学問と社会の関係である。新人会入会に明確な入会
規則はなかったとされるが、新人会の正会員となったのは、おもに東京帝国大学の入学者
たちである。彼らが入学した東京帝国大学は、近代学校制度で最高学府に位置づけられる
とともに、近代国家の成立と安定のための諸学問を追究する機関であった。 
 それに対して会員たちの実態は、本来期待された役割の放棄ともいえる学生生活にあっ
た。たとえば、入会後の会員たちは必ずしも日々、大学で講義を聴講したわけではなく、
学内の施設を用いて講演会を開催し、設備を使ってビラを刷ることや、学外での活動に出
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かけることで日々を過ごしていたからである。こうした会員たちの生活形態は、期末試験
や卒業試験を合格すれば進級や卒業が可能になるという、当時の東京帝国大学の試験シス
テムが影響していると考えられる。 
だが、会員たちは大学での講義には出席しなかったものの、大学教授陣と個人的な関係
を保っていた。たとえば、しばしば新人会主催の講演会を学内外で開催し、講師として教
授陣を招いている。そこでは、会員たちは吉野作造や大森義太郎といった留学経験のある
若い教師たちの研究に注意を払い、彼らから最新の学術動向を手に入れようとしていた。
またそればかりではなく、すでに各学部の長である法学部教授の穂積重遠や、医学部教授
の長与又郎とも接して、彼らから活動を遂行するための協力を得ていた。大学の教師たち
は、必ずしも新人会の活動すべてに好意的ではなかったものの、学術的な指導を行い、活
動の便宜をはかるためにしばしば力を貸した。とりわけ、彼らは現実の社会におこる諸問
題に会員たちが対応しようとするときに助力をおしまなかった。 
すなわち、会員たちの活動は、既存のアカデミズムでは捉えきれない現実の状況に対し
て、大学および学問がどのように対応できるかという問題関心に基づき取り組まれていた
と理解できる。 
各章で詳しく検討するように、新人会の諸活動は、当初、学問のまなざしで現実社会を
捉えて諸活動を展開させていくことに基礎を置いていた。やがて、活動をとおして現れた
人びとに対面することで、書物で得られた現状への認識と、彼ら自身の自己認識を変えて
いった。さらに、活動で得たあらたな知識は、学知と人びとの生活の双方へと還元する志
向性を持っていた。いわば、新人会の諸活動は学問と社会を往還する構造を持っていた。 
もちろん、新人会が活動した戦間期に、学問と社会の接点を意識した動きがなかったわ
けではない。日本における大学の存在意義を歴史的変遷から明らかにした社会学者の吉見
俊哉は、1930 年代から 1940 年代に「最も創造的な知が、これら大学から排除された人び
とによって生み出されたもの」と述べ、その系譜的遺産が大学から切り離されたままで、
戦後も継承されていないと指摘する（吉見 2012: 170）。「排除された人びと」とは三木清、
戸坂順、清水幾太郎の三者を指し、彼らが大学外部にアカデミズムを展開する機会を作り
出したことを吉見は指摘する。確かに三木たちは大学に所属こそしなかったものの、現実
の社会を見ながら理論の洗練に従事した。つまり彼らは、アカデミズムを拡張しつつ、そ
の境界にいたと理解できるのである。本研究は大学から派生しつつも大学と距離をとった
知があったという吉見の関心を継承するが、切り離された知の帰結先をめぐってはことな
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る見解を有する。新人会の諸実践を検討することは、アカデミズムの知の帰結先の多様性、
具体的にいえば、娯楽や文芸など、一見するとアカデミズムとは無縁な場所にもあること
を示すことになる。 
 
3-4-2 近代日本における大衆と知識人 
 第二の論点は、会員らの活動における「大衆」と「知識人」の関係である。手掛かりと
なるのは、会員たちの自己意識をもっとも端的に表す機関誌『ナロオド』（新人会 1920）
の表題と、そこで謳われた「ヴ・ナロード（民衆のなかへ）」というスローガンである。こ
の宣言は、その後の新人会の活動や、新人会研究に大きな影響をあたえてきた(10)。活動を
「民衆のなかへ」と謳うことそれ自体は、この時代に帝大に入学したという立場から生じ
る「民衆」に対する特権的な意識に由来すると推察できる。教育の大衆化が進んだとはい
え、東京帝国大学の入学者で構成された新人会は日本で数少ない知的階層であり、特権的
な社会的階層であった。また、東京帝国大学が長く官僚養成機構であったことは、会員た
ちに社会全体の指導者であることを内面化させたことは想像にかたくない。こうした状況
にあって新人会員たちは、社会的・経済的な階級間の断絶は望ましいものとして捉えてお
らず、指導的立場に立ちつつも非知的階層との接続を模索する意識を育んでいたのである。 
 だが、「ヴ・ナロード」と宣言し、活動を遂行することによって生じたのは、むしろ、指
導者性が揺らぐ事態である。先行研究では見落とされてきたが、重要なのは、このような
「ヴ・ナロード」と宣言した活動を遂行するときに、そこで何がなされていたのか、何が
起こっているのか、とくに会員たちの自己認識や活動の変遷を詳しく見ていくことである。 
そのためにも、新人会の活動は知識人性の現れであるとあらかじめ規定するのではなく、
新人会員たちが活動と自己認識をいかに連関させたのかに焦点をあてたい。 
 具体的には、第三章や第四章で検討するように、会員たちの視線の先には、自分たちと
は社会的属性がことなる者、言い換えれば会員たちとは教育経験のことなる者たちがいた。
とくにセツルメント事業は、高等教育享受者たちがそれ以外の人びとに「知識を分与」す
ることが事業の本質にあり、啓もう、啓発の思想が組み込まれていた。セツルメント事業
の理念から、先行研究は「知識の分与」に基づく指導者性を会員たちの資質と同定してき
た。 
 しかしながら、会員たちが活動を通して直面したのは、彼らが「民衆」とみなした人び
とからのしたたかな反発である。セツルメント事業のひとつの労働学校では、練り上げた
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講義において聴衆の遅刻や居眠りが横行し、また、医療部の診療では彼らの予想を上まわ
る患者たちが来訪して診療時間や診療科目の変更を余儀なくされた。会員たちは、当初、「民
衆」とひとまとめにした人びとから、人びとの生活の多層性に依拠しなければ活動は出来
ないこと、またそうした時に、指導者と啓もうの対象者という立場が必ずしも固定的では
ないことを学ぶことになった。 
 そこには、これまでの知識人と大衆の関係を、指導する者とされる者として二極に分解
して捉える発想はなじまない。むしろ、先行研究で指摘される知識人性というべきものに
ついて、会員たちが諸活動を通じていかに向き合ってきたのか、そして、戦後の日本社会
の変化のなかで、いかなる活動へと結実されたのかを見ていく必要があるだろう。そうす
ることで、会員たちの韜晦ともいえる、知識人性をめぐる自己認識や表出の変化を明らか
にすることができる。 
 
3-4-3 文化の創造とメディア 
 第三の論点は、以上の二点とも結びついている。会員たちの活動はさまざまなメディア
を用いることで成り立っていた。具体的には、新人会の草創期の機関誌の発行や、中期以
降における大学新聞の編集への関与があげられる。こうした取り組みは卒業後も続き、会
員同士のネットワークを生かして叢書や翻訳書の刊行がなされた(11)。さらに、技術革新に
ともない出現したニュー・メディアに積極的に関わったことも会員たちの特徴である。な
かでもその際、既存のアカデミズムとは距離を置いてニュー・メディアと関わったことは
看過されるべきではない。そうした会員の例として、ジャーナリストとして雑誌、新聞か
らラジオ、テレビで活躍した大宅壮一や、「漫才作者」（秋田 1975）としてラジオやテレビ
の草創期からかかわった秋田実や長沖一らがあげられる。 
 B．アンダーソンが指摘するように、メディアの積極的利用は同じ言語と情報を共有する
ことで社会的属性を越えた、ひとつの共同体意識の誕生をもたらす（Anderson ［1983］ 
2006 =2007）。二章と三章で具体的に検討するように、新人会においても、発行した機関誌
は全国に頒布され、読者である労働者と編集者である新人会員たちのあいだに、ときには
書面上、そしてときには対面上の交流をもたらし、書物を通じた読者の共同体が作られた。 
 さらに、会員からの一部には作家として成功する者もいた（参照 資料編資料 1）オーデ
ィエンスの反応を意識しながら、戦前から戦後にかけて、文学や娯楽の領域で作品を製作
していった人物として、五章で検討する作家の中野重治と、六章で検討する漫才作者の秋
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田実が挙げられる。二人のオーディエンスは大きくことなったものの、彼らの製作した作
品群は人々を魅了し、作品受容の共同体が作られた。 
 もちろん、メディアを通じた共同体の創出には権力による統制の側面もある。帝国主義
下における国内統合や植民地政策など、その例は枚挙にいとまがない。アンダーソンは、
印刷物を通して正典や正統性が作られていったことを明らかにする。しかしながら、カル
チュラル・スタデイーズやポストコロニアリズムの研究が明らかにしてきたように、メデ
ィアが権力に対する解放や抵抗の側面をもつこともまた事実である。しかも、そうした解
放や抵抗は、正統から距離をおいたところ、より強調していえば文化的な価値が見出され
ないとみなされがちな周辺領域において展開されることになった。各人の活動に濃淡こそ
あるものの、そうした領域を簡単に度外視するのではなく、むしろ、生涯を通じてこの領
域に目配りし続け、さらに積極的に関わったのが新人会員なのである。そのため、新人会
員たちが時代ごとに登場するメディアをいかなるものと捉えていたのか、具体的な関わり
方はいかなるものであったのかを明らかにすることもまた重要な作業のひとつとなる。 
 こうしたメディアとのかかわりをひとつひとつ掘り起こし、具体的に検討することを通
して、戦前と戦後の近代日本の歴史を記述することも本研究の課題である。 
 このように整理してみると、近代日本における政治や経済、学問、文化の変化とともに
新人会は誕生し、活動を展開したのであり、会員たちが向き合った状況や他者は、多様な
局面に及んだことがわかる。その変遷を見ると、戦後日本の知識人とは、指導者性や思想
と実践の一致、戦前期の特性をめぐる議論に回収できるものではなく、変動する時代状況
と、社会的属性のことなる他者との応答のなかから自己認識を問われる存在であったこと
がうかびあがる。すなわち新人会を問い直すことは、学問と生活、大学と国家、大衆と知
識人、イデオロギーと歴史記述といった多様な問題について考えることにつながるのであ
る。 
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第四節 本研究の構成 
 
 本章をしめくくるにあたって、本研究の構成を提示する。まず、全体の構成を述べ、次
に各章について概説する。 
本研究は、本研究の問いを述べる序章と得られた知見と今後の課題を記した終章、およ
び本論部分六章の計八章で構成される。 
第一章から第四章までは、1920 年前後から 1945 年の敗戦にいたる期間をあつかう。こ
の四章では、大正デモクラシーから第二次世界大戦までの日本社会の変動を視野に入れ、
集団単位で遂行された新人会の諸活動が、いかに国家や学知、そして生活と向き合ったの
かを明らかにし、活動のダイナミクスを明らかにする。 
つづく第五章と第六章では 1930 年代を視野に入れつつ、おもに敗戦から 1970 年前後ま
での時期をあつかう。ここでは、個人に焦点を当てて新人会での経験と理念が、個人の人
生をいかに規定しているのかを明らかにする。とくにこの二つの章では、戦後、アカデミ
ズムの外で活動を展開しつつも、自身の新人会経験について対照的な表出方法をとる知識
人を各章一人ずつとりあげ、大衆と知識人の関係を中心に考察を展開する。 
続いて各章の概要を述べる。 
まず、第一章では、1920 年代の若者たち一般について、結社という観点からまとめ、新
人会の特徴を明らかにする。 
そのうえで、第二章では、新人会が営んだ「合宿所」に着目し、そこで営まれた生活を
詳述することを通して、会員たちが旧制高校生から大学生、そして「新人会員」へと身体
化される過程を明らかにする。 
第三章では、会員たちの読書実践を、彼らの「科学から空想へ」という着想に注目して
検討することで、高等教育を享受したものたちが行う社会運動が有した可能性と挫折を明
らかにする。先行研究において新人会の読書実践は他者との差異化をはかり、卓越性を確
保するためであったとまとめられ、日本の知識人の特性として理解されてきた。そして、
彼らが読書をとおして得た内容と活用方法が、日本における社会科学の典型的な受容型に
なっていると論じられてきた。本章では、こうした先行研究の整理に対して、会員らの読
書実践を社会運動として検討することで、会員たちの読書が社会との接続を企図する回路
をもった社会運動の一環であったことを明らかにする。 
第四章では、戦前に東京帝国大学の学生らによって担われた帝大セツルメント
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〔1924-1938、帝大セツル〕の、医療部の活動に着目し、国民健康保険制度の必要性を主張
する際に会員らがとなえた「医療の社会化」という理念の内実を明らかにする。帝大セツ
ルの活動期は関東大震災から戦時下体制の整備が進む時期に該当する。大震災によって、
この時期は自然の威力が社会に漂う不穏な空気とむすびつけられ、人びとの不安を増幅す
る一方で、救護活動や義捐金などの人びとのボランタリーな活動が展開され、共感の空気
が社会を包んだ。そうした時代状況のなかで、帝大セツルにおける「医療の社会化」がい
かなる状況の反映として創出されたのか、国家と大学と帝大セツルの相関関係を描出する。 
 第五章では、中野重治〔1902-1979〕を取り上げる。中野は詩人、かつプロレタリア文学
の代表的な作家であり、共産党に所属した政治家（活動家）であり、時事批評を行う知識
人であった。とくに共産党員としての活動と除名を文学作品の形で現し続けたことで知ら
れている。本章では中野の作品のひとつで、新人会を素材にした小説『むらぎも』（中野 
1954）に着目し、小説という文学作品を構成する力学を検討することで、執筆活動を通じ
た中野の戦後社会への参与の在り方と、社会との関わり方に対する新人会時代との連続性
と断絶を明らかにする。 
 つづく第六章では、「漫才作者」として活動した秋田実〔1906-1972、本名 林廣次〕とそ
の漫才製作活動をとりあげる。「近代漫才の父」として知られる秋田は、低級な娯楽とみな
されていた漫才に 1930 年代から戦後にいたるまで一貫して関わりつづけた。その際、新聞
や雑誌のみならずニュー・メディアであるラジオやテレビを積極的に用いた。中野と違い
秋田は、過去の経験を積極的に開示することはなかった。だが、メディアへの取り組み方
や、漫才の内容に留意して秋田の活動を検討することで、新人会時代の経験が戦後、秋田
にいかに継承されたのかを明らかにする。 
終章では、本研究の結論、および社会学的意義を提示する。その際、哲学者鶴見俊輔の
新人会員に言及した論考を分析する手法をとる。鶴見を通じて新人会をみると同時に、新
人会を扱う鶴見の研究から鶴見を照らす作業をつうじて本研究をまとめていく。そして本
研究が、新人会参加者たちの活動を生涯にわたって検討することで、会員たちの精神構造
を明らかにするとともに、導き出された精神構造が、知識人論やライフコース研究にとっ
てあらたな知見を提供していることを示す。また、最後に、本研究をふまえたうえでの、
今後の研究の発展性について言及する。 
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注 
 
（1）代表的な論者として鶴見俊輔（鶴見 [1959] 2012a）と筒井清忠（筒井 1999）。 
（2）『共同研究 転向』は、思想傾向と代表的な論者をセットにして論じている。標題には
四十七名の氏名があげられて主題的に論じられた。この研究で取り上げられた新人会員
は、赤松克麿（後期新人会）、麻生久（後期新人会）、林房雄（後期新人会）、大宅壮一（後
期新人会）、水野成夫（日本共産党労働者派）、佐野学（一国社会主義者）、亀井勝一郎（日
本浪漫派）、風早八十二（生産力理論）、蠟山政道（自由主義者）の九名である。また、
最終巻には「人物小史」が付され、今後、検討に値する人物が明示された。そうした人
物として中野重治と秋田実がいる。この二人については、その後、鶴見が繰り返し言及
することになった。 
（3） こうした、細部にわたる記述によって、スミスの研究は、英語圏における大正デモ
クラシー期の基本文献として位置づけられている。英語圏で新人会を主題的に扱った
研究はほかにないが、管見のかぎり以下の文脈で紹介されている。大正デモクラシー
期の社会改革運動の担い手の一例として（Sharon 1984: 4; Theen and Wilson 1986: 
353）。さらに踏み込んで、教育解放の担い手（Marshall 1994:103-105）や、朝鮮半島
の独立運動の協力者（Grant 1980）、日本におけるセツルメント事業の先駆者として
（Hunter 1989: 194- 195,247-248）。また、日本における男性性の歴史展開の一例とし
て位置づけた研究もある（Frühstück and Walthall 2011）。 
（4）その特徴は無味乾燥的な専門的読書が行われていたこと、アクセスの窓口が大学図書
館，古本屋であり必ずしも新刊本を購入したわけではなかったこと、そして共同で行わ
れる読書である（永嶺 2008: 54-60, 272）。 
（5）また、別の個所では「個人が年齢別の役割や出来事〔events〕を経つつ辿る人生航路
〔pathway〕」と整理している（Elder 1977: 282）。  
（6）後続の高等教育享受者たちと較べて、戦時中、三十代半ばを過ぎていた新人会員らの
多くは、戦地への派遣が行われる際、専門的な能力をもつ兵士として派遣され、後続の
高等教育享受者たちと比べて戦死者は少ない。また、会員の野坂産三や佐野碩らは、信
念から亡命し、戦中を兵士として日本国内で過ごさなかったことは特筆に値する。 
（7）たとえば、吉野作造と右翼団体黒龍会の立会演説会、森戸辰男事件、天皇機関説、軍
事教育反対運動、京都学連事件などがあげられる。また大学を舞台にはしていないが、
思想をめぐる国家と大学の葛藤に関しては、それ以前に起こった 1910 年の大逆事件も
  
26 
 
                                                                                                                                                     
含まれるだろう。 
（8）階梯式の教育制度の整備、私立学校の大学化、官立学校の増加など。 
（9）教育機関の増加がもたらす大学卒業生の増加と不況によって、大卒者の就職難が起こ
った。  
（10）『共同研究 転向』における鶴見の理解や、竹内洋の研究がその例としてあげられる。 
（11）最も著名な例として、大宅壮一が組織した分業による大量翻訳組織である「翻訳工
場」があげられる。会員たちが卒業していく 1920 年代半ば以降から活動の違法性が強
調されるようになり、会員たちは生業に就くことが難しかった。すでにジャーナリズ
ムで活躍した大宅は彼らの高い語学力と時間的余裕を見込み、経済保障を兼ねて翻訳
集団を組織した。他にも、専門領域がことなる喜多野精一（社会学）と小宮義孝（医
学）によって共訳書『老戦友に与ふ――ベッカーの「忘れられた手紙」』（1927）が刊
行されている。 
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第三章 共同性を模索する読書実践 
 
 
前章では、新人会員たちのなかで培われた共同性を、会員たちが営んだ合宿から考察し
てきた。会員たちが営んだ合宿は、江戸期以降の教育遺制、ならびに明治維新以後、整備
された教育制度と、都市部の消費生活を背景に出現した空間をひな形に作られた。従来、
学生の住居には、飲酒や女性問題の温床、精神の退廃する場といった否定的な視線が向け
られてきた。これに対し、前章では、機関誌の編集、発行を行う空間、さらに活動範囲と
人数が拡大するなかで、お互いを新人会員と承認し合う空間として合宿が機能していたこ
とを明らかにした。そして合宿という場が何より重要であったのは、その空間に短期間出
入りし、あるいはじっくりと身を置くことによって、新人会員という身体を作り上げ、共
同性を形成することに貢献したからである。 
 ここで培われた共同性をもとに、新人会は多様な活動を展開していった。具体的には、
学内外での学術講演会や軍事教育反対、授業料値上げ反対のための演説、労働争議への応
援や、機関誌の発行が行われた。そうした多岐にわたる新人会の活動のなかでも、会員た
ちが熱心に取り組んだのは、読書という行為である。その際、読書はただ本を読むことで
はなかった。読書は、会員たちの諸実践すべてをささえる論理を提供し、会員たちに自己
認識の変化をもたらすものであった。会員たちが熱心に取り組んだ読書に着目することは、
合宿で培われた共同性にもとづく新人会員としての精神構造が、同時並行的に行われた諸
実践のなかでいかに展開したのかを明らかにする糸口を与えてくれる。本章では、まず、
新人会の読書に関する論考を参考にしながら本研究が読書に着目する意義を提示し、その
うえで実際の会員たちの読書経験を整理し、新人会の読書実践の諸相について検討してい
く。 
 
 
第一節 読者共同体の可能性 
 
読書は多岐にわたる新人会の活動をささえた。それは、会員たちの知識獲得と会員以外
の人びとへの啓もう、活動永続のためのリクルート手段でもあった。 
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 その読書は会員同士という内輪な活動であったのではなく、会員たちのさまざまな社会
活動のなかでも行われている。たとえば、会員たちは会の草創期から機関誌や『帝国大学
新聞』紙上を通して、テクストの翻訳紹介や読書リストを作成し、体系的な読書を提案し
た。また、会員たちは各種講演会や労働学校を運営して、ときには社会的属性が異なる労
働者などの他者とともに読書を行っている。そこでは、彼らの社会的属性である学生本業
とは一見無縁のテクストがもちいられたが、とりわけ彼らが熱心に取り組んだのが西洋思
想の研究であり、その活動後期にはマルクス主義が主題的に検討された。後述するように、
そうしたテクストの発見と研究は、学業のみからは生じえなかった新人会の活動の成果と
してとらえられる。  
 本章が着目したいのは、読書活動を通じて彼らが「科学から空想へ」という着想を得て
いることである。この標語の背景に、社会主義の啓蒙書として名高い F．エンゲルスの『空
想から科学へ』が潜んでいることは一目瞭然だ。しかし、彼らはなぜエンゲルスとは逆の
発想を得ることになったのだろうか。本章では彼らの読書に対する意味づけを検討するこ
とから、この発想の転換に内在する論理を明らかにする。 
新人会の読書実践はこれまで、高等教育享受者一般の読書体験の原型としてとりあげら
れてきた。その際、読書が会員たちに過剰な形でエリートとしての自負を与えてきた問題
が指摘されてきた。他方で、読書行為の内在的な検討は行われてこなかった。だが、本章
を通して明らかになるように、読書実践こそ、彼らの主要な活動である労働者とのかかわ
りの地盤形成を可能とした実践だったのである。新人会にとって読書実践とは、近代国家
の形成を推し進める政府と資本主義経済の発展によって彼らを取り巻く状況が激変するな
かで、エリート／学生という社会的属性を越え、他者との間に新たな連帯を模索する契機
をもたらすものであった。 
 そこで本章は、新人会の会員たちの読書活動に着目し、彼らが読書に対していかなる意
味づけを行っていたのかを、会員たちの当時の論考や機関誌、回想録をもちいて検討する。 
 
 
第二節 社会運動としての読書 
 
 戦前の高等教育機関の学生たちの読書行為については、すでにさまざまな形で研究が蓄
積されている。近代学校制度における学生研究の先駆者である竹内洋は、この時期の学生
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たちは人文学を中心にした書物を読むことで人格の完成を目指したと論ずる。そして彼ら
が信奉したマルクス主義は、近代以降の高等教育機関が西洋の学術知を遵法する風潮があ
ったがゆえ普及したのであり、学生たちの読書行為は一貫して自らを近代学校制度の内部
において学生たらしめる手段であったという（竹内 2003:40, 50）。ほかにも、読書史研究
者の永嶺重敏は、戦前の帝大生の読書実践が、進級や就職への準備に傾倒していたこと、
また大学図書館や古本で求めた教授たちの著作や講義録の暗記が、盲目的に行われたこと
を明らかにしている(1)（永嶺 2008）。 
 学生の読書行為に関するこれらの研究は、戦前から今日までの長期にわたる近代学校制
度の平均的な読者像を提示し、さらに学生たちの読書が、テクストの暗記と人格の完成を
通じて近代学校制度の内部に彼らを位置づける行為であることを明らかにした。それゆえ、
先行研究によると、この時期に学生たちが熱心にマルクス主義の文献を読んだことも、そ
うした教養主義的利益の達成手段の一つだったのであり、そこで行われている読書とは、
決してテクストに書かれた内容を生活する現実の状況に当てはめてとらえていこうとする
ものではなかったという（竹内 2003; 永嶺 2001）。 
 本章ではこれらの先行研究に知見の多くを負いつつも、労働者と共にテクストを読むこ
とを推進しようとした新人会の活動に着目する。そして、読書実践が社会的属性を超えて
他者との連帯を模索するという、これまで十分に主題化されてきたとはいいがたい読書行
為の存在を検証する。「科学から空想へ」という逆転の発想にいたる新人会の試行錯誤の過
程からは、新人会にとって読書が、諸活動を通して接した社会に対し責任を負うことを彼
らに自覚させていく実践だったことが明らかになる。 
 読書行為と思考法の結節を理解するうえで、佐藤健二による議論は、重要な導きの糸と
なる（佐藤 1987）。佐藤は柳田国男〔1875-1962〕の著作に着目して、テクストに残され
た引用や索引を取り上げながら、テクストというメディアを読むことが柳田の「知の形式」
と本質的にかかわっていることを指摘した。佐藤によれば、テクストそれ自体はさまざま
な知識の集積であり、読書行為ではそうした集積全体を作り上げた力を読むという方法を
読み手に産出させる。そのため、テクストというメディアは一方で権威生産の手段であり
つつ、他方で歴史への関心を広げ、さらに人びとが比較や批判という新たな思考法を手に
入れることを可能にする。とりわけ示唆的なのが、犯罪調書というテクストを読む経験か
ら柳田が、国家の規範とは異なる、生活者の規範が存在するという視点を得たこと、そし
てそうした人びとの生活をまた柳田が別の論考にまとめ、書き残して読者に伝えたことで
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ある。すなわち、佐藤は読書行為が読者のこれまでの経験を拡張させ、思考を洗練化させ
ていくことを指摘した（佐藤 1987:125）。 
 新人会の読書実践も、この読書と「知の形式」の連関があるのではないだろうか。具体
的に敷衍すれば、会員たちの読書は、経験を拡張させる読書という特性から、テクストを
いかに読むかをめぐる彼らの思考のあり様まで、その活動の内実を大きく規定してきた実
践であった。その過程において、会員たちはテクストを介して読者と執筆者・編集者の重
層的な交感を経験し、自らの立場の可変性を認識していく。そうした会員たちの読書実践
は、既存研究が述べるような読書行為の意味付けとは異なる位相を提示し、これまで十分
に主題化されてきたわけではない会員たちの活動の可能性を提示する。そしてそのことは、
後に会員たちが「発展的解消」を宣言して同会を解散するにいたる活動の挫折をめぐる萌
芽をも浮き彫りにするだろう。 
 次節以下では、まず、一般的な戦間期の学生たちの読書を確認したうえで、新人会の読
書実践を、読書の形態に着目しながら、検討していく。  
 
 
第三節 戦間期の学生をとりまく環境 
 
 新人会の読書実践を検討するに当って、まず彼らの社会的地位を基点に当時の帝大生が
おかれた状況を確認したい。なぜならその状況こそが、彼らの読書実践を支える基盤であ
るからだ。 
 帝大生という社会的属性を理解するには、まず日本の近代学校制度を参照しなければな
らない。日本の近代学校制度の整備は 1872 年の学制の発布を基点に、順次、整備されてい
った。なかでも 1887 年発布の帝国大学令第一条と帝大生に対する試験の優遇を記した官僚
任官試験に関する法制度は、国家を運営する官僚の予備軍として帝大生に高い社会的地位
を与えた。大学進学率が十パーセントに満たず、旧制中学進学率も低い当時、学生となる
こと自体が少数の人びとに与えられた特権だったが、さらに帝大生となることは国家を担
う人物としてより高い期待が込められていた。だが、帝大生が特権的にみられた時代は長
くは続かない。1908 年の大学令の改正以後、専門学校として帝国大学よりランクが下だと
見なされてきた私立学校の大学化への要求が認められ大学の大衆化が進んだことや、第一
次世界大戦による戦時好景気が終了し、社会全体が就職難に陥ったことによって、以前の
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世代よりは帝大生の社会的地位は低下した。事実、この時期に会員たちはこぞって就職難
であることをさまざまな媒体に吐露している。会員の一人であり、のちのジャーナリスト
大宅壮一〔1900-1970〕は当時、その名も「就職難と知識階級の高速度的没落」という論考
を執筆している。 
 他方で、明治維新から五十年が経った 1920 年代は、度重なる戦争で戦勝国になる幸運も
あいまって、資本主義経済が発達し、都市部ではモボやモガ、銀ブラといった現象が現れ
るなど、消費を楽しむ中産階層が誕生した時代でもあった。それは、衣食住が充足され最
低限の生活をこえた楽しみが多くの人びとに生じたことを表わしており、高等教育機関の
多くが都市部に置かれたこともあって、カフェめぐりや学校対抗試合、学内同人誌の発行
や学内自治組織の発達といった学生固有の文化が育まれた時期でもあった。 
 だがこの 1920 年代を通して、労働者や都市下層民の労働条件や貧困が社会問題として認
識されるようになり、人びとの権利意識が高まるなか、そうした変化に対する見解表明が
社会的属性を問わず行われるようになっていく（南博編 1965）。 
 新聞や総合雑誌はこうした状況を伝えるメディアとして機能し、帝大教授陣を主要な論
客に据えた総合雑誌『中央公論』は、新中間層とその予備軍である大学生に多く読まれた
（永嶺 2001）。さらに、高等教育享受者のあいだでは京都帝大教授を務めていた河上肇
〔1879-1946〕による貧困状況の紹介とその発生原因の分析・解決法を提案した『貧乏物語』
がよく読まれた。そうした見解は都市と地方とを問わず開かれた演説会で伝えられ、高等
教育機関の弁論部に所属する一部の学生もテーマに組み込み論じられた(2)。他にも、同時期、
労働者の権利擁護を目的にした友愛会〔1912-1921〕が東京帝大出身である鈴木文治
〔1885-1946〕によって作られるなど、高等教育機関の出身者が社会状況に関心を寄せ始め
ていた。 
 しかしながら、前述したように、当時の多くの学生にとって読書とは人格完成の手段で
あり、現実社会とは無縁のものとしてとらえられていた。事実、帝大生は卒業や就職に関
わる試験に追われ、将来に不安を抱えていたとはいえ、彼らと同時代の社会状況のなかで
不安や不満を抱えた人びとの問題に、新聞や雑誌を通して間接的な形で接していただけで、
積極的に関心を持ち、直接的に彼らに接近したとはいいがたい。言い換えれば、帝大生た
ちはテクストを通して社会問題に触れてはいても、直接に現実社会のなかで起こる問題に
向き合っていたわけではなかった。 
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第四節 教養としての読書 
 
 では、会員たちは読書をどのように意味づけていたのだろうか。新人会では一見すると
形態の異なる二つの読書が行われていた。 
 ひとつは、一人で多読する形態である。たとえば、会員の一人で後の社会学者になる新
明正道〔1889-1984〕は、若かりし日を回想した文章のなかで次のように記している。 
 
当時は誰でも青年期にはそうであったように私も学問的好奇心が強くまた読書力も
すこぶる旺盛だったもので、たしか一年生のとき私は九州の小倉のある知り合いの家へ
行って一夏を過ごしたが、携えていった書物を忽ち読みつくしてしまったので、ある日
古本屋に行ってドストエフスキーの『罪と罰』の英訳を買ってこれをよむことにしたが、
字引も引かないで私はともかくこれを強引に読み通して、一通りラスコルニコフの煩悶
をわれなりに了解しえた気持ちになっていたものであった。こうした流儀で私はその後
県立図書館に通って一週間ぐらいかけて森鷗外訳のゲーテの『ファウスト』をやみくも
に読了したが、それに続いて私はさらにトルストイの『戦争と平和』にとりかかり、こ
れもかなりの日数をかけたものの、その大筋をよみ終わるとともに、その尻尾に彼が展
開した戦争と平和の歴史を通じて彼独自の見解にも少なからぬ興味をそそられた。（新
明 [1981] 1984: 300） 
 
 新明の回想からは、「携えて行った書物を忽ちに読みつく」したとあるように、その旺盛
な読書欲が示されている。加えて、テクストの登場人物や著者の世界観に目を向けながら
も、「強引に」や「やみくもに」読み進めるという読書が示すように、内容の理解よりも一
人で多読することにこそ意義があると理解されていた。 
 だが、同時に一人で多読するという読書の形式は、彼のみの経験ではなかった。戦間期
には古本屋や図書館など多様な書物の流通経路がすでに存在しており、それは読む者がそ
の書物を手にした瞬間、現在その書物を手にしている自分だけではなく、過去にその書物
を読んだ者、あるいは未来にその書物を読むであろう者といった、見えない読者と対峙す
ることを意味した。読書はその行為を介して読者共同体へと参入する志向を内包しており、
一人で多読する背後には、競い合って読む自らと同質の読者が想定されていたのである。 
 このように、この当時の学生にとって、読書は孤独に、もしくは見えない読者を想定し
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ながら一人で行う行為であるとともに、集団で行う行為でもあった。その特徴は、以下で
確認するように、「皮膚から雰囲気を呼吸」するという、テクストを文字以外の回路から理
解する方法の存在であった。それは理解や解釈不可能な点を補い、新しい解釈へテクスト
理解を深める利点が見込まれていた。 
 そればかりか、新明の次の回想にあるように、読書からは同様の関心を持った共同体形
成の志向性がうかがわれる。 
 
東京大学に入ってからその当初吉野作造博士（略）からの影響だけによって、自分
の平和主義への志向を決定していたわけではなく、少なくとも私は大正 8 年 9 月から
当時目白近くの高田村の新人会本部に入りさらに積極的に会の学内的学外的活動に参
加するようになってからは、民主主義だけではなく、広く一般的に社会主義をも研究
しなければならなくなってきた。（新明 [1981] 1984: 304、下線部 引用者） 
 
 この新明の回想からは、彼の読書行為が、「新人会本部」への入会を通じて、新しい知識
を得るだけではなく、自身の関心を広げ、テクストを通して切磋琢磨するものへと拡張し
ていったことがわかる。その読書共同体こそ、前章で見た合宿にほかならない。 
そこで、彼らはどのようにテクストと向き合ったのだろうか。それを考えるうえで非常
に示唆的であるのが、共同生活を新明と同時期に送り、後に経済学者となる会員の林要
〔1894-1991〕の下記の言葉である。林は後年、当時のことを振り返るなかで、集団生活を
通じてかつて自らが社会思想を言語で形作られる「理論の形」ではなく「皮膚から」吸収
したと綴っている。 
    
そのころ、私たちは文字や講義で知識を啓発される手段にはめぐまれていなかった
のである。その代り、体全体が目や耳の代りをした。すべてを体で感じ取った。（略）
生活が共同的であったから、気分的な一致がたやすく生まれて、理論的な穿さく討議
ということは、おざなりに流れがちであった。喧嘩裡にあっても新明君などは、ぶあ
つな本を平気で読みながら、ひとの冗談ばなしや毒舌の応酬にもチョイチョイ口を入
れていたが、私はむつかしい読書どころか、新聞もおちついて読めなかった。だから、
社会思想なども私には理論の形で頭に入るよりも、むしろ、皮膚から雰囲気を呼吸し
た形であった。（林 1947: 63-171、下線部 引用者） 
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 以上、読書の形態が異なるものの、一人で多読する、あるいは複数の仲間と共同で読書
するこれら二つの形式は、高等教育を享受した者のみが経験できる点で共通しており、従
来のエリートたちが行ってきた教養のための読書と同型であるといえよう。 
 だが、彼らが行ってきた読書行為の意味合いはそうした側面だけに還元されるものでは
なかった。なぜなら、ひとつは、読者の共同体はテクストを手に取った瞬間から有形無形
にたち現れるものであったからである。そしていまひとつは、後述するように、林が語っ
ている読書に関する「皮膚から」の理解という言葉は、彼らが日常生活のなかで自らの身
体を通して感得した社会事情を考慮に入れながら、テクストと向かい合わなければならな
いという意思表示であったと理解することができるからである。後述するように、彼らの
活動は読書だけではなく、労働者街の月島や柳島に居住することや労働争議の応援などの
社会問題に「皮膚」を通して触れることを含んでおり、社会を意識した読書実践への萌芽
が垣間見られるのである。このように、それぞれの事例からは、既存の高等教育享受者の
読書形式のうちに、第三の読書形式の萌芽を見出すことができる。次節で検討するが、彼
らはある創造的な読書の形態を遂行していくことになる。 
 
 
第五節 共同性を模索する新人会の読書実践 
――「『空想』から『科学』へ」から「科学から空想へ」という逆転 
 
5-1 読書の意味づけの変化 
 会員たちはまた、帝大生であったからこそ、習得すべきあるひとつの読み方があった。
彼らの帝大入学の動機はさまざまに語られるが、それらに多く共通しているのは「官僚に
なれ」との父親からの助言である(3)。彼らはその期待にこたえるため、官僚を目指して勉学
することが求められた。そのために行われたのが、大学図書館などに通い、教授たちの講
義録や指定教科書を暗記するという、多くの帝大生が実践した立身出世の手段としての読
書である。そこからは、当時の帝大生に求められていたのは、テクストから得た知識を覚
え込むという、いわば能動的な読書であった。テクストから学んだ内容は、あくまでもテ
クストの内部にとどめ、テクストの外部の状況に当てはめることは意識されていなかった。 
 だが、新人会の内部では、次第にこうした読書に対して疑義が提起された(4)。新明と同時
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期に活動した会員で後の法学者の風早八十二〔1899-1989〕は、機関誌上でマルクス主義を
より踏み込んで考察すべきだと主張している。下記の引用は、当時の激変する社会状況の
なかで彼らにとって読書という行為の意味が大きく変更されつつあったことを示唆してい
る。 
   
いかにも、マルクスは科学的たらんとして、空想的であった。そこだそこが面白い
のだ。我々は、マルクスの学説にばかり目をくれて、科学的と云うことにばかり捉わ
れて、肝心のマルクスと云う人間そのものを見逃してはならぬ。スチームの通ってい
る暖い研究室が、平安無事に書き物を漁ってる者共の智識でなくして追放の処刑の為
に転々として席の暖まる暇もなく、廃所の月に、自ら燃に出た真情なのである（略）。
××〔伏字、革命：引用者〕にとって、大切なことは、学問科学ではなくしてこの熱
情である。この熱情を起こさせるに至る社会事情である。（風早 1922「感想」新人会
機関誌『ナロオド』第九号、下線部 引用者） 
 
 この文面からは、まず K．マルクスの読み方そのものの変更が必要だと認識されていた
こと、読書の意味づけを変更することで、彼らが社会とどのようにかかわっていくのかと
いう新人会の活動の目的の新たな方法を模索していた様子が推察できる。 
 そして重要なのが、風早が掲げた、ともすると不自然に見える「科学から空想へ」とい
う発想である。マルクスと共著の多いエンゲルスは、社会主義の初心者向けパンフレット
として『空想から科学へ』を出版していた。風早はそのタイトルをもじった、「科学から空
想へ」という方向こそが、自分たちの活動にとって重要であると主張している。 
 風早はこうした読み方を求めた理由を同論考冒頭で「学問とは何か、実証とは何か。そ
れは身共の如き暇人が、物好きに任せて研究室で、コツコツと、世界中の新聞や著書や判
例などから材料を集めて、之を切り盛り算段して結論を導き出す手品である。そうして、
今の所では斯うして得られた智識に対しては何人も出来なくなっている」と述べ、「それは
要するに、学者暇人の理屈と云うもので、今現に、この資本主義組織の下に苦しめられて
いる者にとっては、現実のその苦痛から逃げると云うことのみが問題なのだ」（風早 1922）
と訴える。つまり、彼は研究室で鋳造する学問が「苦しめられている者」たちの現実とは
大きく乖離していることを批判していた。 
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写真 3-1 機関誌『デモクラシイ』創刊号 
写真 3-3 機関誌『同胞』創刊号         写真 3-4 機関誌『ナロオド』創刊号 
 
 
 上記の風早の訴えを考えるうえで、彼らが生きていた戦間期という時期は決定的な意味
を持っている。それは、日露戦争による経済の好不況を経験し、戦争成金が生まれる一方
写真 3-2 機関誌『先駆』創刊号 
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で、労働事情や都市の貧困層が社会問題として認識され始めた時期にあたる(5)。 
 前述の林は、この時期から会の活動が具体的なものへと変化したことを記録する。たと
えば、会独自の機関誌の発行が始まり(6)、大学内外での講演会を彼らは開催するなど、より
広範な形で学外の学生との連帯を模索し始める。会員らは 1920 年 5 月のメーデーで出会っ
た亀戸のセルロイド工に助力を請われ労働組合の組織化に協力し、月島などの労働者が多
く住む東京市下の地域へ電車で出かけ、座談会や研究会に参加する。あるいは 1919 年から
内務省や新聞社主催の貧困や失業調査に参加した(7)。このとき内務省の衛生調査に同行した
会員の一人(8)は報告書のなかで「然し之よりも貧弱なる献立をせねばならぬような時が永遠
に来ぬことを自分は希望してこの筆を擱くことにしよう」（内務省衛生局編 [1921]1970: 
203）と記録している。 
 さらに、彼らは上記の活動を通して知った社会問題の諸状況に対して、労働争議の応援
演説への参加や、問題解決手段として社会主義を機関誌上において紹介、あるいは社会主
義に関する翻訳を多く掲載している。つまり、彼らは生活を営むうえでの問題を把握し、
文字や実際の活動をとおしてその改善を試みるとともに、読書を通して自らが学んでいる
教室の外側にある社会を見つけ、教室のなかで学んだ知識を教室外の現状に応用しようと
模索していたのである。 
 翻って、彼らの読書実践に戻れば、こうした問題意識を持っていたからこそ、会員たち
はそれまで標準とされてきた読書とは異なる読書を模索せざるを得なかったといえるだろ
う。目の前に広がる問題に満ちた現状をよりよいものとして改良することが志向されたが
ゆえに、新たな社会秩序の構成を模索するための読書が彼らには必要だと認識されていた。
だからこそ、これまでのエリート養成のための読書を否定する読書が求められたのであり、
「科学から空想へ」というテクストを相対化するアクロバティックな読みの転換が模索さ
れたのである。 
 このように、会員たちはテクストと実際の社会問題をすり合わせようと試みた。次節で
見るように、機関誌や労働学校の講義はその具体的な方法だった。とりわけ、機関誌には
読むことと書くことの二つの行為が含まれていたが、次項ではこの機関紙の運営・発行を
さらに内在的に検討したい。 
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5-2 読書を媒介にした共同性の模索 
 ここまで学生たちの読書に焦点を当ててきたが、読書とは何も学生のみに限られた行為
ではなく、戦間期は新聞や講談雑誌などを愛読する労働階級でも行なわれ、読者層が拡大
した。彼らは経済的理由から古本や図書館を利用していたが、熱心に書物を求め、時には
『中央公論』といった知識エリートを主な読者層とした総合雑誌も読んだ。 
 その一方で、この時期、労働者から学生まで多岐にわたる読者のあいだには、読書力の
格差と読書内容の差異が顕在化しつつあった。たとえば、新人会員たちが熱心に社会科学
の専門文献を講読する一方で、大多数の読者はもっぱら読書に娯楽性を求めていた。また、
同一のテクストが読まれていた場合でも、社会的属性によって読み方はまったく異なった
（永嶺 2001:197）。つまり、テクストは社会的属性によって分断されると同時に、今ある
社会的属性を再生産する機能をもっていたのである。 
 だが興味深いのは、上記に当てはまらない、機関誌を通してエリート集団である新人会
に接した労働者の存在である。労働者のような読者たちに、読書とはどのように意味づけ
られていたのだろうか。 
 新人会機関誌に掲載された次の二つの読者投稿は、一見すると機関誌を希求する地方在
住の労働者が、テクスト読解を助けてくれる解釈者もなく読む姿を示している。けれども、
会員たちが機関誌で度々論じた労働条件の改善やその手段として団結するといった主張を、
読者が自家薬籠中の物にしている姿も示される。そこからは、読者にとって新人会のテク
スト受容は、自らが置かれた状況を概観し行動指針を立てるといった、現状に対応する糧
を得る手段であったことが推察できる。 
    
東京の同志から「同胞」を毎号送ってもらって毎号読んでおります。（略）私共はブ
ルジョアジイと闘わなければならぬと同時にこれを擁護する中間階級とも亦労働者を
食い物にする労働ブローカー的の人間とも徹底的に戦わなければなりません。我々プ
ロレタリアートの大理想は、地位や名誉や金や権力ぢやありません。真実のデモクラ
シーの社会の実現のために、起る圧迫、迫害にも打ち勝って最後まで勇ましく戦わね
ばなりません。毎日十一時間の工場勤めのものでありますから思う程にはまいりませ
んか知りませんがこの眠っている中京思想界を覚醒させたいと思います。名古屋市―
―篠田音一君（「同士通信」新人会機関誌『同胞』第七号） 
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圧迫に次ぐ圧迫で出来上がるかどうか心配していた矢先御送本で歓喜しました。早速
読後観を送り度いと思います。昨日は配達夫の群れに宣伝しました。明日は冲仲仕〔マ
マ〕の海に飛び込んで話さうと思つてゐます。（小樽支部）（「同志談林」『同胞』第二号） 
 
 興味深いのは、機関誌をほかの読者に「話」し、「宣伝」する際に労働者層の読者におこ
る変化である。先の投稿では、長時間工場で働く労働者である読者が、自分たちを苦しめ
る「労働ブローカー」と戦うことが記されている。その構成は会員たちが機関誌で使う論
調とよく似ている。会員たちによって選定された欧文の翻訳紹介やそれらをまとめた論考
には、労働条件の改善やそのための団結が謳われていた。あわせてそれらを援用しながら
罷業や解雇に関する労働争議の状況が説明された(9)。表面的な字面をなぞれば、労働者の投
稿内容は会員の言葉の受け売りであり、「宣伝」とはまさに会員たちの主張を伝えることだ
ったと考えられる。 
 だが、実際に彼らが会員たちの論調を模倣するとき、自らの状況に転用して主張をつく
りあげていたことに着目したい。読者は「毎日十一時間の工場勤め」のなかで、自分たち
を「食い物にする」人びとと「闘わなければならぬ」と訴える。そして、こうした現状を
知らない「思想界を覚醒させ」る決意を会員たちに宣言する。この模倣の過程において、
読者である労働者は会員たちの言葉を自らの文脈で了解し、問題状況を言語化し、現状に
対処する術を発見するための資源として活用していたことが明らかになる。会員たちの言
葉は労働者に活動の端緒を与え、遂行する、いわばガイドブックに類した機能を果たして
いた。このように、「宣伝」とは文字通り主張を広く知らせることを意味するだけではなく、
彼らの行動を規定し、そのために思考を精錬させることでもあったと理解できる。 
 このことを会員側から照射すると、機関誌に社会的属性を超えたあらたな関係性の創出
が意図されていたことが浮かび上がる。そして、以下で見るように、その過程で生じた執
筆者・編集者の役割の一時的な逆転こそが、労働者とともに読むことを彼らに可能とした
のである。 
 前述した二つの読者投稿からは、読書を媒介に関係が増出された様子がうかがえる。「東
京の同志」から「名古屋」へ、一人の読者から配達夫や沖仲仕へ、と都市や職業をこえて、
読者の共同体が形成されている。そもそも、会員たちが発行・運営した機関誌は一部十銭
から二十銭で、東京市内の書店のみならず、地方の大書店でも取り扱われた。雑誌の頒布
方法は、一般の雑誌同様、広範な地域での新規読者の開拓が望まれていたことを示してお
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り、投稿者が記す都市名や流通方法からは、会員たちの意図に合致した読者の姿が現れる。 
 さらに投稿欄という位置づけに着目すれば、そこからは会員たちが労働者たち読者との
あいだにある社会的属性に縛られた関係を誌面という限定された空間において保留しよう
と試みていたことが読み取れる。読者投稿欄は、新人会独自の機関誌『デモクラシイ』の
創刊第二号から、廃刊するまで続けられ、読者による読後感や彼らの近況がつづられ、と
きには原稿用紙二十枚におよぶ論考も送られていた。 
 読者から送られた論考や記事を会員たちは当初、必ずしも各号の読者投稿欄に独立した
小見出しをつけず、会員の近況報告と同一誌面上にランダムに配置した。読者投稿欄も後
期になると小見出しを設け、そこで「同志」「交響」といった呼びかけ、一体感を演出する
語をもちいた(10)。会員たちは、誌面上において立場を曖昧にすることで、擬似的な平等空
間を創出しようとした（写真 3-5、3-6）。それは会員たちの一時的な演出に過ぎない可能性
もあるが、投稿欄に「同志」といった語を冠されることで、労働者たち読者は、現実の世
界では接することの少なく、将来支配層になる可能性を有する帝大生に向かって、現状を
伝え、状況の改善方法を考えさせる契機を獲得する。 
 こうした会員たちの投稿欄の扱い方からは、会員たちが投稿者と自らに差異を設けよう
としたのではなく、テクストの送り手と受け手といった関係が持ち込んでしまう支配関係
を解消し、会員と労働者たち読者のフラットな関係を「理想として」模索していたことが
うかがえる。誌面上という限定された空間ではあるが、投稿欄は、会員たちが機関誌を通
じて社会的属性を超えた新たな関係を創出しようとした試みであり、新人会の読書実践の
一つの可能性を示している。しかし次項で見るように、彼らの読書実践は、その実践が内
包せざるを得なかった問題を抱えていた。 
 
  
96 
 
 
写
真
3-6
 
新
人
会
（
1921）『
同
胞
』
第
七
号
 
写
真
3-
5 
新
人
会
（
1
9
2
0）『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
第
八
号
 
機関誌各号の最終ページには編集後記が記された。写真 3-5『デモクラシイ』には読者投稿欄すら設けられ
ていないが、写真 3-6『同胞』では「同志通信」と「新人会記事」が並列されている。 
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5-3 読書実践の意図せざる結果 
 度重なる発禁処分によって機関誌を廃刊した新人会は、その後、労働学校の運営に乗り
出し、より直接的に労働者とともに読書する機会を得る。だが、会員たちが積極的に運営
に関与したつぎの労働学校の回想からは、新人会の読書実践が労働者にとって決して容易
ではなかったことが推察される。 
    
生徒はほとんど小学校を出ただけであり、服部之総〔1901-1956、会員〕さんの「日
本社会史」などは目を輝かせて聞くが、経済学などになると、どうしても居眠りが
目につく。生徒に人気があった講義の一つは曽田長宗〔1899-1935、会員〕さんの「労
働衛生」であった。それでも生徒はなかなか質問しないので、顔色で判断するしか
ない。（彦坂 1984:132-133） 
 
 次章でより詳しく論じるが、労働学校は 1923 年の関東大震災を契機に設立された、東京
帝大セツルメント〔以下帝大セツル〕事業の一環で運営された学校である。その活動には、
「知識の独占者」から「知識の分与」を目的に、帝大生による「手と足の運動」の標語を
具体化することが期待された(11)。会員たちはレジデントやセツラーとしてセツルメント事
業に従事したが、その労働学校で会員たちはチューターや講師となって、労働者とともに
テクストを読んだ。 
 チューターシステムは労働学校草創期から導入され、自身もチューターであった前述の
彦坂〔1905-1985〕は、同論考でそれが特異な役割を担ったと回想する。彼によれば、チュ
ーターは、講義の前に出欠をとり、講師や前回の内容を紹介するなど「級長兼司会」の仕
事を負い、講師が欠席した場合は代講する役目を負った。さらに、講義で労働者に理解困
難な個所があると判断した場合には、講師に質問を投げかけ、例示の要求などを行った。
その立場はさながら「壇下の講師、生徒の代弁者」であったと記憶される。 
 労働学校のプログラムは、一学期を三ヶ月で修了するよう組まれ、労働法制、農村法律
問題、経済学などの講義が開設された。講義では、講師が選出したテクストの輪読やガリ
版のプリントが用いられた。本所深川のセツルメントには、毎日仕事を終えた和服姿の労
働者が集まり、チューターは労働者とともに、講壇に登った若手帝大教授や新人会出身の
講師の講義に耳を傾けた。 
 しかしながら、受講生たちは面接試験を受け、授業料を納付して入学したにもかかわら
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ず、教室では居眠りが絶えなかったという。いかに向学心や興味をもっていたとしても、
就業後、十八時半から三時間の講義を聴講することは受講生にとって容易なものではなか
ったのである。受講生は自分たちの生活と関連する労働衛生といった実学要素の強いもの
や講師の解釈によってオリジナルな視点が提示されるものに惹きつけられたが、その活動
内容のいたるところで、会員たちと受講生のあいだにはすれ違いが生じていた。そして、
講師の欠勤や受講生の残業などもあり、労働学校は次第に継続が危ぶまれていった。 
 こうした状況に、会員たちはカリキュラムの変更を持って対応した。たとえば、創立の
1923 年当初から、専門的な学術講義によって構成された講義だけではなく、「労働者に必要
な常識教育」を目的に中学校過程に該当する内容を持つ中等科を自然発生的に設置してい
る。また、1925 年から、残業から定期的に通学できない者のために受講資格を問わない市
民講座を開設した。セツルメントの初代主事で新人会会員であった内村治志はこれらの変
更にいたる経緯について、「若し我々が労働街に臨むならば、労働者の生活とそれを基礎と
した人生や社会を説明する学問を用意しなければならない」と述べ、それが十分準備でき
なかったため、労働学校の運営が「失敗に終わった」と記している（内村治志 1925）。同
論考中、「個々人の知識に対する遊戯的好奇心」（内村 1925）を求めた当初のプログラムが、
「労働者に必要な常識教育」（内村 1925）とは異なっていたと述べる内村の記述からは、
労働者とともに読書することで、会員たちの自己認識に看過できない変化が起きているこ
とを指摘できる。このことは、彼らの読書実践を社会運動としてとらえようとするとき、
重要な視点を提供する。以下ではこの点を情報の受け手と送り手に着目して整理していく。 
 新人会と労働者の関係を情報の送り手と受け手の観点からとらえてみると、活動の遂行
をとおして、会員たちと労働者の関係が流動化していることが確認できる。たとえば、機
関誌上で会員たちは、会員を執筆者・編集者、労働者を読者と措定し、読者とは執筆者・
編集者の見解を無条件に受容する存在として認識していた。あるいは、労働学校において
は、労働者に「知識に対する遊戯的好奇心」があることを前提にカリキュラムが組まれて
いた。そして、そのなかには彼らに対する「指導」という言葉が頻繁にもちいられていた
ように、受け手である労働者の受動性が一方的に措定されており、その能動性は捨象され
ている。だが、労働者が会員たちの眼前に実体を持って現れたとき、労働者は機関誌上で
自身の見解を述べることに始まり、労働学校の居眠りを通して、会員らに変化をうながし
ていく。たとえば、先に見た労働学校におけるカリキュラムの変更などの試行錯誤は、こ
れまで執筆者や編集者として一方的にふるまってきた新人会員たちが、それまでの指導者
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といった立場の正当性を問い直していこうとした営為としても理解することができるので
ある。 
 これまで見てきたように、会員たちはその活動における読書実践から、現状を分析する
視角や対峙する方法を学んできた。そして、機関誌の発行や労働学校での講義を通して、
社会的属性の異なる労働者たちとともに読書することを試みてきた。佐藤健二は柳田国男
の読書行為を検討するなかで、読書には読者の経験を拡張し、思考を洗練させていく側面
があることを指摘している（佐藤 1987）。この視点を踏まえると、それまでの読書経験を
通してテクストの知を現実社会へと折り込んでいくことが現状の改善の方途である可能性
を学んだがゆえに、労働者という他者と机をともにしながらテクストを読もうとする新人
会の試みもまた、読書行為の意味を社会的属性の安定化を企図するものから、属性を超え
た共同性を模索する、一種の社会運動へと展開させた実践として理解することができる。 
 さらに、会員たちの読書実践からは、そこに内包された斬新な実践が見えてくる。これ
まで確認してきたように、読者投稿欄や労働学校での講義で会員たちは、労働者という他
者の声を聞き、指導する者から指導される者への立場の変更こそ、活動の遂行に必要だと
気付いた。まさにこのことは、先に触れた風早の「科学から空想へ」という標語と重なっ
ている。自分たちの生きる社会がどのような問題を抱えているのか要因を分析し、さらに
変革を目指す会員たちの「科学」的な試みは、彼らが高等教育を受けたからこそ得られた
ものであり、特権的な立場に基づいていた。だが、彼らが直面した居眠りや労働者の声は、
会員らに学術的な知ではとらえきれない現状を認識させ、前提とする知識や彼らの立場そ
れ自体を疑う必要があることに気付かせる。すなわち、読書を通して社会的属性を超えた
社会を「空想」する会員たちの試みは、他者とともに社会を変えていく主体として自らを
とらえる「空想」でもあった。 
 ここまで確認してきたように、会員たちは、読書実践を通して状況変革を試みた社会に
対して、応答責任を負うことが必要だと認識した。それはまさに、第三の読書実践という
空想の意図せざる結果であった。 
 
 
第六節 読書実践がもたらす自己認識の変更 
 
 本章では、新人会の読書実践をより詳細に考察することで、時代状況と向き合いながら
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会員たちが模索してきた読書実践を検討してきた。「皮膚からの」理解方法を感得した林は、
新人会員となることで「今まで条文を動しがたい真理として受け取り、これを現実の社会
と対決させることもなく棒暗記していた自分が、いまは不思議でならなかった。『貧乏物語』
的目で見直すと、世のなかはまるで逆さに見えるようになった」と回想する（林 1947:156）。
読書の新しい形態を発見した林の素朴な驚きは、読書行為がもつ可能性を示唆しているの
ではないだろうか。 
 本章が明らかにしてきたように、新人会の読書実践は、読書を通じて社会的属性を相互
に留保させ、新たな共同性を模索する社会運動であった。そこでは、テクストに書かれた
ことを現状の社会問題に当てはめようとする、テクストの相対化が試みられていた。とり
わけ、この過程において彼らが経験した立場の逆転は重要である。会員たちはテクストに
つねに能動的に接してきたが、読者からの返答を、再度、読書行為に持ち込んだとき、自
己の内部に胚胎する受動性に気づく。それゆえに、彼らは劣悪な生活条件や労働条件のな
かで生きる人びともまた、彼らと同じ時代に生きる人びとであることを発見した。そして、
テクストと読書の関係を、自らの社会的地位を安定させるという固定的な読み方とそのた
めの手段から、そうした人びとを包摂する社会改善を目指すための手段へと展開したと考
えられる。こうした、アカデミズムの知を現状へと応用させることを読書行為の目的とし
て見出した彼らの読書実践は、第三の読書実践ともいえる、読書の意図せざる成果であっ
た。 
 もちろん、本章が見出した読書行為の可能性は、戦間期の学生運動にたいするひとつの
解釈に過ぎない。だが、本章が明らかにしてきた新人会の読書実践の展開とそれを支えた
論理、そして活動が結実させた会員たち自身の変化は、次章以降で確認するように、会員
たちの諸活動全般に通底するものである。会員たちはその後もさまざまな活動を展開して
実践的な活動に没入するようになっても、読書行為をやめることはなかった。他の諸実践
と読書は両輪の輪として、会員たちの活動をささえていたのである。 
 では、実際に、会員たちはいかなる活動を展開したのか。時代は大きく変動しつつあり、
とりわけ、1925 年に成立した治安維持法と、新人会員は無縁ではいられなかった。文化の
成熟と権利意識が高まった大正デモクラシーのなかで読書を通じて培われた、会員たちの
自己への受動性への気づきと連帯への意識は、その後、いかなる活動へと結実したのであ
ろうか。次章では、本章でも少し触れた戦間期のセツルメント事業に着目して、会員たち
の活動論理とその軌跡を確認したい。 
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注 
 
（1）その特徴は無味乾燥的な専門的読書が行われていたこと、アクセスの窓口が大学図書
館、古本屋であり必ずしも新刊本を購入したわけではなかったこと、そして共同で行
われる読書である（永嶺 2008: 54-60，272）。 
（2）1900 年代初頭は学生の「第二次弁論ブーム」であり、新人会はその最後尾を占め、
社会問題を論じる方向へと誘導した（井上 1999）。第一章でも触れたとおり、新人会
と演説の関係は深く、帝大弁論部顧問の吉野作造が政治結社黒龍会と行った立会演説
会が会創設の機会であった（赤松編 [1934]1999）。 
（3）林、新明ともに、父親の助言によると回想する（林 1947; 新明 1984）。 
（4）たとえば、後に政治学者となる蠟山政道〔1895-1980〕は「新しく得た一つの喜び」
と題し、大学で教授される知識が現状の解釈には適していないことを糾弾した。また、
後に弁護士で社会党に属した三輪寿壮〔1894-1956〕は「虫眼鏡」と題し、学生たちの
利己的な精神は大学教育の機械式詰め込み教育に起因する、と大学教育を批判した。 
（5）たとえば、横山源之助（1899）『日本之下層社会』など。1918 年には、内務省が労働
者の実態調査を月島地区で行った。 
（6）機関誌は 1919 年に創刊された『デモクラシイ』から 1922 年に廃刊する『ナロオド』
まで、途中タイトルを『先駆』『同胞』と変えながら続けられた。 
（7）注 5 でもふれた「月島調査」では、調査地月島に住みこんで参加した。ほかにも、東
京日日新聞主催の東京、関西、信州を対象にした失業調査に参加した。 
（8）会員の山名義鶴〔1891-1964〕が参加した。調査員として他に、大衆文化研究の嚆矢
となる権田保之助がいる。他の調査員がデータの解説に徹していたことと比較すると、
山名の記述は主観的な記述であるといえる。 
（9）こうした例は枚挙に暇がないが、一例として、嘉治隆一 1920「虐げられた資女工生
活の一面」『先駆』第四号、新明正道 1920「麵麭の道徳」『同胞』第一号など。 
（10）たとえば、新人会機関誌『先駆』「遠近消息」第四号、「聲息交響」第六号、「心と心」
第七号、『同胞』「投花一束」第一号、「同志団林」第二号、「同志通信」第七号など。 
（11）セツルメントに関しては福島ほか編を参照にした。また、活動の詳細は次章で扱う。  
第四章 帝大セツルメン 卜´の葛藤
一― 「社会医学」の理念と「社会事業」の構想をめぐって
前章では、新人会の活動と会員たちの自己認識の変化を、会員たちの読書実践から考察
した。
新人会員は合宿や読書を通じて、社会的属性を同じくする者同士の結束を強める一方で、
社会的属性のことなる層へと自らを開き、大衆の指導者から、大衆から学ぶ思考者へと指
導性をめぐる自己認識を大きく変化させた。さらに、読書を通した大衆との交流は、社会
の底辺で起こっている問題の状況を把握し、問題の改善に取り組む基盤をつくらた。
そうした現状把握と対策を摸索するなかから、さまざまな活動が生まれたが、本章では
セツルメント事業を取り上げる。その理由はつぎの二点にまとめることができる。
まず、この事業は、学知と実践の融合がもつともはつきりした事例である。つぎに、こ
の事業は、新人会が人文社会科学系の思想に偏つた集団であつたのではなく、社会の要請
を把握し、それに対策を立てて活動を行なう医学や工学といった、いわゆる理系の学生に
も着目され、彼らをも巻き込むような、総合的な組織であつたことを明らかにするのに格
好な事例だからである①。
ただ、本章で取り上げるセツルメント事業は、純粋に新人会の活動とは呼ぶことはでき
ない。だが、本章四節で詳細に述べるように、一割強の会員が、この事業の最も重要な時
期に積極的に、さらに彼らが事業の中心となつて活動に取り組んでいたことを鑑みれば、
帝大セツルの活動が新人会の活動の一部であつたことは疑いようがない。
帝大セツルの活動を見ることは、学知、国家、生活の関係に再考を促がすものである。
新人会の活動が、単に国家の御用聞きであつたわけでも、学知を鵜呑みにして社会に当て
はめたものでも、大衆の生活を一方的に指導したものでもなく、三者の関係のなかで交渉
し続けた軌跡を再確認することなのである。
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第一節
1925年に起こつた
関東大震災は、多くの
被害者を生みだすと
ともに、そうした人び
とを救済する社会事
業団体を立ち上げさ
せた。そのひとつとし
て、「帝大セッツルメ
ント」〔1924‐1938、以
下帝大セツル〕があげ
「社会事業団体」に向けられた視線をめぐって
図4-1 帝大セツル草創期の参加者たち
写真 8 東大セツルメン トの
1925年事業メンメ…
(19あ年3月.七ッルメ
ント競_2, あ ベーノ
参照)
〔筋列〕曾日長宗, 林諺` 脅〃71
1中列〕だり11直彦,髪久´務%珍笏 :‐
長量敏路,毛利英於鬼 数%Z紘
獨圏鮨  〔後列,入江正三`タリ::Z
雛,東利久,本村療一っ魏
森河敏夫,中野尚夫,技〃%′ 物%|
他喜雄    (ィf堂形笏批髪髪)
1925年の卒業メンバー十九名のうち、約半数にあたる九名(曽田、石島、服
部、入江、菊川、東、中野、枝吉、長尾)が新人会員。
出曲[ H・スミス(1972-197R・:軍宣□彙やヽかム軒謝
られる。帝大セツルは東京帝大の教員や学生たちによつて創設、運営され、新人会員はそ
の主要な構成員だった。
セツルメント事業は十九世紀のイギリスで労働者階級の貧困に対するキリス ト教社会主
義者や理想主義者のはたらきかけを基点に、大学拡張運動の一形態として始まつた。日本
では、1900年代に、宗教者により組織された都市部でのセツルメント事業にその萌芽が見
られる。なかでも、帝大セツルは東京市本所の労働者街を拠点に、しばしば大学や国家か
らの援助を受けながら、医療や法律相談などの諸サービスを提供した。とくに、医療事業
を担つた医療部は、当時、日本国内で普及していなかつた社会保険に類似した制度を活用
し、近隣住人の身体改善と健康改善に努めた。
その帝大セツルに関して、1938年、国内の運動団体の動向を取り締まる内務省警保局が
発行する報告書『特高月報』は興味深い指摘を残している。
東京市本所区横り|1橋所在帝大セッツルメントが非常時局化の国内風潮の刺戟を受け、
従来の傾向を清算し、社会事業団体本来の使命tこ邁進すべしとなし、その名称を大学
隣保館と改称し且つ右に関する声明書及改革案要綱を発表したる経緯については前号
に延べたるところなる。(滋賀 1979:227より重引き、下線部 弓1用者)
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上述した『特高月報』は、帝大セツルに関して二点を記録している。ひとつは、帝大セ
ツルが戦時体制へと進む当時の状況を受けて改称したことであり、もうひとつは、そうし
た変化のなかで、当該団体において 「社会事業団体の使命」を前景化したことが重要だと
いう指摘である。
ここで着日したいのは、『特高月報』が出された 1938年という年である。1920年代から
1930年代にかけての戦間期は、大正デモクラシーの風潮のもと、政治の平等や生存権をめ
ぐつて人びとの意識が高まり、制度整備が進んだ時期にあたる。その動きは今日から判断
すれば限定的なものであり、社会的連帯を原理としていた。その一方で、1938年の厚生省
の創設に代表されるように、そうした連帯の原理は国家体制に回収されていくことになっ
た。その事例として、同年、国家総動員法、国民健康保険法、社会事業法が公布され、人
びとの身体と生命を管理する法整備が進んだ。つまり、社会的連帯という思潮の萌芽が生
まれると同時に、それが国家体制に組み込まれていくという点で、日本社会に二重の構造
転換が起こつたのが、この戦間期という時期なのである。
こうした時代状況を確認するとき、『特高月報』の記事は、一見すると帝大セツルが国家
体制に馴致された時代を指すものだと理解される。だが、本章が以下で明らかにするよう
に、1920年代に高等教育享受者により創設 0運用された帝大セツルは、その従事者が労働
者街に居住し、労働者と接するなかで、活動の内容や方法が絶えず反省的に検証され、模
索された点に大きな特徴がある。その活動とは、彼らが対峙した具体的な人びとの「生活」
と学んできた 「学知」が交錯する場であつた。そして、参加者たちの所属する東京帝国大
学は官僚養成を目的とし、国家の意向が強く反映された 「学知」と「国家」が重なる機関
であつた。
そこで本章は、戦間期の日本社会の構造転換を視野にいれたうえで、帝大セツルの活動
を検討することを通して、彼らの活動原理に迫る。とくに、帝大セツル医療部の活動にあ
らわれた 「社会医学」と「社会事業」という二つの発想に着日し、そうした発想がいかに
見出され、また、いかなる社会条件に枠づけられていたのかを探求する。こうした問いの
検討を通して本章では、戦間期の日本において生活と学知と国家がいかに配置されていた
のかを明らかにする。
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第二節 「社会的なもの」をめぐる相互作用
2‐1 帝大セツルにおける相互作用に着目する意義
本節では、社会事業史や社会福祉史におけるセツルメント事業の記述を整理し、その作
業を通して、知識人論のなかに帝大セツルを位置づける。
日本でのセツルメント事業に関する先行研究は、これまでおもに、社会事業史のなかで
蓄積されてきた。それらはセツルメント事業が貧困地域を救済するために果たした意義を
論 じるとともに、セツルメン ト事業の実践事例をクローズアップしてきた (一番ヶ瀬
[1963]1994;西内 1959;大林 1926;音田 1958)。
なかでもとくに一番ヶ瀬の研究は、セツルメント事業を、慈善事業から社会事業へと変
質する際の過渡的な段階として捉え、日本のセツルメント事業を通史的に明らかにした点
に意義がある (一番ヶ瀬 [1963]1994)。セツルメント事業の事業理念と活動内容を、経済
状況に関連付けて分類した一番ヶ瀬は、帝大セツルを資本主義の爛熟期と捉え、セツルメ
ント事業の全盛期である1918年から1930年に、当該団体が「最も本来的セツルメントと
もいうべき」形態をもつと位置づけている。同時期のほかのセツルメント、たとえば、宗
教型セツルメントは、宗教の普及に基づく慈善事業的性質をもつがゆえにセツルメントの
形態ばかり拡充しているにすぎず、また、公立セツルメントは、国民一般を対象に、労働
者の自主化を客観的には阻止する側面さえあつたと、一番ヶ瀬は指摘している。
しかし、高等教育享受者層によるセツルメント事業での知識の運用や、利用者と高等教
育の享受者との相互作用に着目して論じた研究は限定されている。19世紀に知識を分与す
る大学拡張運動の一環として展開されたセツルメント事業の発端を考慮にいれるならば、
大学教育を受けた人びとと、おもに労働者からなる利用者とのかかわり、その相互作用が
活動に与えた影響について論じることは、セツルメント事業の在 り方を検討するうえで重
要な作業であるはずだ。
こうした本章の課題を遂行するにあたつて、セツルメント事業における知識の運用に着
目した中筋直哉の研究は示唆に富む。中筋は知識社会学の立場から、帝大セツルの諸実践
と東京帝大文学部社会学研究室の関係を分析し、その活動が、戦後日本の代表的な都市社
会学者・磯村英一の研究を形作るものであり、「都市社会学の揺藍器」であることを明らか
にした (中筋 1998)。中筋の問題意識を継承しつつ、本章では、さらに生活から学知があ
らわれる生成過程を視野に入れることで、セツルメント事業の活動の現場で、学知と生活
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がいかなる往還関係を形成していたかを検討する。そして、生成された知識が利用者たち
にいかに還元されたかという、知識の分与過程について論じていく。とくに、医療部は帝
大セツルの活動を長期にわたつて形作っており、また、医学部生が帝大セツルに与えた影
響は大きかつた。くわえて後述するように、医療部の学生たちは「医療の社会化」を掲げ、
それを題名とした書物を刊行している。本章は、こうした医療部の活動を検討することで、
帝大セツルの活動の論理を明らかにする。
2‐2 「社会的なもの」と帝大セツルの営み
帝大セツルが諸活動を通じて接した生活や、それを観察する資源となった学知、そして
学知を統制した国家の関係を提えるうえで、本章は、J.ドンズロの提示した 「社会的なも
の」の成立という分析視角を援用する。 ドンズロは「家族」に着目し、それが 18世紀から
20世紀にかけて、西欧でいかなる言説と実践の対象とされたかを、医学や法、精神分析と
のかかわりから論じている。ドンズロは「社会的なもの」の過程をつぎのように説明する。
まず、家族の内部にあるとされる「問題」が、医学的なものや法的なものの介入によつて
発見され、その結果、家族は統治の主体から統治の手段へと、ときに家族内部の助力を得
ながら変化し、解体する。家族内部に問題を見出すこうした視線の生成に、ドンズロは、「私
的領域」と「公的領域」のいずれにも分類しえない 「社会的なもの」という領域の出現を
見出した (Donzelot 1977=1991)。
ドンズロの試みは、問題を切 り出す知の視線に着目することで、近代化の進展とともに
出現した 「社会的なもの」という、あらたな理念や価値意識の存在を明らかにしたもので
ある。しかも、その過程では、一見すると無関係に見え、ときには矛盾さえしている諸ア
クターの活動が、ひとつの関心を核に出合い、ときに敵対し、そしてときに共感しながら、
結果的にひとつの領域を形作ることを指摘した。
こうした日本における「社会的なもの」の成立を、戦間期の医学が制度化する過程に求
める研究に、市野川容孝の一連の試みがある。)。 市野川は、第一次世界大戦後の ドイツと日
本の諸学者や政治思想家たちを対象に、近代医学の歩みを、制度に内在する理念に着目し
て分析し、官僚のみならず、社会主義者もまた、医療化に寄与したことを明らかにした。
そして、エリー トたちの発想のなかに、経済がもたらすさまざまな弊害をあぶり出し、是
正していく諸実践の希求する規範的な概念として、「社会的なもの」があったと指摘する (市
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野り|12000,2001a,2001b,2006)。医学とテクノクラシーが不可分の関係にあつた1920年
代において、市野川の研究は医療史と思想史を結びつける重要な視点を提供する。
ドンズロと市野川の指摘を踏まえたうえで、本章は戦間期に労働者らと向き合 うローカ
ルな舞台で展開された帝大セツルの、とりわけ医療部の活動について検討する。その際、
ここでは「社会的なもの」を「多様なアクターの相互作用を通じて、対象を主体化しつつ、
客体する、規範的な概念」と捉える。そして、規範的な概念である「社会的なもの」が複
数のアクターによつて醸成される過程を描き出すことで、被災者救援から始まり、複数の
事業を複数の機関と関連しながら展開した帝大セツルの活動の実相へと迫ることをめざす。
そこからは戦間期日本における生活と学知の再帰的な関係性が浮き彫りになるだろう。そ
のための資料として、帝大セツルが発行した研究書『医療の社会化』と、年次毎の事業報
告書『年報』を用いる。
第二節 帝大セツルの創設一― 関東大震災 と社会連帯
まず、帝大セツルの創設過程を確認し、活動をささえた論理を確認したい。なぜならば、
その過程にこそ、生活と学知と国家が交錯する端緒が見られるからである。
3‐1 救援活動への理解
1923年9月に発生した関東大震災は多くの被災者を生み、市内有数の敷地をもつ上野公
園は避難所となつた。会員の菊川忠雄 〔1901‐1954〕は当時の上野公園の様子を振り返つて
「宗教団体や社会事業団体の山師と宣伝屋が、この時と許 りに、上野公園に鳴り物入 りで
乗り込んでおり」(菊川 1931:190)、さらに「婦人会の貴婦人たちは、自家用自動車に乗つ
て、子供たちのために人形をもつて来た」(菊り|11931:190)と、後年、記している。こう
して上野公園は支援物資が集まり、慰間が行われる支援の拠点となった。だが、その一方
で菊川が 「慰問品は山錐してゐても、それを配給するための労力を提供する自警団はゐな
かった」菊川 1931:191)と記すように、支援物資はその場に居合わせた人びとにしか届か
ず、給付に大きな偏りがあつた。さらに公園内の衛生状態は劣悪で、衛生と治安対策が大
きな課題となつていた。このなかで、自身も被災者でありながら不衛生と不均等を問題と
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捉えた帝大生の一部有志らが物資や情報の均等配分を目指し、一時的な救護団を組織しは
じめた (福島ほか編 1984)。
救援活動が自発的なものであったがゆえに、学生たちは問題を抱えることになる。ひと
つは資源配分の権限をめぐる問題である。首都機能を有す東京で地震が起こったことで、
国家は支援者であると同時に被災者でもあり、また、あまりにも多くの要件を抱えて個別
のニーズに答えることは困難であった。これに対し、学生たちの救援活動に共感 した貴族
院議員で帝大法学部教授の穂積重遠 〔1883‐1951〕は、内務省から上野公園における全権を
学生たちに委任する承諾を得た。こうして活動が継続されることになる(福島ほか編 1984)。
また、学生たちは活動期間についても自覚的であった。年度末になると学生たちは、大
学の通常授業が始まることや公園内の秩序が回復したこと、そして救援活動は本来 「市や
区でやるべき」(石島 1984:58)事業であるという理由から、救援活動の停止を穂積に申
し出ていた。この申し出に対 して、穂積をはじめ、社会運動家 として著名な賀川豊彦
〔1988‐1960〕は活動継続を学生たちに再三提案していた。この提案を受け入れた学生が、
継続的な活動として選択したのがセツルメント事業である。)。 事業形態は学生からの発案で
あったとはいえ、法や生活を良く知る専門家たちが、救援活動に内包された自治と連帯の
精神を見出し、活動を継続する意義を認めていたと推察できる④。
3‐2 セツルメント事業の理念と国家
帝大セツルが創設された1920年代は、民主主義の発展によつて、貧困は個人に起因する
のではないという考えが広がり、事業理念が慈善事業から社会事業へと転回した時期であ
る (野本 1998,吉田 1989)。1920年に内務省社会局が独立し、社会事業行政は内務省に
一元化された。翌年には諮問機関の名称が救済事業調査会から社会事業調査会へと変更さ
れ、骨子に経済保護事業、乳幼児・児童 0母子保護事業・医療保護事業が据えられた (土
井 2007)。また、医療の対象が流行性疾患から慢性疾患へと移行し、予防に重点が置かれ
る。ほかにも、このとき宗教理念に基づいた事業によつて、各地で貧困層の児童保護と成
人教育が行われていた (厚生省五十年史編集委員会編 1988)。いわば、貧困と医学を関連
づけ、予防するという発想が生じ、それにともないさまざまな実践主体も生まれていた。
こうした時代状況のもと、事業の理念と担い手に着目して、この時期に紹介されたのが
セツルメント活動である (表 4‐1)。 たとえば、社会事業と社会衛生を研究する大原救済事
業研究所員の大林宗嗣 〔1884‐1944〕は、セツルメント事業一般を高い教育を享受した人び
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との社会貢献であると紹介する。そして、その目的は、教育水準のことなる人びとが交流
することで、民主主義の土壌を作ることだと論じる6)(大林 1919a,1919b)。また、東京
帝大法学部助教授であった末弘厳太郎 〔1881‐1951〕は帝大セツル設立の趣意書において、
セツルメント事業を実践の主体を見据えて具体的に論じている。長くなるが、帝大セツル
の社会的意義が表されているため、ここでは全文を確認したい。
東京帝国大学セツルメントの設立に就いて 末弘厳太郎
智識と労働とが全く別れ別れになって了つたことは現代社会の最も悲む可き欠点で
ある。現在我国には国費により又は私人の経営によって多数の学校が設立されて居る。
けれども、それを利用して智識を研き得べき幸福な機会をもつものは七千万の同胞中
果して其の幾分の一に当るであらうか。明治このかた、教育施設が完備したと云ひ文
化が大進歩を遂げたと云ふ。けれども斯の如き教育を受け文化を享楽し得るものは全
国民中の富有なる一少部分のもののみに限るのであって、多数の無産者は天生の才能
を抱きつつも尚到底不完全なる小学校教育以上のものを受けることは出来ない。彼等
の多数は貧弱なる智識を与へられたままで労働の世界に送り込まれその一生を報ひら
れざる勤労と憐むべき無智との間に過して仕舞ふ。斯の如きは実に無産者自らにとつ
ての不幸たるのみならず社会全体のためにも亦甚しき損失なりと謂はねばならぬ。
幸に家富みて、学習の余裕を有し又或は幸福なる運命によつて修学の機会を与へら
れたる最高学府の教授並に学生、彼等は此の意味に於て現代社会に於ける智識の独占
者である。此の独占者が其の天与の幸福を感謝しつつ其の割き得べき一日一時の余暇
を彼等貧しき人々のために捧げ、以て、其の智識を彼等に分与する事は、社会国家の
ために大いに意義ある仕事と云はねばならぬのみならず、正に彼等幸福なる独占者当
然の義務なりと云はねばならぬ。それは実に彼の「富は債務を生ず」との原則の一適
用に外ならないのである。
次に現代社会科学の最大欠点は空理従らに進みて、之を基礎付くべき現実資料の蒐
集研究が之に伴はないことである。而して此の欠点は従来只管に欧米先覚の糟粕を嘗
むるに汲々たりし吾学界について殊に甚しい。此の故に真に吾国の学問を活かし其の
独自なる発達を期するが為めには机上の思惟に先立って、先づ社会を調査する事が必
要である。最近諸官庁の手により其の他特殊の機関によつて、追々此の方面の調査研
109
究が進められるに至ったことは我々の最も喜ぶ所であるが此点について、更に一層重
要なる事は学徒自らが平常自ら接するを得ざりし環境の中に定住し、以て、親しく社
会の実相を直視し其の人と生活とを知ることでなければならぬ。斯くすることによつ
てのみ真に学問は活きるであろう。学によつて指導せらるる政策も亦其の社会に妥当
するであらう。現在我国学界の短所を知る我々は痛切に、しかく感ぜざるを得ないの
である。元来セツルメントの何たるかは正確に之を定義し難いのである。乍併我々の
企画せる大学セツルメントは我々学徒自らの地位と能力とに鑑み現在我国に於ける、
如上の短所を補正することを以て、其の最小限度の任務とすべきものである。即其の
一つは智識の分与であつて其中には自ら社会教育と人事相談と医療とが含まれねばな
らぬ。又其には、社会事情の実地調査であって、我々の定住と右智識分与の仕事とは、
自ら此の調査に向つて多大の便宜を与へる事になるのである。
今此の趣旨の下に我々のセツルメントが設立された。若き理想に燃えた青年は此の
趣旨の貫徹を計る為め、今正に大いに働かうとして居る。
大正十三年六月
(東京大学セツルメント法律相談部 1963:109‐10より重引き)
末弘の帝大セツルの目的を要約すれば次のようにいえよう。すなわち、知識を「独占」
している高等教育享受者たちの 「義務」として 「知識の分与」を行い、そのことを通じて
現在、別れてしまっている「知識と労働」の連帯が必要である。そして、そのために「現
代社会科学」に欠如している点である「机上の恣意を」廃すること、また、定住して 「社
会事業の実地調査」に基づいた 「人事相談」と、医療を提供することが重要である
“
)(末
ヲム 1924)。
大林と末弘のセツルメント観は、知識の分与を主眼とし、かつ、それは現物給付や現金
給付に限らない点で政府の方針とはことなる。さらにまた、知識の分与を通じて、人びと
の関係を変えることを重視した点でもまた、予防を主眼とした政策とは違っていた。だが
一方で、調査に重きをおく点で、セツルメント事業は政策と共通していた“
)。 すなわち、セ
ツルメント事業は、国家との関係性において、実践手順における類似性がありつつも、知
識の分与を通じて自立性を要請する点で新しかった。こうした社会事業への関心が高まる
状況のもと、帝大セツルは、現状への対応をめざした当初の目的から、学知を現状へと応
用させることを試みる人びとにより、国家との調整のなかで成立したのである。
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表4-1帝大セツルの動向と社会事業
ツルメント
1900
1873文部省医務局
貧民研究会 結成
1908中央慈善協会 設立
1911工場法 公布
務、地方衛生および官吏・
医学教育・医学開業試験
及び免許・薬舗開業試験
および取締り)
1883大日本医師会
1908感化救済事業講習会
1916 衛 調
公布
結核予防法 公布 1919救済事業調査会
|(3月失業保護に関する施
i設要項
1亜亘}童保護に関する施
?
会 設立 11921.6社会事業調査会
改称)  1(救済事業会から改称)
1(内務省に設置)
|
理大臣就任
1924財団法人中央社会事業
協会となる
l
社会事業講習会(第二           ~
開催
雑誌『融和』創刊
ド:; 覇I|::言[]liili「ξ
1928 従事者 私設 1928第一回 国際社会事
社会従事者の共済組合事業
開始
:業会議
1928福井県 方面委員規
救護法 公布 会会議
1930各地方長官あてに不
良少年感化訓令を発す
11930全国方面委員代表者会
'議
開催
1931
1931
1932 1932全国方面委員連盟 発
1933児虐待防止法に国
暉 務所移転(同潤会館
内へ)
母 子 法案を内務・
1937方面重
1937母子保護法 公布
1917軍事救護法
(1918新人会創設) 1918米騒動
1918第一次世界大
11929全国方面委
(労鶴行政および社会事業
行政)
内務省衛生局 月島調査
1923.9関東大
1925普通選挙法
1925治安維持法
1925.12京都学連
児童保護事業会議 1926
1927消費組合部 開始 11927診療所取締規則
|(東京府内)
:許可制⇔医療の企業化
(1928新人会解散)
1929世界恐慌  |
1932診療所取締規則
1933国連脱退  :
1936二. 六事件
|
1937日中
1938セツルメンFFTttF覆巻渉、↑t_…11里1
国民優生法
1盟を大日本社会事業連盟と改
1941太平洋戦争勃
11903日本慈善同盟会(康子 |
1938国民健康保険法 公
・農村を中心に温存されていた
相互扶助を社会事業として組織
化
・市町村を単位として保険者・被
保険者を組織
医療保険適用者9%
i:: ::■11」:「 i主:ヽ|:|■111
・保健医療幸1度の導入
第四節 帝大セツルの組織構成 と事業連 関一―調査 による 「場末」の発見
本節では、帝大セツルの事業展開を、帝大セツルが本拠地を示す際に用いた 「場末」と
いう表現に着日して記述する。結論から言えば、「場末」の発見は学知と生活の交差によっ
て生じた。以下では、帝大セツルの組織構成を確認し、次に草創期の事業とその内容を確
認する。
4‐1 帝大セツルの組織構成
まず、帝大セツルの組織構成を確認したい。帝大セツルの組織は総指導者、指導教授、
セツラー、レジデント、オール ドセツラーと呼ばれる人々で構成されていた。学生はセツ
ラー、あるいはレジデントと呼ばれた。後述するように、帝大セツルは柳島元町に居を構
え、活動を行つていた。ここに通いで参加した学生がセツラーであり、住み込んで活動し
た学生がレジデントである。また、卒業後、セツルメント事業に資金援助や専門知をもつ
て参加する人びとをオール ドセツラーと呼んだ。こうして帝大セツルに参加した学生たち
は総勢三百六十四名にのぼる●)。
次に詳しく述べるように、帝大セツルには四うから六つの事業部が置かれ、学生たちは
このいずれかに所属した。各事業部の方針は部委員会の決議を経て決定され、部員総会に
よってセツルメント全体の運営が決定された。また、こうした各部のほかに、学生あるい
は卒業生からなる常任の主事一名と、選挙によつて選ばれた庶務三名が置かれ、各部の連
絡が図られた。主事は帝大セツル草創期から置かれ、解散まで設置され七名が従事した。
その任務は、事業を円滑に遂行するための各事業の管理と、対外的な宣伝や経済的、社会
的な交渉である。
ここで興味深いのは、帝大セツルヘの新人会員の参加である。新人会員たちは帝大セツ
ルに積極的に関わつた。次の表 4‐2は帝大セツルにかかわつた新人会員を抽出したものであ
る。三百五十余名の新人会員のうち、会員の一割以上にあたる五十三名が帝大セツルにか
かわったことになる。とくに、この表からは会員たちの参加は帝大セツルの草創期から中
期に集中していることがわかる。その際、会員たちは労働者教育部や医療部の活動に重点
的に参加している。さらに、会員たちのなかからは、セツルメント運営の指揮を執る重要
な役職である主事となるものも現れた。表 4‐3は、帝大セツルの主事とその在任期間を表し
たものである。全七名の主事のうち、三名が新人会に所属した学生たちである。これらの
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表からは、帝大セツルの立ち上げや、運営を軌道に乗せる過程で、新人会員がいかに重要
な役を担っていたかを読み取ることができる。
また、帝大セツルは創設後、創立の趣旨に応じて、さまざまな事業をたちあげ、専門部
局を単位に活動した。表 4‐4は帝大セツルの事業と活動を表したものである。事業内容は多
岐にわたり、各事業は統計学、教育学、法学、医学など大学における学問的な学知に裏付
けされている。帝大セツルに設置された事業およびその内容からは、大学における学問領
域がうかびあがつてくる。次節では表 4‐4をもとに帝大セツルの組織構成を確認していきた
い。
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会員氏名 生没年 所属学科 入学年一卒業年 レジデント/セツラ 参加事業 役 職
水野成夫
浅野晃
服部之総
喜多野清―
小宮義孝
織本利
小沢正元
滋賀秀俊
志賀義雄
内村治志
海口(橋本)守三
稲村額三
浅利和吉
門麓博
喜入虎太郎
菊川忠雄
黒木美之
前島忠夫
正木千冬
長尾他喜雄
中野尚夫
曾本克彦
曽田長宗
米村正一
後藤寿夫
村尾稚男
東利久
枝吉勇
後藤浩
久板1整|二郎‐
宝積―‐石堂1笏:倫
入江正三
勝木1新次
近藤忠雄
浜島
'正
金
安藤敏男
町髪実
武田麟太郎
囲中稔男
庄司光
内影統児
古川芭
彦坂竹男
井口昌雄
泉広
小宮山新一
黒河内秀臣
松本征二
奥村貞二郎
宮崎達
平井巳之助
輿水実
三好惣次
島正夫
久保梓
1899-1972
1901-1990
1901-1956
1900-1982
1900-1976
1900-1954
1899-1988
1902-?
1901-1989
1899-?
1901-?
1900-1955
1902-1926
1901-?
1902-1940
1901…954
1901-?
1903-1983
1901-1972
1904-?
1905-1937
1902-1984
1903-1987
1903-1975
1902-1970
1902-?
1904-1985
1902-1985
1898-1976
1902-1966
1904-2001
1903-1932
1903-1986
1904-1944
1904-1975
1906…1932
1904-1946
1902-1993
1905-1994
1908-1980
1906-1935
1905-1958
1904-1981
1904-?
1905-1967
1905-1960
1905-1985
1905-1939
1905-1976
1905-?
1906-1986
1908…?
1909-1978
1905-?
法学部仏法科
法学部仏法科
文学部社会学科
文学部社会学科
医学部
法学部政治学科
法学部独法科
医学部
文学部社会学科
文学部社会学科
経済学部
文学部社会学科
法学部政治学科
文学部社会学科
法学部政治学科
経済学部
文学部国文学科
医学部
経済学部
経済学部
文学部→
法学部政治学科
経済学部
医学部
法学部政治学科
法学部政治学科
文学部社会学科
経済学部商学科
経済学部経済学科
法学部独法科
文学部国文学科
経済学部
文学部英文科
法学部政治学科
医学部
医学部
文学部哲学科
→倫理学科
法学部政治学科
文学部倫理学科
文学部仏文科
法学部政治学科
医学部
文学部美学科
文学部社会学科
経済学部
医学部
経済学部経済学科
医学部
工学部電気科
法学部政治学科
経済学部
医学部
文学部教育学科
文学部哲学科
法学部政治学科
文学部英文科
経済学部商学科
1921-1924
1922-1925
1922-1925
1922-1925
1921-1925
1922-1925
1922-1925
1922-?
1922-1925
1922-1925
1922-1925
1922-?(中退 )
1923-1926
1923-1926
1923-1926
1923-1926
1923-1926
1921-1926
1923-1926
1923-1926
1923-1926
?-1926
1922-1926
1923-?(卒業)
1923-1926中退
1923-1926中退
1922-1927
1924…1927
1924-1927
1922-1927
1924-1927
1924-1927
1923-1927
1923-1927
1923-1927
1924-?(中退)
1925-1928
1925-1928
1926-1928中退
1925-1928
1925-1928中退
1928-1928年中退
1926-1929
1926-1929
1925-1929
1926-1929
1925
-1929中退
(のちに再入学、卒業)
1925-1929
1926-1929
1926-1929
1926-?
1927-1930
1928-1932
1928-1931
1928-1931
1928-?
セツラー
セツラー
レジデント
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
レジデント
セツラー
レジデント
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
レジデント
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
レジデント
レジデント
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
レジデント
セツラー
セツラー
レジデント
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
セツラー
レジデント
セツラー
レジデント
セツラー
セツラー
労働者教育部
労働者教育部
調査部口労働者教育部
労働者教育部
医療部
労働者教育部
労働者教育部
医療部
労働者教育部
労働者教育部
労働者教育部
労働者教育部
労働者教育部
市民教育部
医療部
労働者教育部
労働者教育部
労働者教育部
児童部
医療部
労働者教育部
児童部
児童部
児童部
労働者教育部
医療部
医療部
労働者教育部
市民教育部
児童部
医療部
労働者教育部
市民教育部
労働者教育部
医療部
医療部・労働者教育部
児童部
医療部
労働者教育部
労働者教育部
初代主事
二代目主事
四代目主事
表4-2帝大セツルに参加した新人会員
帝大セツルメント(1925-1936)『年報』、および福島編(1984)、新人会同窓会NSクラブ編(1987)から筆者が作成
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表4-3帝大セツル主事および在任期間
主事氏名 在任期間
内村治志 (会員) 1925年3月～1926年3月
2 東利久 (会員) 1926年3月～1928年3月
3 新国康彦 1928年3月～1930年5月 (実質的には松本が主事)
4 松本征二 (会員) 1929年-1930年
5 能仁充乎 1930年5月～9月
6 佐瀬六郎 1932年4月～1934年3月
7 大森俊雄 1934年12月～1938年3月
表4-4帝大セツルの事業と活動
事業部 活動内容
調査部
(1923～
1926)
戸田貞三助教授 〔1887‐1955〕の指導のもと、猿江裏町、柳島、亀戸などの
工場調査、衛生調査を実施。)
屋外労働者の生活実態調査
柳島元町の戸口調査、調査終了後調査部は廃止
成人教育部
(1923～
1935)
労働学校を設置 し労働者教育を行 う (本科)一学期 3ヶ月制
講義課 日と講師
第一期 労働法制 末弘厳太郎教授、政治学 川原次吉郎、経済学 小林輝次、各国社会
運動史 田中九一、労働組合論 楢崎輝、国際労働機関日本 菊池勇夫 (川原、田中、檜
崎は新人会員出身者、このほか多数の会員が教壇に立つ)
中等科の設置 (小学校卒業後の労働者を対象)
チューターシステムの採用 (担当 セツラー)
児童部
(託児部 )
(1923～
1938)
子どもの施設の設置
(運動器具を備えたグランドの整備、
読み聞かせ
唱歌指導 (講師 関鑑子)
臨海学校・林間学校・遠足
託児所
図書室の設置)
医療部
(1923～
1938)
溝梁調査
消毒活動
チフス予防注射
家庭調査、医療費調査
聖徳太子奉賛記念無料診療 (1925年4月)
トラホーム治療
屋外労働者調査、工場労働法の改正請願
社会医学研究会からセツラー調達
法律相談部
(1923～
1938)
学生による常設の法律相談
不定期の大学教授による法律相談
(末弘厳太郎、穂積重遠、平野義太郎)
相談者の訴訟便宜
その他 0(市民図書部)調査関係の書類、文献、官庁などの統計資料や調査資料の収集
0消費組合(10
『年報』(東京帝大セツルメント1925-1938)から筆者が作成
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4‐2 調査が作り出す組織連関
草創期に組織されたのは、社会調査を行う調査部、近隣の成人労働者を教育する労働教
育部、児童の保護と教育を目的とする児童部、そして法律相談部と医療部である。
とくに調査部は、帝大セツル落成以前から活動を開始し、帝大セツルの基幹として近隣
住民の住宅、職業、年齢、家族構成の調査を行なった。その成果は、調査開始から一年後
に『柳島元町戸口調査報告』(帝大セツルメント調査部編 1925)にまとめられる。だが、
調査部は全活動員の参加が求められる点で、ほかの事業とくらべて人員と日程の負担が大
きすぎるという批半Jから1926年に廃止され、かわつて各部の充実が謳われるようになる。
調査の重要性は、しかし、帝大セツルの活動に欠かせない統計に確認できる。帝大セツ
ルの業績報告書『年報』(東京帝大セツルメント 1925‐1938)では、全巻を通して統計表が
掲載された。たとえば、そのひとつである1926年『 報』二号の医療部利用者を記載した
表では、患者たちの職業を労働者 (工場、交通、自由)、 店舗商人、路地商人、俸給生活者、
職人、無職に細分化して記録している (図 4‐2、 4‐3、 4‐4)。翌年の『年報』三号には、さ
らに統計表の後ろに「第二表においては工場労働者並びに其家族が、内科に於て多数を示
して居る。又第四表に於て呼吸器疾患が絶対多数を示して居る。これは工場地帯のためな
ること明か 〔ママ〕である。眼疾患が多いのもこれによる」(東京帝大セツルメント 1927:
5)と、疾患の原因に関する考察が付記され、1929年には講演会そのほかの事業が 「医事
思想普及並びに市民慰安のために之を持つ」(東京帝大セツルメント 1929:36)と記されて
いる。こうした統計表として記録に残る利用者らの居住地域を、帝大セツルは「場末」と
呼んでいた。
着日したいのは、この 「場末」という表現である。執筆者らは、東京市内を、住宅の密
度、交通や衛生の整備、緑化度合いを比較して、「商業区域」、「住宅地」、「場末」の三つに
分類した。そして、柳島元町については、工場が林立し、そこに努める労働者と彼らを相
手に商売する零細な商人が密集して居住し、東京市のもつとも人口を抱える地域であった
と記す (社会医学研究会編 1926:18‐9)。当時、柳島元町は、墨田川と荒川に挟まれたデ
ルタ地帯に位置し、紡績業などの大工場のほかに、金属部品、セルロイ ド、皮革品の零細
工場の多い地域だったのである。またそればかりではなく、こうした地域にもかかわらず、
病院や社会事業団体の数は東京市内の他地区に比べて決して多いとはいえず、現状を反映
するためにも、「場末」という表現が用いられたといえる。「場末」の特性は統計によつて
把握され、医療部の活動を方向づけていつたのである。
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図 4‐2 疾患別患者数
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(出典 東京帝大セツルメント 1926:38)
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統計の重要性はまた、次の点からもうかがえる。統計は医療部内で閲覧されるばかりか、
月毎に開催される運営会議でも用いられ、各部との連携を生みだすものであった。医療部
の活動は日常的な医療行為と催事で構成されるが (表 4‐5)、催事は以下で見られる共同活
動を生み出していつた。
たとえば、1929年5月6日に行われた乳幼児健康相談では、医療部と児童部がセツルメ
ントハウス近隣に住む乳幼児の健康調査を行つた。この結果、同地区に暮らす乳幼児たち
は身長や体重の面で平均を満たさず、呼吸器疾患を多く抱えていることが判明した。それ
を受け、児童部と医療部は協力して、7月に臨海学校を開催している。
そうした連携は帝大セツル参加者たちに思わぬ発見をもたらした。たとえば、医療部は
その後、子どもたちの親世代も通 う労働学校に、労働衛生講座を開講して講師を派遣し、
労働現場や家庭での衛生管理方法を伝えている。労働学校では居眠りする学生も多かった
が、労働衛生講座の人気は高かつた (彦坂 1984)。
つまり、前章でも見た労働学校での読書がそうであつたように、ここでも調査対象は労
働者という生身の人間として帝大セツルの参加者の前に現れた。帝大セツルは統計を通し
表4-5医療部の実践
日常的な
医療行為
開設科目―一内科、外科、小児科、眼科、耳鼻科、皮膚科、歯科
診療日数―一毎月約二十三日前後
診療時間―一十八時から二十一時まで。一時、昼間診療を行 う
従事者一一大学付属病院医局の諸学士医員、および医学部卒業生 (指
導者として)
専任看護婦
医学部学生 (助手)、 受付担当学生
報酬一一実費診療 (診療初期)
消費組合員への優遇措置 (1927年以降)。
催事
年末十日間の無料診療 (ほかの社会事業団体と協同)
利用者向けの衛生映画会
歯科 0性病の衛生講演会 (児童部 0労働者教育部と協同)
チフス予防注射
児童への洗眼指導
臨海学校の開催 (児童部 0託児部と協同)
東京帝国大学校内での事業成果報告会
『年報』の執筆
『年報』(東京帝大セツルメント1925-1938)から筆者が作成
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て日前に現れた利用者を、医療行為を受ける患者、子どもを預ける依頼人、法律相談者と
いう一面的理解から、職業人であり、また同時に家族をもつ者として捉え直していつたの
である。催事にみられる事業連関からは、医療部が身体をとおして、子どもだけではなく、
子どもを養育する親や、親たちの働く労働および生活環境へと関心を広げていくさまが確
認できる。
実態調査から得られた人びとの生活や労働状況への関心はまた、日常的な医療行為にも
反映された。たとえば、十八時以降に設定された診療時間は、学生や医局員たちが大学で
の業務を終えた時刻であるだけでなく、労働者たちの就業終了時刻とも重なるものであっ
た。さらに、1925年以降、薬価や診察料を医師会規定の診療費の半額程度の価格にした実
費診療を打ちだす (lD。それぞれの費用を表したものが下記の表である (表4‐6)。
そして、この実費診療の方針を1927年に創設した消費組合活動と連動させ、組合員には
半年間の診察料免除といった優遇措置を採用していつた。
事業草創期の各事業部の設置は、そもそも、大学での専門性に基づいていた。とくに医
療部の活動は、帝大で得た学知無くしては成り立たなかった。実際に、医療部の活動報告
は事業内容以上に、結核や神経衰弱、性病、 トラホームといった利用者の疾患にかんする
記述に紙幅が割かれた。② (図 4‐1)。 医療部は活動を通じて確認した諸症状を海外の細菌学
の研究と関連付けた。こうした診断は、海外の研究を輸入、紹介した帝大医局や内務省衛
生局がもたらす新しい知識なしには実施できなかつたものである。そして、調査部の廃止
は専門性を強化し、個別化を促進したようにも見受けられる。
表4-6薬価および処置費用
帝大セツル 医師会
薬価 普通薬 10銭
特価薬 15銭
日艮薬   5～20銭
頓服薬 20銭
処置費用 外科処置 5銭～1円
眼科処置 5銭
耳鼻咽喉処置 25銭
診察料 1円
洗顔点眼 25銭
『年報』(東京帝大セツルメント1925-1938)から筆者が作成
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だが、先に示したように、一見すると部署ごと活動していたかのように見える帝大セツ
ルは、調査部による実態把握によつて複数の部署が連携し、新たな共同事業を生み出して
いた。そして、学生たちは、調査を通して人びとの生活が既存の学問領域のみで把握でき
ないことに気づいていつたと考えられる。いわば、帝大セツルの活動の変遷は、学問的な
まなざしの延長で、現実社会で生きる人びとを発見していきながら、他方で、利用者との
交流を通じて、人びとの生活の多次元性に気付いていく過程であった。さらに、医療部の
日常的な医療実践と催事の活動実践からは、学知と実践活動が往還する構造を持つていた
ことが判明する。「場末」と学知の接触をもとに領域横断的な実践を展開していく過程こそ
が、帝大セツルの活動を形作っていたのである。
第五節 『 医療の社会化』の刊行
一― 「社会医学」の理念 と「社会事業」の構想
前節まで、帝大セツルが学知を基点としながらも、利用者として眼前に現れた人びとの
生活に触れ、活動を形作ってきたことを見てきた。以下では、活動の進展を通じて帝大セ
ツルと大学、あるいは国家や人びととの関係におこつた変化を、帝大セツル医療部が標榜
した「社会医学」と「社会事業」という用語に基づいて指摘したい。
5‐1 社会衛生学と「社会医学」――帝大の学知との対話
診療を重要な事業内容とする医療部にとつて、大学医局の人的援助は不可欠だつた。大
学医局は眼科や外科を中心に局員を派遣したが、それは学生たちが医師免許を持たないた
めである。だが、大学からの資源提供は人材に留まるものではない。それは医療部のメン
バーが執筆した『医療の社会化』(社会医学研究会 1926)にもうかがえる。
帝大セツル医療部の学生たちの一部は、1925年、帝大内に帝大セツルの参加者や医学部
の学生たちからなる社会医学研究会を創設する(10。同研究会は国内外の医療制度や問題を
検討し、その成果を1926年に、『医療の社会化』というタイトルで公表している。
医学関係者に向けて書かれたこの書物では、第一部では、政治体制と経済システムの二
つが医学に与える影響に着眼して医学史がまとめられ、診療制度改革の重要性が論じられ
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る。そして、第二部では、現在の医療機関の数量把握から現代医療の発展が確認され、さ
らに今後において役立ちうる解決法が検討される。
執筆者たちは、1920年代の日本において、人口の多くを占め、「社会生活の基礎」(社会
医学研究会編 1926:25)を支える都市労働者や農村居住者が、日々の生活を満足に送れず、
ましてや医療を受けられない状況にあると繰り返す。その原因には、資本主義制度および、
これに追随する開業医制度があげられている。工場労働者たちの労働時間、換気、湿度、
採光など、悪条件な労働環境と疾患との関係が指摘される。それにもかかわらず、医療は
「只一定の報酬を医師に対して支払いえる人のみが、治療を受ける権利を有するのであ」
り、「社会は各個人の生活に何等責を負うことがない」(社会医学研究会編 1926:11‐2)。
人びとが十分な医療に受け入れられない現状において、現在の理想を体現しているのは軍
隊の診療制度だと述べ、翌年に制定される健康保険法に期待を寄せて、これらを解決策と
みなす。『医療の社会化』はこうした発想をもとに、自らの活動を「社会医学」であると標
榜し、「物理化学的乃至生物学的研究」(社会医学研究会編 1926:1)を行 う従来の社会医学
とは別様であると主張する。
ここで、執筆者たちの主張を理解するためには、当時の医学研究、および帝大医局の動
向を確認する必要があるだろう。
1900年代初頭の帝大医局ではドイツ人教師たちに替わり、留学経験のある日本人教授陣
によつて教育が開始され始めた。帝大医局の開講講座は、解剖学や生理学などの基礎医学
と、内科や外科の臨床医学に大別できた。研究動向は結核や脚気の原因の究明や治療法に
重きが置かれており、生物学的かつ物理学的な関心が強いものであった (東京大学百年史
編集委員会 1987)。こうしたなか、横手千代之助 〔1871‐1941〕の衛生学教室への教授就
任を機に、医局における衛生学の意味づけに変化が起こる。
第一次世界大戦後の ドイツで起こった社会衛生学は、総力戦下で人種衛生学と社会学的
発想の両者を架橋する内容を持つ。日本では1914年に初めて「社会衛生学」の語が用いら
れた。。 (り|1越1998)。衛生学教室は 1880年に設置されたが、他教室の教授による兼任の
歴史が長く、独立した教授設置後も、徴菌学が主要なテーマであった。1906年に衛生学教
室第二講座に就任した横手は、一般衛生学を担当し、集団に対する医学的アプローチを用
いて研究を進めた。そして、1909年、石原修 〔1885‐1947〕を指導し、内務省・農商務省
の嘱託職員として鉱山や工場の衛生調査に従事させた。さらに1924年、横手のもとには無
産者に着目する国崎定洞 〔1894‐1937〕が着任する。国崎は社会科学を理解するために、社
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会衛生学の概念を以下の二点に分けて整理していつた。第一に「自然科学医学的方面」(国
崎 1927:7)よりの知識に社会学、経済学といった社会科学上の知識、統計学、人類測定学、
心理学といった諸学を加えること、第二に医学は無産者から有産者までを対象にすること
である。とくにふたつめの観点から、無産者への診療は無視できない問題として意識され
るようになった (国崎 1927)。すなわち、横手の就任は、社会衛生学が研究室での医学研
究から社会的諸要因と健康を結びつける医学へと大きく変化していることを示しており、
それゆえに社会衛生学は従来の医学とはことなったのである。
社会衛生学講座の変遷に着目するとき、上述した『医療の社会化』の見解は、とくに国
崎に大きな影響を受けていたと推察でき、医療部が人的資源だけではなく社会衛生学とい
う新しい学知から刺激を受けていたことが判明する(lD。だが、以下の記述からは、社会医
学研究会の参加者が国崎の指摘を踏まえ、次の方途を見出していたことが示唆される。
先づわれわれが軍隊診療機関を一瞥して気付くことは、其が 〔ママ〕極めて組織的
計画的である点である。(略)次に我々の注意を引くのは、其の医療が全然国庫の負担
であり、被診療者にとつては全然無償であり、兵営内のすべての人に対して完全に門
を開いている点である。之等の事を思い合わせれば、現行軍隊診療制度は、全然資本
主義的特質を帯びないものであって、むしろ社会主義的診療制度とも云うべきもので
あり、今問題を軍隊内に限るならば、其の社会化の程度より見ても尤も理想的なもの
である。(社会医学研究会編 1926:87‐8、下線部 弓1用者)
社会医学研究会は「全ての人に対して完全に門を開く」ことを推奨し、そして将来的に
は、診療費の無料化、診療機会の自由化、診療機関の共有化が重要であると述べる。すな
わち、国崎は社会条件を踏まえて無産者の衛生状態を分析し、社会医学研究会がさらに踏
み込んで、改善手段を提起するにいたつたのである。
本章第四節で確認 したように、社会医学研究会は労働者街に居住して活動することで、
柳島元町は工場労働者や、彼らを顧客にする零細小売商人とその家族が住む土地であるこ
とを認識していつた。そして現状は「医療の進歩」が起きているにもかかわらず、「大病院
は櫛化し、医学に深い造詣を有する医家は輩出している。 しかしその恩恵に与え難い民衆
が存在している」ものであつた (社会医学研究会 1926:3)。そうした現状に対し、「元来医
療の問題は、其社会の成員の生命の問題である。しかもそれが今日の如き偏頗不完全なる
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状況にありとすれば、之が重要な社会問題足らずして何であろう。正に国家も為政者も一
般人も等しく関心すべき大切な問題と云わねばならない」(社会医学研究会 1926:17)と述
べる。
人びとが経済的に困窮し、医療が受けられないという現状の分析のもと、執筆者たちは
既存の医療からこばれおちる人に着目し、そうした人びともまた社会の成員であると述ベ
る。医療部が提唱した 「社会医学」という言葉は、大学医局の学知を基礎にしながら、医
療による平等性を求める点で、学知を超える理念を内包していたのである。
5口2 社会事業の「自治精神」―一国家との競合
次々と事業を拡大させていった帝大セツルには、しばしば官庁などから視察団が来訪し
た。たとえば、1925年5月に若槻内相が、長岡社会局長官ら九名と訪問したのを始め、文
相や宮内庁職員、帝大教授陣が訪れている(10。そして、視察の後には助成金が支給される
こともあつた(1つ。これらの訪間は帝大セツルの活動を社会的にも経済的にも支えることに
なる。だが、創立三年後、順調な発展が見られた帝大セツルは存続の危機にさらされた。
この年の『年報』第二号には、その時の状況が次のように記されている。
即ち、最近に於ける、社会事業の国家的統制の傾向と、社会運動の反国家的進展傾
向とは、吾々の依って以て立つところの基礎を屡々根底から失はしめんとさへしたの
であった。
思うに、セツルメント事業はそれ自身としての国家否定の運動ではなくて、国家が
国民にその生活の幸福を保障し得ざる社会層の発生にその存立の使命を有すべく、従
て自治精神は其の根元に貫かれていなければならないのである。
諸社会運動も国家の保証に頼らず、自力を以てその幸福の増進を計る点よりしてま
た一の自治的運動であるが、その運動が一度国家の統制と調和せざるに至るや、それ
は既に国家否定的の運動となるのである。
一方、国家に於てはその本質上 (全社会的公務の執行機関たる)常に一定の限界を
持ち、その限界外のものは、多くは自治精神に委任するものである。しかる!二最近の
国家的統制の傾向は、社会事業に行菫重二彩上塑珠するに以て多かれ少なかれ、社会
事業本来の発展と矛盾するに至るものである。(東京帝大セツルメント1927:1‐2、 下線
部は引用者)
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ここで帝大セツルは、セツルメント事業とは国家が 「生活の幸福を保障し得ざる社会層
の発生」に由来し、活動原理が「自治精神」であるという。また、「社会層」とは国家の「社
会的公務」の「限界外のもの」であり、対応は「自治精神に委任するもの」と述べる。
ここまで見てきたように、帝大セツル参加者が活動を通じて向き合ってきたのは貧困状
態にある無産者たちである。彼らは都市の劣悪な生活環境に置かれ、働いているにもかか
わらず必要な医療や教育を享けることができなかつた。1920年から社会事業を監督し、労
働行政、社会行政を担当した社会局は、1922年に、工場、鉱山、交通業の事業所で働く従
業員を対象として健康保険法を成立させ、生命の維持と健康の保護に努めていた。しかし、
その対象者は全人口の三.○パーセントに過ぎない。すなわち、「限界外」にいる「社会層」
が、人口の圧倒的多数を占めていたのが現状であつた。のちに国家は、貧困のために生活
できない妊産婦や十三歳以下の幼者などを対象にした救護法 (1929年)や、農漁村を対象
に、市町村を単位とした社会保険制度である国民健康保険法 (1938年)を交付、施行して
いく。こうした人々の生活を保障する制度の変遷を見て行くとき、医療部が行つてきた軽
費診療や催事は、法整備が進む前の、まさに「限界外」にいる「社会層」に対応するもの
であった。結果的にみれば、帝大セツルの事業転換は、国家による法整備を先行するとこ
ろが多かった。
一方、活動原理である帝大セツルの 「自治精神」はいかなるものであったのか。帝大セ
ツルが 「自治」と称した活動は、医療部の活動と連携し、1927年に開始した消費者組合事
業があげられる。主な目的は、共同購入組織の結成によって品物を廉価購入し、便宜を図
ることだつた。学生と組合員が運営を担ったが、学生の試験期間には活動は停滞する。こ
れに対し、学生側は 「セツルメント出身者によつて占むるがごときは、自主化を促進する
ところか却て之を妨げる嫌であった」(東京帝大セツルメント1931:44)と述べ、組合員の
「自主」性を事業の核心と捉えていく。学生たちは組合員募集に奔走し、事業の安定化に
尽力する。それは、知識の分与を行つてきた帝大セツルが、組合員の自主性や創造性に重
きを置く、活動の質的転換を意味していた。そうした 「場末」から立ち上がる人びとの自
主性に基づく生存の権利を彼らは自治と表し、「社会事業」を活動方針とした。
本章の冒頭に引用した、1938年の『特高月報』における特高の注視は、こうした文脈の
なかに位置づけることができるだろう。帝大セツルは、生活の論理から生み出す自主性を
重んじた。だが、国家は次第に社会事業団体やそこに集 う人びとを国家の限界 「内」に位
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置づけようとしていた。帝大セツルの「自治精神」は、国家の想定する「限界外」に対す
る応急処置であり、法整備の充実に伴い、その使命の存立基盤は揺らがざるを得なかった。
第六節 国家 と学知 と生活のあいだ
本章では戦間期の日本社会の構造転換を視野に入れながら、新人会員の多くが活動に寄
与した帝大セツルに着日し、生活と学知と国家という三者間のダイナミクスを描くことを
試みた。
とくに医療部の活動からは、経済状況や歴史推移と個々人の状態を結びつけ、現状改善
を目指して新しい活動モデルを提案する姿が浮かびあがる。その際、「社会医学」と「社会
事業」という二つの用語が、自らの独自性を主張するために用いられた。ここでいう「社
会医学」は、帝大で得た医学知識を資源としながらも、人びとを把握するためには他分野
の連携が必要だという発見に基づいた発想であるcそれは生活と学知の往還関係なくして
は実現しなかつた。また、「社会事業」は、帝大セツル自らのリーダー性ではなく、生活者
の自主性や創造性を重視することを含意し、「場末」の実践から発生する草の根の扶助と権
利の創出であつたと理解できる。そこから、帝大セツルの営みが、学知を基点にしながら
新たな知識をつくりだし、そしてその点において、国家と共振、競合するものであったこ
とを本章は明らかにした。
最後に、帝大セツルをとりまいた状況を検討し、新人会における本質的なものを取り出
していくことにより、戦間期の新人会のまとめとしたい。
帝大セツルはやがて、1938年2月に、第二次人民戦線事件に連座したとして帝大セツル
参加者が検挙されたことから、内務省および文部省から解散命令が出され、解散した。そ
うした経緯をふくめ、既存研究では、帝大セツルを大正デモクラシーから戦時下体制の過
渡期の産物と捉えられてきた。しかし、本章は帝大セツルの「場末」に着目する視点に立
つことで、生活と学知と国家が重なる帝大セツルにおいて、日本における「私的領域」に
も「公的領域」にも当てはまらない 「社会的なもの」の始原を見てきた。換言すれば、帝
大セツルは中筋の見出した学知の可能性が反面では統治に寄与すること、また、市野り||が
批判する医学的な知が人びとの創造性をつくりだすという、二つのベクトルのまさに中間
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地点に位置するものと捉えることができる。それゆえに、帝大セツルを検討することは、「社
会的なもの」の二面性を捉えるうえで、重要な手がかりとなるはずである。
帝大セツルはまた、まさに新人会員たちが求めた理論と実践の融合を体現した活動であ
ったといえよう。学知を現状へ適用させようとする試みから始まった帝大セツルは、活動
を展開するうちに学知を超える現状と直面し、そうした問題を解決する際に得た知見を、
学知と生活の双方へと投げ返していつた。その過程において、会員たちは、帝大生として
必要とされる学術を得るための読書と、問題状況を把握し、改善するための読書のふたつ
の読書を融合させていった。そうした重なりのなか花開いた事業が帝大セツルであったの
である。
もちろん、学知に由来し、また帝大生であるための会員たちが行なってきた読書は、彼
らにエリー ト意識を持たせたことは十分に想像できる。しかしながら、第二章と第二章で
は、会員たちが現実に向き合 うことを志向したとき、自己認識を変更させる必然性に気づ
かせる側面があつたことを指摘した。
では、会員たちに訪れた自己へと向かう変革の意識は、第二次世界大戦の経験と、戦後
の占領軍による「民主化」と経済成長という大きな変動のなかでいかなる軌跡を描くこと
になったのだろうか。次章以下の二つの章では、個人に焦点をあて、その軌跡を描出した
い。
注
(1)実際に、セツルメント事業を通して、新人会員の構成は大きく変化した。第一章で参加者
の構成に触れたように、新人会のなかで数は少ないものの、医学部の学生が参加していた。
医学部の学生の参加時期と帝大セツルの活動時期は重なっている。
(2)なお、医学史、医療教育史からセツルメン ト事業に触れたものとして、田中恒男と佐
口卓の研究が挙げられる (田中 1971;佐口 1982)。
(3)救護団のまとめ役であつた学生石島治志は、罹災者救援活動の継続にあたり自らがオ
ックスフォー ド型 のセツル メン ト事業 を提案 した と回想 している (福島ほか編
1984:58)。
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(4)なお、創設時に早稲田大学教授の建築学者の今和次郎 〔1888‐1973〕がセツルメント
ハウスの設計者として参加 したことが知られている。考現学の提唱者であり、またそ
の後、セツルメントに類似した隣保館を郷里に設計している今が帝大セツルにかかわ
ったことは、今の活動を提えるうえでも、またこの時代の学知と生活の関係を考察す
るうえでも重要だと考えられる。だが、今の晩年に帝大セツルの法律相談部に参加し
た福島正夫 〔1906‐1989〕によつて行なわれたインタビューによれば、今は設計を依頼
されたものの、実際の設計は弟子である三浦元秀によって行なわれたことが判明して
いる (福島 [1963]1993:201)。また、今は設計を依頼した服部之総からセツルメン
ト事業の十分な説明があつたとは明言しておらず (福島 [1963]1993:205)、逆に具
体的な事業内容について福島に質問している。以上のことから、1920年当時、今がセ
ツルメント事業の意義をどの程度、理解していたかは明確ではない。ただ、インタビ
ューでは次のように医療と法律を関連付けて捉える発言をしており、今が後年、セツ
ルメント事業一般に対して理解を持つていたことが推察される。
福島 入院施設もないしだいで、診療投薬がせいいっぱいでした。のちには歯科も
おきました。その少しあとで、消費組合をつくるのですがね。それからもう一
つ、穂積重遠先生、末弘厳太郎先生は法律学者ですから、最初から法律相談部
というのを作った。
今 それが大きいね。ああいうところのセツルメントではね。
福島 そうだと思います。私も、法律相談部の部員として入つたわけなんです。
今 病院をあずかるのは副として、日常の暮らしの問題が、困つている問題をいろ
いろ、人事、金銭等の困つていることを (ママ)相談を (ママ)受けると、こ
れでしょうね。 (福島 [1963]1993:2060207)
(5)大林が紹介したのは、おもに、アメリカ型のセツルメント事業である。彼によればセ
ツルメントは交友館事業、隣友事業ではなく「細民同化事業」と訳されるのが適当で
あり、①隣人交際、②民主主義に社会的機能を与える努力、③教育水準のことなる人
びとが交わり、「感化」する機能を有するものが事業の機能として見込まれた。また、
運営は有志が集まって「宿泊」して仕事をすること、その場合、専任の有給幹事の設
置を必要とした (大林 1919a,1919b)。
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(6)参加 した学生の立場から語つたものとして服部 (1916)「帝大セツルメント断想」、
内村 (1915a)「柳島の一ヵ年 (上)」 、 (1915b)「柳島一ヵ年 (下)」 がある。両
者とも、末弘が設立趣意書で記載した効果が得られたことを記している。
(7)1918年から内務省衛生局は、月島で労働者の実態把握調査を行なう。ほかにも、東
京市社会局や新聞社の調査が頻出し、政策立案につながった。調査によつて実態を把
握 し、実践課題を析出する発想は、セツルメント、および内務省においても重視され
ている。
(8)福島正男ほか編『回想の東京帝大セツルメント』所収の名簿によれば、264名の学生
が参加した。
(9)戸田の社会調査については、戸田 (1919)「生活調査法に就て」に詳しい。
(10)設置の資源となった思想として、山川均 〔1880‐1958〕の提唱した「方向転換論」が
あつたと言われる。山川は 「無産階級運動の方向転換」 (『前衛』1922年708月合
併号)で大衆運動への結びつきを強調し、以後、その主著は「山川イズム」および「方
向転換論」と呼ばれた。消費組合の設置はそうした山川の論に呼応し、大衆への呼び
かけによつて無産者自身の運動へ移行する媒介として設置された。
(11)帝大セツルの処置費用、薬価は医師会規定より安価に設定された。ほかの組織に目
を向けてみれば、組合を持つ鉱山や工場の診療所といつた医療機関もまた帝大セツル
同様、医師会規定よりも低い診療費を設定していた。これらの機関では、家族も軽費
負担で診察を受けることが可能だった。
(12)患者実人員数表、患者延人員表、患者地域別表、患者職業別表、患者疾患別表 (『年
報』第二―五号,七,九号)、 疾患別患者数表 (第四号)などが各号ごと四、五ページ
ずつ掲載された。
(13)社会医学研究会を創設したのは、新人会員として医療部に参加 した小宮義孝である。
社会医学研究会はしばしば学内で学生全体向けや医学部生むけの報告会を開催し、そ
の報告を聞いて帝大セツル医療部に参加する者が増加 した。そして、医療部に参加し
たことで新人会に入会する者も現れた。
(14)社会衛生学の語を日本に紹介したのは、当時、内務省衛生局長であつた長与専斎で
ある。長与が 1914年に紹介した際、社会衛生学は伝染病撲滅の旗印として用いられ
た。
(15)なお、医療部参加者から見た国崎については、滋賀編 (1979)、川上 0加藤 (1995)
に詳しい。
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(16)次のような来訪者があった。1932年12月鳩山文相、広幡皇太宮太夫、1933年帝大
医学部部長長与又朗、1934年5月文部省社会局教官。
(17)『年報』の決算には、毎年、東京府や東京市社会局、内務省が資金援助していたこ
とが記されている。また、宮内省や、財閥系の社会事業団体からも資金が提供されて
いた。
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第五章 小説という記憶装置――中野重治と小説『むらぎも』 
 
 
ここまで戦間期の新人会の活動を、会員たちが営んだ合宿、参加した読書実践とセツル
メントの医療実践を取り上げ、その様相と活動の論理を通じて会員たちに生じた変化を論
じてきた。 
すなわち、まず、合宿は都市のインフラといった既存の制度を利用しながら、自分たち
を大学生から新人会員へと作り上げる場として機能し、この場を経験することが会員たち
の共同性を築き上げたことを示した。つぎに、会員たちの読書実践は、社会的属性を同じ
くする者のみで行なう行為から、社会的属性のことなるものとともに行う行為へと発展し、
新たな共同性を模索する社会運動に展開する道を開いたことを示した。合宿で培われた共
同性なしには展開されなかっただろう読書実践の拡張は、ほかの諸活動の原初的形態と位
置づけることができる。そして最後に、医療実践では、会員たちが活動の中心となった帝
大セツルの事業とは、会員たちが大学や読書で得た知識を、実践をとおして向き合った人
びとの生活とすり合わせることによって、学問と人びとの生活の改善を目指す思考性を持
ち、かつ、人びとの生活をとらえるがゆえに、制度整備が進む時代状況のもとにおいては
国家と対立する要素があったことを示した。とくに、帝大セツルメントが社会事業団体と
して不適切であると見なされ、国家により解散させられたことは、新人会が諸活動を通し
て試みてきた、学問と社会の接続、大衆と知識人の距離の埋め方、そしてメディアを用い
た新たな文化圏の創出のいずれもが否定されたかに見える。しかしながら、果たして、新
人会が試みてきたものは、戦後日本において完全に姿を消してしまったのだろうか。 
本章と次章で着目したいのは、戦間期に新人会に参加した人びとが、戦後、各界の要人
となったことである。たしかに、戦後の元新人会員たちと戦間期の新人会員では、生業も、
そこで遂行される行為も大きくことなり、戦間期との連続性を見出すのは容易ではなく、
会員たちも、積極的に自らの経験を語らなかった。だが、戦後の生業のなかには、さまざ
まな点でかつて新人会が試みてきた営みと共通の特徴が見られる。そのため、両者の同型
性に着目していくことは、戦前と戦後を通じて、新人会に参加した知識人たちに通底する、
ある精神構造のあり方を明らかにすると考えられる。 
つづく二章では、二人の対照的な新人会員である中野重治と秋田実（本名：林廣次）の
戦後の活動を取り上げ、検討する。数ある会員のなかでこの二人を論じるのは、戦後、二
人が新人会に対してとった態度は大きくことなっていたものの、いくつかの点で前章まで
で考察してきた戦間期の活動を発展させたことで生まれたと考えられる、重要な共通点を
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見出しうるからである。 
まず、二人の相違点を確認していくと、新人会への言及という点において、作家となっ
た中野は、自らの経験を小説という形式を用いて積極的に著したが、漫才作家となった秋
田は、生涯、新人会での経験をほとんど語らなかった。そうした態度は、奇しくも機動隊
が安田講堂に突入した、1968 年 1 月 19 日に開かれた新人会創立五十周年記念集会への参
加に現れている。中野は会の準備委員として記念集会を支えたが、秋田は集会に参加する
ことはなかった。相違点としてはほかに、中野は本名で執筆活動をおこなったものの、秋
田はペンネームを用いたという点もあげられる。さらに、中野は東京を中心に活動を展開
したが、秋田は生涯、大阪という都市にこだわり活動をつづけた。 
だが、そうした違いがありつつも、二人には共通する部分も多くあった。それは、両者
がともに自身の執筆作品をもとに、雑誌やテレビというメディアを作品発表の場として選
び、活動を展開したことである。さらに、芸術あるいは文化領域に身を置き続けた点にお
いても類似している。そして、彼らが執筆した作品には、常に作品を通して他者や社会へ
と働きかける姿勢が通底している。 
日本社会が大きくかわっていく 1950年代は、新人会員たちにとって、各所で責任ある立
場になると同時に、今まで積み重ねてきものを問いなおす中年期にあたっていた。青年期
を新人会員として、さまざまな活動を経験してきた会員たちは、戦後日本社会の変動と人
生の節目をいかに向かえ、また自らの半生を意味づけてきたのだろうか。会員たちの戦後
の軌跡を追うことによって、本章では、新人会員たちの精神構造と彼らが戦後社会に果し
た役割に迫っていく。 
 
 
第一節 中野重治による新人会記述をめぐって 
 
本章では、会員の一人で作家の中野重治〔1902-1972〕とその作品『むらぎも』に着目し、
その作品を構成させた力学を明らかにすることを試みる。結論を先取りしていえば、この
考察からは、これまで既存研究では十分には検討されてこなかったといえる、「ヴ・ナロー
ド（民衆の中へ）」と唱えた会員たちの帰結が見えてくるだろう。 
現在、われわれはさまざまな形態のテクストを観察することができる。とりわけ、小説
という形態は近代において多くの人びとに読まれるとともに、その書き手に高い権威が付
与されてきた。 
近代日本の文学では、高学歴の男性が執筆し、書き手の内面を語る私小説に高い芸術的
価値が与えられてきた。そして同時に、戦争を経験することによって、国家体制との距離
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のとり方もまた文学の重要な課題と
なっている。 
 本章で主題的に取り上げる中野重
治、およびその作品群は、近代日本文
学におけるこの二つの特質にあては
まる。中野は、旧制第四高校を卒業し、
1927 年に東京帝国大学独文科を卒業
した。没するまで文学の一線に立つと
ともに、その過程において政治的信条
から共産党へ入党し、その後、戦時下
の転向体験、戦後の再入党と除名を経
験している。以下、本章で具体的に述
べるが、中野はこの経験を、つねに小
説や文学論争のかたちで著してきた。
この政党への所属をつうじて、中野の
作家活動は国家体制と向き合うこと
を余儀なくされた。 
中野は、旧制高校から東京帝国大学
に進む戦前の高等教育を享受する過
程で書き手としてのキャリアを開始し、生涯を通じて多様なジャンルの執筆物(1)を発表した。
中野は、1925 年、当時、大学二年生のときに新人会に入会し、合宿で会員とともに卒業ま
で共同生活を送った。新人会員としては学内での講演会で弁士に立つほかに、共同印刷会
社の労働争議に住み込みで派遣されている。中野の作家・社会運動家としてのキャリアは、
この時期に準備されたと理解できる。そして、まさにちょうどこの時期を想起させる自伝
的な要素を多分に含んだ作品が、これから取り上げる『むらぎも』という小説である。 
『むらぎも』は、主人公の大学生が、新人会に入会してから卒業するまでを描いた小説
である。主人公と中野の経験に重なる部分が多いために、この小説は戦前のエリート学生
の動向を示す「資料」として理解されてきた(2)。そうした理解は、中野がしばしば自身の経
験を小説の形で著してきたため、一面では妥当だといえる。しかし、自伝的要素の強いほ
かの作品が、著者の経験から比較的短い時間を経て執筆されたのに対し、小説『むらぎも』
は、著者の経験を三十年近く経て執筆された点で異例の作品といえる。1950 年代半ばは、
55 年体制成立前夜の政治的変動と、戦後復興を遂げる過渡期の時期にあたる。さらにこの
時期、中野は個人的変動のなかにもいた。なぜなら、彼自身、イデオロギー理解をめぐっ
写真 5-1 中野重治『むらぎも』初版表紙 
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て共産党内部での対立に直面するただなかにあったからだ。つまり、小説『むらぎも』は
こうした変動のなかで執筆された。では、中野はなぜこの時期に過去の経験を小説という
ジャンルで著したのだろうか。そこには、作家個人の経験を回顧した回想録という側面だ
けではなく、社会を記憶する方法を問うというテクストとしての役割が付与されていたの
ではないだろうか。 
著名な文学賞受賞作品が示唆するように、時代を言語で書き留める文学作品は同時代の
空気を強く感じさせる。文学作品は虚構ではあるものの、執筆された時代を反映している
点で、時代を言語で書き留めるものでもある。文学による記録を考える際には、文学者が
何を確認し、記述したのか、さらにわれわれがその文学者をいかに位置づけるかという問
いはおろそかにできない。 
中野が所属した新人会の会員たちは、のちに政界やアカデミズムなど多種多様な領域に
進んだが、文字と深くかかわった点において共通している。とくに、それはアカデミズム
の外で独特な展開を遂げた人物に顕著で、戦後、斬新なキャッチコピーで世相を分析した
大宅壮一〔1900-1970〕や、漫才という大衆演芸を変革した秋田実〔1906-1972〕がその代
表である(3)。アカデミズムの外側で地位を築いたという意味で、中野は大宅や秋田と並ぶ。
だが、彼が在学中から本名を用い、生涯を通して政治と文学の関係について論じ続けた点
では特異である。 
本章および次章では、新人会出身者の「戦後」の一端を明らかにするために、新人会で
培ってきた経験が、彼らのその後の人生でどのように活かされたかについて、アカデミズ
ムに留まらなかった中野重治と秋田実を考察、検討する。 
 
 
第二節 戦後社会と成熟 
 
 中野重治をめぐる研究は、中野の存命中から研究者はもとより作家や批評家たちによっ
ておこなわれている（木村幸雄 1979; 松下裕 1998; 満田郁夫 1981; 小田切秀雄 1999; 大
江健三郎・柄谷行人 1994; 杉野要吉 1979; 吉本隆明 [1958] 1990）。それらは、執筆時の政
治状況と作品を重ねあわせ、時代ごとの中野の誠実さを読み解こうとしてきた。そして、
2000年代前後になると、日本近代文学の領域において研究が充実し始めた。 
たとえば、竹内栄美子が企図したのは、中野重治を文学という言葉の芸術にしたがって、
「戦後の流れや相」について描き、批評した人物ととらえ、彼の著作によりながら、戦後
日本の諸相を見直し、文学表現による時代への批評精神を確認することである（竹内 2009）。
竹内は 1945 年から中野が死去する 79 年までに発表された中野の評論や小説を読み解き、
  
136 
中野にとってテクストの公表とは、文学ということばの芸術にしたがって、戦後日本社会
を描き、批評するものであったという。そして、中野の執筆が、敗戦や朝鮮戦争といった
国内外の情勢から、戦後の中国旅行や共産党除名といった中野個人の経験までのさまざま
な「できごとの背後にあるものを剔抉」（竹内 2009:9）することであったと論ずる。 
また、M．シルババーグ（Silverberg 1990=1998）は、戦前における中野の詩作活動に
着目し、中野の活動をマルクス主義批評と位置付け、それを大正時代の文化に位置付ける
ことを提案する。その際、シルババーグは日本の「替え歌」に着目し、「歌の変革＝変革す
る歌（changing song）」という概念をもとに分析を進めている。彼女の発想によれば、日
本では伝統的に、〈もと歌〉の歌詞に異なった歌詞を組みあわせ、替え歌という新たな歌を
創出してきた。そして、中野にとって詩作とは社会の替え歌を作ることだったのだと論じ
ていく。また、そうした中野の営みは、同時代の W．ベンヤミンや M．バフチンらの著述
行為と同型をなすと指摘し、中野を 1920年代の文化に対して自らの政治的実践をおこなお
うと努めたマルクス主義革命家の一人であったという。ただし、戦後に中野が著した作品
は、中野の深く関与した共産主義的左翼が公的・私的な官僚制組織に取り込まれているた
め、直接的な社会革命を求める宣言とは読めないと断じ、戦前との断絶を強調している。 
 両者は扱う時期こそ異なるものの、中野が人びとの生きる状況を観察し、その結果をテ
クストへ戯画的に描き、人びとが生きる状況を変革する方途として著述行為があったとと
らえる点では一致している。本章もまた、中野の執筆活動を社会変革の手段としてとらえ
る点で二人の論者につづきたい。 
だが、だからこそ論じるべき課題が提出される。両者は一人の人物の営為を、戦争をは
さんでそれぞれ個別のものとして扱った。しかし、中野の執筆活動は戦争を経るなかで中
断こそあれ、生涯を通してつづけられた。したがって両者が見出した批評精神は一生の営
みの中で取り上げる必要があるだろう。竹内が論じる日本の戦後は戦前に端を発したもの
であり、中野の発想の根源にさかのぼる必要がある。さらにまた、ヨーロッパの知識人た
ちが、戦後、戦中の全体主義について論じたことを考慮すれば、シルババーグの提唱する
期間の射程をひろげて論じることが重要である。 
一方、中野のほかの作品にくらべて『むらぎも』は研究が進んでおらず、解説や解題が
あるのみである（川西 1989; 松下 1976; 小田切 1989; 鶴見 ［1965］ 1991; ［1978］ 1992; 
［1988］1991; 林 1989）。多くは、中野重治その人の営みに着目するがゆえに、作品それ
自体については十分に検討していない。鶴見の論考には、小説で用いられた技法と中野の
思考法の結節が示唆されるものの、鶴見のこだわりともいえる戦前期高等教育享受者たち
の進歩的発想の分析が先に立ち、テクスト全体の構造や技法まで目配りされているとはい
いがたい。 
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先に触れたように、小説『むらぎも』は、1920 年後半に大学時代を送った中野の経験に
模した内容を描いた、1950 年代執筆の小説である。中野は大学在学当時から大学を舞台と
して自伝的な作品を執筆しているが、『むらぎも』は学生としての経験を著した小説にあた
る。そして、『むらぎも』執筆までの約二十年のあいだには、執筆するジャンルが詩から小
説へと移行する変化があった。 
そうした変化とともに重要なのは、小説や詩の発表先には、つねに読者の存在があった
ことである。そのため、何がテクストに描かれたか（あるいは描かれなかったのか）、さら
には、描くために選ばれたジャンルや作品構造はいかなるものであったのかを問う必要が
あるだろう。中野にとって重要な他者、すなわち読者と戦後日本社会を考えるうえで、特
に示唆的なのが文化人類学者の D．プラースの研究である。 
プラースは戦後の日本人の生き方を明らかにする際、成熟という形態に着目している。
ここで成熟とは、身近な他者との長期にわたる相互作用のなかで涵養されるものであり、
またそのかかわりのなかでのコミュニケーションを通して確認され批准される「中核的な
自己イメージ」の変容に関係するものである（Plath 1980=1985）。プラースは、人びとが
人生を理解するとき、相互作用のなかから自己と他者に了解可能な人生の物語を作り上げ
てきたことを指摘した。 
1950 年代の中野の執筆行為は、そうした読者との了解可能な物語の創作に関係している
と考えられる。以下で明らかにするように、彼は、現在から過去を小説という形で回想す
ることで、過去の経験を自ら確認するだけではなく、読者にも開示し、そして読者と共に
過去と現在の連続性を考えようとした。なぜなら、その一連の工程こそが、中野にとって
の執筆行為であったからである。それは、戦後十年近くを経た時期に、過去をどのように
評価し、未来のことを考えるかという発想を提示することになった。 
中野は過去の検討を作家の仕事として引き受け、その成果を読者にさまざまな文字メデ
ィアを通じて伝えようとした (4)。そうした中野の営為からは、これまで十分に主題化され
てこなかった、新人会出身者がどのように戦後社会をとらえ、向き合ってきたのかが明ら
かになる。 
本章では、この小説『むらぎも』を主な分析対象とし、中野が執筆した評論、自己解題
などを資料として中野の書くことと形式について考察し、中野が読者に伝えようとした自
身の経験を描出する。 
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第三節 現在と過去の連鎖 
 
 本節では、中野の思考法を検討するうえで重要な背景となる、小説『むらぎも』の概要
と、小説の技法を確認する。 
 
3-1 小説『むらぎも』概要 
『むらぎも』は 1954年 1月から 7月にかけて、文芸雑誌『群像』に掲載された、原稿用
紙六百枚、全九部で構成された長編小説である。1946 年 10 月に創刊した文芸雑誌である
『群像』は、いかなる傾向文学にも偏しない、つねに広き視野に立つという理念に基づい
て作られた雑誌である。そうした編集目標にしたがい、毎号、いくつもの小説や評論が掲
載される『群像』のなかで、『むらぎも』は目次内でつねに枠囲みの白抜き文字で記載され
た。当時の『群像』においてこうした強調は『むらぎも』に限られており、いかに編集部
側が読者に対し、この作品の重要性を提示したのかがわかる。 
小説『むらぎも』は、東京帝国大学の学生である片口安吉を主人公に、安吉が大学を卒
業する直前の一年間を描いたものである。 
この小説では、主人公の経験する現在の出来事と、そこで回想される過去が重ね合わせ
られることによって、文学と政治のあいだで揺れ動く主人公の様子が描き出される。主人
公の安吉は、一方で新人会という学生団体に所属し、テクストを通して経済構造や労働者
について仲間と学ぶ一方で、他方で文学仲間と同人雑誌を発行し、その才能が認められて
いる人物である。新人会で見聞きする情報をもとに現状を眺めると文学の視点だけでは見
えない状況が浮かびあがるが、しかしそれに拘泥しすぎると、文学で表してきた瑞々しい
感情がかき消されていくことになるというジレンマが、作中の主人公の抱えた悩みであっ
た。 
やがて、安吉の煩悶を圧倒する出来事が訪れる。安吉は新人会の仲間から実践活動の一
貫として共同印刷争議への参加を要請され、争議団や支援者とともに数ヶ月を過ごすこと
になる。そこで、労働争議の現場や支援者宅で出会った労働者たちの生きる社会が、新人
会で考えられてきた労働者像とことなること、また、それを知ったことによって、今まで
通りの文学だけでも十分ではないことを確信するにいたる。そうした変化に気づかせてく
れた支援者の労働者夫婦を大学の卒業の日に安吉が訪ねていくところで物語が閉じられる。 
帝大生の片口安吉の政治的変化に着目する際には、『むらぎも』は戦間期のエリート学生
の政治的成長譚と読むことができる。だが、『むらぎも』の執筆はそうした側面だけに還元
されるものではない。なぜなら、次節以降で検討するように小説『むらぎも』は、ひとた
び小説の技法に着目するとき、主人公の政治的成長を表しているのではなく、過去の出来
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事を、戦後の現在にいかに位置づけるのか書き手と読み手双方に問うていることが分かる
からだ。次項ではその手法を確認していく。 
 
3-2 小説を構成する技法 
小説『むらぎも』は、『群像』誌上に掲載されるやいなや、文芸批評家によって「物語の
ない物語(5)」と評された。通常、物語とは、ある事柄について話すことやその内容を意味す
る。物語がないとは、中心となる事柄が見えないということを示している。そこには中野
の技法が大きく影響していると考えられる。 
そのひとつが、内的独白の多用である。たとえば、下記に示すように、小説の冒頭は主
人公と思われる人物の独白から始まる。通常、かぎ括弧は会話文に用いられるが、中野は
かぎ括弧（「 」）で独白をあらわした。以下は、物語の冒頭部分の引用である。 
 
「家庭教師か。どんなやつが出てくるんだろう……でも、妙なもんだなア。変だな
ア、代理の家庭教師なんてもの…」 
谷中清水町の合宿から、藍染橋の谷間へ一たん降りて、根津八重垣町から本郷台へ
と上っていきながら、これから出かけていく追分合宿での仕事のことを、何か照れた
気持ちで安吉は頭に浮かべた。（中野 [1954] 1976: 125） 
 
 この内的独白は、まず、物語の要である冒頭に用いられるとともに、作中で繰り返し用
いられた。そのため、読み手は、内面を語る人物、安吉を主人公と捉え、彼の内面を推察
しながら物語を読み進めることになる。 
 だが、読み進めていくうちに、読み手は、主人公と思われる人物がどこにいるのか、一
体、何をしているのか、そしてどの時間に位置しているのか、困惑することになる。たと
えば、物語の終る最後の段落は回想シーンとなっており、そこでは安吉が、佐伯という友
人を訪ねようとしていたが、過去に参加した争議のことを思い出して止め、別の場所に行
こうとする姿が描かれる。そこでは、現在の地点から過去の争議の影響が語られ、また現
在の事象へ話題が移っている。 
 
合同の争議はレントゲン線のように、安吉のなかを通して通過して行った。安吉は、
あれに、からだを通して通過されてしまっている。佐伯へ行くのを、やめたのではな
い。それをやめたのではなしに安吉はあの男のところへ歩いている。今におきあの男
の名も知らない。しかし家には目をつぶってでも行ける。二階へかけたハシゴの足へ
もって行って、畳が擦り切れたためにかぶせた二つの白い綿帽子が目に見えてくる。
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おしめの渇きがよくなってきて、細君のほうが勝気に見えたあの細君がだいぶ助かっ
てきたろうと、安吉自身ほっとしてそれが思われてくる……。（中野 [1954] 1976: 404） 
 
この文章が興味深いのは、現在の出来事のなかに、突如回想が滑り込み、現在について
もひとつ前の文章が直後に否定されるという流れの中断にある。そこでは、主人公の現在
の行動の決定に、過去の経験が影響していることが示される。回想と現在の出来事が連鎖
しながら物語が進行する文体を中野は選択していた。 
しかも、回想と現在の出来事の連鎖は、ひとつの出来事に収斂するのではなかった。そ
こでは、ひとつの出来事が、ある出来事を回想させ、さらにまたその回想が新たな出来事
を回想させるという、いくつものエピソード(6)が連なって記された。そうした例として、小
説の第二部の冒頭に置かれた、東京帝大内で、安吉が女性を追い越した様子の記述がある。 
それはある雨の日曜日(7)、大学構内を通り抜ける際に一人の肉感的な女性をみたこと(8)、
女性の風貌を想像しながら、かつて自分が女性に好まれない風貌であることを文学仲間と
話したこと(9)、そして、自分が女性に抱いた感情を整理しながら歩くうちに見えた学内の風
景から、今までいた歓迎会で感じた不快な感情から、別の日の不快な経験である新人会入
会以前に入っていた寄宿舎の監督官の某教授との喧嘩を思い出す(10)という順番で描かれる。 
 ここでは目の前で起こる出来事に対して抱いた感情と同型の感情をもった別の出来事が
思い出されている。そして、さらに目の前で起こる出来事に認識が戻って、大学に入って
からの時期の異なる二つの出来事が主人公に想起される。つまり、大学入学以後の近い過
去というべき事柄から連鎖的に複数想起される様子が描かれた。 
 しかし、思いだされるのは近い過去ばかりではなかった。たとえば、安吉が新人会と土
くれに感じている違和感を説明するときには、安吉の「子供以来」に由来する感情が想起
され、遠い過去が言及されるのである。たとえば、新人会から派遣された労働争議に参加
するために間借りしている労働者から、賃料の支払いを催促されたときの記述がその例で
ある。 
 
そういう世界〔労働争議の意義を認めつつも、応援する際の経済負担が大きい労働者
の世界。引用者注〕がなんとなく彼をひきつける。安吉自身その中にはいない。そこ
に生活の根拠はない。いつかそこに生活が根拠を持って移されるとも思われぬ。しか
しそこに、子供以来なれてきた百姓の仕事なりに通じるものがある気がした。頑固で、
弱弱しくて、思いきりわるくて、義理堅くて、どうかすると爆発的に出てしまうもの
――いつかの討論会で出た、「それ自身にゆだねられては経済主義以上に出られないも
の」、それの、しかし経済「主義」とまでなっていないもの、「主義」以前の生活の事
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実がそこにあって、その中で休めるような気が安吉にする。（中野 [1954] 1967: 327、
下線部 引用者） 
 
このように、『むらぎも』では、主人公安吉の内面を描く技法を用い、小さなエピソード
を積み重ね、それぞれに安吉の回想が挿入される文体が採用されている。批評家に「物語
のなさ」だと批判されたが、中野が試みたのは、現在の出来事には過去の経験がつながっ
ていることを示すことだったのである。 
 
 
第四節 執筆をめぐる発見と苦悩 
 
 前節では、小説『むらぎも』が、ただ過去の出来事を描いているのではなく、現在を規
定するものとして過去を捉えて執筆されていたことを確認した。そうした文体は、中野の
作品を戦前と戦後で断絶して捉える、中野の先行研究群の理解にはあてはまらないもので
ある。むしろ問うべきは、なぜ、中野が、戦後十年がたった時期に、戦間期の出来事を描
こうとうしたのかということだろう。以下では、執筆時の中野の状況と、そうした状況の
もとで小説を書くことがどのような意味をもっていたのかを確認する。 
 
4-1 「書くこと」によって生じる「自分」と「他人」とのつながり 
ところで、中野にとって書くこととはどのように意識されていたのか。以下に引用する
『むらぎも』執筆直前の 1953 年に編まれた評論集『話すことと書くことと』の巻頭言は、
中野の書くことをめぐる意識を推察させる。 
 
話すこと、書くことは、人が自分をたしかめ、他人とのふれあいで自分をたしかめ、
他人をも確かめていく仕方である。これは、ひとりごとの場合でも、他人に見せぬ日
記とか覚書きとかいうものの場合でも、すべてそうである。それだから、話すにはど
う話すか、書くにはどう書くかを研究することは、人間として自分をたしかめ、他人
をたしかめ、それによって自分が正しく行動し、他人と組んで正しく行動し、こうし
て人間としてのたしかな生活をして行く行き方を研究することである。（略）わたしは
現代日本の文学者の一人である。そういうものとして私は生き、発言し、ものを書い
ている。それだから、そこに、人の発言の仕方、文章の書きかたの、ひとつの生きた
見本があるわけである。見本であって、手本ではない。つまり一例というほどのもの
である。（中野 1953: 1-2、下線部 引用者） 
  
142 
 
 ここで中野は、話すことや書くことを、公開の有無に限らず自己と他者とを確かめる方
途であり、それに文学者の責務として向き合ってきたことを述べている。 
ここでいう自己を確認するということはどのようなことか。『むらぎも』を書いた 1950
年代は、中野の形作る二つの営み、すなわち文学と政治の両面において、大きな出来事と
直面していた。 
文学の面から確認すれば、同論考中で中野は、自身を「新日本文学会の積極的な分子と
して働いている」（中野 1953）と定義しているように、ここで提示された文学者であるこ
とは、明確な意志に基づいていたことと理解されなければならない。 
新日本文学会とは、戦後、民主主義的文学の確立を目指しつくられた文学者たちの職能
団体である(11)。戦時下の日本社会において、文学者たちは執筆機会を得るためにも日本文
学報国会に所属することになり、文学の立場から戦時下体制を支える役割を担っていた。
戦後、組織が解体した後、つくられたのが新日本文学会である。同時期には、政治に従属
しない文学の創立を目指して近代文学(12)も作られた。 
中野はこの新日本文学会の創立から参加し、1953 年には機関誌の方向性と編集に責任を
もつ編集長になっていた(13)。つまり、「文学者であること」は新日本文学会の方針にしたが
うことを意味し、事実、そうした責務のもと、中野は各地に起こったサークル運動の支援
や指導に従事し、日本の朝鮮戦争参加を批判した「朝鮮の細菌戦について」（中野 1952）
を執筆した。 
政治的な面においては、1950年 6月、中野は共産党から出馬した第二回参議院選に落選
し、政治的な挫折を経験する。同年中にはまた、コミンフォルムから日本共産党の平和路
線が批判され、これに反発する「所感派」とこの批判を評価する「国際派」に分かれ、党
内部に激しい対立がおこった。「五十年問題」と呼ばれるこの対立は、共産党員の参加者も
多い新日本文学会にも余波がおよび、中野自身「国際派」を表明していたため、対処に追
われることになる。 
つまり、1950 年代の中野には、政治的な活動をしつつ、文学に携わるという二つの立場
をもつ自己があった。 
ここで強調したいのは、作家である中野にとってそうした自己認識は、中野だけの問題
ではなかったことである。作家として作品を発表することは、その先にいる読者たちのこ
とについて考えることを意味していた。とくに、中野の読者は、中野の作品および中野の
文学姿勢を積極的に論じてきた。中野を読む読者たちの様子は、論争や座談といった形で
確認できる（資料編 資料 4中野重治年譜）。 
たとえば、1950 年代前後において、中野は、1946 年以来、『近代文学』の一員であった
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平野謙や荒正人と中野のあいだに起きた「政治と文学」をめぐる論争に尾を引く対談を 1948
年、1951 年と重ねている。さらにまた、1950 年に中野は、加藤周一や阿部行蔵、竹内好、
広津和郎ら稀代の批評家たちとも対談も行った。 
こうした論争や座談が重要なのは、一連の論争において、中野は徐々に見解を変えてい
ったと指摘されているからだ。たとえば、「文学と政治」論争においては、当初、中野は激
しく対立したものの、1948 年と 1951 年の対談を通して関係が修復し、対談者に対して理
解を示しはじめていた。1950 年の対談においては、党と距離を置いた人びとからによる、
中野に対する肯定的な評価だけではなく、否定的な評価を受け入れている（鶴見 2013: 
226-236）。 
座談や論争で主題となったのは、中野の政治的な立場と作品で書かれた内容の関係であ
る。作家としての中野は、これまでの経験を、つねに小説という文学の形式で現してきた。
たとえば、戦時下における自身の転向経験を『村の家』（中野 1937）に記し、つづく戦時
下での文筆業の抑圧に関しては『小説のかけない小説家』（中野 1937）に著した。さらに、
敗戦によって日本社会で重要なテーマになった天皇制については、『五勺の酒』（中野 1953）
で論じた(14)。 
共産党に所属した文学者であることによって、中野の半生は、さまざまな対立に巻き込
まれることになった。だが、そのことは同時に、党に所属する自己について、また対談の
相手であった読者たちとの関係について中野に考えるきっかけを与えたと考えられる。
1950 年代の中野にとって書くことは、読者たち他者とともにこれまでの経験をいかに位置
づけられるかを問う行為になっていたのである。 
 
4-2 詩から小説へ 
これまで書くこと一般についての中野の見解を確認した。では、それを表現する形式や
内容について、中野はどのように考えていたのだろうか。詩から小説へという形式の移行
は『むらぎも』執筆を考えるうえで重要であろう。 
そもそも、中野の書き手としての出発は、短歌や詩という短い文体での表現である。室
生犀星〔1889-1962〕に師事した中野は、旧制四高時代から抒情的な詩を書き、高い評価を
得ていた。だが、中野は戦後、詩を書いていない。唯一、1947 年に日本共産党創立 25 周
年大会で朗読した「その人たち」（中野 1947）が戦後の作品としてある(15)。 
 その代りに中野は、ある時期から詩ではなく散文の形で文学の仕事に携わっていること
を述べるようになる。そして、その変化は 1925年から 1927年での体験に由来すると中野
は説明する。 
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一九二五、六、七年ころ、私が一人の大学生であった当時、日本の社会は全体とし
て揺れていた。その深さ、その振幅は知らなかったけれども、それでもそれは私にも
響いてきた。ある大学生達は、男女とも、ある労働者たちといっしょになって人生に
出て行こうとしていた。労働者階級の行動、労働者階級の哲学ということは、一方で
は社会・政治革命の道についてのイメジ〔ママ〕を私達にあたえ、他方では、革命芸
術についての、労働階級の芸術についてのイメジ〔ママ〕を私達に与えた。そこで、
文学を自分の仕事としようとして思ってきた私は、プロレタリア芸術運動の中へはい
ることになった。室生犀星との近づきのうちに育てられたものが〔人生に対する正直
な態度 引用者注〕―何かが育っていたとすれば―それがここでいくらかでも出てくる
ようになった。そこの経過のうちにこれらの詩が生まれたのであったと思う。 
それが詩の形で出てきた時間は私には短かった。つまり私は、詩をしばらくの間だ
け書いたことになる。その後は、私はおもに散文の形で書くようになって今に及んで
いる。（略）この程度のものでも、人が読んでくれるならばやはり私は感謝するのであ
る。（中野 ［1956］1978: 201、下線部 引用者） 
 
この時期こそ中野が新人会に所属した時期であり、ジャンルの変化には新人会の影響が
あったと推察される。また、別の論考でも、戦時下における新人会の変節と欠点を認めつ
つ、終戦による価値の転換のなかで、新人会時代の経験が活動の指針となったことを述べ
ている(16)。つまり中野は、新人会に関わることによって、詩では書き得ないものを得たこ
とを表明しているのである。 
だが、詩では表現できないものを得るという、中野にとって重要な変化が訪れたにもか
かわらず、そうした重要な体験の始原となった経験を、中野は 1937年頃から書きたいと願
いつつも書くことができなかったという。書こうとするときには「記憶が私に群がって呼
び起こされ」、「悔恨を悔恨が中心に、愚昧、怠け、臆病の連鎖が立ててきて全身に絡んだ」
（中野 1959: 409）。 
そのうえで書いた『むらぎも』は大学時代に起こったことをすべて書きとめてはおらず、
むしろ、次のように創作したことを、中野は自著改題で認めている。 
 
「むらぎも」のほうは、1954 年になって、つまり戦後九年もして書いて私は発表し
た。話の材料のときで言えば、「歌のわかれ(17)」「街あるき(18)」はことがらから十三，
四年して、「むらぎも」は二十四年して書いている。作者の年齢から言えば、前の二
つは年三十七、三十八で書き、「むらぎも」は五十二になって書いている。自然そこ
で、それを書くつもりでいて、書きこみ忘れたことがいくつもあり、なんとしてで
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も書くつもりでいて腰がふらついてとうとう書けなかったこともあれこれとあった
(19)。今となっては、それが何で、どの辺のことだったか正確に指せぬ状態でもある。
（略）「むらぎも」に取りかかったときの私は書くことが山のようにあると思ってい
た。しかし取り掛かってみて決して事がそうは運ばぬことに気づいた。大学の時期
のたった一切れの断片、それさえ書くとなればわからぬだらけの有様だった。私は
私の経験に即して、しかしあれこれと考えたり格好をつけたりして書いた。（中野 
［1959］1976: 407-412、下線部 引用者） 
 
ここで中野は、出来事から時間が経っているため、執筆当初、書く予定でいたが書き込
み忘れたことや、書けなかったことそれ自体がどこかも正確に示せないと読者に弁明する。 
実際、『むらぎも』は、中野の学生時代の経験を軸としながらも、人物や出来事の改変が
おこなわれているのも事実である。たとえば、物語のクライマックスでもある安吉が労働
者の生活を目の当たりにする共同印刷争議への参加は、作中では安吉の大学三年の冬に設
定されているが、実際、書き手の中野は大学二年の冬に参加している。また、安吉が新人
会員らの積極的な関与に戸惑う様子が描かれる学内思想団体七生社との対立においては、
中野は新人会員として学内集会で弁士になっており、積極的に参加していた。つまり、中
野は書いていないことを隠さずに述べることによって、記述されていない過去の出来事の
存在を示唆した。 
だが、書いていないことを表明しながらも、書き込んだことも多かった。ひとつは詩で
著されるような抒情性である。第三節で確認したとおり、『むらぎも』は小さなエピソード
と回想を組みあわせて物語が進行する構造をもつ。その小さなエピソードごとに、豊潤な
主人公の内的独白が描きこまれた。長い作家人生に置いて、書くものは詩から小説へと形
式に変化が起こりつつも、叙情性を書き込む点では連続していた。 
タイトルの「むらぎも」は五臓六腑、あるいは心の働きは内臓の働きによると考える思
考法を意味する。身体は臓器が有機的に結合することによって機能する。臓器の有機的連
関が心の動きを生みだす。翻って小説の構成に着目すれば、そこではさまざまな技法が用
いられて一遍の長編小説が練り上げられている。小説もまた、小さな技法を積み重ねてい
くことで、臓器のように読み手に心の動きをもたらす。そうした個別の技法を組みあわせ
た小説『むらぎも』で中野が目指したのは、中野自身にとって回想することで自身の経験
を問い直すことであり、それを読み手とともに考えることであったのではないだろうか。 
さらにまた、中野は過去を書くには時間が経ちすぎた感が否めず、書ききれなかった部
分があることを積極的に認めている。そのことは、次で確認するように、戦後の日本社会
の変化する 1950年代こそ、戦間期という過去を描いた『むらぎも』を発表する必要があっ
  
146 
たと中野が捉えていたことを示している。 
  
 
第五節 55年体制がもたらす既視感のなかで 
 
これまで小説『むらぎも』の構造について、小説の技法と中野の執筆活動を重ね合わせ
て検討してきた。最後に、中野が 1954年に『むらぎも』を書いたことの意味を検討したい。
再度、中野自身による『むらぎも』の改題を確認しよう。 
 
「むらぎも」のほうは、1954 年になって、つまり戦後九年もして書いて私は発表し
た。話の材料のときで言えば、「歌のわかれ」「街あるき」はことがらから十三，四年
して、「むらぎも」は二十四年して書いている。作者の年齢から言えば、前の二つは年
三十七、三十八で書き、「むらぎも」は五十二になって書いている。（中野 [1959]1976: 
407-412、 下線部 引用者） 
 
1950 年代は朝鮮戦争の勃発を皮切りに警察予備隊が結成され、日本の再軍備が国外状況
に合わせて進行する。国内では、1952 年からレッドパージが始まり、終戦直後の共産党が
称揚された時期も去り、共産党を初めとした政党の方針が模索され、その後、五十年以上
続く 55年体制が整備されようとしていた。ここで中野の経験を振り返ってみたとき、同型
の経験を中野はしていたことに気づく。再度、中野の経歴を確認してみたい。中野が入学
した 1925年は治安維持法が適用され、同年に共産党に関与した新人会員たちが検挙されて
いる。そして、その後、戦時下体制へと日本がすすんでいく。まさに中野の半生での経験
が繰り返されそうとしていた。 
だが、そうした政治的変化とは別に、1956 年内閣府が出した『経済白書』には「もはや
戦後ではない」と記された。経済的には「戦後」ではないと宣言されたのである。このよ
うに、1950 年代半ばを分水嶺として戦前と戦後が明確になる時期であった。こうした、人
びとの認識が政治と経済によって変わろうとするさなかに、『むらぎも』は執筆されたので
ある。 
そうした時期に戦前の自身の経験を書くことは、中野にとって過去の経験を踏まえ、ど
のように戦後を始めるのか、そしてどのような形でおこなうのかを問う契機になったと考
えられる。 
 戦後の文学は、占領軍の検閲制度があったものの、文壇と戦犯作家の復活、反乱ともい
うべき雑誌刊行の嵐に始まり、やがて若手批評家たちによる共産党の指針にしたがう文学
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者への批判と論争が繰り広げられた。文学の使命をめぐる論争は、書き手たちへ文学に課
せられた役割の問い直しを要求することになった。中野はそうした渦中にまさに、そして、
つねに存在し、さらに、その渦を絶えず作り出そうとしていた。 
 また、文学では新たな表現が模索されつつあった。それはたとえば、共産党から徐々に
距離をとった阿部公房〔1924-1993〕が例になるように、小説だけではなく、劇場を舞台に
した戯曲や、新しいメディアであるテレビ用の作品が書き下ろされた。しかも、そこでは
しばしば近未来が描かれた。そうした潮流に対して、来るべき将来の形を未来の理想形と
して想像するのではなく、過去に立ち戻ることで描こうとするのが中野の営みであった。 
戦後、日本社会には、新たな社会をつくるための青地図が必要だった。だからこそ、情
緒的に感情を吐露する詩よりも、事物をつなげる物語性を持つ小説が求められたといえる
だろう。中野の執筆動向はこうした社会の状況に合わせて対応したものであり、その点で
読み手たちを広く意識したものであったといえる。 
ただし、そうした意図に反応したのは、新人会員や作家、批評家、研究者たちであった
といえる。もちろん、近年においても、作家の大江健三郎が反原発運動のなかで中野を引
用して自身の見解を述べるような場面がある。ほかにも、講談社文芸文庫への収録が上げ
られるように、現在でもその文学的価値が認められている。だが、中野の作品はそれほど
人口に膾炙していない。しかし一方で、文学であることによって中野が読まれてきたこと
も事実である。中野の作品は、国家や権力に対峙したことに対して中野が長期にわたって
考えて来たという思索の強さと深さとともに、それを明らかにするときの抒情性も評価さ
れてきた。新人会時代に培われた政治性と、新人会以前からある抒情性の両方を手放さず
に、それらを架橋することによって、中野は自らの生涯を形作っていった。そうした姿が、
彼と時代を共にした人びとを強く魅了し、そして、国家が強い影響力を持ったものとして
現れる現在でも、我々を魅了するのではないだろうか。 
 
 
                                                   
注 
 
（1）中野は詩、評論、児童文学、国会演説集などジャンルも多岐にわたるテクストを執筆
した。それらは現在、1976 年から数年かけて、筑摩書房から刊行された全二十八巻に
もおよぶ『中野重治全集』で確認できる。 
（2）『むらぎも』中のハイライトとなる共同印刷の争議を扱ったものとして、徳永直『太
陽のない街』（徳永 ［1929］1971）がある。徳永〔1899-1958〕は、労働者の側から
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ストライキの実態とその敗北を描き、それは発表当時から高い評価を得て、1930 年に
は映画化されている。中野が『むらぎも』を執筆しなかった理由には、同じ出来事を
扱った徳永の作品が、芸術作品として一定の評価を得ていたことも考えられる。なお、
争議の舞台となった共同印刷も、徳永作品には触れるものの、中野作品には触れてい
ない（共同印刷株式会社社史編纂委員会編 1997: 102-109）。 
また、徳永と新人会には接点があった。徳永は熊本市内で働いていたときに、熊本
高出身の新人会員林房雄（本名後藤寿男）と出会い、後年、その経験を小説『白い道』
（徳永 ［1948］2008）に表わしている。そこでは、労働者の立場の徳永から見た新人
会の活動への共感と反発が描かれている。 
（3）大宅壮一、秋田実（本名 林廣次）らと中野の東京帝大在学期間はそれぞれ以下の通
り。大宅壮一、入学 1922 年、退学 1924 年。中野重治、入学 1924 年、卒業 1927 年。
秋田実、入学 1928 年、退学 1932 年。本章では三者の共通性を示唆したが、三者の在
学中の接点をうかがい知ることができる資料は少ない。中野は 1924年新人会主催の学
内講演会で大宅の講演に触れ、その主張に圧倒された経験を持ち、1930 年には「戦旗
防衛三千円基金募集」講演で日程を共にしている。また、秋田と大宅は大阪同郷つな
がりで、1930 年代初頭に、秋田に対する大宅の仕事の融通に始まり、戦中もともに渡
満するなど、つながりが深い。一方、中野と秋田は、ともに戦前の共産党機関誌『戦
旗』同人であったことが唯一の接点である。秋田の学生時代に、中野が秋田の同室者
である長沖一を訪ねて来たことは指摘されているが、管見の限り、接点を指摘した記
述は見つからない。しかし、本章にとって重要なのは、三者がさまざまな形でことば
を編むことを職業としたことであり、そこに新人会の特異性を見つけることができる
だろう。 
（4）むろん、文学において知識人の責任問題は、戦争に関連して終戦直後から行われてい
る。こうした動きに刺激されるように、さらに、戦争に関しては一兵士や銃後の人び
となど、当時、異なる立場や状況にいた人が書き手となるような書き手層の拡充が生
じた。これに対し、学生運動の体験は戦前戦後を問わず、代表的な文学作品しか生じ
させていない。つまり、小説『むらぎも』を検討することは、学生運動に対する近代
日本の特質を指摘することにもつながるだろう。 
（5）平野謙 1954「中野重治むらぎも読後」『読売新聞』1954年 9月 18日付け朝刊 6面 
（6）エピソードが明示的にあらわれている箇所は第四部である。この箇所は、「毛学生」、
「ヨイトマケ」、「総長問答」、「論文と解釈」、「分会の植物辞典」、「辰野隆吉の家」と
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いった小見出しがつけられた十一個の挿話で構成された。それぞれのエピソードは独
立しており、そのため登場人物も多かった。そうした、登場人物の多さもまた、エピ
ソードを増やした要因と考えられる。なぜなら、各人の肉付けにはエピソードが有用
であったからである。 
こうして著された登場人物は、名前が与えられた者と与えられなかった者に大別で
きる。前者は新人会や文学仲間土くれの仲間たちに特化している。なお、作中の人物
と実在の人物との対応は表 1 の通りである。こうした中野の人物造形に関して、モデ
ルと目される人物や批評家たちは、自分とほかの会員とを混同していることや、現状
では決別している人物さえかつての「非常にいい人間」像として描かれていることを
指摘している（中平ほか 1954; 阿部ほか 1954）。 
 
表 1 人物対応 
政治的側面 太田――大間知篤三、平井――中井精一／中平解、森――杉捷夫、佐伯
――林房雄、織田束――佐野碩、藤堂――石堂清倫、沢田――大河内信
威、伊納――勝木新次、山添（兄）――曽田。〔本名のまま〕吉川――
吉川（変名 二木）。共産党の理論家岩崎――福本和夫。 
文学的側面 鶴来――窪川鶴治郎、斉藤――室生犀星、葛飾新太郎――芥川龍之介、
辰野隆吉――青野季吉、田部槙――片山伸 
 
一方で、中野は名前を与えなかった者たちにも紙幅を割いた。たとえば、寮母であ
る会員の母の姿を、中野は彼女のこれまでの境遇を想像しながら、彼女がそれに対し
て卑しさもなく、生活を楽しむ術をもっていることを驚きと親愛の情をもって描いて
いる。このほかにも安吉が労働争議で間借りした若い労働者夫妻、大学構内で追い越
した肉感的な若い女性、爵位をもつ会員の家で給仕する老女、牛乳配達夫らが描かれ
た。そのいずれもが着用した衣服や髪型、しゃべり方をもとに、安吉が彼／彼女らの
背後にある経済上の苦難や生活上の知恵について思いをめぐらし、彼／彼女らが置か
れた状況の解読を試みる記述へとつながっていく。興味深いのは、ここで中野の描い
た人びとが、安吉が新人会や土くれのメンバーと交わす議論には決して参加すること
のない人びとだったことである。彼／彼女らは新人会員たちが勉強会等で熱心に論じ
られる対象であったが、作中の会員たちは彼らの労働構造に目を向けても、生活環境
については目を向けてはいなかった。労働者としてひとまとまりにしては見えなくな
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るような、人びとの微細な日常のあり方が小説に書き込まれたことによって、新人会
員たちの欠点を書き込むことになっている。 
（7）中野の原文は以下の通り。「 『あれは秋だったナ……去年だ。』そのことが不意に安
吉に思い出され、それを、このごろ二、三度も思い出したことが同時に思い出された。
『人通りがすくなかったのだから、日曜日だったのだろう。』なんでもそのときは雨が
降っていた」（中野 [1954] 1976: 150）。 
（8）中野の原文は以下の通り。「そして安吉は、あるいて行く前方に女の姿をまちうけた
のだった」（中野 [1954] 1976: 150）。 
（9）中野の原文は以下の通り。「年はわからない。わかいということだけがわかる。追い
つくにしたがって、安吉に、その女は背が高く、腰から尻にかけて見事な発育を見せ
ていることがわかった。（略）安吉は、自分の容貌が醜くて、体格が貧相なのを知って
いた。顔の右半分と左半分とがひどくちがっていることも、少年時分から知っている。
そのためもあって、彼は、ある種の女たちが、品性のよくない、生活能力なぞも一向
にない男たちに、かれらの容貌や体格だけから引かれていくのを見聞きもし、読みも
して、そのことを悲しみはしたが、心の底ではある謙遜な気持ちからそういう女たち
に同情していた。（略）ただ安吉は、それがどこにでも通用する者でないことも知って
いた。いつかも彼は、田端の大正軒で、鶴来、深江と三人で酒を飲んでいてその話を
したことがあった」（中野 [1954]1976: 150）。 
（10）中野の原文は以下の通り。「そしてそのことが、からだを起こしたと思うと猛烈にた
けってきた安吉の欲情を、外側に開かせないでそのままで中へ閉じ込めた。安吉はと
つとつと弥生門の方へいそいだ。『たしかこのへんだったよ。あれは…』それをいま安
吉が思いだしていたのだった。そして一足飛びに、今しがた出て来たかね議会のこと
を思い出して、『なんだ、ケッタクソのわるい……』と心で付け足したのだった。する
とも一つのケッタクソの悪かった記憶、その日あれから沢田のところへいって、それ
から帰って、とうとう泉教授と喧嘩してしまったその日一日のことがぱつぱつと思い
だされた。」（中野 [1954] 1976: 153）。 
（11）新日本文学会〔1945-2005〕。蔵原惟人、中野重治、宮本百合子らが創刊した。戦前
の左翼系文学者団体が母体となるも、新しい民主主義文学の創造を呼びかけ、志賀直
哉など広汎な執筆領域の人びとが草創初期に参加した。同団体が発行した雑誌は『新
日本文学』である。 
（12）近代文学社〔1945-1964〕。本多秋五・平野謙・山室静・埴谷雄高・荒正人・佐々木
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基一・小田切秀雄らによって創刊された。 
（13）中野は 1949年 1月に書記長に就任し、1954年 9月から翌年 4月まで編集長を勤め
た。1955 年からは、事務局長に選出され、1957 年には副議長を兼任する。1962 年に
事務局長を辞任した。 
（14）なお、その後、中野は共産党を除名されるが、その時の経験を下地にした作品とし
て『甲乙丙丁』（中野 1969）がある。 
（15）こうした状況に対して、中野は再刊される詩集のまえがきで、詩を書きたいが書け
ないのだと吐露している。そして、詩を書くことを「天職」としていた中野は、「私は
来年四十になる。たぶん四十になれば私にも詩が書けよう。思ってみるだけで胸のふ
るえる仕儀である」（中野 [1940] 1978: 166）と、自身が年を重ねることによって書け
るだろうと読み手に弁明する。しかし、実際には、中野は詩作を再開することはなく、
詩集を再刊行、再収録するという形で発表し続けた。まず、1935 年ナウカ社出版から
刊行された『中野重治詩集』を、1940 年に新潮文庫で、戦後は岩波文庫から 1956 年
に刊行した。さらにまた、筑摩書房から三回発行した中野の全集にも、収録した。こ
の詩集は、最初のナウカ社版の印刷、製本の段階において、発禁処分を受けている。
結論を先取りしていえば、中野がおこなった再刊行とは、文化的な営みに介入する国
家という存在があることを示すことであった。そもそも、詩集に収録された「雨の降
る品川駅」は、雑誌掲載時からもはや意味を読み取れないほどの大量の伏字があった。
共産主義運動にかかわり、故国に送還される朝鮮半島出身の労働者を励まし、連帯を
唄う詩は、発表時には伏せ字で、さらに刊行の段階になると、発禁処分を受けた。戦
後、詩が収録されて刊行される際には、伏せ字の状態と本来発表される形の両方がわ
かるように記載された。紙面上に両者が記載され、それに解説がくわえられることで、
読者はその詩や中野を取り巻いていた、当時の状況を知ることができた。 
（16）同型の論考がいくつか書かれた（中野 [1938] 1978, [1954] 1978）が、この論考で
は「思い出す」と表記されることで、より直接的に結び付けられている。なお、論考
の初出時には「新人会の思い出は教える」というタイトルで、『東京新聞』（1949 年 3
月 10日）に掲載された。旧版全集第十五巻に初めて所収し、その際、現在のタイトル
に改訂した。中野の原文は以下の通りである。下線は引用者による。 
     
新人会を思い出す限りこの稿料は自由に新円で支払わなければならぬ。新人会
は帝大の学生がつくっていた。彼らの多くはまずしい学生であった。大学生とし
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ての生活のうえで、彼らは彼らと日本の労働者、農民、働く国民との切り離せぬ
つながりを見だした。彼らはその専門が経済学や医学や政治学や農学であった場
合にそれを見ただけでなく、数学や理論物理学であった場合にもそれを見た。彼
らは社会学と政治学を学んだ。彼らはその学問をたずさえて人民のあいだへはい
って行った。彼らのなかからはその後天皇制政府に身ぐるみ買われて行ったもの
も出た。（略）新人会を巣立った学生、この若い青年たちには多くの弱点があった。
ねばりの薄い理想主義とロマンチシズムとが弱点のひとつであった。しかし彼ら
が日本の民衆、とくに働く国民の目をさまそうとして努力は省みられてよく、ま
たそれほど弱かったわけではない。新人会は多くのことで私を教えた。それゆえ
その思い出はあきらかに私を語る。その軍隊を破壊されて武装を解除された天皇
が非戦論をとなえるのは笑止の沙汰であると。神権をむしろとられた天皇がおれ
は人間であると言い出すのは醜さの限りであると。（中野 [1946] 1979: 46） 
 
（17）初出は 1939 年『革新』4-8 月号。『革新』は右翼的傾向を持つ雑誌であり、共産党
関連の雑誌での発表が多かった中野にとっては、異例の掲載雑誌であるといえる。1937
年以降、中野が執筆制限を受け経済的に困窮していることを見かね、新人会に理解を
しめした編集者がいたことによって、執筆の機会が得られた。  
（18）初出は 1930年『新潮』6および 7月号。金沢から帝大進学のために出てきた片口安
吉が本郷界隈を歩きまわる様子が描かれる。 
（19）この理由として、自身の活動経歴が戦時中の思想的、経済的不自由さをもたらした
ことが中野自身から語られている（中野 1976）。 
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第六章 「漫才作者」秋田実と大衆文化――漫才の成立と展開から 
 
 
前章では、新人会員であった作家の中野重治の、小説『むらぎも』の執筆を例に、戦間
期の新人会での経験が、戦後の営為にいかに継続されていったかを検討してきた。 
中野にとって、過去の経験を描いた小説『むらぎも』を、戦前と類似する状況がうまれ
つつある 1950 年代という時期に書くことは、単なる文学の形態をとった個人の経験の回顧
なのではなく、過去を検討することで、小説の読み手とともに、現在と未来を作り上げる
ことを含意していた。そうした活動を、短い時間で消費されるジャーナリズムでもなく、
あるいは読者を限定するアカデミズムでもなく、時空を超えて広く読者を持つ文学、なか
でも小説という形式を採択したことは、これまで明らかにしてきた新人会の活動の延長線
上に位置づけられる。 
中野は、新人会時代について積極的に開示しながら、大衆に接近するという新人会が試
みてきた活動を継続した。中野と比較可能な活動を、中野とはことなる方法で行った者が
いる。それが本章で論じる、漫才作家となった秋田実である。 
秋田は新人会での経験を語らず、また新人会時代に従事したといわれる労働争議にも戦
後、関わらなかった。そうした秋田ではあるが、彼が終生携わった、雑誌、ラジオ、テレ
ビといったメディアと、漫才という娯楽の重なる領域での仕事を検討すると、そこには新
人会に由来する精神構造を確認することができる。秋田を検討することは、中野同様、戦
後の知識人概念に再考を促がし、新人会が持っていた可能性のひとつを確認することにな
るのだ。 
 
第一節 大衆文化とのむきあい方 
 
1-1 漫才という大衆文化 
本章では、会員の一人で、草創期のラジオやテレビに「漫才作者」としてかかわった秋
田実(1)〔1905-1977、本名 林廣次〕の漫才製作の営みを検討する。その作業を通して、戦
後日本における大衆文化(2)への、知識人の関与について、メディア史の観点を踏まえて考察
する。 
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大衆文化の成立に、マス・メディアが大きな影響を果したことは広く知られている。社
会学者の筒井清忠によれば、大衆文化とは、都市化と産業化を軸にした大衆社会状況が出
現するなか、マス・メディアの圧倒的な影響力のもと成立、台頭する。日本の場合、大正
後期に大衆社会の原型が成立した。そしてこのことは、大衆社会と知識人の問題、具体的
にのべれば、大衆文化の台頭に対して既成のエリート知識人がいかに対応するのかという
問題をうみだすことになったという（筒井 [2005] 2008: 510）。 
秋田実（資料編 資料 5-1 秋田実年譜を参照）は、興行会社の経営者や大学の教授といっ
たさまざまな職業を経験しているが、生涯にわたって漫才という大衆文化に携わった。秋
田は 1930 年代から漫才の台本製作を始め、在阪のいくつもの興行会社に所属しながら、生
涯に八千本ちかい台本を製作し、それを雑誌、ラジオ、テレビで発表した。晩年には、そ
の経験から演芸の歴史や大阪の文化についての教育活動をおこなった。 
さまざまな形で漫才にかかわり、なおかつ現在、私たちが漫才ときいて想像する形態と
なったのは、秋田が漫才に関わり始めたのちであることから、秋田は今日、「近代漫才の父
(3)」と呼ばれている。 
まさに漫才という大衆文化に身をおきつづけた秋田ではあるが、しかし、そうした秋田
の経歴は、次の点で異色なものであった。第一に、1920 年代の男性として高学歴なことで
ある。秋田は大阪市玉造に生まれ、旧制大阪高校を卒業し、1928 年に東京帝大に入学した。
1920 年代の男性の大学進学率が十パーセントに満たないなかで、秋田は当時の最高学府で
ある東京帝大に進学している。大学入学と同時に秋田は新人会に入会し、幹事会の意向で
日本金属労組の書記として出向して大学を中退した。第二に、帝大生として漫才作家とな
ったことである。当時の帝大生は官僚機構を筆頭に、大学、台頭してきた企業が主だった
就職先だった。もちろん、秋田が大学を中退した 1930 年代は大卒者の就職難が指摘されて
いたが、それでも芸能、あるいは興行は帝大生の就職先とみなされていなかった。まして
や、演ずる内容や漫才師という演じ手の成り立ちゆえに、演芸のなかでも低級とみなされ
た漫才に取り組むことは、帝大生のみならず一般男性としても特異だった。 
戦前から戦後にかけて、もともと万歳と呼ばれた演芸から発展した漫才の、社会におけ
る位置づけは変化した。低級と呼ばれて演芸場でも蔑視された漫才は、1930 年代半ばには、
漫才師の横山エンタツと花菱アチャコの漫才「早慶戦」がラジオにかけられて爆発的に人
気が高まり、戦時中は、前線の兵士への慰問に漫才師たちが多数選ばれた。さらに戦後は、
新たに始まったテレビ放送に漫才番組がいくつも作られるようになる。漫才が人びとの娯
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今日でも、秋田実の活動の痕跡を大阪市内に見
ることができる。写真 6-1 は大阪市中央区玉造稲
荷神社境内にある秋田実の記念碑。写真 6-2 は
同神社の夏祭りに行われる秋田実の名を冠した演
芸祭。秋田が最後に所属した KA プロダクション所
属の芸人ら数組が毎年、舞台に登場する。写真
6-3は JR動物園駅そばにある「てんのじ村」の碑。
題字を秋田が書いた。 
 
楽として定着していったのである。 
このように、秋田は何重にも特異でありつつ、大衆文化の草創期から長期にわたって漫
才にかかわった人物と位置づけられる。新人会のなかで、秋田ほど長きにわたって、大衆
文化に身を投じた人物はほかに例をみない。また、秋田自身、新人会に参加したことを積
極的に述べてはこなかった。だが、そうした語らなさこそ、彼にとって新人会での経験が
意味をもっていたのではないかと推察される(4)。本章では、こうした秋田の特異性に着目し、
娯楽を通じて大衆とむきあった新人会出身者の戦後経験を明らかにする。 
 
写真 6-1 「笑魂碑」   写真 6-2 秋田実奉納演芸祭 
 
写真 6-3 てんのじ村石碑 
 
1-2 漫才とメディアの結節 
本節では、秋田を語る複数の文脈を確認し、そのうえで、秋田の知識人としての位置づ
けを提示する。これまで秋田実については、戦前の思想運動との連続性に着眼して日本思
想史上の位置づけを問う論考（鶴見 [1979] 2000; 富岡 [1986] 2001）や、あるいは大阪
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や演芸にかんする執筆活動に着目し、大阪文化の重要な担い手として見出す大阪文化論（井
上 1992;   大阪府立演芸資料館編 2008）のなかで論じられてきた。それらは秋田の営為
を多角的にとらえる視点を提供したが、いずれにおいても、秋田が生涯にわたってラジオ
やテレビ、そして雑誌といった多様なメディアにこだわり活動してきたことは主題的に論
じられていない。 
その一方で、秋田のメディアへの取り組みを論じたものとして、放送史のなかで秋田が
関係した特定の番組についての論考（澤田 1977）がある。この論考は、メディア史のなか
で秋田の仕事を位置づけるものではあるが、秋田がラジオやテレビのメディアをどのよう
に位置づけていたのかについては十分に検討していない。 
以下で検討するように、秋田はラジオやテレビなどの新たにあらわれたメディアと、雑
誌や書籍といった従来からあるメディアの双方に関与し、複数のメディアの連関を作り出
すことで漫才を作り出していた。そうしてつくり上げられた漫才作品には、しばしば秋田
の現状認識が描きこまれている。いわば、思想的展開とメディア利用は秋田の漫才製作の
両輪の輪なのであり、どちらか一方のみを検討することでは、秋田の営みを充分に理解す
ることはできない。マス・メディアが大衆文化の成立に寄与したという観点から見ると、
秋田の製作した漫才、およびその製作過程を主題的に論じることは重要だといえる。 
上記の問題意識にもとづき、本章では、秋田実の漫才製作を検討することによって、大
衆文化への知識人の関与について考察する。そのために、本章では文献調査に基づいて得
られた資料をもちいる。具体的には、NHK アーカイブス川口、NHK 大阪局、および国立
国会図書館、大阪府立図書館、関西大学図書館に所収している資料のなかから、秋田実の
署名論考や活動に関連するデータを収集したうえで、とくに秋田が執筆活動をおこなった
1928 年から 1977 年までの資料を分析対象とする。得られた資料は活字、音声、映像にわ
けられ、活字資料は二百十八点、テレビなど映像資料は二十九点、ラジオなど音声資料は
十九点である。そのなかで本章が重点的にあつかうものは、ひとつは秋田のラジオやテレ
ビ放送用漫才台本であり、いまひとつは活字メディアで発表された漫才および漫才論であ
る。 
漫才は、演劇やパフォーマンスの様に一回性の芸術である。それゆえ、漫才は記録され
にくいという特性をもつ。さらに記録媒体が高価であったことから、草創期のラジオやテ
レビ番組の記録もほとんど残っていない。このような制約も、メディアと漫才の関係が実
証的に論じられてこなかった一因であろう。本章では、得られた資料をもとに、秋田の営
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為を描出することを試みる。 
 
 
第二節 漫才のオーディエンスの誕生 
 
2-1 秋田のラジオと雑誌への取り組み 
たびかさなる戦争がうみだす好景気によって消費社会の成熟を見せた 1920 年代後半は、
映画や演劇など新たな芸術が大都市に定着し始めた時期である。同時に、古くからある諸
演芸という娯楽も依然として人びと親しまれていた(5)。大阪市社会調査部が 1923 年におこ
なった調査によれば、秋田が育った大阪市内には、道頓堀や千日前をはじめ市内各所に諸
演芸を上演する空間がつくられ、落語や音頭、俄などを楽しむ層が成立していた（大阪市
社会調査部 1913）。演芸好きの両親をもった秋田は、幼少期から芝居小屋に連れていって
もらい、旧制中学校にあがると親に隠れて一人で出かけたという（秋田 1975）。さらに、
1928 年に東京帝国大学に進学して東京市本郷区に居を移してからも、秋田はしばしば浅草
や横浜の芝居小屋に通い、演芸に関心をよせつづけた。これに対し、学生時代所属した新
人会の会員たちは、「ヴ・ナロード（民衆の中へ）」を唱え、社会問題の解決と理論研究を
おこなう学生団体であったにもかかわらず、都市下層民を享受者とする寄席に秋田が通う
ことに否定的だったという。 
大学を中退した 1930 年代半ばから、秋田は漫才に本格的に取り組むようになる。この時
期の「夢」をふりかえって秋田は「夢というのは、ユーモア読み物として漫才台本を雑誌
に載せること。もうひとつは、ラジオで漫才が放送されること。この二つと一緒になって
舞台の漫才が、内容形式ともに向上し、新しい大阪の娯楽となっていくに違いない」（秋田 
1975: 103）と考えていたと回想している。この回想からは、すでに秋田が 30 年代半ばに
おいて、雑誌とラジオの二つの異なるメディアにかかわり、漫才の向上を図るという目標
をもっていたことがわかる。では、秋田はそれぞれにいかにかかわったか。なぜ、同時に
二つの異なるメディアを必要としたのか。そして、漫才に取り組むことは何を含意してい
たのだろうか。 
まず、ラジオについて確認したい。秋田は脚本家として、1934 年に日本放送協会大阪局
が製作したラジオコメディ『家庭天気図』に参加している。午後八時から放送されたこの
番組で、秋田は一組の男女が出会い、子どもができるまでを、男女二人が「話し合う」形
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式を用いて表現した。そして、作中の男女の演じ手として、漫才師ではなく演劇出身者を
採用していく。 
そこにはラジオの電波に漫才を乗せるための秋田の戦略があったと考えられる。たとえ
ば、漫才師ではなく劇出身者を採用することは、当時の放送体制と無縁ではない。1925 年
に始まったラジオ放送は、1926 年の「放送事項取締二関スル件」通達以降、放送内容の事
前検閲がおこなわれ、提出された内容と放送内容がことなる場合には即時、放送が禁止さ
れた。当時の漫才師たちは、放送事故を招くようなアドリブを臨機応変に加えることがし
ばしばあった。それに対して劇出身者は、台詞を演じることによって作品を完成させてい
た。つまり、台詞で演じる劇出身者は台本を忠実に再現することができたのであり、漫才
風の形式の作品をラジオで放送することを可能にした。 
さらに、秋田がつくった台本の内容は、演芸場で上演されるものとはことなっていた。『家
庭天気図』では、恋愛の苦労と楽しみを男女が語り合いながら確認する姿が描かれている。
そうした様子は、次のような軽妙なやりとりであらわされた。 
   
男「そうそう、この家庭と言うのは、長い人生の道中で譬えると、つまり舟ですね。」 
女「あれッ、今度は舟ですか？」 
男「人生の荒波に掉さす、なんていうのは、ここの理屈です」 
（秋田「面白い二人漫談 家庭天気図」朝日新聞 1934 年 12 月 17 日付、朝刊 8 面） 
 
こうした『家庭天気図』の内容は、これまで演芸場での漫才が男女の秘め事をより直接
的に表現することが少なくなかったのと比べると、女性や子どもも躊躇なく聴けるもので
あった。くわえて、午後八時という放送時間は夕食後の家族が一息つく時間帯である。こ
の時期、ラジオが居間に置かれ、家族団らんを演出する装置となっていたことが指摘され
ている（竹山 2002）。つまり、この時間帯に放送される『家庭天気図』に取り組むことは、
漫才を家族で聞けるものへという漫才イメージの転化と、女性と子どもをオーディエンス
として掘り起こすことが見込まれていた。 
一方、雑誌において、秋田はいかに取り組んだのか。表 6-1 は戦前の秋田の執筆作品をペ
ンネーム別に表したものである(6)。この表からは、戦前の秋田のおおよその執筆傾向をみる
ことができる。まず、秋田は新聞、雑誌、行政の広報誌とあらゆる媒体に執筆しているこ
とがわかる。 
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表 6-1 1930年代前後の秋田の著作 
林熊王 【1929】「嘘」『大学左派』、「犬―或る工場の一記録『十月』 
【1931】「希望社の正體」『犯罪公論』第一巻第三号  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋田實
（実） 
【1933】 
「インポシブル・インタビュウ」『人物評論』創刊号: 73, 89, 126 
「インポシブル・インタビュウ」『人物評論』4 月号: 51, 79, 111, 134 
「インポシブル・インタビュウ」『人物評論』5 月号: 53, 65, 85, 109  
【1936】 
「百万円の灯篭―或る実話」（1936）『日曜報知』（255）: 19-20 
【1937】 
「手相 小林一三と花菱アチャコ」『読売新聞』1 月 1 日（朝刊 9 面） 
「角落ち 関根名人と柳家金語楼」『読売新聞』1 月 4 日（朝刊 9 面） 
「玉手箱 久保田万太郎と柳家雪江」『読売新聞』1 月 5 日（朝刊 9 面） 
「土産物 長谷川伸と横山エンタツ」『読売新聞』1 月 6 日（朝刊 9 面） 
「油壺 羽左衛門と勝太郎」『読売新聞』1 月 7 日（朝刊 9 面） 
「吉川英治と入江たか子」『読売新聞』1 月 8 日（朝刊 9 面） 
「腕一本 巨人軍投手澤村栄治と永田キング」『読売新聞』1 月 9 日（朝刊 9 面）
「寒稽古 玉錦三右衛門と飯田蝶子」『読売新聞』1 月 12 日（朝刊 9 面） 
「狸の寳 古川緑波と稲田悦子」『読売新聞』1 月 13 日（朝刊 9 面） 
「近衛首相と横山エンタツ」『経済マガジン』1（3）: 109-111 
「支那を応酬せよ」『経済マガジン』1（5）: 180-183 
『百貨店漂流記』信正社 
【1938】 
「世相漫才」『大陸』8 月号: 346-349 
「世相漫才」『大陸』9 月号: 358-361 
『地球のコブ――漫才選集』輝文館 
【1939】 
「雁の頼り」『新日本』1 月号: 75-77 
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【1940】 
「銃後の便り」『銃後の大阪』軍事援護通信第二報天王寺区編, 大阪市社会部:  
162-164 
『漫才日記』輝文館 
【1941】 
（紙芝居）『職域奉公』大阪市役所 
【1942】 
『ボクの話題』輝文館 
【1944】 
「総合配給所」『青年読売』2（6） 
（国立国会図書館、大阪府立図書館所収資料をもとに筆者が作成） 
 
さらにまた、秋田は特定の発表媒体に寄稿しつづけたわけではない。それは発表名義と
も連動していた。たとえば、初期の林熊王名義のものは東京帝国大学関係者が運営する左
翼系雑誌に発表されたが、秋田実名義のものは大衆新聞や経済雑誌がおもな発表先となっ
ている。後者はいずれもイデオロギー性が希薄で、読書人口も前者より圧倒的に多かった。
出版物が増加し識字率が上昇した 1930 年代は、読書人口が増加し、読者のテクスト選択性
が高まっていた（永嶺 2001）。この結果、秋田の作品はさまざまな人びとに読まれるよう
になっていく。 
 だが、そうした媒体の変化にもかかわらず連続している点もあった。それは執筆された
内容である。そうした例として、林熊王名義の「希望社の正體」では、労働争議に参加す
る組合員たちが「搾取されている階級のために、『断固として叫ぶべきだ！』」と語り、劣
悪な労働環境の改善をめざす争議の様子が描かれた（林 1931）。また、1937 年に書かれた
「支那を応酬せよ」では、兵役検査にもっとも低い丁種合格した者に、兵士としては「丁
種」であっても、家にかえれば「健全な者」の「亭主」だと語られる（林 1937）。そこに
は、市井の人びとが権力者をアイロニカルに見る姿勢で描かれる視点が共通している。 
 以上で確認してきた、雑誌の流通範囲と執筆された内容から秋田の雑誌への取り組みを
みるとき、次のことが指摘できる。それは、秋田が雑誌を単なる漫才の読者拡大の装置と
のみとらえていたのではなく、現状へのアイロニカルな視点を伝える手段として活用して
いたことである。秋田にとって、複数のメディアは、出来るだけ多くの大衆を啓もうする
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手段であったといえる。 
 
2-2 「往来」のコミュニケーションを体現する漫才 
前節では、秋田によるラジオと雑誌の取り組みには、漫才イメージの転化やオーディエ
ンスの拡大、そして発せられる作品のなかに現状を観察する視点が内包されていたことを
確認した。では、なぜ秋田は同時に二つのメディアを必要としたのだろうか。 
秋田によれば、漫才がラジオに放送される経路は二つあったという。それは「放送局か
らの依頼でテーマ課題の新作漫才」と、「雑誌や新聞に新作漫才として掲載したのを、どれ
かを次ぎの放送にと放送局から指定して来た」ものである（秋田 1973: 41）。普及し始めた
ラジオ放送では製作費やアイデアが乏しく、また、何より人気があったため、大衆演芸は
一日の放送を構成する重要なコンテンツであったと考えられる(7)。漫才の雑誌掲載は漫才が
ラジオ放送されることの下準備を兼ねていた
のである。 
しかし、なぜ秋田が漫才に関心を持ったの
か、またなぜ二人組の会話という形式を必要
としたのかという問いはまだ残る。ここで興
味深いのは、1930 年代半ばに秋田の作風に見
られる変化である。たとえば、1920 年代後半
の林名義の作品では、状況や背景を説明する
地の文と登場人物の会話とをわけた文体が用
いられていた。この文体は秋田実名義を用い
た初期の作品「百万円の灯篭――或る実話」
においても見られる。だが、1930 年代後半に
なると地の文は消え、登場人物二人の会話の
みで構成されるものへ変化している。伝統的
な私小説とも、当時流行していたプロレタリ
ア文学とも異なる、会話のみの文体が徐々に
採択されるようになっていった(8)。 
 こうした文体の変化を考えるうえで重要な
のは、秋田がたわいのない会話と言う形式に関心を見出したことだろう。会話型の表現方
図 6-1 雑誌『ヨシモト』奥付 
編集者氏名に秋田の本名である林廣次の
名を見ることができる。 
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法に積極的に取り組んだことを、秋田は「漫才の勉強を始めた」理由として次のように記
している。 
 
私はあの漫才の、二人の AB が、芝居のように背景も役割もなく、ただ往来でであっ
た二人の人間が世間話をはじめるように漫然と喋り、歌い、節を唸り、道化た芝居を
する、あの形式を非常に面白いと思い、あの形式から何か変わった滑稽読み物ができ
るのではないかと、それが動機で漫才の勉強を始めたのである。（秋田 1938: 序） 
 
 ここには、読者に黙読される文章や、聴衆を説得するような演説ではなく、一般的な会
話文への関心こそが、漫才に取り組む動機であったと示されている。さらに、人びとのコ
ミュニケーションを用いた形式が漫才として成立しつつあるという秋田の観察が読み取れ
る。 
 「往来」に接近する方法として秋田が漫才をとらえていたことは、雑誌に掲載された次
の漫才からもみてとれる。ここでは単純な啓もうとはことなる秋田の姿勢が垣間見られる。
漫才は、盧溝橋事件を経て総力戦体制の準備が進む 1937 年に、大衆雑誌『週刊朝日』に掲
載されたものである。以下で確認するように、その内容は、一見すると、戦時下体制にお
ける娯楽の刷新によって体制を支えることを推進するが（①②⑩⑪）、言葉の流通・定着過
程に注目することと、体制批判のテクストにも読み替えられるものである（③④⑤⑥⑦⑧
⑨）。 
 
  ――どうも娯楽といふのは、感じの悪い言葉だと思ひますね。 
  ――ぢゃ、どうすればいいんです？ 
――①この際、明日の活動に備えるための娯楽、という意味をはっきり現わした新熟
語を作るんですね。 
――どんな風に。 
――例へば、和朗なんかはどうです？ 
――どういう意味や？ 
――和郎にかどには福来る、で目でたい。 
――そんなあほらしいこと。 
――いや、それは冗談やが、②新熟語によって、気持もはっきり違ってくると思ひま
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すね。 
――そうかなア。 
――さうですよ。③はやい話が、牢獄や監獄と比べて、刑務所はどうです？  
――成程、そういえばそうや。 
――④でせう？刑務所と言えばなんとなく感じが軽くて、行ってもよいという気持ちに
なる。 
――嘘つけ。 
――⑤屑類を廃品と呼び改めたのはどうです？  
――うん、何一つ無駄にしまいとする、銃後国民の気持ちがよく現れてるね。 
――これまでなら意味なく放ってしまうものです。 
――それを再び役立てようという。 
――⑥放る物転じて、銃後物資のホルモンとなる、これひとえに廃品と言う新語のゆ
えですよ。 
――そう大層にいふな。 
――本当ですよ。 
――⑦傷痍軍人という言葉は如何です？ 
――⑧成程、乱射乱撃雨あられ、皇国の為に傷つかれた感じがはっきり出てますね。 
――⑨銃後国民の感謝感激も雨あられ、道でであったときに、心から感謝のおじぎを
したい気持が、傷痍軍人と言う言葉にはっきり表れています。 
――御説最もや。ぢゃ、⑩明日の活動に備える娯楽、に代わる新語を作って娯楽に対
する、我々銃後国民の解釈と実行を、一層はっきりさせようという訳やな。 
――⑪さよう、新語を作ることによって、不健康な娯楽はますます減ると思いますね。 
――新語の力やね。 （秋田 1940: 10-14、下線および番号 引用者） 
 
取り上げられた新語の刑務所、傷痍軍人は、当時の事情を反映している。まず刑務所へ
と置き換えられた監獄（③④）は、明治 41 年に監獄法の公布後、1925 年の治安維持法施
行以降は社会科学の活動家たちが収容され、1933 年に小林多喜二の獄中拷問死事件が起き
た場所であった。いわば、監獄とは、死の恐怖と結びつく言葉であった。それに対し、刑
務所は監獄の一つであるものの音の連鎖もなく、用語も普及していないため新たなイメー
ジを込めやすい。とくにテクストは「行ってもよい」と書かれるが、これが発話されたと
164 
 
きは「言ってもよい」とも聞こえ、その場合よりいっそう軽々しいイメージを与える。ま
た、傷痍軍人は（⑦⑧⑨）、新語によって人びとに「感謝感激雨あられ」の感情を抱かせる
と説明する。これは、1934 年傷兵院法成立まで、傷痍軍人らが廃兵とよばれ、国家のため
に負傷したにもかかわらず、将来の戦力にもならず、その処遇が問題視されていたことを
考えれば、大きな読み替えになるだろう。しかし同時に、新語は軍人たちが「乱射乱撃雨
あられ」によって身体を欠損したという理由を、音の類似性で話をつむぎながらも伝えて
いる。さらに、屑を廃品といい改めること（⑤⑥）で、「銃後物資のホルモン」となると、
いったんは価値が転換するように語る。だが、刑務所・廃品・傷痍軍人と三つが並べられ
ることによって、実はそれらが等しく屑であることを示唆しているとも読みとれる。 
秋田のこうした記述からは、新語の創出が現実を隠ぺいする側面をふまえたうえで、そ
れを逆手にとって、新語の創出によって娯楽を新たなるかたちで社会に位置づけようとす
る意図が読み取れる。だが、ここで指摘しておかなければならないのは、このような発想
の背景には、秋田が日常生活において人びとが使う「ことば」のもつ力を強く意識してい
た点である。すなわち、秋田は、日常生活をいきる人びとのみが了解できる「ことば」
から漫才を作り上げることによって、「上からの」啓もうとは異なる大衆とのかかわり
方を模索していたのである。 
以上で見てきたように、初期の秋田の漫才製作は、雑誌や新聞などの活字メディアとラ
ジオという音声メディアの二つを軸におこなわれた。二つはこれまで以上のオーディエン
スの増大が予想できるものであり、秋田はそうしたメディアの特性をよく理解していただ
ろう。そのうえで、メディアの利用と漫才の内容を合わせてみると、秋田の漫才への取り
組みが、「上からの啓もう」から「往来」の人びとの生活感覚に寄り添うものへと移行して
いることが明らかになった。後述するように、このことは、秋田が戦後も長く漫才を作り
続けていくことに深くつながっているのである。 
 
 
第三節 戦後のメディア環境と漫才 
 
 前節まで、戦前期における秋田の漫才とメディアへの取り組みを検討した。ただ、そう
した取り組み方は、第二次世界大戦と終戦を経て変化を余儀なくされた。メディアもこう
した時代背景と無関係ではなく、占領期に放送が復活し、つづいてテレビという新しいメ
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ディアが登場した。メディア環境が変化するなかで、秋田は戦後もラジオやテレビの番組
製作にたずさわった（資料編 資料 5-2 秋田の在阪各局とのかかわり参照）。本節では、秋田
がそれぞれのメディアをどのように捉え、いかに取り組んでいったのか、さらにまた、そ
うした営為の戦前との異同について検討していく。 
 
3-1 大阪放送局発ラジオ番組『上方演芸会』におけることばの問題 
1945 年からの数年間、日本のメディアは占領軍の管理下におかれ、解放とあらたな統制
を経験する(9)。オーディエンスはそうした変化に素早く対応していった。たとえば、市井に
生きる人びとのインタビューで構成されたラジオ番組『街頭にて』には人びとが集まり、
自分の意見を取材マイクの前で語り出した。さらにまた、オーディエンスからの投稿を素
材にしたクイズ番組『日曜娯楽版』が始まり、爆発的な人気を得た。オーディエンスとラ
ジオ放送の関係は受信機の前で聞くだけのものから、番組の構成にも参加するものへと変
わりつつあった。 
そうしたなか、1949 年から第二放送で、NHK 大阪局製作のラジオ演芸番組『上方演芸
会』の放送が開始した。番組は午後七時半から三十分間、数組の漫才師や落語家が芸を披
露する構成で、NHK 大阪局が制作する番組の、戦後初めての全国中継番組であった。番組
製作に参加した NHK 大阪局職員の佐々木英之助は、番組の使命を「明るい、希望に満ちた
笑いこそ、混迷と虚脱の中に逡巡する人々へのサービスである」と回想している（佐々木 
1974: 48）。さらにまた、大阪市内は戦禍によって壊滅的な被害にあい、漫才師は演じる場
所を、製作者は番組製作の機会を失っていた。新たに始まる『上方演芸会』は、大阪の戦
後復興のなかで大きな期待が寄せられたのである。秋田はこの番組に企画から携わり、漫
才師に台本を提供していく。 
 だが、『上方演芸会』は放送開始早々、ひとつの問題とぶつかることになる。それがこと
ばの問題である。 
 番組の冒頭は司会である漫才師たちの「いらっしゃいませ」「こんばんは」という挨拶で
始まった。これに対し、一方で放送局側からは「いらっしゃいませ」の発音が正確ではな
い、語尾があいまいで濁っていると指摘され、もう一方で聴衆からは「おいでやす」が大
阪のことばとして正確であるといった苦情や、毎週近畿圏のことばを用いてほしいという
要望がよせられた（秋田 1951）。放送局と聴衆は『上方演芸会』で用いることばをめぐり、
全くことなる反応を示したのである。 
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 こうした反応に対して、秋田は折衷案ともいうべき形で答えていく。それは、大阪など
の近畿圏に由来することばや発音の使用をひかえるが、要所要所では使用するといった独
特のスタイルだったといえよう。実際に、1952 年の、秋田原作の台本が演じられた『上方
演芸会』のある回では、大阪固有の表現は丁寧語や否定を表す語などに、数回、使われた
にすぎない。むしろ話者による母音の強調やアクセントの異同によってこそ、大阪弁の特
徴が確認できる(10)。 
 だが、その判断にいたるまでには、紆余曲折があった。たとえば、放送局側の大阪弁的
な感じを変えてくれという要望に対して秋田は、「無理に言い換えると，まるで嘘のように
面白さが中断され」るために断ったという（秋田 1968）。そして、その理由をつづけて以
下のように説明している。 
    
漫才の魅力は、普段の暮しの言葉や言い廻しで喋べる世間話や雑談の面白さであり
それは漫才さんの普段の暮らしの話であると同時に、聞いているお客の暮らしの話し
である訳である。（秋田 1968: 20） 
 
 秋田は漫才の魅力を演ずる漫才師と視聴する客の生活の近さからくる「世間話」の面白
さであると説明した。つまり、放送の言葉では漫才の面白味は伝えられないと秋田は判断
していたのである。 
 他方で、『上方演芸会』は大阪から発信する始めての全国放送であることから、近畿圏外
のオーディエンスを射程にいれていた。放送開始早々の次の二つの座談会での秋田の発言
からは、秋田が放送範囲の拡大にともなう新しいオーディエンスを意識していたことが分
かる。 
 
漫才なんかの場合、芸人さんが大阪弁を使うでしょう。その場合、私が聞いていて、
これならある程度わかるなという時は黙っているが、わかりにくいなと思うとだめを
押すのです。ところが、十郎、雁玉さんの場合は、僕が何かをかくと、‘だから’と言
う言葉をよく使いますが『土方演芸会』〔ママ〕のときなど避けていますね。‘そやか
ら’とか、そやさかいとか、そこは必ず飛ばしますね。（秋田ほか 1950: 31） 
 
『上方演芸会』が皆に親しまれるようになって来ると、大阪弁でやれという声が高
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くなった。なかには、三回に一回位は京都弁で、そういう投書も多くなり、初めて公
開放送を京都でおこなった翌週から「いらっしゃいますゥ」に換えた。しかし、これ
は東京〔NHK 東京局 引用者注〕からの注意と、四国のある新聞の論説欄で「上方演
芸会と標準語」に教えられて、三週間で再び「いらっしゃいませ」に戻した。この問
題は現在にいたるまでちょいちょいでますが、将来も標準語でいく積もりである。（秋
田ほか 1951: 44）。 
 
ラジオ受信機の先にいるオーディエンスを想定しているからこそ、秋田はどのような言
葉を用いるか悩まざるをえなかった。だが、重要なことは秋田がどちらか一方ではなく、
標準語でも大阪弁でもない形を選択したことである。なぜ秋田は「大阪弁」でも「標準語」
でもない表現形式にこだわったのだろうか。ここで着目したいのが、戦前にも秋田が注目
した「世間話」である。後に秋田は『上方演芸会』が放送開始した「敗戦」後をさして、
次のように述べている。 
 
はっきりとは言えませんが、たとえば庶民の嗜好の現れというのは，やっぱりいち
ばん最初にはことばに現れるんじゃないですか。わたしは漫才ということばの芸能と
とりくんでいますけど、つぎつぎと新語が出てくるし，あまりにも多様に入り組んで
いる。（秋田・飯坂 1977: 146-161） 
 
上記において秋田は、「庶民の嗜好の現れ」として、「新語」を例に出して、ことばに着
目している。新語とは、新しい状況が出現したときにその状況を説明する語として現れる
ものであり、かつ、日常の何気ない会話、「世間話」から生じるものである。つまり、世間
話の中に内包される人びとの創意性が新語を創出させたのである。新語の発生過程での人
びとの創意性に気づいているからこそ、秋田は『上方演芸会』に意見を寄せるオーディエ
ンスを無下にすることができなかったのではないだろうか。 
翻って、戦間期のラジオが果たした機能を確認し、戦後の秋田の選択を検討するとき、
秋田のなかでオーディエンスの位置づけが変化していることが指摘できる。戦間期のラジ
オ放送は、自国と内容と言語を共有することでナショナルな空間の生成に寄与してきた（竹
山 1998）。ただ、その過程は「上から」の統制という単純な図式ではなく、職能団体や地
域集団といった多様なアクターたちの利害と思惑が重なり合いながら、国家レベルのヘゲ
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モニーが確立される構造があったという（吉見 2002: 54）。その際、放送における郷土性が
求められるようになったが、中央や地方を含めた多様なアクターたちは、オーディエンス
の思考や放送現場の意向を超えたところで郷土性を決定していたという（樋口 2013: 79）。
すなわち、戦間期のラジオ放送において郷土性は、もっとも番組に近いオーディエンスや
現場の意図とは無関係に用いられ、ナショナルな空間に配置されていたのである。 
戦後もなお、放送局側がことばを通じてひとつの統一性を創り出そうとしていたことに
対する、オーディエンスからの疑義の申し出によって、戦後のラジオ放送に起きた特定の
土地に結びついたことばをめぐる問題が浮かび上がってきた。戦前から、国家の中枢であ
る東京ではなく大阪で番組製作に携わり、また日常生活の延長線上に漫才を位置づけよう
としてきた秋田にとって、そうしたオーディエンスの率直な反応は、彼を勇気づけるもの
であったかもしれない。だが、同時に、それはオーディエンスを無視しては番組製作が成
立しなくなるかもしれないという予兆でもあった。言い換えれば、秋田にとって『上方演
芸会』は、放送と人びとがどのような関係を築けるかを摸索する試みの端緒であったと理
解することができる。そのうえで、次に示すように秋田はさまざまな試みをおこなってい
くのである。 
 
3-2 漫才の危機と漫才製作への再挑戦  
『上方演芸会』をふくめ、戦後、秋田が製作に携わった番組をまとめたものが表 6-2 であ
る。この表からは秋田とメディアのおおよその動向をとらえることができる。まず、秋田
は在阪のあらゆる放送局で仕事をしていることがわかる。 
1951 年に民間放送が開始し、1953 年にはテレビ放送が始まり全国で放送局の創設が相次
ぐ1950年代、大阪にも放送局が新設された。放送局の増加は放送番組の増加を意味するが、
そのなかで演芸番組はスポーツ中継と並んで重要なコンテンツとなっていく（井上 1985）。
放送局側がこれまで以上に製作者や演じ手を必要とするなか、すでに戦前から放送に従事
してきた秋田は、放送局にとって「有用な」資源だったと考えられる。たとえば、NHK 大
阪局は開局の節目には、秋田の特別番組の構成を依頼している(11)。 
戦後の放送局と番組の増加は、秋田が製作に関与してきた漫才の放送、そして漫才製作
に大きな影響を与えることになった。そのひとつが、秋田以外の漫才の書き手の登場であ
る。たとえば、NHK が 1950 年に製作したラジオ番組『きまぐれショーボート』は、脚本
と構成を長沖一と秋田が共同で担当した。さらに、1962 年製作のテレビ番組『今晩は大阪
169 
 
です』シリーズでは、秋田のほかに志摩八郎や織田正吉、木村靖らが作品を製作している(12)。
この時期のテレビ番組の製作に参加した者のなかには、その後、大ヒット番組を製作する
香川登枝緒らも含まれている。 
 
表 6-2 放送局別の参加作品 
在阪放送局 
（創立年） 
「番組名」／（放送年）／媒体／共同執筆者／タイトル例 
NHK 大 阪 局
（’45－） 
【単発作品】 
『開局一周年記念の夕 新芸座泣き笑い世界一周』（1955.3.1） 
『JOBK テレビ開局 2 周年 春よ今晩は』（1956.3.1） 
【シリーズ作品】 
「上方演芸会」（1949）R2・R1→（改称）「浪花演芸会」（1954）R→（改称） 
「今晩は大阪です」（1964）R、志摩八郎、織田正吉、木村靖らと。 
「お笑い出身地物語」1965.1.24 等→（改称）「上方寄席」（1966）R→（改
称）「上方演芸会」（1970～）R 
「気まぐれショーボート」（1950）R、長沖一と作・構成 
「お好み人生案内」（1953 年前後）T 
「お好み風流亭」（1954-1964）R→T「スタジオは大騒ぎ」1955.10.14 等 
「お好み日曜座」（1957-1958）T「お笑い幽霊屋敷」1957.11.17、「赤ちゃん」
1958.8.31 等 
「上方お笑い劇場」（1958）T「家庭天気図」4.9、「村一番のならずもの」7.20
等 
「モダン寄席」（1962-1967）T、花登筐、香住春吾らと。 
NJB（’51－） 
→MBS 
（’58～） 
【シリーズ作品】「漫才学校」（1956）R 
「ワカサ女の一生」（1958）R「夢見る乙女の巻」「スイートホームの巻」9.28
～1.4 など 
「漫才会議」（1959）T「もしも昔であったなら」「続 もしも昔であったな
ら」など、（構成） 
「ワカサひろしの事件ホテル」シリーズ（1959）T 
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「東西漫才くらぶ」（1961）R 
YTV（’58－） 【単発作品】 
「あきれた交狂楽」 
『年忘れ東西お笑い大会』（1958）T 
【シリーズ作品】『加美之素日曜劇場』（1959）T 
『日立ファミリー劇場』（1962）T 
「ワカサ名作」（1959）T「お笑いお染久松」「お笑い辨天小僧」など。  
ABC（’51－） 【シリーズ作品】「お笑い青春デパート」（1951）R 
「漫才学校」（1954～1956）R 
「お笑い街頭録音」（1954）R（構成） 
「夫婦善哉」（1955~1975）R→T（構成） 
「お笑いロマンス」（1952）R 
OBC（’58－） 【シリーズ作品】「漫才バラエティー」（1961）R 
KTV（’58－） 【シリーズ作品】「漫才大学」（1962）T（構成）。 
（井上宏編（1985）の年表を元に、筆者の調査で判明したものを加えた。） 
（Rはラジオ、Tはテレビをさす。なお、R1は第一放送。R2は第二放送。） 
 
また、秋田が担当した放送台本を確認していくと、新たな表現形式が採用されているこ
とが判明する。たとえば、NHK テレビ放送『お好み人生案内』シリーズのひとつ、「雨と
傘の巻」(13)の台本には、撮影などの製作スタッフのほかに、出演者としてミス・ワカサ、
島ヒロシ、夢路いとし、喜味こいしといった複数の漫才師の名が記された。作品は、そう
した漫才師たちが登場人物を演じ、劇の途中で漫才を披露したり、複数の出演者たちの大
げさな身ぶりやことばの掛け合いをおこなったりすることで、笑いを生むように構成され
ている。秋田は特定の漫才師を多用する傾向があり、ここで採用された漫才師たちは、彼
／彼女らの所属する興行会社と劇場が定期公演の契約を結んでいたため、安定した芸を披
露することができる者たちであった。 
やがて、1960 年には「漫才ブーム」と呼ばれる現象がおき、多くの人がテレビから提供
される漫才に夢中になった。だが、同時に、漫才の質の低下がテレビと結びつけられて語
られ始めたのもこの時期である。そうした例として、地方芸能雑誌である『上方芸能』の
記事があげられる。『上方芸能』は「文芸課の漫才作家」という特集を組み、「漫才が問わ 
171 
 
 
写真 6-4 秋田実著作物（一部） 
 
れはじめている。一つは内容から。（略）二つ目は、テレビの及ぼす弊害だ。（略）。三つ目
は、舞台構成上から」と指摘したのである（上方芸能編集部 1969: 10）。 
テレビ番組の増加は、演じ手にとっては演じる機会の増加を意味し、短期間で複数回、
同じ演目を演じることになった。そのことは、オーディエンスから見れば、漫才を見る機
会が増加した反面、短期間で芸と演じ手たちを消費することを可能になった。ラジオとは
ことなり映像を届けるテレビは、テレビの前にいることで劇場にいるような感覚を生み出
させるうえに、興味がなくとも見ることができるために、結果として、芸と演じ手への関
心を希薄にさせる危険性を含んでいた。 
そうした時期に秋田がおこなってきたのが、先にも触れた漫才番組の構成である。秋田
は自身が担当する番組をコントや芝居風に構成し、物語性を高めてシリーズ物にした。そ
のなかで、演じ手たちの掛け合いの場面をつくり、漫才を披露する場面を確保した。つま
り、演じる機会が増えることを逆手に、秋田は番組をただ演じるだけの場ではなく、芸を
磨く場へと変更させていたのである。 
また、秋田は、演じ手や放送番組だけではなく、放送局やオーディエンスにも働きかけ
ている。1955 年には NHK 大阪局の職員らと、局内で台本を検討する演芸台本研究会を創
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設し、それを定期開催している。この検討会は 1966 年まで続き、参加したメンバーたちに
よって、その後、漫才作家クラブが結成された。ここに参加したメンバーと秋田によって、
同年には漫才の専門雑誌『漫才』（写真 6-5）が創刊されている。また、1950 年代後半から
秋田は精力的に、大阪近隣の諸演芸の歴史を新聞や雑誌で連載していくようになる(14)。 
 
写真 6-5 雑誌『漫才』表紙 
 
その活動のなかで、もっとも熱心に取り組んだのが笑いの技術を伝えることである。雑
誌『漫才』に、秋田は創刊号から毎号、戦前の漫才や落語を例にとりながら笑いが生じる
要因を分析した論考を寄稿した。ほかにも、地方芸能誌『上方芸能』に「オチの研究」と
いうタイトルで同様の内容を寄稿している。1975 年には、秋田が創設に尽力したシナリオ
学校に、漫才製作の技術を伝える大衆芸能科を新設する。こうして、積極的な技術の開示
を秋田はおこなっていった。 
このことは、一面で、漫才製作の一人者としての秋田の地位がおびやかされることが予
見される。さらにまた、すでに秋田は、メディアと接することで生じた漫才の質や環境の
変化に対してさまざまな対策を行っていたため、必ずしも技術を開示する必要はなかった
とも考えられる。だが、晩年の秋田が取ったのは、漫才製作の技術を広く開示することだ
った。 
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ここで技術の開示が雑誌や書籍でおこなわれたことに着目したい。雑誌『漫才』と『上
方芸能』はともに書店で販売される雑誌であり、誌上には読者が雑誌を希求する様子が載
せられ、活字を通して漫才を楽しもうとする読者がいたことがうかがえる。テレビによる
漫才の変質についての雑誌『上方芸能』の指摘は、秋田がこれまで携わってきた漫才製作
の方法の難点を秋田に実感させるとともに、秋田に非対面的な形においても、漫才を作れ
るのではないかと予測させたことが推察できる。 
漫才の変質がテレビによってもたらされたと批判される 1960 年代において、秋田は旧来
からある雑誌などの活字メディアに接近した。その雑誌では、漫才作家を育てるとともに、
漫才に関心をもつ人びとを新たに発掘しようとしていた。そうした、雑誌を通じて漫才作
家を育て、読者と漫才をつなごうとする秋田の営みは、劇場でのものとはことなる、ラジ
オやテレビをとおして生み出されたオーディエンスとの関係を維持させる試みではなかっ
たのだろうか。なぜなら、紙のもつ素材性や保存状況の改善によって、長期にわたって存
在し続ける書物の特性は、たとえ秋田が亡くなったあとでさえも、漫才を作り続けること
を可能にさせる方途となるからである。 
 
 
第四節 「ヴ・ナロード（民衆の中へ）」のひとつの帰結としての「漫才作者」 
 
 ここまで、メディア環境が大きく変化する時代に、秋田がいかにメディアと向き合い、
漫才製作をおこなったのかを検討してきた。 
 第二節で確認したように、戦前の秋田は、往来の「世間話」に面白みを感じ、それを漫
才のなかで模倣することを目指した。体制への批判意識を内包した執筆内容からは、戦前
の秋田が、漫才を大衆と接する方途ととらえていたことが判明する。かつ、その発想は、
新たな二つのメディアにいち早く対応するなかでおこなわれたものであった。ただし、こ
のときのメディアとの接し方は、秋田が製作する漫才に体制批判的な要素があったとして
も、広く意図を伝えるという点で秋田が批判する体制側と変わらない。 
その一方、戦後ではおなじ「世間話」を語りながらも、ことばに内包される創意性に秋
田は気づかされる。その契機はメディアと漫才双方からもたらされた。体制への従属に対
する反省から、戦後メディアは享受者の声に注意を払ったが、とくに秋田の番組では言語
表現に依拠して、ローカリティを希求する聴衆の姿が浮かび上がってきた。また、秋田は
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新語をとおして戦後復興期下の人びとが現状に向き合っていたことを知ることになった。
長く漫才作者として芸能が人びとを魅了することを知る秋田にとって、彼らを無視するこ
とはできなかったのである。秋田を通じて、大衆文化の創造がメディアの製作者から享受
者へという回路だけではなく、さらに享受者から製作者へとフィードバックする契機が開
かれることになった。その回路は、のちに視覚に訴えるテレビの登場によって強化され、
移り気な聴衆を作り出す。やがて、テレビと漫才双方の製作過程の再考を要求するものに
なっていった。 
以上で見てきたように、漫才をつうじて秋田は無数のオーディエンスと向き合ってきた。
そうした漫才製作をめぐって、晩年、秋田は興味深い回想を残している。ここからは秋田
自身が自らをどのように位置づけていたのかが明らかになる。 
 
私は、いつの頃からか漫才作者と呼ばれるようになった。呼ばれるままに、私もさ
からわず、今日まで五十年近く漫才作者で通って来た。が、「漫才作者」というのは私
が自分が名乗りを上げた訳では勿論ないし、私以前にはそんな名称も職業もなかった。
文字通り、‘知らん間’に「漫才作者」になっていた。小説家でもない、芝居書きでも
ない、何を書いても筆者の紹介は「漫才作者」、けったいな存在であった。（秋田 1975: 
5、下線部 引用者） 
 
そもそも、漫才製作という営みは漫才作者という、厳密にいえば大衆とは異なる立場に
立たなければ成立しえない営みでもあった。すなわち、漫才作家である秋田は「大衆を啓
もうする知識人」という構図からは逃れられたが、一方で漫才という演芸の構造において
特権的な立場にとどまりつづけなければならなかった。「漫才作者」という自己定義には、
これまでの知識人とはことなり、大衆の創造力の発露である「ことば」に信を置きつつも、
「漫才作者」として大衆とはことなる位相に位置づけられることを甘んじて受け入れる秋
田の姿勢が垣間見られるものではないだろうか。そのため秋田の営みは知識人性を帯びて
いたことが予想される。 
だが、秋田は漫才に取り組むなかで、そうした自己認識を移行させていく必要があるこ
とを経験していく。メディアとのかかわりを漫才の存立要件ととらえ、その過程を通じて
間接的に秋田は享受者と向き合ってきた。「知らん間に」という認識は、メディア、および
大衆に接するがゆえに自らが大衆的に成ってしまったことへの照れと戸惑いをあらわして
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いるのではないだろうか。 
複数のメディアと向き合いながら漫才製作を営んだ秋田を歴史的に分析することは、メ
ディア史的観点からとらえたとき、その発展とともに歩むなかで得たメディア経験の多様
性を、再度、製作者の側からも検討する議論の基礎として提供することにつながる。さら
にこのことは、知識人をめぐる理解に対しても疑義を投げかけるものではないだろうか。 
新人会員たちの活動指針は「ヴ・ナロード（民衆のなかへ）」という標語に端的に表され
る。その標語にもとづいて展開した事業はしばしば頓挫したため、標語は会員たちのエリ
ート意識を表わすと理解されてきた。しかし、会員たちの活動を考えるときに重要なこと
は、その際、どのような立場を抱いていたかによらず、その視線の先が、つねに「民衆」
と呼ばれた人びとに向っていたことである。「民衆」に像を結ばなければ、会員たちの諸活
動は生まれなかった。こうした発想は秋田の漫才への取り組みにつながっていると考えら
れる。 
戦後、日本社会は大きく変化した。自国の敗戦と、他国の戦争に刺激された経済復興に
よって、戦後の焦土は消え、人びとの生活は豊かになっていく。その豊かさを支えるため
に、地方から都市へと多くの人びとが家郷を離れて都市に移動し、労働者として新たな生
活を送ることになった。秋田が生涯を過ごした大阪は、長く、産業構造の変化に応じて生
まれた新たな住人を受け入れる都市としての役目を担うとともに、そこに集まった人びと
を慰撫する装置として娯楽を用意していた。 
秋田が取り組んだ漫才という演芸は、娯楽のひとつである。娯楽とは仕事や勉学をはな
れた余暇に、人びとの心を楽しませたり慰めたりしてくれるものである。人びとの生活の
もっとも周辺にありつつ、人びとに活力を与えるからこそ、秋田は生涯の仕事として漫才
に取り組むことになったのではないだろうか。人びとの生活に寄り添い、その方向を共に
創っていく、そうした過程のなかで、自らの知識人性を自覚し、それを露出させぬ方向性
を模索していくこと。戦間期の学生運動団体である新人会が唱えた「ヴ・ナロード（民衆
の中へ）」のかけ声のもたらした帰結のひとつが、秋田の生涯ではなかったのだろうか。 
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付記 
 
なお、本章は、以下の四つの研究助成および資金援助の成果の一部である。 
①放送文化基金 研究・助成対象（人文社会・文化）「戦前・戦中のラジオ放送と漫才番組
――秋田実の漫才作品を中心に」（2011 年度）代表：後藤美緒 
②NHK アーカイブス学術利用 関西トライアルⅡ「〈上方文化〉表象における漫才と戦後
知識人」（2012 年度）代表：後藤美緒 
③放送文化基金 研究・助成対象（人文社会・文化）「漫才放送と放送文化の歴史社会学的
研究――秋田実の漫才作品を中心に」（2012 年度）代表：後藤美緒 
④公益財団法人日本科学協会、笹川科学研究助成 学術研究部門（一般科学研究）「漫才台
本における〈上方文化〉表象の歴史社会学的研究――台本作家たちの営みに着目して」
（2013 年度）代表：後藤美緒 
 
 
注 
 
（1）秋田は、春野眺目、夏輪篤、冬賀北蔵など、さまざまなペンネームを使ったことが判
明している（大阪府立演芸資料館編 2008）。今日、秋田実がもっとも人口に膾炙して
いるため、ここでは秋田実に統一する。 
（2）永井良和（2010: 838-839）は、「大衆文化」の厳密な定義は難しいと断りながら、
「大衆」を担い手か、あるいは消費過程に着目することで定義可能という。日本の状
況に当てはめると、これまで 1920 年代を基点に「大衆文化」を問う研究が蓄積してき
た（南編 1965; 筒井 2005; 土屋・吉見編 2010）。とくに近年、南らの研究を踏まえ
つつ、土屋・吉見らが示したメディア・オーディエンスの両義的な経験を大衆文化と
してとらえる視点は示唆に富む。しかし、同時に、筒井が作詞家で仏文学者の西條八
十の営為の分析を通じて描いたように、1920 年代から戦後にかけて、オーディエンス
の大量消費がクリエーター側のもつ知識人性に影響する時期であった。本章では、筒
井の述べる知識人性に依拠しながら、秋田が漫才製作の過程で向き合うものを大衆文
化としてとらえる。 
（3）秋田が漫才に関わるようになったのと同じ時期に、「まんざい」と発音された芸能の
形態が変化していることは、重要なことだと考えられる。着物姿の二人組が唄い、踊
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って言祝ぐ芸能をさして「万歳」と呼んでいたのに対し、1930 年代半ばには、「漫才」
と言う表記が生まれ、舞台上のマイクの前で、背広姿の二人が「しゃべくり」のみで、
すなわち会話の応酬のみで演じるものを指すようになっている（吉本興業 1992）。実
際に、秋田の製作した漫才作品は、会話のみで芸が成立するものであり、芸の変質に
与えた影響が推察される（井上 1992; 大阪府立上方演芸資料館編 2008; 富岡 [1986] 
2001）。 
（4）新人会時代に対する秋田の言及は、秋田自身が「半自叙伝」と名付けた晩年の書、『私
は漫才作者』に数行あるのみである。 
（5）大正期一般の諸演芸の消費動向については南博編（1965）が詳しい。また、吉見（[1987] 
2008）は、都市と人びとの交感過程を示すなかで、浅草や新宿といった盛り場の動向
を詳述している。 
（6）無署名の台本も多数あったと考えられる。現時点までに、ペンネームを用いている現
物が確認できたものだけを記載した。 
（7）日本放送協会の調査によると、1933 年の大衆演芸を含んだ「慰問」が放送に占める割
合は 40%であり、「講演」（27％）、「報道」（21％）、「子供の時間」（12％）と
圧倒的に多い（日本放送協会編 1935）。 
（8）当時の寄席を知る落語家の桂米朝は、1930 年代から 40 年代にかけて、地方興行では、
観客から三味線や鼓、締太鼓が総並びになり、なぞなぞ、問答などを述べた後、アイ
ナラエ～と斉唱する「三曲漫才」が客席からリクエストされたと語る。このことは、
漫才が必ずしも言葉だけで構成されていなかったことを示している（桂・上岡 2000: 
61）。 
（9）たとえば、8 月には、戦中に禁止された天気、音楽、演芸のラジオ放送が復活したが、
9 月に出された「放送の事前検閲、新聞および言論の自由に関する覚書」にもとづいて、
放送内容には制限があった。 
（10）NHK 所蔵資料『上方演芸会』第 154 回、1952 年 9 月 4 日放送分。  
（11）NHK 大阪局所蔵の放送台本による。 
（12）台本が確認できたものの一例として、木村靖『上方演芸ワカサの拳法』（1964 年放
送）、織田正吉『サービスあの手この手』（1965 年放送）、志摩八郎『雨』（1965
年放送）がある。秋田も『お笑い出身地』と題した漫才を 1966 年に提供している。 
（13）NHK 大阪局所蔵の台本「お好み人生案内 雨と傘の巻」による。放送は 1953 年 6
月 26 日金曜日、午後七時半から八時までの三十分番組である。出演者は、笠置チズ子
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のほか、ミス・ワカサ、島ひろし、夢路いとし、喜味こいしら新芸座の座員である。
この時期の秋田の作品の主な出演者は、新芸座の座員である。 
（14）たとえば以下がある。読売新聞「関西の演芸会」（1951）、中部日本放送「CBC レ
ポート」「放送演芸 30 年」（1959-1961）、「なにわの四季」新聞『カンサイ』（1962-1965）、
「漫才の笑い――60 年の楽屋裏」『大阪新聞』（1963）、「思うこと」『産経新聞』
（1964-1965）。 
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終章 新人会が遺したもの 
 
 
第一節 本研究の知見と結論 
 
 本研究をまとめるにあたって、以下では鶴見俊輔〔1922-〕の新人会および会員たちの研
究をひとつの指針にしたい。その理由は、鶴見が最も早くに新人会に着目して研究を開始
し、なおかつ、現在まで長期にわたって新人会を問い続けたからである。 
 本研究は、新人会を問うことを通じて戦後日本の知識人について論じてきた。 
 今日まで鶴見がおこなった実践活動はさまざまあるが、鶴見ほど新人会を熱心に研究し
てきた者はほかに例を見ない。両者のつながりは次の三点に要約できる。 
第一に、鶴見が中心になった転向研究で、主な検討対象となったのが新人会である。総
力戦体制への知識人らの参加を批判的に問う『共同研究 転向』は上中下の三巻である。
この分析の冒頭を飾ったのが、ほかでもない新人会である。そこで鶴見は「後期新人会」
を対象に新人会を論じた。また、タイトルには反映されていないものの、『共同研究 転向』
中では、その半分以上が新人会員をめぐる議論に当てられている。ここから『共同研究 転
向』は新人会を対象にした最初の研究書であったといえる。 
  第二に、鶴見は『共同研究 転向』以後も、個別の会員たちの活動に着目し研究をおこ
ない、そのなかから代表作を得ている。そうした作品のなかで新人会に言及するときに一
貫しているのは、「権力によって強制されたためにおこる思想の変化」という転向の観点に
たち、権力と会員たちを結び付けて捉える発想である。そうした例として、大衆文化の変
化から戦後日本を描いた『戦後日本の精神文化史』（鶴見 [1984] 2001）では中野重治につ
いて論じた。さらに、記号論に依拠して大衆文化における漫才の革新性を論じた『太夫才
蔵伝』（鶴見 [1979] 2000）では、秋田実と長沖一を取り上げている。また、とくに近年は
「亡命知識人」に着目した検討を行い、『思想の落とし穴』（鶴見 [1989] 2011）や「佐野
碩のこと」（鶴見 1975）を著している。そこでは自身の従兄弟でもある佐野碩をもとに検討
をおこなっている。鶴見は新人会出身者の活動を分析することで、彼固有の独創的な視点
を生み出し、これがのちの代表的な作品につながった。これらの鶴見の著作は、鶴見の専
門とする哲学領域以外でも読まれ、戦後日本の社会科学に大きな影響を与えた。 
第三に、新人会員への問いかけを通じて、鶴見自身の社会参加のあり方を決定してきた
ことである（鶴見ほか 2004）。鶴見は、戦後、日本社会で起こった学生紛争や平和運動に
対する大学がとった方針に反対して、東工大、京大を辞任している。 
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もちろん、鶴見の実践と新人会の活動はことなってくる。当時の時代状況も与えられた
課題も両者では違うものの、新人会をモニタリングすることで生まれた共通性もあるだろ
う。その最たるものが、小サークルによる共同研究と社会運動である。この共通点が、鶴
見の理論に内在する矛盾の胚胎する場でもある。 
そこで本研究の終章では、鶴見を通じて新人会と、戦後の会員たちの営為を、三点に分
けてまとめていく。それは、第一に戦間期の新人会の活動、第二に、戦後の中野の執筆活
動、第三に戦後の秋田の漫才製作である。 
 
1-1 『共同研究 転向』と新人会 
 まず、戦間期の新人会の活動を見ていく。 
 戦後、鶴見を中心にした『共同研究 転向』によって新人会は研究の遡上に載せられた。
そこで、鶴見は「後期新人会」を対象に新人会を論じている。この研究において新人会は
次のように描かれた。序章の繰り返しになるが、再度確認しておきたい。 
 まず、新人会の特徴はつぎの四点である。すなわち、第一に潜在的国家主義、第二に秀
才主義、第三に短期の目標設定、第四に権力愛と政治第一主義である。潜在的国家主義と
は、国家の特例の保護をうけて育ってきたために、潜在意識的に国家に拠りかかる傾向が
強いことをさす。秀才主義とは、明治の国家制度の保証したかぎりでの公平な競争試験制
度による選抜にたえてきた秀才グループであるために、能力の序列で大衆から区別された
指導者グループとしての思考・行動形態をもつことをさす。三点目の短期の目標設定とは、
指導者としての資格を十分に備えている自分たちが善き意図をもって大衆に呼びかければ、
早期かつ直線的に社会改革が実現するという楽天的な見とおしを持っていたことを指し、
そして、権力愛と政治第一主義とは、権力にたいする単純な愛着を持つとともに、政治を
理想化して権力は正義であるとらえ、ある時点において、政治が倫理の地上天国を実現で
きると考えたことである。これらの特徴は、新人会員が大学生であった大正のはじめにお
いては進歩的思想全体の特徴であった。だが、これがひとたび昭和の戦争時代の状況下に
おかれたときには、進歩的思想からの離脱・転向のための踏み石、翼賛運動の指導者への
転化の積極的理由になったという（鶴見俊輔 [1959] 2012: 211-222）。 
 すなわち、鶴見は、教育システムに由来する指導者意識が新人会の意識を形作っており、
それは戦後の政治システムの中枢に参加した人びとのプロトタイプであると指摘した。こ
うした評価は、以後、鶴見の著作で繰り返されたため、その評価が広く認識されることに
なった。 
 こうした鶴見によって強化されてた三つの論点、すなわち第一に、指導する知識人と指
導される大衆という固定的な見解、第二に、思想と実践の往還関係を捉える視線の欠如、
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第三に、戦前と戦後の連続性の検討不足に対して、本研究は、その時々の時代背景に着目
しながら実例を検証することで、転向論を再検討してきた。その際、注目したのは次の四
点である。すなわち、第一に、1920 年代の結社としての新人会の位置、第二に、会員たち
が共同生活を営んだ合宿、第三に、会員たちが労働者とともにおこなってきた読書実践、
そして第四に、関東大震災を契機に始まった帝大セツルメントにおける医療実践である。 
  
まず、第一章では 1920 年代の青年期の若者たちの結社を整理し、新人会が、創立の時期
の早さ、組織の持続性、活動の多様性の面において、この時期において特異な結社である
ことを示した。そこからは、新人会がエリート文化の牙城たる東京帝大を、究極的なかた
ちで象徴していたことが明らかになる。 
 
つづく、第二章では、新人会が営んだ「合宿」に着目し、そこで営まれた生活を詳述す
ることを通して、新人会に集った若者たちが、旧制高校生から大学生、そして「新人会員」
へと身体化される過程を明らかにした。 
 会員たちが営んだ合宿は、たしかに、近代日本の都市部に存在した下宿屋や寄宿舎と多
くの類似性をもっていた。だが、会員たちの諸活動が展開されるにつれ、会員たちは合宿
を、ただ、寝起きをする場や学生としての勉強をする場ではなく、機関誌発行の拠点や、
社会的属性の異なる人びとが集う場、新人会方針を決める場へと作り変えていった。そう
した機能を持つ合宿で生活をともにすることによって、若者たちは自らを、帝大生から新
人会員へと作り上げていったといえる。しかし、状況が一変し、彼らの活動が社会の規範
に触れたときには、合宿に対する批判的な視線が向けられることにつながった。 
  
次に第三章では、会員らの読書実践を、会員たちが得た「科学から空想へ」という着想
に着目し、高等教育を享受した者たちがおこなう社会運動が有した可能性と限界について
検討した。 
 1920 年代の高等教育享受者たちにとって、読書することは、学生であることを確認する
行為であった。帝大生であった会員たちもまた、同様の発想に基づいて読書をおこなって
いた。そこで営まれてきたのは、竹内洋らが指摘してきたように、いわば教養としての読
書であった。だが、人びとの権利意識が高まり、労働者や都市下層民の労働条件や貧困が
社会問題として認識されるようになってきたとき、会員たちはそうした人びとといかに向
き合うかという意識を持つようになった。さらに、その意識から、労働争議へ参加し労働
者街に住み込み始めた。 
労働者と向き合うことを志向していたため、やがて会員たちは、読書に対する意味づけ
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を変更に迫られることになった。読書とは単に学生としての教養の習得を目的としていた
だけではなく、現状を改良することにも繋がるという理解が、こうした過程のなかで生じ
てきたのである。実際に、会員たちは機関誌を発行して、現状を把握し、問題解決に役立
つと考えられる発想を紹介していった。そこには、鶴見の秀才主義という指摘に当てはま
る指導が確かにあった。 
この試みはある程度成功したが、機関誌の廃止によって中断し、会員たちはその後、新
たに労働学校で労働者とともに読むという実践を行うようになる。しかし、秀才主義の発
露とも思えるこの活動において、会員たちを捉える際に看過できない変化が生じている。
そこでは、会員たちの自己認識が大きく変化した。 
ほかの高等教育享受者と比較すれば労働者に関心を寄せていた会員たちではあるが、会
員たちの発想は、そもそも高等教育を享受するからこそ得られた発想であった。それゆえ、
そこには特権的な立場が内包されていた。しかし、目の前に現れた労働者の振る舞いから、
会員たちは指導者としての立場のみでは活動を遂行し得ないことを認識するにいたり、自
らを指導する者と捉える自己認識を、むしろ労働者に指導される者へと変更しなければな
らなくなった。それは読書を続け、その意味を問い続けることから生じた変化であった。 
 つまり、会員たちが唱えた「科学から空想へ」とは、次のように言い換えることができ
る。変革を目指すアカデミズムに由来した会員たちの「科学」的な試みは、同時に読書を
通して社会的属性を超えた社会を「空想」する試みであり、他者とともに社会を変えてい
く主体として自らを捉える「空想」でもあったといえる。 
 従来、会員たちの読書は、アカデミズムの内部で他者との差異化をはかり、卓越性を競
うための手段であったと論じられてきた。また、読書を通して現状に目を向けたとしても、
それは得た知識の無分別な応用にすぎないと批判されてきた。しかし、第三章で明らかに
してきたように、会員たちの読書実践とは、読書を通じて社会的属性を留保しつつも、そ
の社会的属性を越え方法で、新たな共同性を模索する社会運動であった。 
 すなわち、第三章の会員たちの読書実践の検討からは、鶴見が指摘する新人会の特徴の
二点目である、秀才主義は、留保が必要だと判断できる。 
 
つづいて第四章では、戦前に東京帝大の学生らによって担われた帝大セツルメント
〔1924-1938、帝大セツル〕の医療部が、医療活動を遂行するなかで刊行したテクスト『医
療の社会化』のタイトルの意味を、彼らがその際もちいた「社会医学」と「社会事業」と
いう二つの標語に着目しながら検討した。 
関東大震災後は、一方では人びとの不安を増幅し、排外意識を高めたものの、他方では
共助の意識を多くの人びとに抱かせる契機にもなった。関東大震災が起こる直前のこの時
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期には、国家もまた、諸々の問題が貧困に由来することを重く捉え、人びとの生活を支え
る制度を整備し始めていた。このように、国家や社会のなかに連帯意識が生まれる時期に、
関東大震災の罹災者救援活動から始まった帝大セツルは、当初、高等教育享受者による知
識の分与を目指してはじまった。そのため、活動は初期の段階から、鶴見が指摘する秀才
主義の様相を帯びていたと考えられる。 
この帝大セツルは必ずしも新人会単独の活動ではなかったものの、新人会の精神構造が
色濃く表れている。その理由として人材の重なりが上げられる。たとえば、創設には新人
会員が中心となり、またその後、会員たちが主要な役職を歴任した。さらにまた、長期に
わたって会員たちが参加している。とりわけ、草創期の医療部は医学部出身の新人会員に
よって運用されていた。 
帝大セツルの活動は、新人会員たちの読書実践とおなじく、アカデミズムの知が、現在
の諸問題にいかに対応できるかという問題意識から始まったものである。具体的には、ア
カデミズムの知に由来する調査を実施して問題状況を把握し、それぞれの領域から問題解
決が図られた。しかしながら、調査で明らかになった状況が個別の領域からの対応のみで
は解決しないことも、調査から判明した。さらに調査を通じて帝大セツルの参加者たちは
人びとの生活の多次元性を知ることになり、生活の複雑さから生じる問題に対応するため
に、学問領域に基づいて設置された各部が個別に対応するのではない、複数の事業部が参
加する共同事業が行なわれた。帝大セツルでは、ひとびとの生活と学知の接触によって領
域横断的な実践が生み出された。 
人びとの生活に働きかける帝大セツルは、それゆえに二つの存在と向き合うことになっ
た。ひとつは、学知である。とりわけ医学は、高度な技術と高い専門性が要求される領域
である。医療部のメンバーたちが患者へ対応するさいには大学で得た知識が資源となった。
そして、さらに踏み込んで患者の問題解決を図ろうとしたときには、患者たちの生活や労
働の環境、さらには問題を生み出す社会構造まで視野に入れる必要性に気づいた。従来の
医学のみでは問題には対応できないと捉える発想が「社会医学」という標語の意味である。 
いまひとつ、医療部が向き合うことになった国家である。この時期、国家は社会事業を
展開し、人びとの生活を支える制度を準備していったが、制度を必要とする者のほうが、
制度が想定する者よりも圧倒的に多かった。そのため、制度からこぼれる人びとに働きか
ける組織が必要だった。貧困な労働者が住む都市に居を構えた帝大セツルは、そうした国
家の「限界外」に置かれざるを得ない人びとに向き合っていた。そして、国家の「限界外」
に置かれた人びとの自主性に働きかける営みを「社会事業」と称した。だが、1925 年の治
安維持法、1938 年の国家総動員法という、いわば人びとの生活への国家の介入の度合いが
高まるにつれ、その使命の存立基盤は揺らぐことになったのである。 
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このように帝大セツルは、新人会員らが求めた理論と実践を体現した活動であったとい
える。学知を現状へと応用させようとする試みから始まった帝大セツルは、活動を展開す
るうちに学知を超える現状と直面し、その問題解決の方途を学知と生活の双方へと投げ返
していった。セツル参加者たちの活動とは、大学で必要とされる読書と、参加者たちが志
向した読書の二つが重なったときに花開いた事業であった。 
第四章を通して明らかにしたことからは、鶴見の指摘する新人会の第一と第四の特質、
すなわち潜在的国家主義、および権力愛と政治第一主義という認識もまた、留保が必要だ
ろう。 
鶴見が新人会に見出す潜在的国家主義という性質と、会員たちの活動は一見すると矛盾
しないように見える。だが、第四章で明らかにしたのは、国家が人びとを管理しようとし
たのに対して、セツルの活動は管理を目的とした生活への介入であるというよりも、現在
からみれば共助ともいうべき発想が根本にあったことである。帝大セツルがおこなった調
査は、人びとの権利を満たす要件や、その選定基準に着目することが必要かを把握する作
業であった。 
 
1-2 戦後日本と新人会 
戦後、新人会を痛烈に批判した鶴見は、しかし他方で、個々の会員に対しては憧れを持
って接していたといっても過言ではない。とくに鶴見が好意を寄せたのが会員の中野重治
と秋田実である。こうした人物たちに対して本研究は、序章で取り上げた先行研究の課題
のなかでも戦前と戦後の連続性に着目して、会員たちの営為を検討してきた。まず、第五
章で取り上げた中野について確認したい。 
 
1-2-1 長期にわたる過去の検討――中野重治の場合  
 鶴見は中野文学の愛好者であり、中野の執筆した作品を読破している。だが、『共同研究 
転向』において、中野は主題的に扱われていなかった。2013 年に刊行された東洋文庫版の
『共同研究 転向』によせた前書きに、批評家吉本隆明による『転向論』（吉本 1958）を手
放しで喜んでいる（鶴見 2012a）ことから、鶴見は転向の観点から中野を書くことを考え
ていたと推察できる。 
 鶴見が中野に寄せた評価はつぎの二点に集約される。第一に、「重層話法」という文体へ
の評価、第二に、長期にわたり思索する姿勢への評価である。 
第一の点については、つぎの中野の文体を評した「重層話法」という表現に集約されて
いる。「中野重治の重層話法とは目前のことが自分に思いださせることと遠く離れたことを
心中に呼び起こし、自分のそこにある異物の意味をとらえることであり、それを一つの柱
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としてそれにすがって自分の周り一帯を見わたす方法である」と鶴見は述べる（鶴見 
［1978］1992: 43）。ここで鶴見は、本研究第五章で見たように、中野の回想により過去と
現在を接続させ、批判的に考察する技法を高く評価した。 
二点目については、鶴見は次のようにいう。「私にとって中野重治の魅力というか、徳と
いうほうがふさわしいのかもしれないものは、それから十年以上〔論争がはじまってから 
引用者〕、この論争について中野が考えつづけたところにある」（鶴見 ［1988］1991: 396）。
自分にとって不愉快な出来事であっても、思考を継続することを、鶴見は中野の「徳」だ
と評価した。 
では、実際に、中野の戦後はいかなるものであったのか。第五章では、会員の一人であ
る中野重治〔1902-1979〕と、戦後、彼が自分の新人会時代を素材に描いた小説『むらぎも』
を取り上げ、小説という文学作品を構成する力学を検討することで、執筆活動を通じた中
野の戦後社会への参与の在り方を明らかにした。 
 戦後、日本社会の構造は大きく変化した。とりわけ、1950 年代は、政治的側面と経済的
側面双方において、過去の戦争と距離をとりつつも冷戦という新たな戦争と向き合う状況
が生まれつつあった。こうした時代状況が、中野が『むらぎも』を執筆した時期の背景と
なっている。 
 『むらぎも』は発表されるやいなや、批評家によって「物語のない物語」と評された。
物語のあらすじを抽出することはできるが、時間構成が複雑で、読者は物語の要点を容易
に捉えがたかったからである。 
 主人公安吉におこった出来事と、その出来事をとおして安吉が考えたことを描いたのが
『むらぎも』である。出来事と安吉の考えを描くために、中野は複雑な技法をとった。そ
のひとつは、内的独白の多用である。さらにまた、時間の非一貫性を認識させる、回想の
多用である。それは具体的に、ひとつの出来事がおこると、それに付随していくつかの過
去の出来事が回想されていく記述である。そこで思い出される過去は、主人公に最近起こ
った出来事から、幼少時代までさまざまであった。そして、思い出される一つひとつの過
去の出来事にたいして、主人公が現在から見てその出来事をどのように考えられるか、ま
た、過去から見て現在起こっている出来事はいかに意味づけられるかが描かれた。こうし
て、主人公の安吉の内面を描く技法を用い、小さなエピソードを積み重ね、それぞれに安
吉の回想が挿入される、というのが小説全体の技法である。そうした技法を用いて、中野
は執筆した 1950 年から見れば三十年近く過去の出来事を描いた。 
 こうした複雑な技法の採用は、作家としての中野のキャリアと 1950 年代という時代状況
を重ね合わせてみるとき、この時期の中野の意図を確認できる。当時、中野は作家の職能
団体である新日本文学会に所属し、また日本共産党の党員としても活動していた。とくに
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1950 年代初頭は、日本共産党が方針をめぐって党内部で激しく対立し、またその対立への
外部からの否定的な評価があった。作家であり政治活動家でもある中野は、両方の立場か
ら答えることが求められていたのである。 
 この困難な状況に対して中野は、文学者として書くこととは自己と他者とを確かめるも
のであるという認識を示した。政治的立場と文学者としての才能から、これまで読者たち
から批判と評価を受けてきた中野にとって、書くことは、読者たち他者とともに、これま
での経験をいかに位置づけられるかを問う行為になっていたのである。 
 また、中野の作家人生で起こった詩から小説への移行は、作家としての中野のキャリア
の分断とも考えられるが、叙情性を小説のなかに書き込む点からみれば連続していた。と
りわけ、『むらぎも』では主人公の内面が描かれた。タイトルむらぎもの意味は心の動きと
身体の動きを連動させる思考法をさすが、それはそのまま『むらぎも』の技法とそれがも
たらす効果に当てはまっていた。 
 1950 年代の政治的、経済的変動のなかで、以上の技法を用いた『むらぎも』が採択され
たことは、中野の執筆という実践が、過去をどのように位置づけ、将来をどのように構想
するかを、読者とともに考えることを意味した実践と意味づけられていたことを表わすだ
ろう。とりわけ大衆にも読まれうる小説という文学の形式において行ったことは、本研究
の第四章まででみてきたことの延長に位置づけられる。つまり、新人会員であったからこ
そ自分に課した文学者としての課題の遂行と、新人会の活動の発展形を『むらぎも』に見
ることができる。 
 本項冒頭で中野に対する鶴見の評価を紹介したが、中野の活動を長期にわたって検討す
るとき、戦後すぐに発表された新人会の特質の三点目、短期の目標設定はくつがえされた
と考えられる。 
 
1-2-2 大衆との距離――秋田実の場合 
 では、いま一人、鶴見が関心を寄せた秋田実に対しては、鶴見の評価はいかなるもので
あったのか。鶴見の秋田との出会いは、京都大学に赴任した頃に精神状態を悪化させ、下
宿屋の主人に寄席にいけば気晴らしになると勧められたことに端を発する。寄席で見た漫
才に鶴見は魅了され、その漫才を作り出した人物として秋田に出会った。 
 鶴見の秋田への評価は次の二点にまとめられる。第一に、大衆との距離のとり方、第二
に、その際の洗練された方法である。 
 鶴見は漫才から受けた衝撃を次のように記している。寄席では「公の世界では許されな
いような言い間違いが、ここで笑われながら許されて、ゆっくりゆっくり何度も言いなお
しをへて、転びながら目的を達する」。そうした「漫才の小屋は、日本社会の真ん中におか
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れた一つの大きな穴で、吹き寄せられてそこにあつまった人々が、穴の中から、大日本を
ながめるというしくみになっている」（鶴見 ［1979］ 2000: 20）。鶴見は漫才に、社会の
階層性の縮図と批評精神があることを見出す。さらに、この漫才が、自分が経験したこと
に連なるものであったことに気づく。「道のゆききに目にする、いろいろの楽しいものがあ
った。そのかわりになるものは、今もあるのだろうか。正月には猿回しや獅子舞もきたし、
太夫・才蔵が衣服をととのえてやってきた。（略）そういうふうに、自分の日常の景色とし
てあった万歳が、なにかよくわからない暗渠をとおってラジオ放送に漫才として現れた」
〔鶴見 ［1979］2000: 17-19）。鶴見は自分に影響を与えた娯楽が学問の対象になることに
漫才を通して気づいた。その契機となる漫才を作ったのが秋田であったのである。 
 その後、鶴見は直接、秋田に新人会の経験との現在の秋田の生業との連続性を問いかけ
る機会を得たが、このときは秋田にはぐらかされてしまう（鶴見・秋田 ［1964］1996）。
しかし、鶴見は秋田の態度に関心を持ち続け、秋田の評伝を執筆した批評家との対談のな
かで、以下のように秋田を評価している。つまり、ここでも中野のときと同様、志向性は
連続しているというのである。そして、その方法は、「吹き寄せられて集まった人びと」と
いう、社会のもっとも底辺におかれた人びとに向き合った点で、さらに戦間期の活動より
新しいものであったという。 
 
転向の定義で、マルクス主義から昭和 8 年（1933）にはずれるというのがある。こ
の一つの形で転向を見れば、秋田さんは転向ではない。うまく転向をずらしたという
か、はぐらかしたかたちになる。昭和 8 年の日本の天皇制国家対マルクス主義が対峙
している、その一点でみるとね、秋田さんのしたことというのは、転向‐非転向とい
うハイフンでつないだかたちで見て、明らかに非転向のほうを見るべきなんです。（略）
昭和 15 年に大政翼賛会が成立した。大衆がすっぽりと政府の網のなかに入った。この
後も秋田さんは、お手あげになってない。さっきの狐の穴で、つまり一つ一つの切羽
で勝負するわけ。ここでは、秋田さんの転向と非転向の両方を見なきゃいけないと思
う。」（鶴見・富岡 ［1986］1991: 333） 
 
 第六章で検討したのは、この「漫才作者」として活動した秋田実とその漫才製作活動で
ある。 
「近代漫才の父」として知られる秋田は、低級な娯楽とみなされていた漫才に 1930 年代か
ら戦後にいたるまで一貫して関わりつづけた。その際、新聞や雑誌のみならずニュー・メ
ディアであるラジオやテレビに積極的に関わっていった。 
 戦前の秋田の漫才への取り組みはラジオと雑誌に特化している。秋田は漫才をラジオの
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電波に乗せた。ラジオ放送はさまざまな制約があったが、それに対処することによって漫
才のイメージの転化と聴衆の拡大が見込めたため、秋田はこれに取り組んだ。また、雑誌
に漫才台本を寄稿した。それは、人びとに漫才が受け入れられるにつれ放送局が番組コン
テンツとして漫才を求めるようになり、その資源として活字化した漫才が必要だったため
である。 
もちろん、雑誌は寄席で漫才を演じるよりも多くのオーディエンスを獲得できるという
点で魅力的なメディアであった。また、そもそも秋田が漫才に魅了された要因として、人
びとが日常生活でもちいることばに秋田が着目していたからだといえる。秋田が漫才に描
いた内容は啓もう的な内容であったが、それを漫才という、二人の人物が対話する形に置
き換えたとき、「上からの啓もう」とはことなる大衆とのかかわりが可能になった。 
 戦後もまた秋田は雑誌、ラジオ、テレビに漫才を提供していった。しかし、メディアを
通して聴衆たちと向き合うとき、戦前とは異なり物言うオーディエンスが現れた。戦後直
後のラジオ放送におけるオーディエンスの要望に対して秋田は、オーディエンスの意見を
一部取り入れた番組作りを行なった。「上からの啓もう」とは異なるオーディエンスとの関
係がこのとき生まれた。他方で、放送局とも距離をとりながら番組製作に携わった。そこ
では、大阪という地域性にもとづき、戦後、メディアが作り出そうとした新たな体制の相
対化が試みられた。また、テレビの普及による漫才の劣化という現象に対しては、放送局、
漫才師、聴衆の三者にテレビや雑誌を通して働きかけていった。 
 秋田の漫才への取り組みは、人びとの想像力の発露である「ことば」に信をおき、人び
との立場によって立つことを目指しながらも、「漫才作者」であるがゆえに、そうした人び
ととは結果的にことなる位相に位置づいていた。だが、書き言葉ではなく、音声としての
「ことば」を通して人びとに向き合っていった点では、従来の知識人とはことなるもので
あった。秋田においては、人びとの生活に寄り添い、その方向性を共に創っていく、その
際に知識人性を露出させない形態が模索されていた。 
こうした秋田の営みは、鶴見が指摘した新人会のいずれの特性とも距離を置くものであ
ったといえる。そして、それこそが、鶴見が秋田に惹かれた理由であったと考えられる。
とくに秋田をとらえる際に重要なのは、一見すると戦間期の新人会の痕跡が認められない
戦後の営為のなかに、新人会時代に取り組んだ「民衆」と呼ばれた人びとへの関心が通底
していたことである。新人会が活動を通して痛感させられた、大衆によって否定されると
いう経験とそこからの自己認識の変革という経験があったからこそ、秋田の漫才への取り
組みは生じたのである。 
 
 以上が本研究の内容である。本研究は、ライフコース研究の観点に立つことで、先行研
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究が積み残した三つの課題、すなわち、第一に、新人会員への過度な指導者性の読み込み、
第二に、思想の実践の往還関係の実証、第三に、戦前と戦後の連続性の検討不足について
検証してきた。 
 本研究の各章で論じたことに通底しているのは、会員たちの活動とは、会員たちが「ヴ・
ナロオド（民衆の中へ）」と呼びかけた「民衆」へと向かっていくものであり、新人会時代
に得たその意識が、会員たちの生涯を形作ったことである。そのとき、新人会員たちの営
みは、アカデミズムに基礎を置きつつも、現実の「社会」との関連性のなかで構成されて
きたという歴史的・社会的事実が浮かびあがる。それは、新人会に対する評価を、社会的
属性に由来したエリート意識や指導者性といった志向の特質から理解するのではなく、会
員たちが大学や国家、そして社会と向き合ってきた経験から捉えなおすことを意味してい
た。 
 最後に、本章冒頭で触れた鶴見に立ちもどって、新人会の活動と、会員たちの営為の社
会学的な意義を確認したい。鶴見は新人会を知識人と同定し、会員たちを検討することで、
日本社会における社会体制と知識人の密接な関係を活写した。そして、そうした作業を行
うことで、従来の知識人とはことなる、いわば反体制的な知識人として自己を作り上げて
きた。 
それにたいして、従来の社会学や思想史研究、知識人論では十分に検討されてこなかっ
た、会員たちの労働者や都市下層民と向き合ってきた活動の再検討を行うこと、また、戦
後の生業と戦前の新人会での経験の連続性に着目することで本研究が見出したのは、新人
会員たちに通底する精神構造である。確かにそこには、鶴見の指摘する指導者性に共通す
るものも含まれていた。しかし、戦後の会員たちの営為を視野に入れて検討すると、そこ
からはこれまでの知識人像とはことなる姿が現れる。それは、彼らが自らの指導者性を不
可視なままにそれを発揮し、人びとに向き合ってきたことである。それは会員たちが、つ
ねに「民衆」へと視点を向けていたからこそ、可能になった振る舞いであったのだ。本研
究が新人会を検討することで示したのは、鶴見が体制との関係で知識人を考えたのに対し
て、大衆との関係や、自らの知識人性との関係も踏まえて、知識人について考えることの
重要性である。 
 
 
 190 
 
 
 
 
 
 
図 7-1 新人会創立五十周年記念集会の参加者たち 
出典 H・スミス（1972=1978: 写真口絵）から転載 
図 7-2 新人会創立五十周年記念集会の準備委員メンバー 
 
出典 H・スミス（1972=1978: 写真口絵）から転載 
1969年 1月 18日に元新人会員らを中心に、その遺族や研究者ら約八十名が集まって会合
が持たれた。解散後、新人会としてもたれた最初の会合である。この日は東京大学安田講堂
に立てこもる学生に対処するため、機動隊が突入した日であった。そのため、開催場所を当初
予定していた構内の山上会館から、学外の学士会館へと変更している。当日のスピーチでは新
旧の学生運動について触れる会員も少なくなかった。 
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第二節 今後の課題 
 
 最後に、本論文の今後の課題について言及したい。 
 まず、第一に、「受け手」論というべき問題群がある。本研究は、新人会の諸実践を取り
上げることを通じて、会員たちの活動の論理を明らかにしてきた。しかし、会員たちが「ヴ・
ナロード（民衆の中へ）」と唱え向き合った対象が、会員たちの活動をどのように受け止め
ていたのかについては、部分的に取り上げるに留まっている。本研究が明らかにしてきた
のは、会員たちの諸実践に、知識の受け手と与え手の関係の流動する瞬間がたびたび訪れ
ていたことである。受け手から再度、新人会の諸実践を捉えなおすことは、知識人論のみ
ならず大衆文化論においても重要な作業となるだろう 
このことは、さらに、ライフコース研究に対して一つの展開の糸口を与える。ライフコ
ース研究は、歴史的出来事と個人の経験の関連をとらえることによって、人びとの一生を
とらえることを可能にしたが、それは対象者を客体として捉えることを意味していた。本
研究の結果が示唆したのは、それは端的にいって、人びとの営みが歴史の客体としてのみ
ではとらえられない側面があることを示唆している。新人会員たちは、1920 年代の日本社
会という時代状況のなかで自らの活動を規定してきた点で、歴史的出来事に規定されてき
たが、一方で各分野の第一人者になってきた。そこには、会員たちによる社会への働きか
けがあった。対象は限定されるかもしれないが、社会に対するひとびとの能動的な態度を
捉えることも、今後の重要な作業として認められるだろう。 
 第二に、ジェンダーをめぐる問題がある。本研究は、先行研究に留意するあまり、それ
らの研究に内包される前提、すなわち知識人とは男性であるとする前提を暗黙のうちに受
け入れている。そのため、検討してきた課題も、「男性」知識人によって問題視されたとい
う点で限定的なものになっている。しかしながら、とくに本研究の第二章、第三章では男
性たちの濃密な紐帯を詳細に論じることにより、本研究は新人会内部だけではなく、先行
研究が無意識に描いてきたホモソーシャリティを逆照射することに成功したのである。 
会員たちが活動を開始した 1920 年代以降、さまざまな社会問題が複数の実践主体によっ
て取り上げられ、活動の担い手と対象の点で女性が重要な要素となっている。新人会員た
ちが女性というジェンダーが抱える特有の諸問題をどのように考えていたか、フェミニズ
ム研究が、どのように新人会員とその活動をとらえて来たかを考えることは、知識人およ
びジェンダー論にも有効な知見を提供できると考えられる。 
 いずれも点も、今後の課題としたい。 
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資料1新人会名簿
〓
?
?
?
?
?
??
1
2
3
4
5
6
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
青山三雄
赤松克麿
秋根昌之
浅田員二
浅沼喜美
浅野晃
浅利和吉
東利久
麻生久
麻生義輝
安達鶴太郎
阿部員琴
有泉茂
安藤誠―
安藤敏夫
飯淵敬太郎
井内勇
井口昌雄
池田貞太郎
伊沢信平
石田外茂一
石堂‐清倫
石浜知行
石丸秀雄
石渡春雄
泉広
伊藤好道
伊藤貞幸
伊藤武雄
1907
1894
1907
1906
1901
1902
1902
1891
1903
1906
1908
1900
1905
1904
1905
1903
1904
1907
1903
1904
1895
1892
1904
1901
1895
1958
1955
1972
1945
1985
1990
1940
1938
1989
1975
1953
1975
1949
1994
1981
?没
1977
2001
1950
1931
1966
1956
1984
1927
1927
1915
1927
1928
1925
1922
1923
1923
1913
1924
1928
1928
1921
1925
1925
1926
1924
1925
1925
1928?
1923
1924
1930
1930
1919
1930
1931
1928
1925
1926
1927
1917
1927
1931
1931
1924
1942
1928
1929
1927
1929
1928?
1931
1926
1927
法学部法律学科
法学部政治学科
法学部政治学科
経済学部商学科
法学部政治学科
法学部仏法科
法学部政治学科
経済学部商学科
法学部仏法科
文学部美学科
経済学部
文学部国史学科
法学部独法科
医学部
法学部政治学科
経済学部経済学科
経済学部商学科
医学部
経済学部経済学科
文学部英文学科
文学部英文学科
法学部政治学科
1 経済学部経済学科|・・
法学部英法科
経済学部経済学科|.:
法学部政治学科
(再入学)経済学部経済学
科
経済学部経済挙料‐|
法学部政治学科
作家/政治家(共産党)
神奈川県産業組合連合会
組合書記など
作家/政治家(共産党)
会社役員
ジャー ナリスト
学校教員
会社員
大学教員(文理学部)
弁護士
ジャー ナリスト
作家/大学教員
陶芸家/学校教師
弁護士
会社役員
政治家
津田塾や日大の社会科学研究会ヘチュー ター とし
て出向
縮人会創設者              ‐
セツルメント主事
アナーキストとも交流。
無産者新聞社、共青再建活動、検挙('28)
セッツルメント(労働学校講師等)、関東学連常任委
員長、無産者新聞記者('27)
新人会に加わったが、途中で脱会。
芝浦製作所のストライキ応援口検挙、学生委員会議
長
評議会出版労働組合、東京合同労組、市電自治会
出向、学連教育部
東大大学院へ進んだが、31年急逝。
新人会創設者
25年1月卒業したが、兵役を遅らせるため経済学部
経済学科に再入学して28年に卒業した。東京帝大
新聞の編集委員
新人会の結成に参画
不詳
神奈JII県産業組合連合会
新潟農民組合書記、たくみ工芸店、地方新聞社、市役所、鳥取市民同盟の
書記長、たくみ割烹店
産業労働調査所('26)、労儀農民党本部書記(■6)、弊軸農民憮の共藤糞フラ
クションのキャッ1ス27)、労働農民党の中央委1員候補、労働農翼鸞ぬ選挙対
策委員、解党派、立正大学文学部教授('55-?) | | |‐    |
エコノミスト社、小倉商二会議所の専務理事、北九州商工会議所の専務理事
「解放」編集責任者、友愛会本部の常任理事、鉱夫総連合会代表理事、日
本社会主義同盟の執行委員、労働農民党の中央執行委員('26)、社会大衆
党の執行委員長('40)、
帝国音楽学校、美術学校教授
時事通信社顧問
鹿児島県史編集委員('35-'43)、東大経済学部嘱託('43)、兵役('45)、神戸大
学文理学部(のち文学部)教授('49-'72)、兵庫県史編集専門委員(℃3-?)
弁護士
兵役
無産者新聞の記者('27)、共産党に入党、四・一六事件で検挙され、懲役九年
の刑を受け入獄、政治経済研究所員、全国社会福祉協議会
満鉄調査部、調査部事件で検挙され、45年出所。東北大学講師
旭化学社長
同愛記念病院(特高に妨げられ解雇された)、東京帝大薬理教室、大崎無産
者診療所、青砥無産者診療所、千葉県山武群無産者診療所、新興医師連
盟の組織宣伝部長、共産党の軍事部活動に参加したかどで検挙ぐ32)、慶ぶ
大学で細薦学を講ずる、北塁研究所の部長('36)
]V与苺鷲ミミ首脳轟謡彎蓋冒晟曲薫誂 脳 9   殺
タ
「赤光」同人
学校教師をしながら、彫刻工芸の道に入る
関東電気労働組含(27)、共産党に入党('27)、無産者新聞記者('27)、三・一五
事件で検挙され、懲役二年執行猶予五年の判決を受け、三二年一一月保
釈。、日本評論社出版部長('34-'38)、満鉄調査部、満鉄大違図書館、第二次
満鉄事件で関東軍憲兵隊に検挙され、敗戦直前まで拘束される、大連労働
組合調査部長('46)、日本人勤労者組合委員長、大連日本人引揚団体協臓
会事務局長(■7-'49)、共産党に再入党(■9)、マルクス・レー ニン主義研究所
員('49)、共産党除名(推定)('62)、「国民文庫社」創立、「東京グラムシ会J創
立、「運動史研究会」創立
九州帝大の教授、いわゆる「左傾教授」として大学を追放('28)、平野義太郎、
伊藤武雄らと中国研究所を設立、実藤恵秀、岩村三千夫らと雑誌「新中国」
を干11行
弁護士('19)、全国抗夫組合の副会長('19)、検事('22)、浅草消費組合の組合
長('22)、東京水平社、弁護士('37)、
緊 隠 購 鷲 象もれ 諭 聰 綿 鏃 鋪 翻 ぉ1ぬ輔 朧 欝 ‐
会社J代表1取締役社長‐             ‐ ‐  | |‐
中外商業新聞社の論説委員、治安維持法違反で懲役刑(執行猶予)を受け
て退社、満鉄東京支社調査局嘱託('39-46)、社会党に入党('46)、社会党中
央執行委員('49)、衆議院議員('55)
死去されたとのみで、詳細は不明。            |
満鉄東亜経済調査局、大連本社調査課、北京駐在員、欧米に留学、上海事
務所長('37)、満鉄事件に連座して拘禁される(43)、平野義太郎らと中国研究
所を設立(46)、日中友好協会の創立に参画、副会長になる('50)、日本中国
友好協会(正統派)中央本部副会長
?
?
?
?
?
1917
1927
1913
1926
1922
1926
1917
1920
1930
1919
1929
1928
1930
1920
?
?
???
?
弘前
山口
1(学生時代)
311
32
33
34
35‐
36
37
38
39t
40
41
42
43
44
45
稲村順三
今岡雄
井村幾与之
入江正三
色川奉太郎
上中龍男
上野貞夫
上平正三
内壇安遺
打方新之丞
内田源兵衛
内田佐久朗
内野壮児
内村,台志
内村奉一
枝吉勇
榎本饉吾
遠藤喜久朗
大内正巳
大河内信威
大沢衛
大沢賞
大島英夫
太田慶太郎
大竹平四郎
大塚虎雄
人間知篤三
大村英之助
大村武男
大村博
大森春四
1900
1904
1903
1903
1904
1900
1903
1899
1905
1908
1899
1905
1904
1905
1905
1907
1902
1904
1900
1906
1901
1900
1905
1902
1903
1955
1961
1932
1993
1975
1979
1942
1986
1926?
1982
1980
1980
1965
1985
1982
1932
1949
1996
1980
1930
1989
1937?
1937
1970
1986
北大予
松本
福岡
水戸
,甫禾ロ
四
第四
,甫禾日
佐賀
四
1925
1924
1924
1924
1924
1927
1927
1925
1924
1922
1924
1928
1922
1925
1924
1926
1926
1928
1924
1928
1922
1925
1926
1923
1924
1926
1923
1923
1925
1925中退
1929
1927
1927
1927
1928
1931
1930
1923?
1927?
1925
1927
1928中退
1925
1928
1927
1929
1929
1931
1927
1931
1925?
中退
1928中退
1929
1926
1927
1929
1926
1927
1931
?
?
?
?
?
?
〓??
?
?
?
?
?
?
農学部/文学部社会学科
経済学部経済学科
法学部政治学科
法学部政治学科
法学部
法学部政治学科
文学部社会学科
工学部
経済学部経済学科
文学部国文学科
法学部政治学科
建築学科
文学部美学科
文学部社会学科
法学部
経済学部経済学科
法学部政治学科
文学部仏文学科
経済学部
(非東大生 )
文学部英文学科
法学部
法学部政治学科
法学部
経済学部
文学部社会学科
文学部独文学科
経済学部経済学科
文学部英文学科
法学部独法科
経済学部経済学科
政治家
弁護士
会社役員
美術史家、評論家、実業
家
会社役員
作家/政治家(共産党)
翻訳家?
北海道大学予科から東京帝大農学部へ入ったが、
すぐ早稲田大学史学科に転じ、さらに22年、東京帝
大文学部社会学科へ入り直す。他校の社研や労働
組合の学習会ヘチュー ター として出る
社会法制研究会担当
学連中央部常任執行委員
病気のため、活動できず
セツルメント(労働学校)
セツルメント主事
セッツルメント(児童部)
高校時代からの持病「月市結核」のため積極的活動
はできなかった。地下活動家をしばしばかくまったと
云われる。
浦和高校時代に運動に関係、産業労働調査所を手
伝い、新人会にもオブザーバーとして参加、その準
会員として登録。浦和高中退。
ロシア革命記念集会で、10月革命によせて自作の
詩を被露
マルクス主義芸術研究会結成、日本プロレタリア芸
術連盟の中央委員('27)
「帝国大学新聞」に関与
幹事長('26)
東京の青年同盟の創立に参加。
」の国人、労働農民 の各書記
任、全農本部員として小作争議の指導、人民戦線事件で検挙(.3')t帝国農
会嘱託となり「日本農業新聞」を編集、社会党の中央執行‐委員、日農の中央
常任委員、衆難院議員
若くして死去。
浅野晃、内垣安造と同時に共産党に入り、三日一五事件で検挙され、入獄
日本農民組合(のち全国農民組合)の懸間弁護1士(1'7-'32)、犬1阪弁護士会会
長、太諏職地お労働委員会医院、大阪地方公共企業体調俸委員会議員
長、最高裁判事         :       ‐ ‐ ‐ ・
大連汽船、昭和海運株式会社の社長
共同通信社
東京都庁
共産党に入党('27)、三・―五事件で検挙、生野銀山の事‐務員
内務省満州国官吏、国会専門員             ヽ
日本農民党の結党に参画('26)、組合同盟本部書記('26)、日本紡績労組教育
部長、全労出版部長('30)、東京モスリンロ東洋モスリンなどの大争議を指導、
機械工場の経営('33)、日本遠心機製作所の設立(34)、日新工館創立(42)
戦争反対同盟書記局員('28)、全協関東金属労組本部の常任委員('29)、共産
党に入党、アカハタ経済部長('50)、編集局次長('57)、宣伝教育副部長、除名
('61)、共産主義労働者党の結成に参画('68)、同党離脱('70)、労働者党全国
協議会を結成、労働運動研究所の代表理事
セッツルメントの地主に見込まれ、その婿養子となった
日本徴兵保険、横浜植木の副社長
労農党長野県連書記長、東亜経済調査局('30)、大連満鉄調査部資料課
('35)、満鉄産業部資料室('37)、満鉄北支事務局、東亜研究所、満鉄調査部
総務課長('42)、大連憲兵隊に拘引(43)、満州人造石油株式会社、経済安定
本部('47)、国会図書館調査立法考査局長(48)、司書監、副館長、財団法人
経済調査会理事長('67-'74)
商工省の官吏、名古屋大同製鋼株式会社の社長
郷里の福岡県朝倉郡秋月町に帰り療養につとめたが、その甲斐なく32年夭
折
東株短期取引員九州商会
日本プロレタリア文芸連盟に参画('26)、ナップ('28)、プロレタリア科学研究所
の書記長、共産党に入党('31)、コップの書記長('31)、検挙('32)、出所('34)、
理研系会社の重役、理研映画の専務取締役
米沢高等工業の教授、金沢大学文学部教授、金沢典術大学長、日本ハー
ディ協会会長
公栄電気産業顧間等歴任
関東印刷労働組合の書記、執行委員長('27)、共産党内閣印刷局工場細胞・
出版労組フラクシヨンの各キャップ(128)、三・―五事件で検挙、拘置執行停止
解放運動犠牲者救援会の初代書記、日本赤色救援会の共産党フラクシヨン
に加入('33)、検挙・投獄('34)、「アカハタ」経営局長(46)、労農運動犠牲者救
援会の事務局長('47)、伊藤市会議員、静岡県会議員、杢太郎記念館の責任
者(館長)
日々新聞、ベルリン特派員
意
共産党(?―'35)、PCL(映画会社東宝の前身,'32)、逮捕('34)、出所('35)、株式会
社芸術映画社('35-'45)、共産党民主主義文化連盟理事長('45)、共産党文化
部長、芸術映画社('55)、日本共産党永年党員、日共創立四十周年記念映画
「日本の夜明け」の総監督('63)、自由民権百年記念映画「ビゴー」「秩父事
件」の監修('84)
前橋高校長、群馬大学教員
三菱製鉄、日本ゴムエ業株式会社(岡本ゴムの前身)の社長
?
?
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
?
っ
??
研究者
?
???
62
63
64
65
66
67
大宅壮一
大山岩雄
大山彦一
岡井美夫
岡崎一夫
岡田宗司
緒方渉
岡上守道
岡部一郎
岡部完介
小川太郎
小川治雄
奥山貞二郎
小倉司郎
小沢正元
小田忠夫
小田倉一
小沢恒久
小田部啓次郎
小場瀬卓三
小原公助
織本利
笠原英節
風早八十二
樫村実
嘉治隆一
揖西光速
片山書
勝木新次
加藤定書
加藤政夫
門田武雄
1900
1906
1900
1907
1899
1902
1970
1967
1965
1941
1986
1975
1945
1943
1977
1986
1938
1939
1933
1988
1982
1935
1979
1977
1940
1954
1946
1989
1972
1978
1964
1992
1986
1945
1977
松 本
五
七
静 岡
福岡
甲南
山口
四
四
大阪
松江
浦和
七
????
文学部社会学科
文学部社会学科
文学部社会学科
文学部美学科
法学部独法科
経済学部経済学科
文学部社会学科
経済学部経済学科
文学部社会学科
経済学部
経済学部経済学科
経済学部経済学科
経済学部経済学科
経済学部
法学部独法科
経済学部経済学科
医学部
経済学部
経済学部経済学科
文学部仏文学科
文学部美学科
法学部政治学科
法学部
法学部
文学部美術学科
法学部
経済学部
経済学部
医学部
経済学部
法学部政治学科
法学部政治学科
1925中退
1929
1925
1922
中退?
1922
1926
1928中退
1916
1926
1922
1929
中退
1929
1928
1925
1925
1927
1930
1930
1930
1929中退
1925
1927
1922
1929
1920
1929
1928中退
1927
1927中退
1932
1921
1922
1926
1922
1929
1919
1923
1925
1912
1922
1919
1926
1926
1925
1922
1922
1923
1926
1927
1928
1922
1924
1919
1926
1917
1926
1926
1923
1925
1928
1918
ジヤー ナリスト
社会運動家
研究者
弁護士
社会運動家、政治蚊(社会‐  党)
ジャー ナリスト
研究者(行刑学)
ジャー ナリスト
研究者(経済学)
医師
ジャー ナリスト
研究者(演劇学)
社会運動家
研究者、社会運動家
ジャー ナリスト
研究者、教育家
ジャー ナリスト、社会運動
家
研究者(労働衛生学、社会
衛生学)
社会運動家
共産党青年同盟の幹部、検挙・転向('29)
新人会幹事会組織部長、共青同盟加入、三・―五
事件検挙
セツルメント(労働者教育部)、『帝国大学新聞』編
集、新人会幹事会幹事
セツルメント
三・―五事件後学外活動
豊島園事件、新人会幹事会教育部長
共産青年同盟再建に協力
社会医学研究会、セツルメント、新人会幹事会幹事
('25)、「社会問題講座」全三巻の編集、『学生運動』の編集人
('26)、日本フェビアン協会主事、ナップに加盟、『大宅翻訳工場』の結成、『人
物評論』を発行、ノンフィクションクラブ('57)、検挙('58)、東京日々新聞社の社
友('59)
昭和研究会事務局(87)、自由党政議会('47)、「総合研究会Jの結成(762)
九大助手、七高教授、鹿児島大学教員
ミノフアー ゲン製薬本舗
弁護士、俸給生活者組合の執行委員、日本農民組合新潟県連合会の顧問
弁護士、「赤色信越」の発行、三・一五事件で検挙、自由法曹団々長(758-
'74)、日本国民救援会々長('07-?)
産業労轟調査講、難誌『‐太勲』0国人、労農派、無産大1勲量など①申:央熱行
委員(28-')、農民組合運叡・26-つ、人民戦線事件で検挙('2')、甫洋熱発会
社、社会党中央執行委員、農業額興会議の幹事長、日‐経Ell羹員長い1)、参
議院議員(.47-?)、離党('68)
満鉄東亜経済調査局、lLO政府嘱託(20)、大阪報‐日総闘特添員・論説委員
として渡欧・帰圏('36)、『日独旬刊』、土揚新聞、高知新聞
東京朝日新聞記者
労農運動に従事
京都府警部補('31)、司法省警部補(132)、司法省看守長('32)、府中刑務所
典獄補('36)、滋賀刑務所長('38)、司法事務官('40)、法務庁成人矯正保護
局長('48)、関東地区成人矯正保護委員長(49)、関東医療少年院帳('54)、
法務総合研究所第二部長('58)、アジア極東犯罪防止研究所次長('58)、亜
細亜大学教員('66-'82)・亜細亜大学理事('75)
全協日本鉱山労働準備会、検挙・服役(133-'35)、戦病死
中外商業新報記者
朝日新聞社調査部、出版社内外社創設、日本外事協会、企画院、渡中、日
中友好協会初代事務局長・顧問
蒙城大学教員、東北学院大学長
開業医
福岡日日新聞記者口編集局長・重役
フランス留学('36-'38)、都立大学教員・都立大学人文学部長
毎日新聞門司支局
総同盟、組合同盟、日本労農党、全国大衆党、全国労農大衆党、社会大衆
党中央委員('37)、金田土木産業建築資材商業組合連盟、千葉県労働組合
会議(戦後)
満州帝国共和会職員
フランス留学、九州大学教員、三・―五事件で退職勧告を受ける(η8)、中央
大学・明治大学・日本大学教員、産業労働調査所機関誌編集長、プロレタリ
ア科学研究所、検挙・服役('33」5)、日本労働科学研究所・検挙"服役←
'43)、民主主義科学者協会初代幹事長(戦後)、共産党中央調査部長、『調
査月報』主幹、衆議院議員                ・
『都新聞』『東京新聞』
満鉄東亜経済調査局、社会思想社参加('22)、満鉄のファッショ化に反対して
満鉄を退社、東京朝日新聞社('34)・主任論説委員・論難主幹・出版局長(―
'51)、『心』編集者、国際文化会館評議員('58)、文部省社会教育審議会文化
分委員(‐61)'                 .  ‐
日本常民文化研究所('38)、東京商工会議所編纂室('43)、財団法人水産研
究会('47)、法政大学教員(48)、立教大学、東京教育大教員('50)、東京大
学教員('51)、法政大学、名古屋大学教員('62)、東京教育大学付属校長
霊嚢業嚢嚢鷲蝙駆 輩薔起肇治部長、『新しぃ世界』檬集曇、本産
労働科学研究所・所長('27-762)、明治生命厚生事業団体力医学研究所所
長('62)・非常勤顧間('79-'86)
東京合同労働組合、日本共産党中央委員、検挙('30)
東京目日‐新聞、読売新聞('33)日整理部墨、軍本共産党機関紙部(戦後)、産
経新聞('50)・編集局長、よみうリランド顧間('03)
っ
．
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?
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731
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
1904
1905
1905
1906
1899
1901
1903
1906
1906
1906
1908
1900
1903
1899
1902
1896
1906
1906
1903
1904
1895
89
90
91
92
93
¶951
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
1901
1905
1907
1906
1895
1904
1906
1895
1896
1894
1907
1904
1902
1901
1906
1891
1906
1900
1900
1902
1902
1894
1905
1906
1903
1905
1908
1907
1895
1897
1907
1904
1979
1974
1976
1966
1945
1972
1958
1986
1959
1932
1979
1940
1954
1971
1946
1982
1989
1939
1972
1972
1944
1970
1964
1947
1951
山賀他
ノヽ
四
松本
七
福岡
大阪
七
1923
1921
1926
1926
1927
1916
1927
1928
1917
1918
1916
1929
1925
1923
1923
1925
1913
1926
1922
1921
1925
1922
1927
1926
1927
1927
1928
1926
1928
1927
1917
1919
1928
1923
1925
109
110
111
112
1131
114
1151
116
117
118
119
120
121
門屋博
金井満
金沢(宮崎)達
亀井勝一郎
河合篤
河合秀夫
河合勇吉
河田広
河西太一郎
川原次吉郎
川村又介
神吉洋士
神崎清
喜入虎太郎
菊川忠雄
木佐森吉太郎
岸井寿郎
岸本直行
喜多野精一
木下半治
喜屋武保昌
清瀬二郎
金俊淵
金斗餡
工藤永蔵
国谷要蔵
久保梓
久保健治
窪田貞三郎
倉園清市
倉橋亨
来間恭
黒川信雄
黒木美之
黒河内透
?
?
???
??
????
?
??
?
?
????
??
?
??
文学部社会学科
法学部仏法科
医学部
文学部熱学科
法学部政治学科
1農学部
文学部社会学科
文学部
法学部政治学科
法学部政治学科
法学部政治学科
文学部国文学科
法学部政治学科
経済学部
文学部美学科
法学部英法科
経済学部
文学部社会学科
法学部仏法科
経済学部
文学部教育学科
法学部独法科
文学部共学科
理学部地質学科
‐ 法学部
経済学部商学科
1経済学部 ‐
法学部政治学科
.経済学部
法学部仏法科
文学部社会学科
文学部雨求学科
農学部
1926
1924
1930
1928中退
1931
1921
1929中退
1931?
1920
1922
1919
1931?
1928
1926
1926
1929中退
停学処分
終
1917
1929
1925
1924
1928
1925
中退
1930中退
1930
中退
1929
1932
1930
1923
1922
1935
1926
1928
医師
作家
弁護士
社会運動蒙
社会運動家
判事・弁護士
研究者
判事
社会運動家
社会運動家
社会運動家
社会運動家、
政治家(社会党)
社会運動家、実業家
研究者(社会学)
研究者(政治学)
弁護士
社会活動家
社会運動家
ジヤー ナリスト
官僚
長、労働学
セツルメント
新人会幹事会教育部長、出版労働組合書記
学友会解散反対闘争に参加し、一年間停学処分、
司法試験に合格、弁護士
労農党支部書記、「新人会解体声明書」起草者
無産者新聞社、共青再建活動、検挙('28)
『帝国大学新聞』
『辻馬車』『大学左派』同人
新人会幹事会
「リベツ化」推進者、大学食堂運営
新人会幹事会組織部長、共青同盟加入、『無産青
年』編集
セツルメント
理・医学班、日本共産党入党('29)
豊島園事件、新人会幹事会幹事長、共青中央技術
部印刷関連
浜松日本楽器争議
高文司法試験合格、弁護士
毎夕新聞記者('26)、コミュニストグループに参加、無産者新聞編集員、
三・―五事件に連座・服役('28-'32)、「解党派」に所属して日本共産党離党
('29)、帝都日日新聞編集長、『新評論』創設刊行日社長、南京国民政府顧間
(戦時)、会社経営(戦後)
産業組合中央会
厚生省技官口国立国府台病院長
三・―五事件検挙・無役(■8・櫓0)、プロレタリア作家同盟、('32)、『暉本浪:漫
派』('35)、は ゛界』向人(な8):菊池寛賞豊賞ても3)     . ‐
解放運動犠牲者救援弁護団、弁護士団―切検挙で逮捕・服役('33-35)、中
華民国立臣民学院副教授('39)
S農ミ童黙連tl二重県水‐導社機関誌『嚢圏籍闘』灘‐行、日農総本部書苺
1繊轟財躙 鷲麟観卜鴨 簿艤冬靡 雫
共青同盟に参加、検挙・服役('30-'33)、ナップル、検挙('35)、新経済社、運
動史研究会
判事、弁濃士、東京第二弁‐護士会副会長
大原社会問題研究所、立教大学教員('23-41、6-)・立教大学名誉教授、
大阪学院大学大学院顧間教授
中央大学教員             ‐
最高裁判事(47-'63)
検挙('30)
大森高女教員、『明治文学研究』主宰、日本子どもを守る会副会長(戦後)、
第五福竜丸保有平和協会理事、原水禁役員
民衆新聞大阪支社通信員、労働喜美愛運動に参加、コミュニストグループ参
加、日本労農党関西本部書記、関西合同労働組合執行委員、共産党中央
事務局(ゆ8)、三・―五事件検挙、「解党派Jに所属して日本共産党除名処
分、社会大衆党中央執行委員
総同盟出版部長、組合同盟、全労、日本労働組合会議執行委員('32)、全日
本労働総同盟総主事('36)、産業報国会追放('41)、関東州労務教会指導部
長('41)、帰国(43)、日本鉱山労働組合本部主事(戦後)、総同盟中央執行
委員、日鉱会長(49)、衆議院議員
検挙(129)、合資会社木佐森運送店代表(―'31)、野村証券('41)横浜事件検
挙(143)、無丸譴港(156)・取締役(℃3)
戦後、翼賛政治界の議員であつたため、公職追放を受ける
中外商業新聞、警視庁関連
九大・阪大日早大・駒大教員、阪大名誉教授
関西学院大学教員、無産者新聞大阪出張所長、産業労働調査所(η8)、東
京文化学院('33)、読売新聞論説委員(■2-'46)、愛知大・東京教育大、明治
大教員、明治大学非常勤理事(℃8-'72)
弁籠士、国家公安委員、体協理事
京城に帰国後、新聞界に入り、ロシアに行く、検挙('28)、大統領選出馬落選
(戦後)
日本共産党中央委員候補(戦後)、帰国、美術博物館館長於平壌
逮捕口服役('31-'34)、高森鉱山開発課('36)、理研鉱業('38)、石原鉱業
(42)、鉱山統制会東京支部開発課、再建共産党高崎地区に参加(45)、日
本共産党離党(49)、大阪屋工藤商店経営
曇為轟姦電辞鳥墨ぶ醸轟裁騒翠嶽願醤露ぶ習itぶ
本恭藤兼闘画地お委員
検挙・服役('30-'35)、山二証券('36)、日本夜光(41-46)、日本共産党再入
党(46)、「しなの」新聞印刷常務(48)、「ナウカ」副社長・相談役('52-)
満映←'45)              ● ・ ‐ |・
布施辰治事務所(弁護士)、第二東京弁護士会所属青木正巳事務所、赤色
救援会四谷法律相談所に参加('32)、日本労農弁護士団事件関与口服役
('33-'37)、弁護士事務所開設(―'44)
農児島信用金康理事長
大阪毎日新聞記者
高校教師 於朝鮮
農林省課長口局長
弘前
松本
122
1231
124
125
126
127
128
?
?
?
???
?
?
1(学生時代)
129
130
131
132
133
1905
1906
1899
1899
1897
1903
1897
1905
1908
1894
1903
1902
1906
1900
1905
1904
1904
1903
1904
1899
1902
1901
1904
1897
1907
1909
1905
1892
1901
1909
1905
1898
1904
1960
1945
1986
1959
1981
1968
1966
1975
1985
1987
1976
1967
1934
1944
1975
1975
1974
1936
1980
1948
1943
1966
1953
1989
1939
1930
水戸
水戸
学習院
松山
五
東京
ノヽ
新 潟
内秀臣
黒河内康孝
黒田孝男
黒田寿男
小岩井浄
河野正通
河野密
古閑健介
興水実
児島健爾
後藤寿夫
(林房雄)
後藤浩
小林繁次郎
小宮義孝
小宮山新―
是枝恭二
近藤忠雄
坂田精一
坂本彦太郎
阪本勝
坂本喜亮
佐々木彦一郎
佐多忠隆
佐々弘雄
佐藤四郎
佐藤昌之
佐野碩
佐野学
佐山励―
澤井哲二
沢田二郎
沢田清兵衛
塩谷末吉
法学部政治学科
→法学部法律学科
経済学部
法学部独法科
文学部哲学科
法学部独法科‐
文学部社会学科
文学部哲学料
法学部独法科
法学部政治学科
法学部独法科
経済学部
医学部
医学部
文学部社会学科
医学部
文学部美学科
文挙1部社会,学科
経済学部
文学部社会学科
理学部地理科
経済学部
法学部政治学科
法学部政治学科
法学部政治学科
法学部政治学科
法学部政治学科
1法学部政治学科
経済学部
‐ 文学部
法学部独法科
法学部政治学科
1925
1928
1921
1920
1919
1919
1927
1928
1917
1923
1924
1926
1921
1925
1934
再入学
1923
1923
1926
1923
1920
1924
1923
1925
1917
1927
1927
1925
1914
1922
1928
1926
1919
1926
1929
1933
1924
1923
1922
1926
1922
中退
1932
1920
1925中退
1927
1929
1925
1929中退
1941
中退
1927
1929
1926
1923
1927
1926
1928
1920
1932
中退
→復学後
1933
中退
1917
1925
1930中退
1929
中退?
1922
1929
社会運動家、政治家(社会
党)
弁護士、社会運動家
社会運動家、
政治家(大衆党)
作家
医師、研究者
医師
医師
政治家(社会党)
研究者(地理学)
研究者(法学)
政治家(共産党)
実業家
弁護士
官僚
新人会幹事会政治班長、豊島園事件で新人会から
離れる
機関誌『ナロウド』編集、学連の結成に尽力
非合法活動に参加・検挙
文学班委員、セツルメント(労働学校)
『マルクス主義』編集員、『文芸厳選』、京都学連事
件検挙('25)
社会医学研究会、セツルメント
セツルメント
京都学連事件に連座・検挙('25)
セツルメント
大内兵衛の弟手、書斎派
マルクス主義芸術研究会、プロレタリア演芸運動
川轟屋証券('30-'35)、東浜電力、日 潟工
神奈川県庁('33)、大分県庁、全国消防長会事務局長、日本塗料商業組合
専務理事
東伸倉庫、「赤化」による男欝の礼遇停止(■9)、戦死
自由法曹団、政治研究会参加('24-'26)、無産大衆党・日本大衆党口全国大
衆党・全農中央執行委員、社会党中央執行委員(戦後)、日農委員長(戦
後)、労働者農民党主席(戦後)、社会党統制委員長・顧間('50)、衆議院議
員、日中友好協会会長
労働学校 於大阪、第|二次共産党事件検挙て'23)、大醸市議t日本赤色救援
姦蒸懸鱗島翼曇曇T墨き蕊賢爆懇贄ミぶ黙欝鎖鸞習翼覇熙軍匁賂爵
学長、A琺律家会議‐機本代表団鋼長          | |
私立大学教員、村長・教育長(戦後)、女子大の経営(戦後)
朝撻新聞記者、圏志社大学教員く■4)1日本労農党網領起革書:中央執行
委員、日本大衆党、金国大衆党tl金圏労濃大衆党常任中央執行委員、金自
本労働総同盟冨1会長('36)、翼賛政治会理事(戦時)、社会党(戦後)
救援活動に従事、小学校代用教員、『コトバ』編集、国立圏語研究所議員、
三重大教員(戦後)、学習指導要領編集に参加(戦後)
千葉興業銀行頭取(戦後)
プロレタリア文学聯盟本部委員、ナップ参加、『文学界』創刊(℃3)
経済団体連合会事務局長、NHK解説者(戦後)
農林漁業団体職員共済組合理事長
北僣病院院長(戦後―'50)
日本共産党入党、『マルクス主義』執筆、『無産者新聞』編集主任、三日―五
事件検挙、「解党派」に参加、党活動復帰、検挙・服役('33-'34)
眼科医院開業、新興医師連盟
国立国会図書館文化部長、拓殖大学教員
中学校教員、大阪毎日新聞記者、関西学院教員('27)、衆議院議員(42)、
尼崎市長('51)、兵庫県知事('51)、兵庫県立美術館長('70)
産業労働調査所
拓殖大学教員、日本大学教員
企画院事件で検挙('41)、参議院議員(■6)、社会党国際局長、経済安定本
部副長官
九州帝大法学部、三・一五事件で検挙('28)、九州大学追放、朝日新聞社
('34)、朝日新聞社主任論説委員・主幹('45)、昭和研究会
「トランク劇場」参加、全日本無産者芸術連盟参加、日本プロレタリア劇場同
盟書記長、検挙(■0)、ソ連に亡命('31)、スター リン粛清でソ逮違放.(137)、メ
キシヨに亡命('39)                    |
大学院(農政学)、満鉄東亜経済調査所嘱託('19)、早稲田大学教員、全国
鉱夫組合顧間、共産党入党('22)、共産党常任幹事・共青同盟創立責任者・
共産党綱領起草委員会委員長、コミンテルン('23-'25)、無産者新聞創刊・主
筆('25)、共産党中央委員長('27)、欧州旅行('28)、上海で逮捕・服役(29-
43)、「転向声明」('32)、労農前衛党(戦後)、早稲田大学教員(戦後)
新日鉄窒藤、所長.(役員)         .  ‐     |
西式健康法の会入会('31)、西式健康法の会研究部長口評議員、ミヨシ科学
総務部長・取締役('53)、妙高観光開発常務取締役('53)、山陽パルプ調査
部長('61)、日本ツーパック代表取締役(166)、翻訳業('70-)
産業労働調査所t戦死          ‐    ‐ ‐
社会思想社参加、海野晋吉事務所
内務省、秋田県副知事
138
139
140
144
145
146
147
148
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
159
160
161
??
?
?
?
1631
164
165
166
167
168
169
170
171
172
滋賀秀俊
志賀義雄
信田(吹田)秀三
篠原恭弼
柴田健太郎
島正夫
島田節次
島野武
清水二郎
庄治光
荘原達
守随―
新明正道
杉捷夫
杉田揚太郎
杉野忠夫
鈴木小兵衛
鈴木精一
鈴木武雄
須永正雄
砂間一良
住谷悦治
瀬口貢
(鹿地亘)
千家恒麿
曽木克彦
曽田長宗
園部貞一
平貞蔵
高石重勝
高島志容
1902
1901
1907
1907
1896
1909
1908
1905
1907
1905
1893
1904
1898
1904
1906
1901
1900
1893
1901
1906
1903
1895
1903
1905
1905
1902
1899
1894
1908
1895
1989
1972
1966
1978
1984
1994
1977
1944
1984
1965
1950
1954
1975
1992
1987
1982
19812
1937
1984
1935
1978
1834
1945
松江
甲南
五
松本
浦和
四
1922
1922
1928
1927
1917
1928
1927
1926
1927
1925
1920
1925
1918
1923
1926
1922
1922
1917
1922
1926
1925
1919
1924
1924
1926
1922
1922
1917
1928
1917
1925
1925
1931
中退?
1930
中退?
1920
1931
1929中退
1929中退
1931
1928中退
1924
1928
1921
1926
1929
1925
1925中退
1920
1925
1930
1928
1922
1927
1930
1929
1926
1925
1920
1931
1920
医学部
文学部社会学科
経済学部
経済学部
法学部独法科
文学部
経済学部
文学部西洋史学科
医学部
法学部政治学科
経済学部
法学部政治学科
文学部仏文科
経済学部
法学部政治学科
法学部
法学部政治学科
法学部政治学科
法学部政治学科
経済学部
法学部政治学科
文学部
経済学部
経済学部
医学部
経済学部政治学科
法学部政治学科
経済学部
法学部独法科
判事
弁護士、政治家
教員
医師、研究者(社会衛生
学 )
社会運動家
研究者(民俗学)、社会運
動家
研究者(社会学 )
研究者(フランス文学)
銀行員、研究者(経済学 )
社会運動家、事業家
研究者(経済学 )
社会運動家
研究者(経済学)
社会運動家、作家
社会運動家
医師、研究者(社会衛生
学)、技術富僚
社会運動家
社会運動家
セツルメント
高校時代から新人会に参加‐、学連組織、共青、共
産党加入
関東学生自由擁護同盟
豊島園事件
新人会幹事会幹事長、三ロー 五事件、四・一六事件
関東学連事務局、無産者新聞
セツルメント
三高時代から新人会に関係、『労働同盟』編集、日
農検討同盟理事
新人会幹事会幹事、共青、産業労働調査所
新人会幹事会幹事、社会科学研究会組織、無産者
新聞、三・―五事件
新潟県木崎村争議、精工舎争議
セツルメント、社会学研究会
挙、大崎無産者診療所設立に参加、新興医師連盟創設、ドイツロイギリス留
学('32)、東京市特別衛生地区保険官、台北帝大教員、熱帯医学研究書、国
立公衆衛生院部長(戦後)、国連世界保健機構アドバイザー(戦後)、東京民
主医療機関連合所属医師(戦後)、東京民医連中野勤労医協川島診療所所
長
糠譲 趙 躁 翼奮壼請糞翼爵瑠 巡 品 、桑1轟明 3・
後)、日本共産党除名('64)、日本共産党日本の声同士会全国委員会長
検挙により大学中退、日東新聞論説委員
朝日新聞社大阪本社学芸部、ボルネオ新聞社、ガン研究センター (戦後)
検挙('29)、東京弁護士会('31)、上海で弁護士事務所関業('43-'46)、法律
事務所開業('47)、東京弁護士会副会長(150)、仙台市長('58)、東北市長会
長、全国革新市長会副会長           |
渡満(―'45)、高等学校教員(戦後)
京都市大理学部入学中卒業('29-'32)、大阪市大喩京都大学・関西大学教員
(戦後)、自治体問題研究所副理事長、大阪自治体問題研究所理事長、京
都大学名誉教授
日農関東同盟主事('24)、日農関東同盟総本部中央常任員、労働農民党中
央常任委員(126)、社会党本部書記・総務部長('45-'63)
柳田回男に支持、満鉄調査部('37)、満鉄事件検挙・獄死
関西学院大学教員、東北大学教員('26-)、公職追放、東北大学教員('51-
'61)、明治学院大学・中央大学日立正大学口創価大学教員、日本社会学界会
長、日本社会学史学会会長、東北大学名誉教授
立教大学・東北大学・東京文理科大学教員、東大教員('49-℃4)、東大名誉
教授、人文科学委員会、日本学術会艤議員、美濃部東京都知事ブレー ン
('69)、都立日比谷図書館長
日本勧業銀行調査科・調査部長('47)、電通顧問('62-'67)、桜美林大学口武
蔵大学・流通経済大学・法政大学教員
東大・東京農大教員(戦後)、満蒙開拓事業指導者(戦後)、海外青年協力隊
創始者(戦後)
検挙('29)、「転向声明」('34)、渡満('35)、満鉄総務部資料課嘱託(―'40)、
協和会中央本部企画局、検挙(41)、長春大学教員・国民党系治安維持会に
参加(戦後)、吉林省で自殺
武蔵大学教員、学士院会員
東京製本健康保険組合常務理事
無産者新聞社記者、共産党入党、四・一六事件検挙口服役(―'43)、日本共産
党中央委員口日本共産党幹部会員(戦後)、 日本共産党名誉幹部会委員
同志社大学薔松山高等商業学校教員、京都新聞社論説部長、京都新聞社社
長('46)、同志社大学教員('49)、日本学術会議会員(153)、同志社大学総長
('63)                               |    ‐ ■
日本プロレタリア芸術連盟、ナップ中央委員口書記長、検挙('34)、渡中、国民
政府軍軍事委員会顧間、日本人民反省同盟、帰国('46)、日本民主主義文
化連盟、新日本文学、「鹿地事件」
共産党事件検挙、渡満、満州国義勇軍、戦死
欝賣I鯰ミ1器tミ撚 鑽   颯 、減
橿菫曇本零・貯
長(℃5-'72)、日本公衆衛
=学
会傘長、撃団法人ひo、ソ嬌傘
無産者新聞編集局員、四・一六事件検挙
社会思機 ■参加、法政大学教員、満鉄調査部参事、企画院専門員('38)、昭
和塾常務理事、総理府科学技術庁資源調査会委員(戦後)、第一経済大学
学長(戦後)、山形県総合開発計画委員会院長
全協
戦死
???????
184
1851
186
187
188
189
190
191
〓??
?
? 豊島園事件
????
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
高野信
高橋信
高畠春二
高山洋吉
武井一雄
武井礼助
武石勉
武田麟太郎
田代四郎
立花強助
竪山利忠
田中九―
田中清玄
田中宗太郎
田中稔男
田中豊稔
棚橋小虎
谷川巌
丹慶与四造
千葉成夫
千葉雄次郎
陳逸松
津金常知
塚本正人
辻幸七
辻恒彦
辻部政太郎
土屋遅
角田守平
鶴和夫
土井喜久雄
富樫富太郎
1908
1903
1906
1898
1901
1905
1904
1905
1904
1903
1896
1907
1896
1906
1904
1902
1907
1889
1906
1908
1906
1898
1906
1907
1908
1903
1899
1905
1903
1906
1903
1904
1902
1982
1970
1975
1948
1946
1983
1924
1993
1995
1993
1966
1993
1973
1962
1990
1944
1973
1988
1965
1967
水戸
水戸
松江
ノヽ
弘前
五
五
佐賀
大阪
福岡
水戸
松本
静岡
四
五
大阪
1928
1926
1929
1924
1923
1926
1926
1927
1926
1925
1920
1926
1918
1927
1927
1925
1928
1914
1925
1927
1927
1919
1928
1927
1928
1926
1921
1926
1926
1927
1923
1925
1924
1931
1929
1932
1927
1926
1929
1929
1930
1928中退
1928
1923
1929中退
1921
1929中退
1930
1928
1931
1917
1928
1930中退
1928中退
1922
1931
1930
1932
1930
1925
1929
1929
中退?
1931
1926
1928
1927
????
?
経済学部
文学部哲学科
法学部独法科
経済学部
経済学部
経済学部
経済学部経済学科
文学部仏文科
文学部独文学科
法学部政治学科
経済学部経済学科
法学部独法科
文学部美学科
法学部政治学科
法学部政治学科
経済学部
法学部独法科
法学部政治学科
経済学部経済学科
経済学部
法学部政治学科
法学部政治学科
経済学部
経済学部商学科
文学部社会学科
法学部政治学科
文学部美学科
文学部哲学科
法学部政治学科
法学部独法科
文学部仏文学科
経済学部
ジャー ナリスト、実業家
弁護士
社会運動家、実業家
社会運動家、実業家
研究者(経済学)
作家
研究者
社会運動家、研究者(経済
学)
研究者(経済学)
社会運動家
政治家(社会党)、
社会運動家
団体職員
社会運動家、
政治家(社会党)
社会運動家
官僚
社会運動家
ジャー ナリスト、
研究者(メディア研究)
弁護士
教員
美術評諭家
実業家
弁護士
弁護士
産業労働調査所、無産者新聞社
解放運‐動犠牲者救援会東京地方委員会書記
セツルメント
浜松日本楽器争議、学連、共青
七生社との対立、三・―五事件検挙
新人会幹事会幹事長、三・一五事件謙虚
対支非干渉同盟書記局員、無産者新聞
全学連、共青('28)、新人会幹事長、検挙
新人会中央委員会議長(幹事会幹事長)、新人会
解体声明書発表・検挙
在学中に司法試験合格、布施辰治事務所に入所
在学中に、司法試験合格
戦死
朝日新聞社編集局長、テレビ朝日社長(戦後)
産業労働調査所所員、『インタナショナル』発行名義人、検挙('30)、日本共
産党入党、刀江書院代表取締役(戦後)
京都口大阪で吉本屋経営(臨川書店、日本吉書)、京都反核産業人の会代表
世話人           |
昭和通商株式会社
東京朝日新聞社(」38)、満鉄調査部く'38■'45)、憲‐山大学教員1学生部長
('69-'69)、大分大学教員・図書館長・学部長('69■71)、佐賀大学教員
東京合同労働組合、『大学左派』参加、日本プロレタリア作家同盟('31)、『文
学界』('33)、『人民文庫』('36)、陸軍報道班員
熊本女子大学、熊本大学教員
ドイツ留学、客死
検挙・服役(℃0)、検挙・服役('35-'37)、山崎経済研究所主任研究員、外務
省嘱ttとして渡中、国鉄・電力・ゼンカン、導修六寧労働挙院・藤鑢大学・創
価大学教員・tll価大学名誉教授      ・        ・
東亜経済調査局、満鉄調査部、北支経済調査所長、東北学院大学教員(戦
後)
日本共産党入党('27)、日本共産党中央委員、検挙・服役('30-'41)、三幸建
設社長('44-'55)、東南アジア開発事業・紳中進船社社長、日の丸原油開発
事業参加、総合人間科学研究会理事長
社会大衆党入党('37)、東京市役所主事('39)、日本製鉄(43)、ボルネオ製
鉄所総務課長、社会党中央執行委員(戦後)、衆議院議員、社会党国民運
動委員長(60)・安保闘争と三池闘争関与、日本国大問題研究協会副会長・
理事長、日本中国友好協会顧間、日本アフガニスタンを知る会会長
社団法人農協協会
友愛会本部・関東出張所主事('18)、欧州留学、弁護士開業、日本労働組合
圏盟会長、日本労農党中央委員、日本大衆党“全国大衆党・全国労農大衆
党・社会大衆党中央委員、社会党中央執行委員)、参議院議員
無産者新聞、四・一六事件検挙・服役(―'30)、検挙口服役('34)、日本私鉄労
組総連合会書記局員(戦後)、私鉄総連(―'71)、労働者教育協会常任理事、
勤労者通信大学協会員、日本共産党永年党員賞授与('77)
外務省・法務省、国民思想研究所(戦後)
全協日本鉱夫労働組合準備委員、日本共産党入党('33)、検挙・服役を繰り
返す、上海列国対支闘志調査会、上海日本総領事関係在調査室、上海市制
研究会、上海総領事館嘱託、読売新聞社論説委員('47-'61)、政策研究会主
室
朝日新聞社東京本社、海外特派員(29)、大阪朝日新聞整理部長('33)、大
阪朝日新聞編集総長('45)、朝日騒動で辞職、中京新聞(46)、東京大学教
員・新聞研究所所長('50-'59)、東洋大学教員・東洋大学理事長('67)
自由法曹団、台湾に居住していたが、中国にわたり、全国代表者会議役員
日本反帝同盟書記長('30)、検挙“服役(130-332)、国際年間編纂所('36)、満
鉄上海事務所調査部(℃9)
戦死
中学校教員
プロレタリア文学運動に参加、『モーター ファン』寄稿者(戦後)
『土曜日』常連執筆者、神戸大学。大阪経済大学教員   ‐
サン薬品興業社長
布施辰治事務所(弁護士)、解放運動犠牲者救援会に参加、標本共産党入
響槙品 螺 瀾  咤 奮‐繹 釉 継
施設理事長、老人福祉事業理事長('69)
弁護士開業、福岡弁護士会会長
昭和第一商業教員
〓?
?
?
?
?
203
204
214
215
216
217
218
219
220
221
?
?
?
F~織京次
戸野憲二
飛島定載
富永理
友潤久撻
友永重雄
豊田直
鳥海篤助
中井精―
長井直二
中尾正平
長尾他喜男
長尾正良
長沖一
長坂慶一
中田長四郎
中画文雄
中野重治
中野大次郎
中野尚夫
長浜義之
中平解
中村重―
長屋肇
那須腰造
楢崎輝
西尾十国三
錦織彦七
薦:餞僣1導
‐
西村信雄
1爾本書
丹生義孝
舟ヽヽ知1沿郎
丹羽道雄
根岸員六
1909
1904
1902
1899
1904
1900
1901
1903
1906
1907
1901
1906
1904
1901
1907
1909
1902
1908
1904
1904
1903
1904
1889
1907
1906
1903
1900
1902
1906
1907
1907
1907
1995
1966
1972
1996
1972
1976
1957
1970
1979
1934
2001
1972
1935
1975
1931
1950
1934
1933
1979
新潟
大阪
四
大阪
大阪
水 戸
四
水 戸
新 潟
新 潟
五
福 岡
五
松江
松江
大阪
1925
1928
1925
1925
1920
1925
1921
1923
1923
1926
1927
1923
1926
1926
1923
1928
1929
1924
1929
1923
1922
1923
1926
1928
1926
1920
1927
1928
1924
1921
1924
1927
1927
1928
1928
1928
1933
1928
1928
1923
1928
1923中退
1926
1929
1929
1932
1926
1928中退
1929
1927
1931
1934
1927
1932
死亡除籍
1926
1928
死亡除籍
1927
1929
1931
1929
1923?
1931
1931中退
1927
1925
1927中退
1930
1931
1929中退
(退学処
分)
1932
経済学部経済学科
文学部哲学科
法学部
文学部哲学科
法学部政治学科
法学部政治学科
工学部
法学部独法科
文学部西洋史学科
経済学部
経済学部政治学科
経済学部
経済学部
文学部美学科
法学部政治学科
経済学部
経済学部商学科
文学部独文学科
文学部独文学科
文学部
→法学部政治学科
文学部英文学科
文学部仏文学科
法学部
経済学部
文学部仏文学科
法学部政治学科
文学部国史学科
文学部美学科
文学部倫理学科
法学部仏法科
文学部社会学科
法学部
法学部政治学科
文学部美学科
法学部法律学科
社会運動家
ジャー ナリスト
研究者(哲学)
会社員
社会運動家
‐設計技飾
翻訳業
教員、実業家
公務員、実業家
社会運動家
作家
ンヤープ リスト、ll■潜畔誦
弁護 士
作 家
研究者(仏語学 )
弁護士
作家・翻訳家
社会運動家
社会運動家
研究者(法学〔民法〕)
判事口弁護士
検事・弁護士
社会運動家
→実業家
会社員
労農党月島支部('27)
七生社との対立によつて、本富士署に検挙
学生連合会を結成するため、夏に大学、高等学校
を遊説する
労働(倉庫人夫口道路人夫)従事
社会科学研究会法制部会
豊島園事件後の新人会再建に尽力、授業料値上
げ反対闘争で退学処分、一年後復学が認められる
浜松楽器争議に参加・書記長('26)、関東学連委員
('27)、共青参加('27)、三・―五事件
『辻馬車』『大学左派』同人
授業料値上げ反対デモで検挙・退学処分・のちに
復学
マルクス主義芸術研究会口『臆馬』創刊、プロ芸・『プ
ロレタリア芸術』編集
セツルメント(労働者教育部)
書斎派
ブハーリン『史的唯物論』の翻訳
新人会入会後、労農党で働き大学を中退
学連中央常任執行委員
停学処分(123)
豊島園事件で検挙され退学処分
新人会幹事会政治部長、豊島園事件で一年停年
処分
無産者新開発送担当、検挙('28)、プロレタリア科学研究所('30)、プロレタリ
ア科学研究所中央委員('32)、『経済評論』執筆者('34-136)、京北実業学
校、('36)、東京私立中等学校労働組合書記長('45)、関東短期大学教員
('52)、近畿大学教員('53-'63)、東大阪市文化功労者('77)、米軍住宅建設
反対住民運動に参加
「現在は関心がない」
毎日新聞社会部長、福島民報社長(戦後)
鹿児島経済大学教員、松本商科短大学長、息子は社会学者富永健一
検挙(戦前)、会社勤務(戦後)
東京合同労働組合('25)、コミュニストグループ関東地方委員会('28)、三。一
五事件検挙、「解党派」参加、設計技師
翻訳業
東京私立第二中学校教員、明治大学教員('37)、東京薬品常務取締役
('44)、富山化学工業常務取締役(戦後)、富山テレビ放送取締役('65)、富
山市教育委員('48-)・委員長、富山ユネスコ協会会長(156-)、富山県警意銀
行理事長('63-)、青少年育成富山市民会議会長('72→
日本軽金属株式会社常務取締役
大阪市役所勤務・助役、大阪地下街社長
三・―五事件検挙・服役('28-'34)、松浦鉄工所、長尾鉄工所・丸善鉄工所経
営('37-'62)
三。一五事件検挙、服役('28-'35)、民間経済研究所統計事務('38-45)、鉄
鋼会社於朝鮮、日本人引き上げ業務に尽力、り帯国(■6)、翻訳業、神奈川県
平和委員会会長、日本平和委員会会長代行
ナルプ参加、兵役召集('30、'41)全協日本金属労組、吉本興業文芸武将
('37-'47)、NHK放送文化賞受賞、大阪府芸術賞受賞('56)、帝塚山学院大
学教員('66)・学長('75)
読売新聞記者
渡満(戦時)、第二弁護士会所属
港信用金庫理事長
(詳細は別表参照)
コミュニストグループに参加・中央部事務、三・一五事件検挙口服役('28-
'32)、日本繊維('45)、不動産業(戦後)
名古屋中央法曹委員、明治大学教員、文部省科学局事務官、愛知大学・東
京教育大学・愛知県立大学口愛知県立芸術大学教員、フランス語学会創設
(戦後)
弁護士
産経児童出版文化章受賞(155)、芸術祭能楽部分審査委員長('68-'72)
共産党のオルグ活動に従事する
全日本鉄道従業員組合本部書記('27)、無産者新聞編集者(29)、三中一五
事件検挙、九州共産党二“二一事件で検挙、拷間により死亡
立命館大学名誉教授
山本宣治助手、全繊同盟書記、実業界(戦後)
福岡高等裁判所(戦後)、弁護士(戦後)、西南学院大学教授(戦後)
検事、弁護士
三・一五事件検挙、二月事件検挙('30)・服役、思想犯保護団体「同友会」創
設('34)、劇団童劇(―'40)、日本栄養科学代表取締役、オーツタイヤ宣伝顧
間、デザイナー
日本生命保険会社
226
2271
228
229
230
231
232
233
??
?
?
?
?
?
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259
266
267
268
269
1892
1902
1903?
1905
1902
1901
1907
1896
1899
1905
1901
1908
1897
1907
1884
1905
1909
1906
1905
1898
1908
1908
1906
1902
1902
1906
1907
1002
1904
1993
1991
1986
2003
1984
1976
1965
1956
1997
1943
1933?
1991
1977
1985
1975
1950?
1983
1936
1930?
1989
神戸商
七
甲南
四
ノヽ
水戸
1924
1925
1927
1924
1922
1928
1917
1920
1928
1922
1928
1924
1918
1928
1916
1928
1928
1926
1926
1922
1928
1927
1928
1927
1922
1922
1929
1927
1926
1926
野坂参三
野沢隆一
野田萬穀
野田弥二郎
野村二郎
橋本(海口)守三
長谷川浩
波多野鼎
服部英太郎
服部薦
服部之総
花村仁八郎
浜島正金
早坂二郎
早坂文雄
林要
林広次
(秋田実)
林睦夫
半谷高雄
彦坂竹男
久板栄二郎
日田節次
平井巳之助
平尾「F二郎
広瀬善四郎
福間敏男
春野信蔵
藤井信
藤木龍郎
藤沢健三
藤沢桓夫
慶應義塾大学理財科
経済学部商学科
法学部
経済学部経済学科
法学部政治学科
経済学部経済学科
法学部
法学部英法学科
法学部政治学科
経済学部経済学科
文学部社会学科
経済学部経済学科
文学部哲学科
法学部政治学科
文学部美学科
法学部独法科
文学部美学科
経済学部経済学科
経済学部
経済学部
文学部国文学科
文学部美学科
文学部教育学科
経済学部
文学部社会学科
法学部仏法科
文学部社会学科
文学部国史学科
法学部
工学部応用科学科
文学部英文学科
→国文学科
1917
1927
1928
1930
1927
1925
1930中退
1920
1923
1931中退
(退学処
分)
1925
1932
1927中退
1921
1931
1920
1931中退
1931
1929
1929
1927
1930中退?
1930
1931
1928中退
1925
1925中退
1933
?中退
1929
1930
社会運動家、政治家(共産
党)
放送実業家‐
社会運動家
教員
ジャー ナリスト
社会運動家
研究者(経済学)
研究者(政治学)
社会運動家、実業家
研究者(歴史学)
実業界
国家公務員
ジャー ナリスト
社会活動家
研究者(経済学)
漫才作者
ジャー ナリスト
ジャー ナリスト
実業家
劇作家
社会運動家
ジャー ナリスト
社会運動家
『帝大新聞』
共青('27)
無産者新聞
非合法新人会再建
セツルメント
新人会幹事会組織宜伝部長
セツルメント
文筆家
新人会幹事会幹事長、関東学連委員、無産者青年
新聞再建活動
機関誌の発行、労働者との勉強会
日本金属労組書記、『大学左派』
セツルメント
セツルメント
早稲田大学建設者同盟に参加したのち、新人会に
入会
友愛会書記、友愛会出版部長、イギリス共産党員('20)、総同盟顧間、産業
労働調査所('24)、三・―五事件検挙、共産党中央委員('31)、ソ連・中国滞
在('40-'46)、日本共産党政治局員、中央委員、中央委員会議長('58)
毎日新聞調査部、東大学生課嘱託、帝大新聞専務理事、日本出版統制会
理事・雑誌部長('43)・専務理事('45)・専務取締役・指導部長、信越放送創設
に参加('52)・専務取締役・代表取締役社長('55)、文化放送代表取締役
('56)、テレビニュー ス社長・会長('59)、フジテレビ取締役口相談役
共鸞で織誌編集、検挙・服役(■3‐'36).●燻本工1蒸緩闘ヽ墨蓉て'37■lS).、1鉄無 |‐ヽ
逮澄、鉄鋼織制金、瓦斯興業等('39■'43)、共ミ鸞離党(150)、共藤党復覚 ||
(tSS)、共産党離党(161)         |       ‐  |
中学校教師、高校長(戦後)、大学事務長(戦後)
東京自日新聞記者、読売新聞記者、撻務大臣秘書官、南京政府藤間、鳥栖
市長(戦後)
検挙口服役('31-'35)、検挙・服役(40-45)、日本共産党中央委員、日本共産
党政治部員、日本共産党青年学生部長('58)、日本共産党離党('61)、労働
者全国協議会('61)、統一労働者等全国委員('68)
九州大学経済学部教員、農林大臣('47)  ●|  |   ‐|
東北大学社会学部教員
逮捕('29)、療養('43)、東京国際地学協会編集部(■3)、福神バス(.54)、中
国三菱自動車、専務取締役('60)、広菱自動車('63)、城西歯科大学事務局
次長('70)
東京帝国大学社会学研究室副手、産業労働調査所員('27)、中央公論社出
版部長('30)、プロレタリア科学研究所員(131)、花王石鹸('38)、鎌倉アカデミ
ア(戦後)、日本共産党入党(49)、日本近代史研究会(戦後)、法政大学社
会学部教員(戦後)
司法省矯正員教官('38)、保置監察官、重要産業協議会総務課長('42)、経
団連事務局次長、経団連専務理事(℃6)、経団連専任副会長('67)
平凡社、逓信省航空局本局('35)、運輸省東京国際空港事務所次長('64)、
福岡給油施設役員('67)
朝日新聞記者、東京毎夕新聞社会部長(―'22)、政治研究会、労働農民党、
文摯家
逮捕・変死
大原社会問題研究所(…'23)、同志社大学教員・大学追放(―'36)、愛知大学
教員(戦後)、関東学員大学教員
(詳細は別表参照)
朝日新聞記者
産業経済新聞東京本社論説委員
日本評lln者『法律時報』編集長、法律専門出版社「―粒社J運営(戦後)
日本プロレタリア芸術連盟、前衛座同人、プロレタリア劇場創設者、新協劇団
('34)、日本新劇倶楽部事務局長('35)、「新劇事件」検挙口服役('40)、松竹
大船('41)、劇作家
セツルメント、赤色救援会、第二無産者新聞('31)、逮捕・服役('31-'35)、思
想犯保護団体「同友会J初代書記、政治経済研究所('36)、合作社など('38-
47)、大阪財務局事務官('48)、日中貿易促進会大阪支部(49)、『人民日
報』事件で逮捕、重労働('50)、明治大学講師('55)、日朝協会東京都連理事
長、日朝協会本部常任理事、日朝科学技術協力委員会事務局長(℃5-'75)
露本経済新闘記者、全農協理事
四・一六事件後逮捕・服役('30-'36)、日本共産党静岡県委員(戦後)日以後、
離党と復党を繰り返し離党、中小企業研究所理事、全日商連事務局長
大宅壮―翻訳国の指導的メンバー
農業共済金監事
自和庄治株式会社顧間         |   ‐
作家
272
273
274
275
276
277
278
279
280
281
282
283
284
285
山口
新潟
大阪
静岡
水戸
七???
?
作 家
291
292
冬野猛夫
古川芭
古末憲一
帆足計
宝積一
喰代膜
細迫兼光
細野三千雄
堀川克治
本富一郎
前島忠夫
前島正道
正木千冬
町田実
町野重之
松浦長彦
松尾武夫
松岡二十世
松川七郎
松沢兼人
松屋彊
松野尾繁雄
松延七郎
松本(野間)新吉
松本征二
松本篤一
松本広治
三浦次郎
水池亮
水野成夫
満岡忠成
1972
文学部社会学科
文学部美学科
経済学部
経済学部
文学部哲学科
法学部英法科
法学部独法科
経済学部商学科
文学部英文科
→独文科
医学部
経済学部
経済学部
文学部倫理学科
経済学部商学科
法学部
法学部政治学科
法学部政治学科
経済学部
法学部政治学科
文学部美学科
法学部独法科
文学部社会学科
法学部政治学科
漱1学部政治寧料
文学部社会学科
漱学部政治学料
法学部政治学科
法学部政治学料
法学部仏法科
文学部美術学科
1899
1906
1907
1932
1935
1975
1976
1944
1983
1932
1948
1978
1948
1980
1984
1989
1971
1976
1972
1994
山形
,甫禾日
ノヽ
水戸
大阪
1921
1926
1928
1928
1924
1926
1919
1917
1922
1929
?再入学
1918
1921
1927
1924
1929
1931中退
1931
1927
1929
1922
1920
1932
1930中退
1926
1928
1926
1928
1921
中退
中退
1925
1931中退
1937
1922
1928
1927
1929
1927中退
1927
1932
1926
1924
1930
社会運動家
社会運動家
政治家(日本社会党)
教員
研究者(哲学者)
社会運動家
弁護士、社会運動家
弁護士、政治家(社会党)
研究者
医師
社会運動家
社会運動家
研究者(継済‐学)
研究者(政策学)、
政治家(社会党)
研究者(美学)
弁護士、実業家
実業家
実業家
官僚
→実業家
社会運動家
→実業家
研究者(美学)
セツルメント、労農党江東支部善記('27)、東京合
同労組南葛支部書記
七生社との対立時の学生委員会で議長を務める
福本イズムに反発して一年ほどで新人会を辞める
セツルメント
七生社との対立で重症を負う
セツルメント
地下活動に従事
山田盛太郎に師事して農業経済を学ぶ
七生社との対立抗争で活躍、全日本鉄道従業員組
合書記
セツルメント主事
学連執行委員会
学内研究会チュー ター
関東学連委員長
「リベツ化」をめぐって対立、脱会
関東学連組織部長
三ロー 五事件検挙、四ロー 六事件検挙、二月事件検挙(30)、赤色救援会組
織部長、逮捕('34)
広島の全協組織再建活動に参加('31)
重要産業協議会事務局長(142)、のち反戦的言動によって東京憲兵隊に拘
置(45)、日本産業協議会事務局長(戦後)、経済復興会議理事長(47)、参
議院議員・衆議院議員(日本社会党)、日本社会党離党('69)
昭和第一商業校長
日本女子体育専門学校教員、東京文理科大学哲学科助手(31)、大孝塾研
究所研究員('32)、高等無線技術学校講師(40)、専修大学教員('50)、新潟
大学教員('52-'70)、和光大学教員('70-)、新潟大学名誉教授、県平和委員
会副会長、日本科学者会議参与('71-'84)、東京唯物論研究会役員、日本共
産党神奈川三区後援会役員、大和市行政区講演会長
皐稲 雅被鶴輔轟露ざ驚讐記鸞蹴憔朧菫雲:駐曇蟻
暑琴輛騒鸞辮f還鑢暴総ミ澪ヽミ゛鐸騨1
農商務省労働科嘱託、弁護士('21)、自由法曹団、社会思想社参加、日農顧
間弁護士('22)、農民労働党会計、日本労農党会計、大日本農民組合会計、
社会党右派に参加、衆議院議員、文部政務次官、社会党代議士会会長
東台湾新報記者、東京市役所職員('34-41)、南洋拓殖株式会社(■1-'46)
中学校講師(開成中学、新潟県立柏崎中学)、新津高女、小樽商業教員
('38)、千葉医大付属専門部講師('45)、群馬大学教員('49)、群馬大学名誉
大学医局物療内科、内科医院開業('29-81)
満鉄調査部上海事務所調査員、戦死
企画院、企画院事件で検挙('41)、国学院大学教員〔戦後)、鎌倉市長(戦
鎌倉市町野耳鼻咽喉科医院経営(戦後)
農協(戦後)
農林省農業研究所所員(戦後)
北海タイムス記者、日農北海道連合常任執行委員、教育部長('26)、共産党
入党、三・一五事件検挙、服役('28-'32)、満州国協和会文化部長('41)、ソ
連抑留、シベリアで没
東洋経済新報社記者、一橋大学経済研究所員(戦後)、中央大学教員
社会思想社同人、大阪市役所社会部、大阪労働学校主事兼講師、関西学
院大学教員('23)、日本労農党入党(26)、神戸市会議員(29)、社会党入党
〔戦後)、衆議院議員(46-'52)、参議院議員、社会党中央執行委員、社会党
政策審議員副会長、参議院議員会長、参院商工委員長、産業公害及び交通
対策特別委員長、兵庫県自治研究センター 理事長、八代学院大学学長、声
屋大学教員
東京造形大学教員
弁護士、福岡製紙社長
三・―五事件検挙・入営中のため軍法会議にかけられる、企業経営(戦後)
セツルメント主事、東京市役所主事
二・一五事件検挙、服役('28-'34)
量 曇
解放運動犠牲者救援弁護士団('33)、関東配電、東京電力従業員組合委員
長、東京電力保安部長、東京電力受任監査役
内務省警保局長(―'45)、千代田紙業社長
共産党再建ビュー ロー 参加、産業労働調査所員、三・一五事件検挙、「解答」
上申書提出、共産党除名、国策パルプエ業、文化放送(戦後)、フジテレビ
(戦後)、産経新聞社(戦後)
艘羹奎諮螂轟 醐 驚 禦 翻 鵡 藩ギ鼠大
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311
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313
314
3151
316
318
319
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1(学生時代)322
323
324
325
326
327
328
329
330
331
332
337
338
339
340
341
342
343
宮川謙―
宮崎龍介
宮ノ下文夫
三好惣次
三輪寿壮
村井康男
村尾薩男
村上尭
村上虎雄
村田福太郎
村山藤四郎
望月守一
森静夫
森谷克己
森松慶治
守農典郎
安賀秀三
山内忠吉
山内俊雄
山口忠幸
(川口浩)
山口久太郎
山崎―雄
山崎新次郎
山添直
山名義鶴 1891
文学部美術学科
法学部仏法科
経済学部
法学部政治学科
法学部独法科
法学部→文学部
文学部社会学科
文学部心理学科
文学部教育学科
法学部英法科
経済学部商学科
経済学部
法学部独法科
文学部美学科
法学部法律学科
文学部社会学科
経済学部経済学科
文学部哲学科
文学部独文学科
法学部政治学科
経済学部経済学科
経済学部経済学科
法学部政治学科
1902
1898
1902
1906
1899
1907
1900
1902
1904
1907
1902
1909
1909
1971
1939
1956
1983
1970
1920
1971
1954
1945
1970
1964
1973
1973
七
大阪
七
1928
1916
1926
1928
1917
1922
1923
1918
1927
1927
1921
1927
1924
1924
1925
1926
1924
1928
1929
1925
1928
1918
1927
1925
1913
美術評論家
弁護士
社会運動家
弁護士、政治家(社会党)
編集者、研究者
社会運動家→政治家(日
本共産党、社会党)
社会運動家
研究者
詩人・評論家
弁護士
→研究者(経済学)
弁EE士
評論家
ジャー ナリスト
→社会運動家
銀行員
社会運動家
→熙業家
社会運動家
新入金1創識書OT本,自簿事件で除名
新人会幹事会教育部長、全日本無産青年同盟書
記、学連中央委員
セツルメント
新潟木崎村争議に参加
京都学連事件に連座、禁固刑
蔭慕震t√ん石ご彗雲認彗♂
人会幹事会組織宣
舞套貴      難亀爵麟ど評減積亀     窯嚢警党中央執共青再建に参加、検挙('30)
記鐵桑秀轟、ヽ最総 (昌峰     謝験
言景  百六護     iギ
麒曇量躍鸞闊 騎瑠編彎早い切 )三ず宇騎野湘
量菫書璽詈翠吾犠隻飛昂klifじ』塁騎蓮基鼻轟身霧墓員暑猪踏属i
無産者新聞編集局員、日本共産党富山県委員(戦後)
[言輩野恥齢轟墓
資朧
教魚 岡山大軸 郎 戦御 、愛知大轍 郎 戦御 、武蔵大軸
『文学界』同人('36)、検挙・服役('40)
1 1
診療所経営(戦後)
読売新聞社外報部
FJH量豊笠乙茎型陛物綸剛 編_
轟   鋪
、
重獣 亀 麿蓼嘉し糧 黒 叩 貯
業員船 蔀 長・委員長、共産党資
墨悪葛篇謁袋穣鉛
挙、暉 党漁 に所属し保
腎 李
京横浜電鉄C4"、小田急
1920
1925
1926中退
1920
死亡除籍
1930
1930中退
1924
1930
1928
1927
1928中退
1929
1927
1932
1932
1929
1921
??
?
?
?
???
中央委員
撃亀禽路講Ω霧品蔵F班委員、豊島園事件で検
??
?
っ
四
新潟
新潟
機関誌『先駆』発行名義人
山根銀二 文学部美学科 1925 評論家
ルクス主義芸術研究会
??
?
?
?
??
会員氏名 出身高校| 所属学科 入学年 職 業 経 歴1(学生 時代 ) 経歴2(卒業後)
山本源一郎
横田利平
与謝野譲
吉尾義光
吉川(二木)実治
1904 1936
1927?
1928
経済学部 1924
1928
1924
1923
1926
1927
1928
批評家
ジャー ナリスト
→文筆家
大阪朝日新聞社
十 臨 盤 目 錦 聞 ■■金 鍬 齢 秦 十 隠 熱 口 軒 閣 鷲 熙 宙 思 鼻 杢 自静 蓄 十 螢 静
文字部 業宇 科
1904
1904
経済学部
法学部仏法科
文学部社会学科
1927
1928
1929 『学生運動』編集 報
知新聞記者、読売新聞記者('36)、読売新聞名古屋市局長、戦争に関連し
て報知新聞退職('44)、日本新聞協会('55)、文筆業、日本共産党入党('79)
354
吉河光貞
ノヽ 経済学部吉沢万三 ?没 1927
壼 酪 士 蛍 動 量
淀野隆三 1967
ぶ畢総嶽溝事科
文学部仏文学科 1925 1928 研究者、小説家、翻訳家 『詩
・現実』創刊('30)、プロレタリア科学研究所、プロレタリア作家同盟、『世
紀』創刊('34)、法政大学・明治大学教員、文筆家
蟷山政道
脇山康之助
渡部清吉
総
林進
金田二郎
1895
1907
1906
1906
1907
1906
1908
1980
1964
1928
1930
四
新潟
五
六
弘前
水戸
法学部政治学科 1917
1927
1927
1926
1928
1928
1929
1920
1931
1930
1931中退
研究者(法学)
東京帝大助教授('22)、東京帝大教授('28)、昭和研究会('33)、川井栄次郎
筆禍事件で大学辞任('39)、東京政治経済研究所主催、大政翼賛会加入
(41)、衆議院議員('42)、『中央公論』主幹(戦後)、政治教育協会創設(戦
後)、民主社会主義研究会議理事('54-'59)、お茶の水女子大学学長、日本
放送協会番組審議会委員、国立教育研究所評議員、民主社会協会会長
運動と家庭との矛盾から自殺
日本ゴルフ場事 業協会車 務理事
351
352
1926 セツルメント、在学中に司法試験合格'弁護士に、日本農民組合顧間弁護士
資料2新人会年表
新人会
学制発布(8月)、徴兵令(11
立 (4月)
公布 (9月)
公布 (3月)
*本部本郷区追分町十一番地 浪人会立会演説会 (11月)
新人会講演会(1月30日)於法科三十二番教室、講師一大山郁夫、星鳴二郎、麻生久(卒業生)
普通選挙期成学生大会(2月11日)
徴兵問題討論会(2月20日)於第二学生控室、講師―松浪仁―郎
新人会亀戸分会発会(2月24日)
新人開講演会(2月27日)、於三十二番教室、講師―有島武郎
新人会仙台分会 発会(3月1日)
京都新人会 発会(4月19日)
京都・名古屋で演説会(4月)
*東京市外高田村三六〇〇番 黄興邸に本部移動
全国セロイド職工組合発会(5月6日)・演説
全国セロイド職工組合日暮里支部 発会(6月5日)
7月同盟(新人会、民人同盟会、扶信会ら、7月1日)
永峰セルロイドエ場スト応援(7月29日)
『デモクラシー』七号 発禁
広島・秋田・金沢に支部が発会(夏)
新人セルロイド職工組合日暮里支部演説会に出席(9月16日)
新人会講演会(9月26日)
新人労働同盟結成(9月、総務委員長門田武雄〔会員〕)
国際労働代表反対の全国労働者大会の発起団体に新人労働同盟とともに参加(10月5日)
青年同盟創立大会(10月5日、7月同盟を発展、扶信会・民人同盟会・建設者同盟・一新会 )
青年文化同盟創立演説会(10月25日)
新人会創立1周年記念祭(11月30日、於高田村合宿、来賓―堺利彦、吉野作造、山川均、長谷川如是閑、森戸辰男、櫛田民蔵、山川菊
枝、生田長江)
新人会創立記念演説会(12月2日)
第一回学術講演会(12月7日～9日、講師一大山郁夫、森戸辰夫、櫛田民蔵)
『デモクラシー 』発禁(12月)
新人会宣伝演説会(1月30日
啓明会、黎明会、新入会ら文化思想団体の連合主催の大会にて森戸事件への決議採択(2月7日)
普選問題全国連合大会懇親会(2月22日)
新入会宣伝演説会(2月27日)於東京帝大構内
機関紙改題『先駆』(2月)
宮崎龍介を除名(3月)
宣伝旅行 甲府から信州(4月14日～22日)参加者一一会員の赤松勝麿、新明正道、門田武雄、千葉雄二郎、小岩井浄、山崎―雄 )
第一回メー デー参加(5月1日)
中国遊日学生団と晩餐会(5月11日)来賓一吉野作造、森戸辰男、櫛田民蔵
*本部本郷区動坂町六六番地へ移動(5月)
能登、福井に支部(5月)
卒業生送別会(6月25日)来賓一一森戸辰男、櫛田民蔵
熊本に支部 発会(6月)
*本部本郷区駒込富士見町五番地へ移動(7月7日)
鹿児島で村上尭の追悼演説会(7月9日)
広島支部の演説会に門田武雄(会員)出席(7月11日)
兼人
『先駆』八月号 発禁
演説会(9月22日)於三十二番教室
東京新人会支部(9月)
第一回講演集 出版(9月10日)
第一回イブニング(10月13日)於本部、来賓一一堺利彦
演説会(10月22日)於法科三十二番教室
第二回学術講演(10月25日～27日)講師一一北沢新次郎、室伏高信、有島武郎、長谷川如是閑
機関紙改題『同胞』(10月)
学内宣伝演説会(11月17日)於法科三十二番教室
東西両大学合同演説会(11月19日)労学会から小林、水谷。東京帝大から来間恭(会員)、新明正道(会員)
日本社会主義同盟創立(12月9日)参加
演説会(12月15日)於三十二番教室
『同胞』十二月号 発禁
森戸事件(1～3月)
本部家宅捜索(1月27日)金沢支部の
佐世保に支部 発会(1月)
第一回新人会懇話会(3月10日)
村上尭遺稿集出版記念追悼会(3月19日)
『同胞』3月号 発禁
卒業生送別会
演説会(4月26日)於三十二番教室
『同胞』四月号 発禁
労働運動内「知識人排斥論」興隆(4月)会員の棚橋小虎「労働組合に帰れ」『労働』1月号が発端
早大筆禍事件(5月)
社会主義同盟 結社禁止(5月)
日本労働学校 開設(5月)
ロシア飢饉救援活動
学生運動
―インターナショナル第三
一インター ナショナル
ニインター ナショナル 成立
第ニインターナショナルシュツットガルト大会 (8
ロシア革命(10月)
京都帝大労学会(9月・高山義三・古内春彦・水谷長三
京大・東大合同演説会(10月)
第ニインター ナショナル 成立 早稲田大学民人同盟会 (2月21日)記
同志社大学普選促進運動会デモ(2月)
興国同士会 創設(9月)
早大建設者同盟 創設(11月)
この年、早大黎民創生会、同一新会、法政大学扶信会、一高社会思想研究会 創設
早大文化会 創設(4月)
京都労学会に解散命令
新人会 国内情勢
演説会(5月3日)於三高
公開講演会(5月19日)於三十番教室、講師一―吉野作造、佐野学(卒業生)、細迫兼道(会員)
『同胞』五月号 発禁
演説会(6月22日)於三十番教室
機関紙改題『ナロオド』(7月)
神戸三菱川崎造船所の大労働争議について公開講演会(9月20日)於三十二番教室、講師一―賀川豊彦
演説会(10月28日)於三十二番教室
学内団体へ(11月30日)
3周年記念懇親会(12月3日)
宣伝演説会(12月19日)於二十番教室、講師一一大山郁夫
イブニング(12月21日)
実行派と学究派の対立顕在化(12月)
『ナロオド』十二月号 発禁(来間恭「敵か味方か」による)
学内学術講演会(1月24日)講師一一末広巌太郎
~
機関紙『ナロオド』廃刊(4月)
*事務所を 東京氏牛込区市ヶ谷―一三と友岡方へ移転
*卒業生による社会思想社創設 (4月)
ロシア飢饉救援演説会(9月23日)、建設者同盟から田所輝明が応援に来る
遊説旅行(9月)友岡久雄口黒田寿男・杉野忠夫・志賀義雄らが八高、京大、同大、三高、六高、五高、七高、佐賀高を回る
学生連合会・FS結成(11月7日)
アナ・ボル論争激化(1月)
全国水平社(3月)
『前衛』ロシア飢饉救済を呼びかける(5月16日)
日本共産党(7月15日)
1923
三悪法(過激社会運動取締法案、労働組合取締法案、小作争議調停法案)                  ~~~~~
反対運動に学連参加新入会紹介講演会(4月24日)
東大学友会改革学生大会開催(5月5日)学友会に新人会が進出
東大社研発起人会(11月29日)杉野忠夫(会員)が参加
「リベツ化(自由主義化)」方針決定(11月)
*臨時寄宿寮、セツルメント、学内消費組合、大学新聞、学誘拐弁論部、社会科学研究会、会員の研究活動、会報
新人会五周年記念懇親会(12月1日)外部からの参加者は江知勝、先輩細野三千雄のみ。先輩との連絡をつけることを決定
東大社研講演会(12月11日)於工学部講堂、講師―隅部助教授、戸田貞三助教授
新人会五周年記念大講演会(12月13日)於工学部新館大講堂、講師―麻生久(卒業生)
十二月総会(12月22日)於一高前よし松ミルクホール、議題一学連の組織修正、新人会の規約改正、普選態度(政治的啓蒙活動として
有意義であり、政党と無関係の運動であること)を決定、事務所を本所に設定
新人会会報特別号(12月28日)
日本労農同盟会(1月)
第一次共産党事件(5月)
関東大震災(9月1日)
*関東震災復興学生連盟
*東大学生救護団(9月5日)
藝咆顆盟鍋襴爾諧鴇躙 ‐習麗窪混覗♂替L=霧
|二月講演会(2月18日)吉野作造の歓送を兼ねて、於工学部新館大講堂、講師一一春野(会員)、蟷山政道(卒業生)、新居格
1東大学友会 総会で新定款可決(3月25日)新定款の制定に新人会が関与する
東大セツルメント 開設(3月)新人会員が創設の尽力
全国学生普選連盟(3月)
組織変更(5月9日)班員会を開催し、セツルメントと新聞を廃止。ただしセツルメントに新人会員は自由に参加可能)
紹介講演会(5月14日)講師一一是枝恭二、大宅壮一、早坂二郎(卒業生)、赤松勝麿(卒業生)
会員会友春季大懇親会(5月14日)於第二学生控所
九州巡回講演旅行(5月14日～26日)参加者一一春野〔会員〕、大塚、石田外茂一、麻生〔卒業生〕)
『学聯会報』に秋山二郎(是枝)が「形式論理と弁証法」を発表(5月23日)、 研究と実行の分離論を批判
学生社会科学研究会連合会(5月)
山本宣治弁護士と懇親会(6月2日)於事務所
学生運動についての討論会(6月10日)
日米問題批判会(6月19日)於工学部新館、講師一一山崎―雄(会員)、平野力蔵
総会(6月19日)於第二学生控所
『学聯会報』後藤寿夫が「学生運動について」を発表。学生の地位を規定し、無産階級運動との結合、学生運動の役割を提言
『新人会報』(7月1日)「学生運動と個人の任務」リベツ化運動への危険性の反省がなされる
学聯東京聯合 大阪市電ストライキ批判演説会(7月18日)、司会―松沢(卒業生)、 関西派遣委員志賀義雄(会員)、 関西大学教授河野
密(卒業生)、早大北沢教授、早大大山郁夫教授、東京帝大蟷山助教授(卒業生)
学聯主催 夏季労働講習会(8月)
第一回学生社会科学連合会(9月10日)於学生控所、議題一一労働者教育運動の促進検討
学生社会科学連合会と改称
学聯を中心に国際反戦デー参加(9月22日)
東西両大学対抗競技の一環として合同演説会(10月20日)
十一月講演会(11月5日)於工学部新館大講堂、講師―松本二十世(会員)、後藤寿夫(会員)、その後、ミルクホールで討論会
学聯創立二周年およびロシア革命七周年記念講演会(11月7日)講師―衣谷賀真、鈴木茂二郎、大山郁夫、戸叶武、高橋亀吉、守田有
秋、田畑太郎
新人会討論会「無産階級の哲学について」(12月6日)於第二学生控所
軍教反対同盟の講演会(12月11日)東大支部・新入会主催するが大学から講演禁止される
新人会六周年記念講演会(12月13日)於工学部新館大講堂、講師―伊藤好道(会員)、石浜知行(卒業生)、麻生久(卒業生)、森戸辰
男
学聯文部当局の高校研究会禁圧に対し抗議行動(12月15日)新入会はじめ代表三十名が参加
学聯主催軍教反対演説会(12月19日)講師―尾崎行雄、福田徳三、大山郁夫、松下芳男
日本共産党 解党決議(2月)
京都労働学校(3月)
高校・社会科学研究会禁圧(12月)
五高社研会解散命令(12月2日)岡田文相
一・三高以外解散
新人会総会(1月12日)議題 存置一―教育部、書籍部、学聯連絡部、廃止一―出版部、社会科学部、弁論部      ~~~
新人会臨時総会(1月15日)存置一―高校部、廃止一―労働者教育研究部、入会手続き
学聯 軍教育反対デモ(1月24日)於九段牛ヶ淵公園
新人会送別講演会(2月21日)於三十番教室、講師一一小宮義孝(会員)、織本利(会員)、スレパック(ロイター 通信)
新入生歓迎会(3月15日)
「新入会会報』第四号 発行(3月)
本年度卒業生より「行人会」を組織する(代表一一小沢正元、伊藤好道、喜多野清―)
紹介講演会(4月27日)於法学部三十番教室、講師一大山郁夫、黒田寿男(会員)
新人会会友懇談会(4月28日)総同盟内紛について、講師―宮崎(卒業生)、赤松(卒業生)、松岡らを招いて
学聯 第五回関東聯合会総会(5月2日)
学聯主催マルクス誕生記念学術講演会(5月5日)講師―村尾薩男(会員)、斉藤健―(総同盟)、山本懸蔵(評議会)、浅沼稲次郎(日
農)、スレパック(ロイター 通信)、西雅男、是枝恭二(会員)、猪俣津南雄
総同盟内紛問題について関東評議会 山本懸蔵、河田賢治から意見を聞く(5月9日)
「東洋民族問題批判講演会」(6月10日)中国五・三十事件演説会、於三十一番教室、講師―村尾薩男(会員)、陳日新、麻生久(卒業
生)、宮崎龍介(卒業生)
無産者青年同盟準備会(7月7日)
学生社会科学連合会第二回全国大会 (7月16日)於京都、議長一―村尾薩男(会員)
学聯秘密会(7月17日)学聯テーゼ、学生運動を無産階級開放の一翼、マルクス・レーニン主義を精神に
岡田、松岡、稲村 農民運動援助のため北海道地方へ遊説をふくめた旅行(8月)
新学期の新入学組織決定(9月)執行部、教育、組織、図書、出版、学聯、高校、会計
班組織―上野、巣鴨、中野、本郷第一、本郷第二、寄宿、月曜、水曜の八班
新人会講演会(9月28日)於法学部三十番教室、講師一―′1ヽ倉四郎(会員)、喜入虎太郎(会員)、勝木新次(会員)
大学軍事教育実施(6月)
一高社会思想研究会 解散強要(9月14日)
一高社会思想研究会 解散(9月25日)
三高社会科学研究会 解散(10月7日)
小樽高商軍事教練想定事件(10月15日)
京大学生事件(学聯事件)検挙(12月1日)
日本プロレタリア文芸連盟 創立(12月6日)
農民労働党 結成(12月)
世界情勢 学生運動
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雄弁連盟露西亜救済会(9月)
同志社民潮会 創設
京大聾人会(ソヴィエット会、11月)
三高社会問題研究会(11月)
立命館大学労農会 創設
高等蚕糸文化会 創設
薬専洛陽新人会 創設
高等学校連盟 創設(1月)
東大学友会運動(2月25日)
関西学生連盟 創設(2月)
日本文化青年同盟 創設(京都・官製青年団と対立、4月)
早大軍事研究団 創設(5月10日)
早大学内検東、四教授追放(5月)
学連 大学擁護運動(6月5日、第一次共産党事件・早大)
学連臨時総会(6月18日)
早大弁論部主催大学擁護講演会(6月26日)
同志社十月会 解散(12月)
五大学新聞連盟(12月・慶。日・早・明・帝)創設
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五大学新聞連盟主催普選促進講演会(1月25日):講師―五来素川教授(早)赤神良譲教授(明)、蟷山助教授、堀江帰
―教授(慶)
全国学生普選連盟(2月1日)後の大学新聞連盟、大学雄弁連、学連で。
全国学生普選連盟主催普選問題講演開会 中止(2月)
柳島セツルメントハウス 竣成(6月)
柳島セツルメント労働学校開校式(9月10日)
全国学生軍事教育反対同盟(11月12日)於東大第二学生控所
都下大学雄弁連盟、大学新聞連盟の提唱で開かれた軍事教育問題協議会で軍教反対同盟 抗議行動(11月22日)、
文部省・陸軍省歴訪。
各大学聯合軍事教育批判大演説会(11月23日)
満州出兵 治安維持法批判演説会(2月16日)自由法曹団、社会思想社、我等社
学生社会科学連合会 各大学新聞連盟有志主催
学連の各団体、治安維持法反対演説会(2月)
東大七生社 創設(3月10日)
東大軍教要望決議(5月21日)
東大志願兵の会、軍教実施希望細目可決(6月18日)於三十二番教室
東大軍教実施打ち合わせ(7月10日)
東大軍教実施方法決定(7月)
学聯代表者 ′1ヽ樽事件に関し文部省・小樽高商に質問状(10月21日)
学聯 ′1ヽ樽事件に関し文部省に抗議文(10月22日)
全国学生軍事教育反対同盟第一回協議会(11月6日)
学術研究擁護講演会(11月13日)立大、早大、邸同新聞主催、講師―長谷川如是閑、千葉亀雄、麻生久(卒業生)、大
山郁夫
新人会 国内情勢
学聯 反軍事教育演説会(10月28日〉自由法曹団、各労組、政研、一月会と提携
講演会(11月30日)於三十番教室、講師―佐多忠隆(会員)、門屋博(会員)、曽田長宗(会員)、平野義太郎助教授
社研講座開講(11月2日)講師一大森義太郎
東大弁論部主催軍教批判演説会(11月21日)於法科三十番教室、登壇者―新入会、七生社
朝鮮水害飢饉救済運動(11月)
新人会七周年記念講演会(12月6日)於工学部新館大講堂、講師―是枝恭二(会員)、高橋亀吉、藤森清吉、森戸辰男
読書会・東大社会科学研究会・新人会主催軍教批判演説会(12月11日)
『新人会会報』第五号 発行(12月)
学聯事件検挙(1月15日)会員の是枝恭二、村尾薩男、後藤寿夫、松本篤―検挙
大学主要教授、政界、言論界有力者に処分反対運動を始める
全日本学生社会科学連合会主催 京大事件公判批判演説会(4月29日)講師一田中稔男(会員)、安藤敏夫(会員)、西田信春(会員)、
細迫(卒業生)、門屋(卒業生)
学友会 社会科学研究会決定(4月)参加者四百名中会員五十名、幹部は新人会員)
公開講演会(5月)講師一―福本和夫
東大学生自由擁護連盟(6月5日)新人会他、社研、弁論部
東大学生自由擁護連盟構内で声明書を配布(6月8日)
東大学生自由擁護連盟講演会(6月9日)於三十番教室、講師一―塩谷末吉(会員)、長坂慶―(会員)、田中正文(会員)他
東大学生自由擁護連盟自発的に解体(6月17日)目的達成したため
公開研究会(6月18日)講師―一大山岩雄(会員)、佐多忠隆(会員)、大森義太郎淳教授
学聯事件について声明演説会(9月29日)講師一一渡辺武(会員)、小田倉一(会員)、田中正文(会員)、門屋博(会員)
学聯事件 東大関係者四名無期停学(9月30日)
月例講演会(10月21日)於経済学部三十二番教室、講師―平林初之輔、鈴木武雄、大間知篤三(会員)
関東学生自由擁護同盟主催学生事件批判大演説会(10月20日)新人会、行人会参加
全日本学生自由擁護同盟主催暴圧教育批判演説会(10月28日)講師―杉田揚太郎(会員)、布施辰治、有馬頼寧、大森義太郎、大山
郁夫
東大社会研究独立既成講演会(11月2日)於工学部大講堂、講師―中野重治(会員)、稲田亀次、矢内原忠雄教授
社研究独立問題で東大学生委員 暴力事件に(11月25日)
新入会8周年記念講演会(11月27日)於工学部新館大講堂、講師―村上進(稲村順三のこと、会員)、水野成夫(会員)、細迫兼道(卒業
生)、片山伸
東大社研独立賛成派による社会科学問題批判会(12月8日)於法科三十番教室、参加―中央部委員渡辺(会員)、ラグビー部木日、七
牛牛末孤 新ヽ人会田中
労働農民党 創立(3月5日)        ~~~~~
岡田文相内訓(5月13日)「生徒の左傾思想取り締まりに関する
件」
日本労働組合同盟 創立(12月4日)
社会民主党 創立(12月5日)
日本労農党 倉1立(12月9日)
全日本学生自由擁護同盟早大事件批判演説会(1月31日)講師一一田中稔男(会員)、大山岩雄(会員)、島野武(会員)
関東学生自由擁護同盟主催 反動的教育政策反対都下学生大会(2月5日)参加一一島野武(会員)、 堅山利忠(会員)
東大学友会解散反対運動(2月)
講演会(2月23日)於三十番教室、講師一一早大大山郁夫教授、大森義太郎淳教授、西田信春(会員)
京大事件批判演説会(4月21日)於三十番教室、新人会参加、講師一―細迫兼道(卒業生)
学聯主催京大学生事件批判演説会(4月22日)講師一一細迫兼道(卒業生)、門屋博(会員)、秋和松五郎。組織変容 幹事長堅山利
忠、幹事亀井勝一郎、井口昌男、安藤誠一、片山香、小川治雄
マルクス記念講演会(5月9日)於三十二番教室、講師一一佐野学(会員)、秋山次郎(是枝恭二のこと、会員)
社研研独立可決(5月25日)文化科学部と改称
公開研究会「ファイエルバッハ論」(6月1日)講師一一大森義太郎
研究コー ス発表(9月)
学聯社会科学デーの一環として「社会科学週間」を開催(10月3日～9日)
講演会(10月6日)於三十番教室、講師一一大山郁夫、淡徳二郎
図書部を公開(10月6日～9日)大売り出しデー
学連主催 社会科学大講演会(10月9日)
学連 講演会(10月12日)
文化科学部新設承認(11月1日)
労農ロシア十周年記念講演会(11月7日)於三十番教室、講師一―谷川巌(会員)、奥山貞二郎(会員)、 岩田義道
講演会でビラをまいていた学生検挙、即学生大会を決行
東大生構内検東事件について交渉顛末報告会(11月8日)報告者一一島野武(会員)
「ゴーダ綱領批判」研究会(11月15日)
「ゴーダ綱領批判」研究会(11月22日)
「ゴーダ綱領批判」研究会(12月6日)
新人会創立九周年記念講演会(12月28日)講師一―秋笹正之輔、杉田揚太郎(会員)、門屋博(会員)
東大文化科学部独立記念講演会(12月30日)於三十四番教室、講師――一―服部之総(卒業生)、法学部穂積重遠教授
東大弁論部主催高校擁護演説会(1月24日)最中に七生社乱入暴行
七生社暴行事件対策各団体協議会(1月25日)第二学生控所、同志会、新入会、文化科学部、駒場社研究、各高読書会、臨時対策協
議会、帝大同人雑誌連盟、劇研究会、検閲制度改正期成同盟東大支部(新入会の対策委員 内垣安造、田中稔男)
東大弁論部主催 七生社事件真相発表演説会(1月31日)講師一一小野田、河合栄次郎
協同印刷争議に会員多数参加(1月)
七生社暴行事件対策団体主催七生社糾弾演説会(2月1日)講師一一上平、文化科学部 樫村実(会員)、駒場社研 西川、文芸部 神
崎清(会員)、同志会 大山(卒業生)、新人会 佐多忠隆(会員)
岩倉鉄道学校争議に会員の大山岩雄、堅山利忠を派遣(2月3日)
七生社暴行事件批判演説会(2月3日)新入会自衛団組織を結成田中清玄(会員)、会員十九名・建国会七名検挙
運動部学友会脱退を決定(2月3日)
公開研究会(2月4日)講師―山田盛太郎
東大運動各部新団体組織、創立総会(2月11日)
全日本学生自由擁護同盟総選挙に関わる学生懇談会(2月15日)司会一―長尾正良(会員)
東大学友会四学部支部(経・工・医口理)学友会脱退(2月16日)
全日本学生自由擁護同盟主催学生参政権獲得演説会(2月18日)
無産青年同盟ら講演、解散を命じられる
東大学友会解散反対運動(2月)
東大暴圧反対同盟(4月19日)同士会の主唱、旧新入会、旧文化科学部ら。議題、新人会解散問題、学友会解散問題、大森助教授辞
職問題、学内所規則取締問題。
東大駒場社研 活動禁止(4月25日)学生監
東大学友会解散真相発表演説会(4月27日)1日学生委員会主催、於三十番教室 講師一学生委員長井口昌男(会員)、中央部委員高橋
慎一、学生委員榎本謹吾、学生委員田中宗太郎(会員)、国谷洋蔵
学友会解散真相発表演説会を学生大会に(4月27日)議長一一田中正文(会員)、デモと大学本部前で演説会
帝大暴圧反対同盟(各帝大で組織)に加盟、全日本学生自由擁護同盟東大支部の設立、学生大会の決議
小野塚総長代理との交渉の報告演説会(4月28日)於三十番教室、議長一―中野尚男(会員)
浜松日本楽器争議に会員の竪山利忠、久保梓(会員)を派遣(4月)
東大暴圧反対同盟の第二次報告大会開催できず(5月3日)
無産青年同盟、建国会と衝突(1月)
『赤旗』創刊(2月1日)
古在総長「大学の平和」訓示(2月4日)
第一回衆議院選挙(2月10日)
三・―五事件(3月15日)
労農党、労働組合評議会、青年同盟の結社禁止(4月)
社会科学研究会解散命令(4月)
思想取締り訓令(4月17日)水野文相
大学臨時評議会決議 新入会解散命令
治安維持法改正(6月29日)
無産大衆党 創立(7月22日)
特高警察網 新設(7月)
思想善導機関設置、学生主事任命(9月)
世界情勢 学生運動
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京都学聯事件で学生起訴(1月)
政治研究会解散、大衆教育同盟 創設(5月)
全日本無産者同盟 応接(8月)
全日本学生自由擁護同盟(6月28日)
松山高校盟休事件(11月)
女子学聯 創設(12月)
大山郁夫教授留任運動(12月)
1927
二十七年テーゼ (7月15日)「日本に関するテーゼ」
．．?．???
??
??
．?????????
?
三高盟休事件(6月)
関西学院盟休事件(11月)
1928
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左傾教授罷免反対運動(4月)
山形高・四高 盟休(6月)
北海道大学 盟休(12月)
新人会 国内情勢
関東学生自由擁護同盟主催 第一回学生自治協議会(5月4日)
第二回学生自治協議会(6月9日)
会員で法学部二年河合篤がビラまきを理由に停学(6月13日)
六高校を中心に河合問題の再調査請願運動(6月18日)
河合問題真相報告演説会(6月21日)
「大学左派」創刊記念懇談会(7月1日)講師一一片岡鉄平、林房雄(卒業生)、 中野重治(卒業生)
学聯再建(7月)新人会から中央部へ会員の堅山利忠、丹生を派遣
本部で幹事会 開催(8月末)幹事長―丹波道雄、経済班委員幹事組織宣伝部長一一花村仁八郎、文学部班委員―早坂文雄、工学期
の運動方針決定
*本部 下谷区谷中清水町十二番地
第二回幹事会(9月9日)参加者一一花村仁八郎、丹羽、早坂文雄、幹事政治部長―根岸真六、議題、運動方針協議
幹事会合(9月23日)花村仁八郎、丹羽、早坂文雄、根岸真六、幹事政治部―長鳥居(変名)、経済班委員―山内忠吉
専門部長の運動方針を審議、総会開催に関する準備を協議
豊島園事件(9月28日)板橋署に留置、二十三名、丹羽、早坂文雄ら
「ロシア革命11周年記念」の檄文をまく(11月4日)
東京学生消費組合の本郷支部 創立(11月)
東大駒場社研幹部5名譴責処分(12月3日)解散命令
アルベール・トー マ東大来学排撃運動(12月)新人会再建組織準備会、擁護同盟東大支部、反戦同盟東大支部準備会
関東学生社会科学連合会中央部 再組織会議(10～12月)三浦次郎、木佐森吉太郎(会員)、 町田敬―郎、古末憲―(会員)、信田秀
三、服部語(会員)、高島宣三(会員)
関東学生社会科学連合会中央委員会(12月末)
五高読書会主催「カール・ローザ」記念読書会(1月15日)於第二学生控所
戦争反対同盟東大支部創立(1月15日)記念読書会終了後、新人会FK会の支持を受けた高石重勝が提起し可決、読書会は傘下に
山本宣治代議士暗殺を悼むビラ、追悼演説会(3月7日)
渡政、山宣労働葬に関するビラ配布(3月15日)経済学部服部藷(会員)
東京帝大評議会 服部語の退学処分決定(3月28日)
東京帝大構内で学生検挙(3月18日)文学部大山岩雄(会員)検東拉致
幹事会(1～3月)於東大図書館三階喫煙室、参加者―中央部久保梓、服部藷、倉園清市、高石重勝、丹羽知次郎、島忠夫
関東学聯 新方針討議(3月20日)
全国学聯代表者会議(3月24日)学聯を解体し、共産青年同盟指導のもと社研、読書会、自由擁護同盟、反戦、モップル、新聞雑誌組織
などを置く
学生運動に関するテーゼ(3月)
全日本学生自由獲得同盟解体(3月)
学聯解体方針明文化(4月4日)堅山利忠「革命的学生青年の任務について」『無産青年』
幹事会(4月始め)一学期の運動方針協議。井の頭講演、学連の方針に従うことを決定:新人会が全運動を指導することは間違い、外部
の団体の支部を組織し、支部は本部の指導を受けるべき組織変容、幹事会、他
授業量値上げ反対ビラ(4月30日)反対運動
学部大会(5月13日)経済学部有志
授業量値上げ反対ビラ(5月15日)法学部有志、学生大会、報告演説会
東京帝大当局が授業料反対運動の学生を処分(7月2日)退学、停学
東京帝大当局が読書会に名前の提出を義務付ける(8月8日)
学生大会事件の再処分決定(10月29日)退学、停学
学生社会科学連合会 解体宣言(11月7日)ロシア革命十二周年記念日のため、日共青の指導下ヘ
「新入会解体に関する声明書」により新人会解体(11月22日)河合勇吉起草
学内運動は共青指導下の高校別読書会、無産者新聞読書会、反帝支部、赤色救援会の学内班に再組織
四・一六事件 日本共産党全国検挙
第二回普通選挙(2月)
再建共産党 検挙(2月)
共産党ビューロー(1月)
共産党「政治テーゼ草案」発表(4月)
文部省学生思想問題調査委員会 発足(7月)
共産党西部組織 大検挙(8月)
第三回普通選挙(2月)
血盟団事件(3月)
五・一五事件
日本国家社会党 創立(5月)
特高警察部(6月)
社会大衆党 創立(7月)
共産党検挙(10月)
1933
非常時共産党事件(1-2月)
佐野学・鍋島定親転向声明(6月)
共産党京都地方組織 検挙(6月)
新兵隊事件(7月)
共産党、再登録実施(12月)
日本国家社会党分裂後、愛国政治同盟、大日本国家社会党
創立(2月)
共産党 検挙(2-7月)
共産党再建指導部組織(9月)
美濃部達吉天皇機関説 告発(2月)
共産党関西地方委員会 検挙(3月)
共産党地方組織 検挙(4月)
再建共産党グループ 検挙(6月)
無政府共産党 検挙(11月)
二・三六事件
共産党再建準備委員会(4月)
大日本青年党 創立(10月)
思想犯保護観察法施行(10月)
人民戦線グループ事件で学生も検挙(12月)
世界情勢 学生運動
同志社騒動(4月)
早大・弁論部廃止反対デモ(9月)
法政大学予科 盟休(9月)
松山高校 盟休(11月)
静岡高、高知高、福岡高、六高、姫路高校 盟休(12月)
東京女子薬専 盟休(1月)
東京女子歯科医専 盟休(2月)
京大学友会改革運動(2月)
共産青年同盟員武装メー デー(5月)
京大学生消費組合(5月)
富山高・浦和高 盟休(6月)
三高ストライキ(7月)
日本赤色救援会(モップル・7月)
共産青年同盟員検挙(9月)
早大・明大 盟休(11月)
豊島師範 盟休(12月)
共産青年同盟中央部 再建(2月)
新学生テーゼ(5月)
同志社・竜太紛争
共産党三十二年テーゼ(4月) 東大学生デモ 反建国祭・反戦・反授業料値上げ
京都九・三事件で学生検挙
1933国際連盟脱退
コミンテルン第七回大会 (7月)
東京商大事件再燃、教授十四名 辞表(2月)
大学教授・学者グループ 検挙(7月)
人民戦線グループ事件で帝大セツルメントから三十三名検挙
新人会 国内情勢
大阪共産党本部事件 (1月)
日本無産党 (2月)
大本営設置 (11月)
人民戦線グループ(11月)
1938 労働派グルーブ 検挙(2月)
国家総動員法成立(3月)
1939
企画院グループ 検挙(1月日卒業生検挙される)
1940
共産党再建グループ 検挙(7月口風早八十二〔卒業生〕)
社会大衆党 解党(7月)
大政翼賛会 創設(9月)
大日本産業報告会(11月)
企画院グループ 検挙 (3月・卒業生検挙される)
改正治安維持法 (5月)
東条内閣成立 (10月)
尾崎行雄不敬罪起訴 (4月)
翼賛政治会 (5月)
満鉄コミュニスト・グループ 検挙 (6月)
満鉄調査部内の左翼分子 検挙 (9月)
大日本言論報告会 (12月)
翼賛壮年団創設(5月)
満鉄第二次 検挙(7月)
1944
1945
原爆投下(8月)
ソ連参戦(8月)
ポツダム宣言受諾(8月)
特高警察廃止通牒(10月)
自由戦士出獄歓迎人民大会(10月)
治安維持法廃止(10月)
世界情勢 学生運動
1937
エスペラントグループの共産主義グループ 検挙(6月)
「リアル」グループ 検挙(8月)
東大セツルメント内共産グループ 検挙(9月)
「世界文化」グループ 検挙(11月)
「土曜日」グループ 検挙(11月)
京大「学生評論」グループ 検挙(6月)
東京帝大河合栄次郎教授 発禁処分(10月)
1939
東京帝大経済学部事件で河合口土方教授ら休職(1月)
学生コミュニスト・グループ 検挙(5月)
図書検閲取締り強化
イタリア参戦
津田左右吉筆禍事件起訴(3月)
東京学生消費組合 解散(4月)
日ソ中立条約成立
太平洋戦争
京大生グループ 検挙(2月)
1942
京大医学部・府立医大学生グルーブ 検挙
1943コミンテルン解散
大阪商大関係コミュニスト 検挙(3月)
学徒戦時動員体制確立要綱 決定(6月)
女子学従動員 決定(7月)
1944 学従軍事教育強化方策 発表(2月)
1945国際学連(11月)
東大社研 創設(10月)
京都学生同盟 創設(10月)
学内民主化運動起こる(11月)
東京都下学生連合会議(12月)
全京都学生同盟、中京学生連盟、九州学生連盟 創設(12月)
秋田実『大阪笑話史』 千葉成夫『火の消えざりし人』
秋田賞『私は漫才作者』
藤澤桓夫『辻馬車時代』
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部英太郎『社会政策四十年』
石堂清倫『中野重治との日々 』
平井巳之助『名もなき者の記録』
216
石堂清倫『わが異端の昭和史』
社
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小宮義孝『自然 遺稿 0追憶』
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?
石堂清倫・五味川純平『思想と人間』
伊藤武雄・岡崎喜平太
の生涯のなかの中国』
?
?
?
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
長沖一『上方笑芸見聞録』
217
松本重治『われら
?
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?
『雷魚のかば焼』
中野重治『むらぎも』
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大山岩雄『時流を超えて』
218
新明正道『ワイマール 0ドイツの回想』
東京大学協同組合出版部『歴史をつくる學
生たち』曽田長宗『社会医学のはるかな道』
田中清玄『田中清玄自伝』
219
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資料4中野重治年譜
西暦 年齢 中野年譜(作品と座談会を中心に) 社会情勢 文学史 政治・思想史(共産党を中心に)
1906
1910
1920
1922
?
?
?
??‐???‐????‐????????
??????
1月25日 父中野藤作、母とらの次男として福井県坂井郡高椋村一本田に
生まれる。
妹鈴子誕生。
父の転勤に伴い、父の赴任地秦野から一本田に帰り、祖父母のもとで育て
られる。
小学校 入学。
旧制福井中学校 入学。はじめ汽車通学、後に福井市内に下宿。
見耕一、東京帝国大学法縛部法律学科卒業。
兄耕一、ウラジオストクで病死。
旧制第四高校 入学。時習寮に入居、のちに金沢市内の寺や下宿屋に下
宿。
第四‐高等学校北辰会発行『 本心会雑誌』に詠草四首掲載。雑誌部員となり
卒業まで、『北辰会雑制 の編集に携わる。短歌二十九首、詩四篇、小説四
篇、訳詩六篇、その他を発表。
三度日の落第。
関東大震災のため、金沢に帰つていた室生犀星を訪ねる
詩「大道の人びと」が金沢の地方新聞に発表される。
4月 東京帝日大学文字郵独逸文学科 入学。
本郷区駒込の親威方に下宿.
大逆事件
8月 暁民共産党 結成
12月 暁民共産党 検挙
7月 日本共産党(第一次)結成
11月コミンテルン第四回大会
2月第二回党大会
6月 第一次共産党事件
3月 第一次共産党解党決議
6月 コミンテルン第五回大会
新人会 J設
関東大震災
1月 同人雑誌『裸像』を始める。創刊号に詩七編、その他を発表。全四冊に
毎号詩を全部で二十一篇、短文四篇、翻訳―篇を発表。
23歳夏、大間知徳二、林房雄を通して新人会に入会。
京都学連事件で林房雄が検挙され、支援する。
10月東京帝大内に社会文芸研究会 創設(林房雄、久板栄
次郎、鹿地亘、川口浩:いずれも新人会員)
2月 社会文芸研究会が中心となり、マルクス主義芸術研究会
創設(千田是也、佐々木孝丸ら)
4月『駐馬』割刊
11月 日本プロレタリア文芸聯盟一日本プロレタリア芸術聯盟
〔プロ芸〕(改称)
3月『壁馬』休刊
6月 プロ芸分裂し、労農芸術家連盟〔労芸〕創設(中野はプ
ロ芸に残る)
10月 朝鮮プロレタリア芸術同盟〔カップ〕機関誌『芸術運動』
創刊
7月 芥川龍之介 自殺
11月 労芸分裂し、前衛芸術家同盟〔前芸〕創設
『無産者新聞』創刊
再建党大会
7月 コミンテルン日本問題特別委員会 二十七年テーゼ決定
1月「愚かな女」一等当選発表、賞金三十円を得る。
この年、初頭に上野桜木町新人会合宿、次いで谷中清水町合宿に移る。
,角19壌 共鶏印刷争霧 (■新入会か|,″
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ならぎも』の背景).
2磁1月高失亀L弄慶麿∬葬野窟蓼且設に参加。
『腹馬』に詩「夜明け前のさようなら」など発表。
11月社会科学研究会の独立を期して講演会をひらき、社会文芸研究会委
員(および新人会員)として「SSを独立せしめよ」を講演。
11月 日本プロレタリア芸術同盟中央委員に選出。
1月 京都学連事件
東京帝国大学文学部独文学科 卒業。
卒業論文は「ハインリッヒ・ハイネについて」。
新人会合宿を出て、豊島区雑司ヶ谷の近くに鹿地らと下宿。
5月『レー ニンのゴーリキーヘの手紙』刊行。
6月 芥川龍之介の求めにより、自宅を訪ねて話す。
25m撃
鵬 蒙
大社会文芸研究会の招かれて鹿地とatlミ労芸の林、田口
プロ芸機関誌『プロレタリア芸術』編集にかかわる。
「芸術に関する走り書き的覚書」を『プロレタリア芸術』10月号に発表。
1928
1930
1934
26歳
27歳
28歳
29歳
30歳
31歳
32歳
2月27日第一口警選に立候補した大山郁夫の応援に行き、高松の演説会
場で逮捕。複数の留置所に保留され、3月に香川県を追放される。
3月15日三・一五事件で淀橋のプロ芸合宿から検東、その後釈放。
4月 ナップ常任委員に選出。
ナップ機関雄『戦旗』創刊、編集にかかわる。
1月 平凡社版『新興文学全集10日本篇X』に詩十四篇が収められる。
詩「雨の降る品川駅」を『改造』二月号に発表。
2月 ナルプ中央委員、ナップ中央協議員に選出。
4月16日四・一六事件で検東、即日釈放。
4月 ナルプ第二回大会 中央委員に選出
4月16日原政野(女優 源泉)と結婚、妹鈴子同居。
5月「『戦旗』防衛三千円基金募集のための講演Jで関西をまわる。
関西公演から帰宅したところを田端駅で逮捕される。
6月 処女小説集『鉄の話』刊行.
7月31日治安維持法違反の容疑で起訴、豊多摩刑務所に収容される。
2月 改造社版『現代日本文学全集62プロレタリア文学集』に「中野重治
集」として小説五篇、翻訳一篇が収められる。
7月 ナルプ第四回大会 中央委員に選出。
春陽堂版『明治大正昭和文学全集51短編集1』に「中野重治篇」として小説
二篇が収められる。
夏、日本共産党に入党。
『ナップ』編集にかかわる。
9月 伊勢崎市の全農青年部の講演会に小林多喜二、村山知義と出席、検
東。
10月ナップ版『中野重治詩集』製本中に押収、発禁処分。
11月コップ 中央評議員に選出、『プロレタリア文学』の編集部員となるc
12月 窪川鶴次郎らとの共著、白揚社から『ナップ七人詩集』刊行c
l月 徳永直らとの共著、改造社から『ナップ十人集』刊行。
『大衆の友』編集にかかわる。
3月 コップ書記局を再編成、書記局員として働く。
4月 コップ弾圧により、逮捕。戸塚署に達行、保釈を取り消され、豊多摩刑
務所に収容 ～1934年5月まで。
三・一五事件
新人会解散
し、
設
5月『駐馬』週刊
12月全日本無産者芸術聯盟→全日本無産者芸術団体協議
会〔ナップ〕(改称)
日本プロレタリア作家同盟〔ナルプ〕創設
ナップ解散、日本プロレタリア文化連盟〔コップ〕創立
戦旗社 解散
1月 コップ機関誌『大衆の友』劇刊
「解党派」除名(浅野晃、門屋博、水野成夫)
賞装メー デー事件
「解党派』日本共産党労働者派結成
全国大検挙
政治テーゼ(三十一年テーゼ)発表
共産党 大衆化方針決定
カンサイ組織大検挙
コミンテルン、三十二年テーゼ
佐野学、鍋山貞親「転向」声明
四・一六事件
満州事変
2月20日小林多喜二
没
五・一五事件起こる
国連脱退
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33歳
34歳
35歳
36歳
37歳
38歳
39歳
40歳
41歳
42歳
2月21日小林多喜二を偲ぶ会に出席。
「プロレタリア文学の現状を語る会」に参加、『文学通信』第十五号に発表
4月 小説「村の家」を『経済往来』五月号に発表。
7月
8月
表。
8月
表。
10月
10月
11月
11月
12月
12月
12月
「文芸座談会」に参加、「唯物論研究:1第二十四号に発豪
『文芸党政の問題について」を書く、『文学評論』八月号に発表。
「著作権審査会と懇話会の文学賞」を書く、『経済往来』九月号に発
「『現在可能な文学表現』について」を書く、『早稲田文学』十月号に発
『文学界』同人になる事を求められ、辞退する。
村山知義ら風刺文学家入会を創る。
村上知義らとサンチョ・クラブを創る。
座談会「1939年・詩論」に参加、『詩人』翌一月号に発表
=
小説「小説の書けぬ小説家」を『中央公論』一月号に発表。
ナウカ社版『中野重治詩集』刊行、一部削除。
独立作家クラブに参加。
3月「独立作象クラブについてJを『改造』四月号に発表、自由主義的作家
を加えることを主張。
7月 独立作家クラブ幹事に選出。
11月「思想犯保護観察法』実施、終戦まで保護観察処分を受ける。
5月 東京市職業紹介書知識階級失業者係を通じて、東京市社会局調査千
駄ヶ谷分窒臨時雇いになる。金子和、星野政雄の世話による。
12月執筆禁上の処置ゆるみ、ふたたび文章を発表し始める。
2月 長女誕生。
この年、千駄ヶ谷分室の仕事を辞める。
4月 小説集『汽車の缶炊き』小山書店 刊行。
5月 山雅房阪『現代詩人集1』初期の詩二十二編が収められる。
6月 評諭随筆集『中野重治随筆抄』筑摩書房 刊行。
8月 小説集『歌のわかれ』昭和名作選集第二十一篇として新潮社から刊
行。
3月「万葉集論講座段階」の中野談話を削るむね、編集部より通知c
3月 林房雄『転向に就いて』の感想を書くことを湘風会より要求され、「わが
読後感」を書く。
7月 妻、警察に呼ばれ、六か月間映画出演禁止を申しわたされるc
7月『知性』の小説依頼が断られる。
11月 父藤作死亡。
12月全国一斉検挙を逃れる。
1月 第二子誕生、死亡。
1月16日警視庁第一課長宮下係長、片岡警部、保護観察所長、山根補導
官、荒牧猛保護司、世田谷特高主任を訪ねる。以後、求めに応じて1945年6
月召集まで、東京警視庁、世田谷警察署に出頭、取り調べを受ける。
2月 文芸春秋社に菊池寛を訪ねる、日本文学報告会への入会を依頼する
手紙を書く。
6月『斎藤茂吉ノオト』筑摩書房 刊行。
7月 堀辰夫を通じて、宇野千代から匿名で生活費援助の申し入れ。
11月警察署に手記提出。
1月『新版 斉藤茂吉ノオト』筑摩書房 刊行。
3月 世田谷署に出頭を求められ、出頭。手記を催促されるc5月まで、連日
のように世田谷署に出頭。
世田谷署に行き、本庁柘植警部尋問調書をつくり、これに栂印を押
保護観察所長長谷川に要求された解答を送る。
??。?
1月 高椋村村長あての手紙を書き、徴兵身上申告書を送る。
1月 警視庁に呼び出され、手記の提出を催促される。
9月 検事局と保護観察所が映画・演劇関係者を思想錬成会の名で伊勢神
宮に連れて行くのに動向させられる。
9月 保護観察所の指定した工場を断り、郷士会社武蔵金属研究所に勤
務。代表川村らの庇機のもと、鵬外論などを書く。
12月長女を疎開させる。
天 皇 機関説問 題
二・二六事件
ベルリンオリンピック
「マエハタ頑張れ !」
日中戦争 勃発
目家総動員法公布
日米開戦
??
? 大政翼賛会成
12月9日 一斉検挙
サイバン玉砕
東京大空襲
12月林、青野季吉、平
立作家クラブ 結成
たし 江口澳、武田麟太郎ら、独
1月 独立作家クラブ第一回総会 開催 クラプの性格につい
て論争が続く(プロレタリア作家に限るか否か)
7月 独立作家クラブ第二回総会 会員をプロレタリア作家に限
定口
=い
ことを決定
政府の言論、出版、文化への統制強まる
12月 内務省警保局によつて、宮本百合子、登坂潤、岡邦雄
が執筆禁止処置を受ける、中野にも適用される
1月 独立作家クラブ解散
11月小熊秀雄没(告別式に出席)、「小熊秀雄について」『現
代文学』十二月に発表
2月 評論家協会芸術部の集まりに参加、大政翼賛会から上
泉秀信ら出席
7月 芥川忌(参加)
5月 萩原朔太郎 没、「妄想Jを書き、『四季』九月号に発表
5月 社団法人日本文学報告会 創設
7月 文学報告会の小石川後楽園で忠霊塔建設の奉仕作業
(参加)
2月 宇野浩二を囲む会(参加
中央委員会壊滅
コミンテルン第七日大会 反ファッショ人民戦線方針決定
「多数派」解体決議
第一次人民戦線事件
43歳
妻、大映から解雇、退職金を受け取りに行く。
「防衛召集令」くる、長女を福井に疎開させる。
8月15日終戦
3月 文連 理事長 就任 ～5月。
9月「召集」解除。
11月 日本共産党再入党。
8月15日終戦 2月 日本民主主義文化連盟〔文連〕創設
9月10日「言論及ビ新聞ノ自由二関スル覚書」
9月21日「日本ノ新聞準則二関スル覚書」(プレスコー ド)
12月30日新日本文学会創立大会(発起人)
44歳
新聞』三月十一日号に発表、私淑する志
賀直哉から批判を受ける。
4月 第一回衆議院議員選挙 落選。
4月 座談会「延案の話を聞く」に参加、『民衆の旗』四月号に発表i
2月 座談会「言寺と音楽との結合について」『私の大学:五月号に発表 j
5月 評論集『日本文学の諸問題』新生社 刊行。
7月 『柑評の人間性11を『新日本文学』第四号に発表^つづく「(「枇評
1月1日 天皇の
宣言」
7月21日第一回全日本民主主義文化会議 ～24日
10月28日新日本文学会第二回全国大会(報告)～29日
4月 第一
政治口思想史(共産党を中心に)中野年譜(作品と座談会を中心に)
不敬罪廃止
二・―ゼネスト中止
(参加 )2月 職場軍要懇談会
2月「小林多喜二祭」(参加、講演)
3月 日本文芸家協会第一回定期総会
10月28日新日本文学会第二回全国大会 ～20繊(親告 )
7月 全日本民主主義文化協会準鏡会主催「第一回全鶴本義
主主義文化会議」(出席)
6月 太宰治 自殺、「太宰の死について」を書く、『文学人文』
七月一日号に発表
さらに、「死なぬ方よし」を書く、『芸術』八月号に発表
10月24日新日本文学会第四回大会(報告)～26日
極東軍事裁判 中継
四・三事件(済州島)
福井地震
10月新日本文学会中央委員(常任)に選出。
12月新日本文学会常任中央委員会で『新日本文学』編集長に決まり、翌3
月号から編集に携わる。
この年、国会での演説多数。
1月 新日本文学会書記長に選出。のち1961年まで書記長および事務局
長.
1月『中野重治国会演競集』八雲書店 刊行。
2月 小説集『ハナシ四つ、つけたリー つ』新日本文学会 子1行。
3月『新日本文学』編集長に就任(～1952年)。
4月 評論集『批評の人間性』新日本文学会 刊行。
「魯迅祭J(参加、講演)。
6月 京都大学同学会主催「平和・自由援護講演会」参加、「空想と現実のつ
ながりについて」を書き、『新京都文学』創刊号に発表。
6月 第二回参議院選挙出馬(日本共産党)落選。
7月 母 没。
10月「カイライ放送 除名 平林たい子」『文学会』十二月号発表、編集部
によつて、前半三分の一、結論部分が削られ、標題も変更して発表されるc
l月 五十年問題を受けて、日本共産党から除名処分。
1月 河出書房版『 日本現代史体系』編集に参加。
3月 座談会r文学における抵抗」に参加、『文学』六月号に発表。
5月 平野謙との露談「政治への信じ不信」、『人間』ノヽ月号に発表。
12月評論集『 啄木』弘文堂 刊行。
日本共産党へ再入党願を三度提出、不受理となる。
評論集『政治と文学』東方社より発行。
「朝鮮の細菌戦について」『新日本文学』九月号に発表。
1月 日本教職員組合第二回教育研究大会に参加。
刊行。
1月 河出書房版『現代文学大系』編集に参加。
1月 座談会「ナルプ解散前後と『転向』の問題」に参加、『近代文学』四月号
に発表。
12月筑摩書房版『現代日本文学全集38』「葉山嘉樹・小林多喜二・中野重
治集」刊行。
12月東京創元社版『現代日本詩人全集10』「中野重治・′卜野十二郎・岡本
潤・壺井繁治・′卜熊秀雄集」刊行。
中華人民共和国 成
立
4月 団体等規制令
3月 文芸家懇議会(出席)
5月 ナウカ社主催「ナウカ講座」(講演)
11月29日新日本文学会第五回大会(報告、錯擁報告、演競 )
～30日
7月 日本共産党「全国党員芸術家会議」(出席)
コミンフォルム 日本共産党批判(五十年問題)所感発表
所感派と国際派(中野)の対立
3月 スター リン 没、ソヴェト代表部に訊間に行く
4月 日本共産党総選挙懇談会(参加)
10月布施辰治 没(告別式に出席)
49歳
朝鮮戦争
自衛隊発足
50年安保闘争
朝鮮戦争 休戦
第五福竜丸
沖で被爆
8月 日本共産党新日本文学界中央グループ声明書「党中央
に巣くう右翼日和見主義分派に対する我々の態度―一党のボ
ルシェヴィキー的統一のために」(参加)
11月『人民文学』創刊 ～53年11月(『新日本文学』と対立)
1月 宮本百含子 没(葬儀の執行総務を務める)、「死人に口
なし」を書き、『展期 二月号に発表
4月 宮本百合子をほぶお茶の会(出席、スピ・■チ)
5月 萩療機太郎を偲ぶ会(出席、講演)
3月28日新日本文学会第六回大会(一般報告)～30日
7月 広島各文化団体懇談会(参加 )
3月 新日本文学会金沢支部主催「多喜二・百含子を偲ぶ文学
祭」(参加)
3月 峠三吉 没、「峠三吉のこと」『東京大学学生新剛 五月七
日号に発表
4月「多喜二8百合子祭Jに参加、講演
5月 堀辰雄 没(告別式に出席、弔辞)、「堀野氏の死をを聞
いて」『信濃毎日刷 二月二十九日に発表
6月 斎藤茂吉追悼の会(参加、議演)
8月 在日朝鮮人文学会その他主催のあつまり(参加)
9月 朝鮮民主主義人民共和菫覇建五周年記念祭(招待)
サークル詩運動 盛んに
9月『新日本文学』編集長交代問題(花田清輝から中野重治
へ)
3月 金達寿『玄界灘』出版記念会(出席)
4月 今日と文学サークル主催「啄木祭」(出席、講演)
5月 堀辰雄 ―周忌(参加)
12月 日本文化人会議の集まり(出席)
6月 法政大学の平和集会(主席、講演 )
「『現段階における中国文芸の方向』のこと』『前衛』に発表のところ、占
の検閲で全文削除を受ける。
日本文芸家協会 (常務)理事に選出。
第一回参議院議員選挙 当選 (～1950年)。
4月 座談会「首方人を党員|=■二選挙開争の自|=ttL判1に参加、『アカハ
タ』二月‐,ノ 日ヽ,号.十■|":号t十` 四日号、十七日号it発表。
参議院常任委員選任、運輸並び交通委員となる。
1950年5月まで労働委員、文都委員、在外同胞引揚問題に関する特別
委員会委員として働く。
6月 新層格と対談「文化人の戦い一一新しき社会を作る」『社会』七月号に
7月 小山書店版『中野重治詩集』刊行、伏字のない最初の詩集。
11月評論集『文学のこと 文学以前のこと』解放社 刊行。
12月新日本文学会常任中央委員会に置いて、機関誌部『文学新聞』編集
責任者に決まる。
1月『中野重治選集』筑摩書房 刊行、のち出版中絶するc
月 日本共産党文化部副部長に就任。
6月 福井地震で生家倒壊。
9月『勤労者の作品を検討する座談会」に参加、『勤労文学』十月二十五日
発行号に発表。
月 坂口安吾と対談「幸福について」『新日本文学』十一月号に発表。
9月 吉田精―との対談「この本を囲んで一一『現代日本小説体系全六十
五巻」『図書新聞』十一月二十二日号に発表。
1月 平野謙との対談「文学・組織・人間」、『日本読書新聞』四月五日号に
表。
46歳
47歳
48歳
50歳
51歳
52歳
中野年譜(作品と座談会を中心に) 政治・思想史(共産党を中心に)
1月 新日本文学会第七日大会事務局長に選出。
3残 ″文芸霧都磁三角例会で「グならグt影の場ノこ
都』四月脅
`こ
発表.
3月『新日本文学』編集長を中島健蔵から3:を維ぐ。
6月 平野嫌との対談『評論の場合と小競の場合J『新日本文学』八月号に
発表。
6月 小税集『夜と日の暮刺 筑筆書房 刊行。
7月 座議会「戦後十年・日本文学の歩み』に参加、『新日本文学』八月号よ
り翌年二月号まで連載.
10月高見額と対談rプロレタリア文学時代」、『文芸』十二月号に発表。
10月座後会「漱石と蟄外」ラジオ第二放送で放送。
10月移ならぎも耀 和三十年歿%脅協飯文化笈髪亥
`
1月 中国人民対外文化協会および中国作家協会から招待される、外務省
より旅券発給拒否の通知。
評論集『外とのつながり』筑摩書房 刊行。
横浜地労協主催の労働講座文学講座を担当。
評論集『文学論』東方社 刊行。
5月 評諭集『事実と解釈』講談社 刊行。
6月 小説集『萩のもんかきや』筑摩書房 刊行。
10月26日招待を受けて中国旅行 ～12月4日(中国国内 反右派闘争激
化 )。
11月新日本文学会幹事会 常任幹事・副議長に選出、事務局長を兼ね
る。
11月小説集『おばあさんの村』岩波書店 刊行。
11月『現代日本文字全集78』「平林初之輔・青木季吉・中野重治集』刊行。
評論集『ハイネの話』村山書店 刊行。
1月 妹鈴子 没。
2月 評論集『映画雑感 素人のこころもち』講談社 刊行。
7月 第七回党大会 規約小委員会委員、中央委員に選出、
2月 西田信春を偲ぶ会(出席)。
3月『中野重治全集』筑摩書房より刊行。
5月15日招待を受けてソヴィエト旅行(新日本文学会代表として)
～6月12日。
5月『梨の花』新潮社 刊行。
新安保条約に反対する論考を発表し続ける。
小説集『梨の花』新潮社 刊行。
6月 評論集『忘れえぬうちに』筑摩書房 刊行。
7月 評論集『中国の旅』筑摩書房 ¬l行。
1月 新日本文学会第七日大会(報告)
2月 現代思想社主催の講演と映画の夕「私たちは微兵制に反
対する」(出席、講演 )
5月 堀麗雄没後二年の会(参加)
6月 新日本文学会主催の中日・ソ連文学のタベ(参加)
9月 長塚節記念集会(参加)
11月新日本文学会理立十周年記念講演会(参加、講潰)
12月中日科学院訪日学衛犠察目の日本学衛会織主催歓違
会(出席)
12月新日本文学会霊立十属年記念講演会(講潰)
3月 日中文化交流協会 創設
5月 日本独文学会主催「ハイネ百年祭」(講演)
6月 早稲田大学ロシア文学復興十周年記念「ロシヤ文学祭」
(参加、講演 )
10月基地問題文化人懇談会(参加 )
7月 日本共産党第六回大会全国協雄会(六全共)「宮本顕
治指導体制』確立
8月 原水爆反対世界大会(参加)議長団に選出
9月 太田慶太郎(新人会員)の選挙応援
ソ連共産党第二十回大会にてスター リン批判
10月 日本共産党中央委員会から中央編集委員(『アカハタ』
担当)に任命
12月 三鷹事件で死刑判決を受けた竹内景の助命嘆願書(署
名)
ベトナム戦争勃発
60年安保闘争
60年代漫才ブーム
8月 日ソ文学校流の問題についての交流会(参加)
10月新日本文学会第八日大会(報告)
10月26日-12月4日 第二回中目訪間日本文学代表団(参
加)
3月 日米安全保障条約改定問題について文化関係者二十七
名が反対声明を発表(参加)
4月13日『岩波の文化講演会」部留重人 ～17日(講演)
6月 アジア・アフリカ作家会議日本協議会委員会(出席 )
10月新日本文学会主催「安保条約改定反対の夕」(講演)
11月新日本文学会第九回大会(報告)
12月 日本児童文学者協会主催「児童文学者は安保条約に反
対するJ集会(講潰)
1月『梨の花』第十一回読売文学賞受賞
6月 日本文芸家協会緊急臨時総会(出席)岸内閣退陣とア
イゼンハワー大統領訪日延期を望む声明に賛成
2月 日本ジャー ナリスト会議その他主催「テロに抗議し民主主
義を守る集会」(参加、講演)
3月28日「アジア0アフリカ作家会議東京大会J(日本代表とし
て演説)～30日
10月「政治的暴力行為防止法案」反対の声明(文化関係者百
七―名とともに署名)
12月新日本文学会第十日大会(一般報告)
3月 室生犀星没、「犀星室生さんの死」を『朝日新聞』27日号
に発表、29日の葬儀で葬儀委員長をつとめる
4月 新日本文学会・日本文学学校主催文芸講演会開催(講
演 )
10月正宗白鳥没、「感想二題」を『新日本文学』翌年一月号
に発表
12月新日本文学会第十一回大会(一般報告 )
6月「文化人・文化団体の原子力潜水艦寄港反対集会」(参
加、活動報告 )
7月「平和を守る科学者のつどい」デモ行進(参加)
11月日本近代文字研究●g立十周年・『文学会』復幻記念
講演会(参加、議演)
第七回党大会(中野「レバノン・ヨルダンにたいする米、英の侵
略に抗議する決議」を朗読 )
第八回党大会 綱領車案、政治報告案を検討(中野 反対)
安保批判の会主催「日韓会談反対集会」(参加、講演 )
4月 神戸、和歌山の県議会議員選挙、知事選挙(応援)
4月 東京都議会雛員選挙(応援)
9月 日本共産党中央委員会名で「西田僣春氏ノ死亡ニツイ
テ」を発表
10月第二十日衆議院議員選挙(応援)
5月 新潮社版『 日本文学全集35』「中野重治集」刊行
2月 評論集『活字以前の世界』刊行。
新潮社版『室生犀星全集』に携わる。
講談社版『日本現代文学全集70』「中野重治・小林多喜二集」刊行
筑摩書房版『中野重治全集19』最終巻の刊行。
5月 筑摩書房版『三好達治全集』編集委員を引き受けるc
5月 評論集『斎藤茂吉ノー ト』筑摩書房 刊行。
8月 第十回中央委員会総会の件で、党員権停止処分を受ける。
8月 モスクワのプラウダ出版書から、ロシア語訳中野重治詩集『日本の波』
出版。
9月 日本共産党から除名処分。
第八回党大会以降から除名までを扱う、「甲乙丙T」『群像』に連載開始 ～
1969年。
2月 小説集『眺め』筑摩書房 刊行。
5月12日東ドイツ旅行(新日本文学会代表として)～23日。
6月 評論集『事実に立つて』筑摩書房 刊行。
1月 座談会「日本の歴史観」参加、『展望』二月号に発表c
4月 長女結婚。
`,: ′14メ111れで,:専倉1111`iザ|ア 【ヽ三浄11■:`■  1,11 `11'
8月 べ兵連主催「日米市民会議」「国際ティー チ・イン」参加、後に『WE
SHALL OVERCOME SOMEDAY』う能表。
9月 松山亥三と対談、「四高五年在学の追憶」、第四高等学校同窓会発行
『四高八十年』に発表。
10月5日 佐野碩を偲ぶ会 参加(鶴見和子、俊輔兄弟を見る)。
東京オリンピック 3月27日新日本文学会第十一回大会
党の横やりが入る一主流派(共産党批判派)・反対派(共産党
賛成派)・調整統一派(中野)
3月 二好達治没(弔辞)
5月 佐藤春夫没(葬儀に出席 )
7月『日本のこえ』創刊(寄稿)
日本民主主義文学日盟 鋼設(主流派らが参加)
8月 高見臓没(葬薇に多加)、「高見額をおもうJ『日本のこえ』
九月七日号に発表
岩波文庫発刊四十年記念企画「人間の解放」(選書にかかわ
る)
6月 壺井栄没、「我や先き人や先き一―やはり早すぎるJ『朝
日新聞』4日夕刊に発表、(葬儀に参加)
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5月 第八回中央委員総会 (「志賀・鈴木問題についての意見」
を述べる)
7月 第九回中央委員会総会(出席 )
8月 第十回中央委員会総会(出席、神山茂夫の党員検定し措
置に対して反対意見を述べる)
11月 第九回党大会
6月 第七日参議院議員選挙(応援 )
11月 日本共産党(日本のこえ)社会主義革新運動、社会主義
統一有視界ほか主催「十月社会主義革命第四十八日紀念の
タベ」(参加)
12月「日本共産党(日本の声Jに結集しよう!」発表
8月 日本共産党(日本のこえ)全国委員会(出席 )
10月 日本共産党(日本の声)と決別
54歳
55歳
56歳
58歳
59歳
60歳
61歳
10月座談会「白秋'露風・歌之助Jた参加、『日本現代文学全集38月報』
に発表=
10月 座談会「表現・想像の内奥にひそむものJ参加、『作文と教育』翌年一
月号、二月号に発表,
62歳
63歳
64歳
1月 小田切秀雄と対談「中野文学の周辺」『日本の文学』「中野重治‐附録
月報Jに発表。   |
7月 座談会「詩人釈超空」に参加、『折口信夫全集 月報23』に発表:
9月 石川淳、吉川幸太郎と鼎談r伝統と反発」筑摩書房発行『講座中国』2
「旧体制の中国]に発表。                    ■
65歳
12月 日本研究者 H・スミスのインタピュー(新人会について話す)。
西暦 年齢 中野年譜(作品と座談会を中心に) 社会情勢 文学史 政治・思想史(共産党を中心に)
1975
1979
66歳
67歳
68歳
69歳
70歳
72歳
74歳
71歳
73歳
?
?
?
?
77歳
コ文
間 傷
3月 評論集『春夏秋冬』筑摩書房 ¬l行。
11月「新人会創立五十周年記念集会準備委員会」出席 於学士会館 c
Z´:3鶴新大会笏立五十鶏奪″こ彦多象 たツタ多髪:参加、ス=ヽチ′
"
9月 小説『甲乙丙T』講談社 刊行。
11月『甲乙丙丁』野間賞受賞。
12月神山茂夫と共著、評論集『 日本共産党批判』三一書房 刊行。
2月26日大間知篤三(1日制四高、帝大〔および新人会〕から親交)没、「六
十九年始末のこと」を書き、『新日本文学』二月号に発表。
3月 モスクワのナウカ出版書から中野重治短編集『おどる男」出版c
5月 二人目の孫 誕生。
7月 石田和外最高裁判所長官による共産主義者らは裁判官として不適当
とする発言に対し、罷免訴追請求書を三十人の作家、学者と共に署名、提
出。
8月 評論集『小品十三件』,可出書房新社 刊行。
9月 評論集『四方の眺め』新潮社 ¬1行。
10月石堂清倫・原泉とともに『西田信春書簡・追憶』刊行c
10月吉田喜重と対談「迷信からの別れ」を『映画芸術』十二月号に発表 c
l月『文学的立場』同人と対談、『季刊文学的立場』第四号に発表。
11月石堂清倫夫妻、原泉らと奈良旅行。
11月最後の小説「ちりがみ交換」『群像』十一月号に発表。
12月「在日朝鮮人と全口水準社の人びとJを書き、『通信方位』に発表。
3月「浅間山荘のこと」を書き、『お知らせ』第九号に発表。
この年、新日本文学会の日本文学学校で講演数回(2月、10月)c
2月 島根旅行。
5月 中野宅で石堂、鈴木市蔵(日本のこえ)、内野壮児(労働者党)、片山
書(有声社)が集会、各グループの統一の可能性を検討する(―水会、三水
会と呼ばれる)。～1974年10月。
う列 新入会の集まり:義多加十
12月評論集『レー ニン・素人の読み方』筑摩書房より刊行。
6月 白内障手術。
12月 白内障手術。
12月寒村会 出席。
1月 国崎定洞を偲ぶ会(出席、スピー チ)。
2月 評論集『本と付き合う法』筑摩書房 刊行。
7月 岡田宗司(新人会員)没 (告別式 出席)。
7月 評諭集『わが日わが国びと』新潮社 刊行。
10月絵本『きかんじゃ』国土社 刊行。
11月耳の診察を受ける。
12月筑摩書房版『中野重治全集』新編集方針を提案。
2月 心不全で病臥。
2月 評論集『日本語実用の面』筑摩書房 刊行。
9月 新版『中野重治全集1』筑摩書房から刊行c
5月 評論集『緊急順不同』三一書房 刊行。
1月 昭和五十二年度朝日章受章。
4月 評論集『沓掛筆観 河出書房新社 刊行。
6月 白内障の手術.
7月 ガンと診断され、東京女子医科大学病院に入院。
8月24日没。
9月8日 告別式(葬儀委員長 佐多稲子、司会 ′lヽ田切秀雄、弔辞 山本健
吉、日分一太郎、尾崎和夫、石堂清倫、日井吉見、桑原武夫、宇野重吉、
本田秋吾)。
10月小野十二郎らによつて大阪文学校で「中野重治を偲ぶ会」開催。
10月27日新日本文学会 講座「中野重治」開講 ～12月15日。
11月映画人有志制作、告別式記録映画「偲ぶ口中野重治」完成試写会。
開催 於岩波小ホール.
12月『新日本文学』十二月号特集「中野重治・人とその仕事」。
学生紛争激化
プ ラ のヽ春
1月18日
機動隊安田講堂突入
大阪万博
70年代漫才ブーム
4月2日 赤軍派によ
るよど号ハイジヤック
事件
浅間山荘事件
ベトナム戦争 終結
日中平和友好条約
2月 プロレタリア文学協同研究会 ～71年4
3月 新日本文学会第十三回大会
9月 広津和郎没(葬儀に参加 )
11月伊藤整没
11月伊藤整没後一年の集まり(参加 )
3月 新日本文学会集会「作家との午後J参加、「いくつかの事
件についての感想」を書き、『新日本文字』五月号に発表
5月 高橋和已 没(葬儀に出席)
9月 鴨 創立二十二年を祝う会J(参加、スピーチ)
10月志賀菫畿 没(葬儀に出席)、 r上等ということ」臼開園十
二月号に発表
4月 小熊秀雄賞選考委員 ～77年
7月 第五十一回鴎外忌(スピーチ)
10月細田民樹 没
3月 椎名麟三 没(葬儀に出席)、「思いだすこと二、三」共同
通信社
4月 阿都知二 没(葬儀に出席)
6月 壺井栄七日忌(参加)
9月 宇野浩二・河津和郎忌(参加)
11月新日本文学会の講座(議演)
11月貴司山治 没(葬儀に出席、弔辞 )
6月 窪川鶴次郎 没 (告別式に出席 )
9月 花田清輝 没(告別式に出席)、「記憶断片」『群像』十二
月号に発表
5月 堀辰雄二十三回忌の集まり(参加)
6月 金子光晴 没(告別式に出席)
5月 二好達治十三回忌の集まり(参加)
10月武田泰淳 没(葬儀に出席 )
3月 竹肉好 没(葬儀に出席)
3月 村山知義 没、「村山知義の思い出断片J『朝日新聞』二
十五日夕刊に発表
3月「『わがアリランの歌』を出した金達寿の会」(出席、ス
ピーチ)、 この時のスピーチが鶴見俊輔の記憶に残る
5月「平野謙を偲ぶ会」(出席、献杯の音頭)
6月 荒正人 没(告Bll式に出席)
6月 中島健蔵 没(葬儀に出席)
8月 「チェコスロ
茂夫と)
アの新事態について」共同声明(神
2月 沖縄アメリカ民政府の総合労働布令撤回運動を支持する
声明文署名(参加 )
6月「共産党・労働者党国際会議の諸決定について」共同声
明(神山と)
12月 神山茂夫らと「クラブ有声社」結成、機関誌『通信方位』
～1974年7月まで
2月 志賀義雄(新人会員)古希の会に行き祝いを述べる、「私
の祝辞」として『お知らせ』二月十五号に載る
3月 神山茂夫と「日ソ両党会談についてJ共同声明を発表
2月「『 日本のなかの朝鮮文化』を励ます会」(参加、スピー
チ)
5月「ベトナムに平和を !市民連合J(参加 )
10月文化関係者の田中内閣にたいする金大中事件の真相
公表の要求書(署名)
12月 神山茂夫 没(葬儀に出席)、「神山茂夫の死をお知らせ
する」『通信方位』七月二十日号に発表
6月 埴谷雄高、井上光晴、久野収ら十二人発起「革命的共産
主義者同盟中核派と革マル派とは攻撃的テロルを中止思想闘
争を転換せよ」との「革共同両派への提言」(参加)
緑字は新人会および『むらぎも』関連                           立花隆[1978](1983)、中野重治(1980)および筆者の文献調査をもとに作成
赤字は座談会、対談、鼎談
太字は鶴見俊輔関連
資料5秋田実年譜
西 暦 年 秋田年譜 社会情勢 演芸史 (大阪を中心に 演芸放送史
4歳
5歳
7歳
8歳
9歳
13歳
18歳
20歳
万再研
「
硬爾研≡画面画面函両雇戻死て天顧東区玉造に生まれる。
本名、林広次。
実家が大国町交差点近くに転居し、煙草屋を経営。
小学校入学。
旧制今宮中学 入学。
1923旧制大阪高校 入学。
長沖一、藤沢桓夫と知り合う。
大逆事件
4月 吉本せい 天満の第二文芸館開設
花菱アチヤコ 旅回りの自団に入る
横山エンタツ 旅回りの劇団に入る
(ラジオ放送開始)
(無線電信法)
ラジオで5月浪花節、8月講談放送
新人会 創設
関東大震災
22歳
23歳
24歳
25歳
旧制大阪高校 卒業。
東京帝国大学文学部支那哲学科 入学。
新人会から労働争議に出向。
武田麟太郎主催 第二期『辻馬車』に参加、林熊王名義で作品を発表(小説
『夢と白粉」、「借と貸」)。
京都学連事件
「東京演芸組合」が夜間の演芸放送禁止を要求するが、放送
局から拒絶される
警視庁新演芸取締規則 エロ演芸追放
春団治 BKに出演
7月 帝大雑誌連盟に参加した『大学左派』に参加 新人会解散
2月 小説「嘘」『大学左派』発表。
7月 小説「犬一一或る工場の位置記録」『十月』(『大学左派』解題)発表c
『戦旗』編集部員となる。
12月「工場実話小説・首切り反対だ !」『戦旗』発表。
東京帝国大学文学部支那哲学科 中退。
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?
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29歳
32歳
36歳
37歳
39歳
40歳
30歳
31歳
33歳
34歳
35歳
大阪朝日新聞の白石几の紹介で、横山エンタツと初めて対面。
『オール読物』、『婦人公論』i'サンデー毎日1:週や:朝日,~等'こ、大宅】■―、
服部之総、斎藤竜太郎らの援助で雑文を書き始める
3月 大宅壮一編集の『人物評論』倉1刊 /｀ラエティー 形式、架空ノンタ
ビュー 、架空座談会、さまざまなスタイルて執筆 :
11月 BKラジオで、ニュー スコント「モダン小咄」(ショー トコント)開始、台本
の製作を手伝う。
1月『婦人公論』に秋田実の筆名で、「モタン漫才 恋愛禁上法」を発表、発
禁処分を受ける。
9月秋田の台本によるエンタツ・アチャコ「早慶戦」が人気を博し、法善寺花
月より初めてラジオの寄席‐中継力｀行われる。エンタツとの対面以来、漫才の
仕事に関係しつつ吉本翼業に出入りしていたが、9月頃、正式に入社し、文
芸部に所属。大阪に帰京する。
放送局からの新作漫才の依頼を受ける(「二人漫談、家族天気図J二十分
番組)。10月末 第一稿完成、12月完成稿
1月、最初のラジオ用漫才台本「家族天気図」を書く。
このころから漫才台本を精力的に書き始める。ネタのセリ市がはじまる。
業文芸都 モト』0印l、編算
4月 京都の酒屋石田直次郎の三女房江と結婚。
吉本・PCL制作の映画『あきれた連中【]『これは失礼`!(作)エンタツ・アチヤコ
主演、封切。
エンタツロエノスケ『僕はオリンヒック選手』(作,‐´
1月 吉本・PCL制作『心臓が強い』(作:封切
9月 吉本・PCL謂l作『僕は誰だ』(作)封切
吉本興業に新人養成機関の創設を提唱、「漫才学校」設立、学長となる。
秦豊吉の紹介で小林一三を知る。
時事漫才のラジオ放送、エンタツ。エノスケ:萬才大務利 |、 石楽'左楽 敬 ま
幾萬あれとても1(原作 )
2月 雑誌『ヨシモト』、紙の制約と編集部員の招集による不足などのために
廃刊。
10月長女誕生。
小林一茶の宝塚ショー 形成と、第一回公演を助成する。
1月「週刊朝日」に連載していた「風俗週評」をもとに
2月 次女誕生。
大宅壮一とともに渡満。
7月 三女誕生。
吉本興業より新興キネマ映画部に移り、企画部長になる。
2月 新興キネマより新興演芸部独立し、新興演芸(株)となる。新興演芸は
新作オンリー を打ち出し、精力的に新作漫才を発表する。
3月 長男誕生。
3月 満州演芸協会勤務のため満州に渡る。
五・―五事件起こる
満州事変起こる
国連脱退
室戸台風
天皇機関説事件
二・二六事件
ベルリンオリンピック
「マエハタ頑張れ !」
国家総動員法公布
日米開戦
??
? 大政翼賛会成
サイバン玉砕
東京大空襲
3月14日大阪大空襲
8月15日終戦
4月 吉本興業、新橋演舞場『第一特選漫才大会」開催(この
時期「万歳」から「漫才」へ名称変更)
8月「第二回特選漫才大会」
エンタツ・アチヤコ、コンピ解消
2月 吉本興業「第一回新作発表漫才研究会」を南地花月で開
催
2月 松竹株式会社発足
満州演芸協会設置
笑わし隊第一陣出発
2月 興業取締観目公布ホ1
前線慰問などで寄席芸人多忙を極める
満州演芸協会設立
3月 松竹少女歌劇団解散、松竹芸能本部女子挺身隊を結成
1月～7月 ラジオで掛合漫談「軟尖間答」放送(大阪)徳川
声、大辻司郎出演
11月 第二次落語研究会 寄席中継放送 於神田立花亭
10月東京通信局 極端な主義、理想などの紹介禁止
7月 ニュース演芸始まる
9月5日 寄席生中継(1時間)於大阪キタ
三木助の落語、雁玉・十郎「商売往来」など三組出演
以後、毎月一回、漫才二題、落語―題の構成で寄席中継始ま
る
9月19日(?)エンタツ・アチヤコ「早慶戦」
12月17日「二人漫談 家族天気園」二十分間番組の放送開
始
「家族天気図」山口俊雄、滝蓮子出演以後、毎月一回ずつ放
送(2回目 渋谷天外・浪花千栄子、3回日 高勢実乗・′卜笠原
章次)
7月 新聞・通信・放送に挙国一致の協力要請
9月「皇軍慰間のタベ」ラジオ放送
10月13日-17日国民精神総動員法強調週間
2月12日第二放送「強化演芸J編成開始
7月1日
第一放送「全国放送」(大衆向け時局講演・演芸・音楽」
第二放送「都市放送」(知識人向け専門的講演・講座・
純文芸・純音楽」へそれぞれ改称
9月 講談、落語協会による作品の自主禁止(艶笑もの、博徒
もの、白浪もの)
9月17日時局向きの新作講談放送
12月監督権の移行(通信省から情報局へ)
9月 徳川夢声『演芸お好み袋』
8月17日天気予報復活
8月22日音楽口演芸番組復活
9月1日 放送電波管制 解除
ラジオ第二放送 復活
NHK海外放送東亜向け放送 中止
9月-10月GHQより、当分、放送内容は報道と音楽娯楽に限
定し、好戦的、復警的内容の演芸放送は禁止する旨、通知
がある
9月10日新聞および言論の自由に関する覚書
9月13日 占領軍による放送事前検目 開始
9月22日ラジオコー ド発表
9月23日 占領軍の放送 開始
民衆的放送機関成立に関する件 閣議決定
9月25日街頭録音開始
10月1日 NHK『婦人の時間』放送開始(児島照子放送委員)
10月12日通信省の検閲 廃止
12月 日本放送協会の再組織、覚書
????????????
?
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11月、新京(長春)より帰蓮:家族の疎開先である福井に行く。
福井から、妻の実家のある京都へ帰る。
四散していた漫才師たちが大阪に戻り始め、「MZ研進会」発足、相談役に就
任。
。編集主幹となり、いろいろなスタイルの
文章を1人で執筆。
1月1日 天皇の「人間
宣言」
新憲法施行
不敬罪廃止
3月 新興演芸解散
10月 ミス・ワカナ没
1月19日NHK『のど自慢素人音楽会』開始
10月GHQ浪曲台本の検閲指示
10月5日～24日放送ストライキ。政府、放送国家管理を実施
12月3日 NHKクイズ番組『二重の扉』放送開始
12月17日NHK『戦争の裁判報告』放送開始
NHK連続放送劇『鐘の鳴る丘』放送開始
10月NHK『日曜娯楽版』放送開始
11月1日 NHK『二重の扉』放送開始
中華人民共和国 成
立
朝鮮戦争
自衛隊発足
50年安保闘争
朝鮮戦争 体戦
第五福竜丸 ビキニ
沖で被爆
ベトナム戦争勃発
60年安保闘争
60年代漫才ブーム
東京オリンピック
学生紛争激化
プラハの春
機動隊安田講堂突入
大阪万博
70年代漫才ブーム
浅間山荘事件
ベトナム戦争 終結
12月NHK演芸台本研究会 発足
角座演芸場 開場
梅田花月 演芸場として開場
神戸松竹座 開場
4月 ラジオ大阪「上方漫才大賞」設置
12月松竹芸能一日本興業(改称)
4月 漫才作家くらぶ、日本興業と台本製作、提供を提携
上方落語をきく会より『上方芸能』創刊
6月 日本興業一松竹芸能(改称)
8月 漫才作家くらぶ 吉本興業と台本製作、提供を提携
11月読売テレビ「上方お笑い大賞」に「秋田実賞」を制定
1978-1979芸人の東京公演増加
1月2日 NHK『私は誰でしょう』開始～69,3,23
1月3日 NHK『とんち教室』開始～テレビを含めて20年(1968年
3月28日)
7月5日 NHK『農家のいこい』開始
11月18日 占領軍による放送検閲終了
7月15日～ NHKレッドパージ 開始
(9月中部日本放送、新日本放送開局)
第一回紅白歌合戦 放送開始
11月2日 NHK『三つの歌』(宮田輝アナウンサー)開始
(ラジオ受信契約一千万件突破)
6月8日『日曜娯楽版』停止
8月8日 ラジオ受信機一千万台突破
9月10日NHK『君の名は』放送開始
(2月1日 テレビ本放送開始)
4月 NHK『上方演芸会』→改称『浪速演芸会』
12月NHK『お父さんはお人よしJ(長沖― 作)放送開始
～65年3月29日
朝日放送、お笑いタレントの準専属制を実施
5月12日～12月まで朝日放送「新1漫才学校l開始
(12月大阪テレビ放送(現朝日テレビ)開‐局)
7月30日『漫才教室』澤田隆次によつて開始
(3月 毎日放送、テレビ放送開始)
毎日放送「番頭はんと丁稚どん」放送開始
7月 長沖一 NHK放送文化賞受賞
(以下、別紙「秋田の在阪各局へのかかわり」参照 )
9月 BK(第二放送。19:30～)より、雁玉・十郎士会のスタジオ公
方演芸会」放送開始、その台本を担当(1950年4月 第一放送に)。
このころより、昭和29年ごろまでラジオ番組の台本制作、構成の仕事が多
く、長沖とのコンピで活躍。描き下ろし作品で構成を担当する。
8月 漫才PRのため、新聞『上方演芸』倉1刊:
9月 エンタツ・ラッキ ・ーセブン出演の関西喜劇番組の先駆的番組「気まぐ
れショー ボート」BK(長沖・秋田 作口構成)で放送開始。
京都から大阪府阿倍野へ転居。
9月『上方演芸』第二号発行 :
11月小林一三の助力、平井房人の協力を得て、宝塚新芸座を創立。
朝日放送「お笑い青春デパート」(作)放送開始 19130-2000。
11月11日朝日放送「お笑い劇場」(作)放送開始 13:30-1400。
1月 NHK(BK製作)「アチヤコの青春手帳」「エンタツちょびひげ漫遊記」
(作・構成)放送開始。
8月4日 朝日放送「お笑いロマンス」(作・構成)放送開始 毎週月曜
12月漫才のPR新聞『青春演芸場』を編集]
3月 新芸座、東京第一回講演開演。
1月9日 朝日放送「漫才学校」(作・構成)放送開始 毎週土曜19i30-
4月 NHK(BK製作)「青春サーカス」(作・構成)放送開始。
この時期、鶴見と一回日の対談か。
4月 NHK(BK)テレビ「お好み風流亭」(作)放送開始。
6月 朝日放送「夫婦善哉」(作・構成)放送開始。
10月朝日放送「お笑い街頭録音」(構成)ダイマル・ラケット司会c
12月NHK(BK)「NHK演芸台本研究会」を創設。長沖・藤沢とともに審査委
員となる。
1月 父 没。
宝塚新芸座を出て上方演芸(株)を創立。
上方演芸のメンバーを中心に、新日本放送「漫才学校」放送開始(構成)。
10月大阪府なにわ賞受賞。
11月、BKテレビ「お好み日曜座」(脚本執筆)。
『蝶々雄二の夫婦漫才t]¬l行=
4月 母 没。
12月31日「年忘れ東西お笑い大会」、YTV「あきれた交狂楽」(作)、NTV
「爆笑大会」。
3月「関西の演芸会」『読売新聞』連載
「放送演芸三十連」『CBCリホート』連載
ABC[奥さまお耳をどうぞ」(構成、台本)c
3月 「よみうり演芸会」r読売新聞』連載
NHK「上方日曜演芸会」(構成)。
BK「演芸台本研究会」秋田による指導。
12月「憂楽帳J『毎日新聞』連載.
4月 毎日放送「東西漫才クラブ」放送開始、番組誕生に尽力
8月13日(日)「笑いの王国 夏祭り清水港」(作・演出)於中座 大村壼、董
屋小雁
9月22日 OBC『漫才バラエティー 』(作)
10月大阪市民文化賞受賞
4月 新聞『カンサイ』に「なにわの四季」連載開始 ～65年12月.
4月 NHK(BKテレビ)「モダン寄席」放送開始、花登筐、香住春吾らと台本担
当。
9月 新聞『山陽新聞』に「一日一題」連載開始 ～53年2月 :
4月 新聞『大阪新聞1に「漫才の笑い一一六十年の楽屋ウラ」連載開始 ～
10月
8月 新聞「産経新聞」に「思うこと」連載開始 ～65年1月t
鶴見俊輔と対談。
1月 新聞『カンサイ新聞く1に「大阪の味」連載開始 ～67年4月
3月 BKの「NHK台本研究会」を解消し、メンバーを引き継ぎ「漫才作家くら
ぶ」を主催、発足=
4月 ラジオ大阪「上方漫才大賞」審査委員長。
朝日放送(TV)「夫婦漫才」(構成)ラジオから移行、～50年9月27日c
「漫才大学」(構成)放送開始 4月1日～8月26日まで、三十分番組c
7月 雑誌『漫才』創刊 月刊～69年12月、各月刊 ～70年9月
1月18日新入会創立五十日年記念集会 於学生会館(不参加),
1月 週刊『朝日芸能』に「泣き笑い人生」連載開始
雑誌『上方芸能』に「オチの研究」を連載開始 ～77年10月
3月 松竹芸能を退社。
紫綬褒章受章。
KAプロ経営に参加。
4月 大阪芸術大学に常勤講師 就任。
4月 大阪芸術大学芸術学部教授 就任。
9月 新聞『 大阪新聞』に「秋田実の競馬気まぐれ話J連載開始 ～12月。
『笑いの創造一一日常生活における笑いと漫才の表現:刊1行
5月 胆石のため入院
レコー ド「上方漫才変遷史」(監修・構成)CBSソニー。
11月読売テレビ「上方お笑い大賞」審査委員。
['秋田実名作漫才選集1』『秋田実名作浸才選集』2刊1行:
5月 新入金の集まり(不参加)。
6月 大阪天王寺村芸能文化保存会結成 顧間就任。
3月 入院。
4月 読売テレビ「お笑いネットワーク」で秋田実の旧作漫才を漫才師が実
演、指導に当たる
2月 大阪シナリオ学校に大衆芸能科 新設、講師になる。
8月 大阪シナリオ学校名誉校長 就任。
半自叙伝『私は漫才作者』刊行t
レコー ド「上方お笑い70年一一萬才から漫才へ」日本ピクター 。
10月14日「笑の会」主催第一回勉強会。
1975年前後 秋田の周りで勉強会開催(SP版を聞き、漫才が成り立つ時代
背景を学ぶことを目的)
『日本語と笑い神1行
レコー ド『上方お笑い七十年』(監修、構成)日本ビクター 。
3月 新聞:報知新聞tに「世相かくし言葉」連載
4月 勲四等瑞宝章受章。
11月 NHKテレヒ「この人と語ろう・秋田実」出演、
1月 新聞『朝日新聞』に「わたしのあつた人」執筆。
8月 「笑いの会」主催「漫才ルーテインJ「漫才はいまJ。
9月 体調悪化、入院。
10月27日没。
『ユーモア辞典.:第一・二巻 手1行
『オチの表情一―落語の楽しさの発見j■1行
『ユーモア交渉術』刊1行
東区玉造稲荷神社境内に「秋田実笑魂碑」建立、除幕式c
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*1興行取締規則 第68条興行場における演劇興行
の涵養又は国民智得の啓培に資する脚本を上演すべし
赤字は出版関連、青字は放送関連、緑字は新人会関連
太字は鶴見俊輔との対談
秋田(1984)、富岡(2001)と、筆者の文献調査をもとに作成
44歳
45歳
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資料6秋田の在阪各局へのかかわり
そのほかの放送局
映画「果れた連中」原作
映画「これは失礼」原作
映画「心臓が強い」原作
慰間映画「銃後の大阪」シナリオ執筆
ニュースコント「モダン′lヽ口出」台
ラジオ用漫才「家族天気図」台本執
9月「街頭にて」、10月「希望音楽会」
11月第一放送全日放送開始、「基礎
英語講座」
12月「真相はこうだ」「紅自音楽試合」
6月「あなたはどうして食べていけま
すか」
7月「尋ね人」12月「話の泉」
月「思い出のアルバム」
月「向こう三件両隣」、「鐘のなる丘」
10月「日曜娯楽版J放送
11月「二十の扉」
1月「私は誰でしょう」「とんち教室」
「リー ジョナルショー 」「放送演芸会」
月「ラジオ寄席」「陽気な喫茶店」
月「上方演芸会J台本
1月「愉快な仲間」
4月「三太物語」
月「上方演芸会」(第一放送)
月「気まぐれショー ボート」作・構成
長沖と
11月DJ「ラジオ喫煙室」
1月「紅白歌合戦」
5月「ラジオ体操」再開
1月「演芸六宴会」
月娯楽番組(講談、浪花節、音楽な
ど)午後10時、「君の名は」(第二放
送)
6月「ユーモア劇場」(「日曜娯楽版」
改称)
「アチャコ青春手帳」台本・構成長沖
と
「エンタツちょびひげ漫遊記」台本・構
成長沖と
4月l'上方演芸会」が「浪花演芸会」
へ改称、台本制作
「青春サーカス」作・構成
12月「お父さんはお人よし」長沖作
1946
1947
1949
1950
11月開局
11月「お笑い劇場」
「お笑い青春デバート」台本
準専属制実施
1月「漫才学校」作・構成
10月「お笑い街頭録音」構成
9月開局
「お笑い横丁」
3月「お笑い三洋亭」開始
5月「西条凡児のお脈拝見」
1月 民放十六社開局
(ラジオ東京、日本文化放送、
朝日放送、新日本放送、中部
日本放送、ラジオ九州、仙台放
送、北海道放送、神戸放送、広
島放送、北陸文化放送、京都
放送、西日本放送、北日本放
送、四国放送、福井放送)
9月NTV「何でもやりましょう」
10月NttV世界フライ級タイトル
マッチ中継
1月NTV「お昼の放送」
2月NTV力道山プロレス中継
6月NTV「エノケンの水戸黄門
漫遊記」
2月TV開局
2月「ジェスチャー」
8月「全国高校野球大会」中継
3月NHK大阪テレビ局開局
12月「こんにゃく間答」
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そのほかの放送局
月「落語・講談の聞き方味わい方」
11月「ラジオ演芸ホール」
別教養番組「日本の大衆演芸」
月「浪曲ドラマ」
5月「連夜長時間演芸番組」で第一回
演芸十八番」
4月「午後の娯楽室」「ラジオ芸能
ホール」
3月DJ「メロディー に載せて」
3月「お父さんはお人よし」終了
4月「私の秘密」
4月BK「お好み風流亭」台本
11月「お笑い三人組」
4月「チロリン村とくるみの本」
BKドラマ「お好み日曜講座」脚本(単
発 )
4月「日本の芸能」「アイラブルー
シー」
11月「テレビ木馬館」「日本の素顔」
NHK東京教育テレビ局開局
4月NHK大阪教育テレビ局開局
4月「演芸くらぶ」
漫才バラエティ「上方日曜演芸館」‖
成
4月「モダン寄席」花登筐、香住春吾
と台本担当
10月総合テレビ全日放送となる
4月「法善寺横T」
4月「法善寺横T」終了
4月「ひょつこりひょうたん島」
6月「夫婦善哉」作・構成
12月「すかたん社員」
「漫才教室」
「奥様お耳をどうぞ」構成
4月「東西お笑い劇場」
4月連続テレビ小説第一作「娘と私」
「夢で会いましょう」「若い季節」
「漫才学校J構成
社名変更「毎日放送」
3月毎日放送テレビジョン開局
3月「番頭はんと丁稚どん」
5月「素人名人会」
12月「力くつちり買いまショウ」
4月「ダイビングクイズ」
4月ラジオ東京T「金語楼劇場ロ
おトラさん」
4月NTV「お昼の演劇」
12月大阪テレビ局(OTV)開局
1月ラジオ東京R「赤銅鈴之助」
4月OTV「びっくり捕り物帳」
7月ラジオ東京T「時事放談」
4月0■/「やりくリアパート」
5月NTV「光子の部屋」
7月ラジオ大阪(OBC)開局
9月OTV「道頓堀アワー」「部長
刑事」
10月「私は員になりたい」
11月関西テレビ開局(KTV)
2月日本教育テレビ局開局
3月フジテレビジョン開局、「演
芸昼席」
9月カラーテレビ放送
11月ラジオ東京が東京放送ヘ
社名変更
6月NTV「シャボン玉ホリデー」
11月()〔;(|1輝|ハラエティ´―」作
7月OBC「はんじ・けんじの
ニュース法廷」
2月YTV「お笑い缶詰劇場」
6月NET「テレビ寄席」
4月NET「木島則夫モーニング
ショー 」
9月YTV「ポテチン武者修行」
11月Ⅵ「V「そつくリショー 」
4月YTV「踊つて歌つて大合戦」
4月NET「アフタヌーンショー 」
5月フジ「′1ヽり‖宏ショー 」
7月フジ「ちびっ子のど自慢」
8月OBC「七時です !ハイス
ター ト」
10月KttV「お笑いとんち袋」
11月NTV「1lPM」「ぉ好み寄
席」
4月フジ「しろうと寄席」
4月NTV「お笑いカラー寄席」
4月TBS「家族そろつて歌合戦」
5月NTV「笑点」
5月フジ「お茶の間寄席」
10月ラジオ関東「オールナイト
パートナー」
12月K■′「奥様スタジオ、ハ
イ!土曜日です」
4月TBS「ドリフター ズドン !」
4月11日～8月26日κT∨「;釜才
大学」構成
11月「ご両人登場」
4月「スタジオ102」 7月「おはよう浪曲」
4月「おはなはん」「横堀側」 4月「ABCヤングリクエスト」
大阪テレビを合併
4月「スチャラカ社員」
6月「てなもんや三度笠」
8月「夫婦善哉」ラジオから移行
9月「ごろんぼ波止場」
11月「おやじ万才」
4月「スチャラカ社員」終了
4月「てなもんや三度笠」
1月「落語紳士録」
10月「千客万来」
4月「ポップ対歌謡曲」
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10月「歌えMBSヤングタウン」 1月「スター 物まね合戦」
1962
1963
「漫才読本」構成
月「東西漫才クラブ」設立に尽力
映画
NHK 朝日放送 ABC 新日本放送 そのほかの放送局
ラジオ テレビ ラジオ テレビ ラジオ テレビ
1968
1969
1970
1972
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
3月NHKFM全局開通(170局)
6月「思い出の名人芸」
4月「上方演芸会」
4月「ひょつこりひょうたん島」終了
4月「ひるのプレゼント」
11月「1080分落語会」
4月「お笑いオンステージ」
3月「東京若手放送競演会」
4月「お国自慢にしひがし」
8月宝塚歌劇「ベルサイユのバラ」中
継
4月「仁鶴の頭のマッサージ」
7月「おはよう浪曲J
4月「おはようパーソナリティー 中村
鋭―です」
4月「フレッシュ寄席」
1月「ただいま恋愛中」
3月「てなもんや二刀流」
10月「お荷物小荷物」
1月「新婚さんいらつしゃい」
4月「プロポーズ大作戦」
7月「和朗亭」
8月「THEビッグ」
10月「枝雀寄席」
3月「ABC漫才・落語新人コンクー
ル」、「ABC30年笑いの年譜」
10月「漫才スペシャル東西対抗お笑
い秋の陣 !」
9月放送開始25周年記念、24時間違
続生番組「人間バンザイ」
12月「ヤングタウン」司会変更三枝→
さんま
7月「ヤングお一お―」
4月「仮面ライダー」
4月「仁鶴の大入満員」
7月「スター 物まね合戦」終了
3月「上方漫才今昔大絵巻」
3月「上方漫才今昔大絵巻」第二回
上方漫才まつり」
4月「上方寄席」
2月TBS「お笑い頭の体操」
4月フジ「お昼のゴールデン
ショー J「三時の貴女」
4月ⅥV「お昼のワイドショー 」
9月NET「スポット演芸」
9月フジ「コント55号の世界は笑
う」
9月NTV「お笑いモダン亭」
3月愛知音楽放送、新大阪音
楽放送、福岡エフエム音楽放
送に予備免許
4月OBC「出前寄席」
4月フジ「唄子・啓介のおもり夫
婦」
4月NTV「コント56号、裏番組を
ぶつ飛ばせ !!」
10月TBS「8時だよ !全員集
合」
10月NTV「巨泉・前武のゲバゲ
バ90分!」
4月「OBC「ヒットでヒット、バチョ
ンと行こう!」
9月MTV西條凡児をドッキリカメ
ラからおろすことを決定
10月NTV「お笑いネットワーク」
9月NTV「天才バカボン」
10月NTV「ゲバゲバー座の
ちょんまげ90分!」
10月フジ「演芸大賞」を番組化
10月OBC「落語百選」
1月NTV「テレビ寄席」500回記
念放送
2月TBS「時間ですよ」
10月KTV「パンチDEデート」
1月KTV「ノックは無用」
4月フジ「欽ちゃんのドンとやつ
てみよう」、NTV「ウイークエン
ダー」
4月Ⅵ膨「居候バンザイ」
10月NET「飲ちゃんのどこまで
やるの !」
2月OBC「上方漫才への道」
4月日本教育テレビ放送改称、
全国朝日放送ANB
4月OBC「鶴瓶と新野ぬかるみ
の世界」
10月テレビ朝日「笑アップ化容
態作戦」
10月KTV「花王名人劇場」
3月KTV「お笑いスター 誕生」
10月フジ「笑つてる場合です
よ」、KTV「花紀“岡八ドドンとお
笑い60分」、「ずばり本命 !大
爆笑」
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